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発 刊 の 辞

財団法人千葉県教育振興財団 (財 団法人千葉県文化財センターから平成17年 9月 1

日付で名称変更)は,昭和49年 H月 の創設以来,埋蔵文化財に関する数多 くの調査,

研究,普及活動を実施してまいりました。その成果は,発掘調査報告書をはじめとす

る多数の刊行物等に見られるとおりです。

研究活動につきましては,昭和50年度に第 1号 を刊行しました研究紀要は,以来第

11期から第 5期 に分けて共通のテーマを設定し,こ れまでに24冊を著しました。この間,

昭和60年度には『倉1立 10周 年記念論集』,平成 6年度には『創立20周年記念論集』,平

成16年度には『創立30周年記念論集』を刊行するなど,房総文化の解明に努めてまい

りました。

当財団では,数多 くの遺跡を調査し,調査報告書や研究紀要を通して各時代・各分

野の様々なデータを多量に蓄積してきました。しかしながら,昨今の発掘調査により,

新事実が解明される一方においては新たな課題や問題点も生まれ,こ れらの蓄積資料

を改めて整理し分析することが課せられてもいます。

このため,第 5期ではこれまでの研究紀要ではとりあげられていなかった各時代の

遺跡,遺物,文献等の資料集成を主とし,「各時代における諸問題」と題して新たに展

開することにし,平成13年度に本シリーズの成果報告の第 1冊 目として研究紀要22『尖

頭器石器群の研究』,第 2冊 日として研究紀要23『房総における原始古代の農耕』を刊

行しました。

このたび,第 3冊 目として,研究紀要25『房総における郡衛遺跡の諸問題―下総国

を中心に一』を刊行することになりました。

本書が考古学研究はもとより,埋蔵文化財調査の技術向上のための一助として広 く

活用されることを期待してやみません。

財団法人 千葉県教育振興財団

理 事 長 佐 藤 健 太 郎

平成18年 3月
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はじめに

資料部長 ガヽ 宮 孟

財団法人千葉県教育振興財団 (財団法人千葉県文化財センターから平成17年 9月 1日 付で名称変更)は ,

昭和49年 に創設以来,埋蔵文化財の発掘調査及びこれに関する研究事業・普及事業を主要な業務としてい

る。

この間,緊急調査 と学術調査によって数多 くの遺跡を発掘調査 し,刊行 した調査報告書も500冊以上に

達している。さらに,調査を通 じて集積された膨大な資料の整理・検討から各時代 。各分野の問題点の解

明について積極的に取 り組んできたところである。

当財団ではそれらの成果を『研究紀要』 としてまとめ,昭和51年 に第 1号 を刊行して以来号を重ね,本

書で25号を数えるに至っている。

『研究紀要』は,各時代・各分野における文化 。遺跡 。遺構 。遺物等の問題点を抽出し,こ れらの解明

に向けた文献,遺跡・遺物などの資料の収集・整理,そ して論考を加えるための共同研究を通して,当セ

ンター職員の日頃の研究成果を社会に提示,還元するものである。平成10年度からは第 5期 として「各時

代における諸問題」という新 しい主題による研究が開始され,22号 。23号でその成果を刊行 している。本

号では,「房総における郡衛遺跡の諸問題」と題 して,主に下総地域を中心に調査された郡衛遺跡をめぐ

る諸問題についてスポットをあて,郡郷の変遷や古墳時代からの視点も交えて検討を加えることとした。

千葉県内における郡衛遺跡の調査は,1977年 に湖北高等学校建設に伴う我孫子市日秀西遺跡が始まりで

ある。この遺跡は,相馬郡衛に伴う正倉跡として広 く認識され,その後我孫子市教育委員会による周辺遺

跡の調査により徐々に全容が解明されつつある。一方,1980年 から3年間にわたって行われた道路建設に

先立つ向台遺跡,大畑 I・ I-2遺跡の調査により当該遺跡及び周辺が埴生郡衛 となる可能性が指摘され

た。1985年 からは官行の規模などを解明するための確認調査が行われ,その後財団法人印藩郡市文化財セ

ンターによる近隣遺跡の調査などが進み,様相が次第に明らかになってきている。また,嶋戸東遺跡は,

1991年 に宅地造成に伴う財団法人山武郡市文化財センターの調査により,大型の掘立柱建物跡が検出され,

注目を浴びた。そこで,官衛関連遺跡確認調査の一環として,千葉県教育委員会から委託を受けた財団法

人千葉県文化財センターが,平成 9年度から平成16年度まで確認調査を実施し,前期郡庁や後期正倉域な

どの構造や規模が明らかとなっている。他にも,海上郡衛と推定されている西野遺跡群の調査などが行わ

れているが,い まだ不明な部分が多い。

本書は,平成12年度から平成17年度までの 6か年を費やして実施してきた研究成果をまとめたものであ

るが,遺跡の性格がほぼ想定できる郡衛遺跡を中心に論考を加えたため,国府や郡衛以下の末端官衛遺跡

についてはほとんど触れず,官衛関連遺物の論考や一覧表の中で集成している。官衛に関連する広汎な論

究はしていないが,今後の郡衛や官衛研究に寄与することがあれば幸いである。本書の執筆分担は以下の

とおりであり,編集に当たっては資料部副部長瀬戸久夫が行った。

最後に,共同研究から本編をまとめるまでの間において,関係各位からは多大なるご指導,御協力を頂

いた。ここにご芳名を録 し,深 く感謝の意を表すものである。
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〈協力機関〉
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I 序章

1 房 総 の郡衛 研 究 略 史

『延喜式』や『和名類衆抄』には,安房国に平群,安房,朝夷,長狭の 4郡 ,上総国に市原,海上,畔蒜 ,

望陀,周淮,天羽,夷潜,埴生,長柄,山辺,武射の11郡,下総に葛飾,千葉,印膳,匝瑳,海上,香取 ,

埴生,相馬,猿島,結城,岡田(豊 田)の 11郡が見られるが,猿島,結城,岡田の 3郡は現在の茨城県に位

置するため,本県には,23の郡が所在している
1)。

本県の郡衛研究は,全国的な官街遺跡の研究史と同様,歴史地理学的な所在地の比定に始まる。昭和 7

(1932)年 には小熊吉蔵により西上総地域の周淮,畔蒜,望陀,海上,市原,天羽の 6郡の郡衛所在地を地

名などから比定している
2)。

本県において郡衛遺跡の発掘調査が実施されたのは,昭和52(1977)年 ,53(1978)年 に調査が実施された

我孫子市日秀西遺跡に始まる。日秀西遺跡は現在,相馬郡衛正倉跡に比定されているが,その調査は千葉

県立湖北高等学校建設工事に伴い実施され,整然と立ち並ぶ建物群を検出し,県内初の官衛遺跡 として

校舎位置の変更等により保存が計られ,郡衛正倉のひとつの典型例として郡衛研究に欠かせない資料 と

なっており,平成 7年には県指定史跡に指定された。その後,確認調査や周辺遺跡での発掘調査が実施さ

れているが,他の施設や郡衛全体の構造は不明である。また,検出された建物及び建物群については大野

康男により詳細な検討が為されている。続いて,昭和55(1980)年 から昭和58(1983)年 まで,栄町大畑 I遺

跡の発掘調査が主要地方道成田安食線道路改良工事の施行に伴い実施され,84棟の掘立柱建物跡や西北西

約300mに位置する向台遺跡の出土遺物から埴生郡街の有力な推定地とされた。昭和60(1985)年 ,昭和61

(1986)年 に千葉県教育委員会の委託により財団法人千葉県文化財センターが実施した確認調査成果と併せ

て,館 としての機能を想定している。

平成 3(1991)年 に宅地造成に伴い実施された成東町嶋戸東遺跡では,大規模な掘立柱建物跡と回廊状の

掘立柱建物跡を検出し,周辺の古代寺院である真行寺廃寺や古墳群との関連から郡衛関連遺構の可能性が

指摘され,平成 9(1997)年 から平成16(2004)年 まで千葉県教育委員会の委託により財団法人千葉県文化財

センターが確認調査を実施し,郡庁や正倉域が徐々に明らかとされ武射郡行の可能性が極めて高いものと

なっている。

上総海上郡衛推定地である市原市西野遺跡群では,開発事業に伴う発掘調査及び千葉県教育委員会によ

る確認調査が数次行われ,平成15(2003)年 には伊藤智樹によりその成果が総括され正倉や館,厨家の可能

性が指摘されている
3)。

以上,本県の郡衛の研究状況について概観してきたが,昭和50年代以後,郡衛遺跡の発掘調査が実施さ

れてきたが,明確に郡衛と判断されるものはわずかであり,郡庁,正倉,館,厨 といった各施設が揃い郡

衛全体が捉えられるものは皆無である。

註

1 宮原武夫編 1996『千葉県の歴史』資料編 古代 県史13

2 小熊吉栽 1932「西上総に於ける古街道と國府郡家所在地との開係」「史跡名勝天然記念物調査』第7輯第4号

3 伊藤智樹 2∞3「海上郡衛を考える」『市原地方史研究』第20号 市原市教育委員会
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上野 純司  1980 昭和55年  「千葉県我孫子市日秀西遺跡発掘調査報告書』 千葉県教育委員会 的千葉県文化財センター

堀部 昭夫  1980 昭和55年  「千葉県我孫子市 日秀遺跡遺構確認調査概報』 千葉県教育委員会 的千葉県文化財センター

石井  穂他 1980 昭和55年 「F「 内台 古墳,奈良平安時代の集落址,墓址の発掘調査概報』 印内台遺跡調査団

青沼 道文他 1980 昭和55年 『千葉市芳賀輪遺跡第7次発掘調査略報 千葉市文化財抄報J 千葉市教育委員会

佐々木虔-  1980 昭和55年  「古代の結城地方」『結城市史第四巻古代中世通史編』 結城市

1981 昭和56年  「千葉市土気・田向遺跡発掘調査報告書』 千葉市遺跡調査会・田向遺跡発掘調査会

古内  茂  1981 昭和56年  「千葉県我孫子市 日秀遺跡遺構確認調査概報』 千葉県教育委員会 ②千葉県文化財センター

桑原  護他 1981 昭和56年  『市営総合運動場内遺跡 昭和55年度埋蔵文化財発掘調査報告』 市川市教育委員

上野 純司  1982 昭和57年  『千葉県我孫子市日秀西遺跡発掘調査報告書』 帥千葉県文化財センター

1982 昭和57年 「日秀西遺跡遺構確認調査概報J O千葉県文化財センター

1982 昭和57年 「我孫子市埋蔵文化財調査報告第2集』 我孫子市教育委員会

岡村 具文  1982 昭和57年  「我孫子市埋蔵文化財報告第2集  日秀遺跡遺構確認調査 別当地遺跡発掘調査J 我孫子市教育委

員会

堀部 昭夫  1982 昭和57年  「千葉県我孫子市 日秀遺跡遺構確認調査概報』 千葉県教育委員会 的千葉県文化財センター

岡村 員文  1983 昭和58年  「我孫子市埋蔵文化財報告第3集』 我孫子市教育委員会

古宮 隆信  1983 昭和58年  『高野台遺跡第一次 柏市埋蔵文化財調査報告書』 柏市教育委員会

岡崎文喜他  1983 昭和58年  『本郷台Ⅱ 奈良・平安時代を中心とした集落址および墓址の調査J 船橋市遺跡調査会 本郷台遺

跡第二次調査団

岡崎 文喜  1983 昭和

“

年 「下総地方における奈良・平安時代の集落址の一形態 本郷台遺跡を中心として」 遺跡研究会

青沼 道文  1983 昭和58年  「千葉市内出土の奈良三彩小壺二例」「千葉史学第2号J 千葉歴史学会

岡村 員文  1984 昭和59年  『我孫子市埋蔵文化財報告第4集』 我孫子市教育委員会

佐々木和博  1984 昭和59年  「「博士館」墨書土器私考」「史館第17号」 史館同人

青沼 道文他 1984 昭和59年  「千葉市芳賀輪遺跡第2次・ 7次発掘調査概報 千葉市文化財報告第9集』 千葉市教育委員会

村田六郎太  1984 昭和59年  『谷津遺跡 千葉市文化財調査報告書第10集』 千葉市教育委員会

岡村 員文  1985 昭和60年  「ワu当地 。南久保作・北久保作遺跡 我孫子市埋蔵文化財報告第8集」
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1986 昭和61年 『大北遺跡・谷津遺跡・瓜作遺跡・池田古墳群』 ②千葉県文化財センター

萩原 恭-  1986 昭和61年 「千葉市大北遺跡の検討』 0千葉県文化財センター

1986 昭和61年 『古代国府関係資料集 (そ の一)国立歴史民俗博物館研究報告第10集共同研究「古代の国府の研究」」

国立歴史民俗博物館

岡村 具文  1986 昭和61年  『西原遺跡 根戸城跡 我孫子市埋蔵文化財報告第8集 J

山路 直充  1986 昭和61年  「律令の社会」「市立市川考古博物館展示解説J 市立市川考古博物館

池田 大介他 1986 昭和61年 『大北遺跡・谷津遺跡・瓜作遺跡・池田古墳群 千葉急行線内埋蔵文化財発掘調査報告書ⅡJ O千

葉県文化財センター

1987 昭和62年 『中鹿子第2遺跡』 (遺跡見学会資料)lul千葉市文化財調査協会

渋谷 興平他 1987 昭和62年 『千葉県佐倉市寺崎遺跡群発掘調査報告書 向原遺跡 上城堀遺跡 一本松遺跡J 佐倉市寺崎遺跡群

調査会

1988 昭和63年 「中鹿子第2遺跡」「昭和62年度千葉県遺跡調査研究会発表要旨』 千葉県文化財法人連絡協議会

木下  良他 1989 平成元年 F国府研究の現状 (そ の二)国立歴史民俗博物館研究報告第20集共同研究「古代の国府の研究」(続 )J

国立歴史民俗博物館

1989 平成元年 『千葉市文化財調査協会年報 1』 ②千葉市文化財調査協会

横田 正美  1989 平成元年 「千葉県中鹿子第2遺跡」『日本考古学年報40(1987年度版)』 日本考古学協会

石田 守-  1989 平成元年 『チアミ遺跡 我孫子市埋蔵文化財報告第12集』 我孫子市教育委員会

斎藤 忠昭  1989 平成元年 『須和田遺跡第4地点 昭和63年度市川市埋蔵文化財発掘調査報告』 市川市教育委員

1%9 平成元年 『須和田遺跡第9地点 昭和63年度市川市埋蔵文化財発掘調査報告』 市川市教育委員

大野 康男  1990 平成2年 「下総国相馬郡正倉跡」 Fシ ンポジウム 関東官衛遺跡の検討』 茨城県考古学協会

山口 典子  1990 平成2年  『千葉県文化財センター調査報告第173集 市川市新山遺跡』 m千葉県文化財センター

道上  文他 19∞ 平成 2年 『Fp内台遺跡 第7次・8次調査報告書』 船橋市遺跡調査会

山路 直充  1991 平成 3年 「下総国井上駅について (上 )」 『市立市川考古博物館年報第20号J 市立市川考古博物館

石坂 雅樹他 1991 平成3年  「F「 内台遺跡 第4次調査報告書』 船橋市遺跡調査会

村田六郎太  1991 平成 3年 『新田遺跡 埋蔵文化財調査 (市内遺跡)報告書 平成 2年度』 千葉市教育委員会

松田 礼子  1992 平成4年  『須和田遺跡第6地点 平成 3年度市川市埋蔵文化財発掘調査報告J 市川市教育委員会

中村 宜弘  1992 平成4年  『F「 内台遺跡第11次調査 平成 3年度船橋市内遺跡発掘調査報告書』 船橋市遺跡調査会

1"2 平成4年  『東中山台遺跡 (第 1・ 2・ 3次調査)平成 3年度船橋市市内遺跡発掘調査報告書」 船橋市教育委

員会

菊池 健-  1992 平成4年  『千葉市芳賀輪遺跡平成 2年度調査報告書』 ②千葉市文化財調査協会

横田 正美他 1"2 平成 7年 『千葉中央ゴルフ場遺跡群発掘調査報告書 中鹿子第2遺跡 (第 2分冊)J 側千葉市文化財調査協会

天野 努他  1992 平成 4年 「出土文字資料と地名」『千葉県史研究第2号J 千葉県

阿部 義平  1992 平成4年 「国府と郡衝―下野国府とその周辺―」「第6回企画展示解説J 栃木県立しもつけ風土記の丘資料館

田中 央治  1993 平成5年  『須和田遺跡第21地点 平成 3年度市川市内遺跡発掘調査報告』 市川市教育委員

大森 隆志  1993 平成5年 『小野遺跡 平成4年度松戸市内遺跡発掘調査概判  松戸市教育委員会

栗原 薫子他 1993 平成 5年 『東中山台遺跡 (第 4次)平成 4年度船橋市市内遺跡発掘調査報告書』 船橋市教育委員会

飛田 正美  1993 平成 5年 『千葉市新田遺跡』 側千葉市文化財調査協会
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進藤 泰浩  1993 平成 5年 『千葉県印藩郡印西町駒形北遺跡発掘調査報告書 印西町立小林小学校運動場拡張に伴う埋蔵文化財

調査J 卿印藩郡市文化財センタヽ

菊池 健-  1993 平成 5年 『千葉市芳賀輪遺跡平成 3年度調査報告書』 0千葉市文化財調査協会

栗原 薫子  1993 平成5年 『印内台遺跡第15次 (確認・本調査)平成4年度船橋市市内遺跡発掘調査報告』 船橋市教育委員会

大野 康男  1994 平成6年 『古代官衛の終末をめぐる諸問題J 東日本埋蔵文化財研究会

川根 正教  1994 平成6年 『加地区遺跡群Ⅲ 町畑遺跡A地点』 流山市教育委員会

大森 隆志  1994 平成6年 「小野遺跡第1地点出土遺物について」「松戸市立博物館紀要第 1号J 松戸市立博物館

松尾 昌彦  1994 平成6年 「下総国のはじまり」 F松戸市立博物館常設展示図録』 松戸市立博物館

1994 平成6年 『「厨」銘墨書土器考 松戸市坂花遺跡出土例をめぐって』 松戸市立博物館

石坂 雅樹  1994 平成 6年 『やさしい郷土の考古学 印内台遺跡について」 船橋市史編さん委員会

武田 宗久  1994 昭和49年  「第4節 王朝時代」 F千葉市史 第一巻」 千葉市

小澤 清男  1994 平成6年  『千葉市芳賀輪遺跡平成4年度調査報告書』 ②千葉市文化財調査協会

山路 直充  1994 平成6年 「下総国分寺後の発掘と下総国府」 F東京低地の古代 考古学からみた旧葛飾郡とその周辺」 奇書房

栗田 則久  1995 平成 7年 「千葉県の古代官衛とその周辺」『シンポジウム3 地方官衛とその周辺』 日本考古学協会茨城大

会実行委員会 ひたちなか市

白井 太郎  1995 平成 7年  F東中山台遺跡群第5次 平成6年度船橋市市内遺跡発掘調査報告書」 船橋市教育委員会

道上  文  1995 平成 7年 『東中山台遺跡群第6次 平成6年度船橋市市内遺跡発掘調査報告書」 船橋市教育委員会

白井 太郎  1995 平成 7年  F東中山台遺跡群第7次 平成6年度船橋市市内遺跡発掘調査報告書J 船橋市教育委員会

1995 平成 7年 『9.向境遺跡第1次本調査 平成 6年度八千代市埋蔵文化財調査年報』 八千代市教育委員会

1995 平成7年 「10 境堀遺跡第 1次確認本調査 平成 6年度八千代市埋蔵文化財調査年報」 八千代市教育委員会

山路 直充  1995 平成 7年 「「井上」の墨書土器」 F下総国分寺』 市立市川考古博物館

1996 平成8年  『下総国シンポジウム2 国府―畿内・七道の様相―」 日本考古学協会二重県実行委員会

宮内 勝巳  1996 平成 8年 「井戸状遺構について (上 )」 『史館第28号」 史館同人

石坂 雅樹  1996 平成 8年 『東中山台遺跡群(8)平成 7年度船橋市市内遺跡発掘調査報告書』 船橋市教育委員会

小林 正之  1996 平成8年 『本郷台遺跡 第6次発掘調査報告書』 船橋市遺跡調査会

1996 平成 8年  『16 向境遺跡第2次確認調査,第 2次本調査 八千代市埋蔵文化財調査年報―平成 6年度版―』

八千代市教育委員会

1996 平成 8年  『17.境堀遺跡第2次確認調査,第 2次本調査 八千代市埋蔵文化財調査年報―平成 6年度版―』

八千代市教育委員会

鶴岡 英-  19% 平成 8年  F千葉市芳賀輪遺跡平成 6年度調査報告書J 的千葉市文化財調査協会

大森 隆志  1996 平成11年 『4ヽ野遺跡 小野遺跡第1地点発掘調査報告書』 松戸市遺跡調査会

藤岡 孝司  1996 平成8年 「古代東国村落の構造―中核集落と衛星集落―」 F古代第101号J 早稲田大学考古学会

山路 直充  1997 平成9年  『国府台旧所在の六所神社について 一古代から近代までの展望―』 市立市川考古博物館

1997 平成9年 「下総国府における主要道路」「平成9年度企画展図録「古代の道と旅」』 千葉県立房総風土記の丘

道上  文  1997 平成9年 『Fp内台遺跡群19 平成8年度船橋市内遺跡発掘調査報告書」 船橋市教育委員会

石坂 雅樹  1997 平成9年 『F口 内台遺跡群20 平成8年度船橋市内遺跡発掘調査報告書』 船橋市教育委員会

1997 平成9年  『Fp内台遺跡群21 平成8年度船橋市内遺跡発掘調査報告書』 船橋市教育委員会
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石坂 雅樹他 1997 平成 9年  『東中山台遺跡群 (8・ 9)埋蔵文化財センター調査報告書第3集」 m船橋市文化・スポーツ公社

埋蔵文化財センタニ

寺村 光晴  1997 平成 9年 「下総国府研究小史と若干の考察」『国府台 7』 和洋女子大学文化資料館

駒見 和夫  1997 平成9年  『下総国府の現状と一検討 近年における国府台遺跡の調査から』 和洋女子大学文化資料館

見留 武±  1997 平成 9年 「東国国府における鹿犠牲」『国府台 7』 和洋女子大学文化資料館

朝比奈竹男  1997 平成9年 「村上郷の文化人たち」「墨書土器は語る』 八千代市歴史民俗資料館

1997 平成 9年 『発掘を体験 !遺跡見学会 上谷遺跡発掘調査』 八千代市教育委員会

武藤 健-  1997 平成9年  『遺物紹介墨書土器 埋 (ま い)やちよNQ l』 八千代市教育委員会

1997 平成 9年  「10 境堀遺跡本調査事業 (第 2次)八千代市埋蔵文化財調査年報―平成 7年度版―」 八千代市教

育委員会

1997 平成9年  『11.向境遺跡本調査事業 (第 2次)八千代市埋蔵文化財調査年報―平成 7年度版―』 八千代市教

育委員会

1"7 平成9年  『13.上谷遺跡確認調査事業 (第 2・ 3次)八千代市埋蔵文化財調査年報―平成 7年度版―』 八千

代市教育委員会

1997 平成 9年  「13 境堀遺跡確認調査事業 (第 3次)八千代市埋蔵文化財調査年報―平成 7年度版―』 八千代市

教育委員会

1997 平成 9年 『16.境堀遺跡本調査事業 (第 3次)八千代市埋蔵文化財調査年報―平成 7年度版―』 八千代市教

育委員会

1997 平成 9年  『18 向境遺跡本調査事業 (第 3次)八千代市埋蔵文化財調査年報―平成 7年度版―』 八千代市教

育委員会

糸原  清  1"7 平成 9年 『房総の古代寺院と交通路 人間・遺跡・遺物 3』 発掘者談話会

道上  文  1997 平成 9年  『印内台遺跡群 (19)埋蔵文化財センター調査報告第4集』 0船橋市文化・スポーツ公社埋蔵文化

財センター

鶴見 貞雄  1997 平成7年  『4律令国家と結城廃寺 結城の歴史I原始古代』 結城の歴史編纂委員会

辻  史郎他 1998 平成10年  「チアミ遺跡第 1次・第3次・第6次発掘調査報告書」 我孫子市教育委員会

山路 直充  1998 平成10年 「下総国府における主要道路 (補遺)」 F市立市川考古博物館研究紀要第2号』 市立市川考古博物館

1998 平成10年 「下総国府関連遺跡」『千葉県の歴史資料編考古 3(奈良・平安時代)』 千葉県

辻  史郎  1998 平成10年  「新山遺跡」「千葉県の歴史資料編考古3(奈良・平安時代)J 千葉県

松本 太郎  1998 平成10年 「須和田遺跡」『千葉県の歴史資料編考古3(奈良・平安時代)』 千葉県

道上  文他 1998 平成10年 「印内台遺跡」「千葉県の歴史資料編考古3(奈良・平安時代)J 千葉県

石坂 雅樹  1998 平成10年  『東中山台遺跡群 (10-2)平成 9年度船橋市内遺跡発掘調査報告書』 船橋市教育委員会

1998 平成10年  『東中山台遺跡群 (11)平成 9年度船橋市内遺跡発掘調査報告書」 船橋市教育委員会

1998 平成10年  『東中山台遺跡群 (12)平成9年度船橋市内遺跡発掘調査報告書』 船橋市教育委員会

栗原 薫子他 1998 平成10年 「本郷台遺跡」『千葉県の歴史資料編考古3(奈良・平安時代)』 千葉県

武藤 健一他 1998 平成10年  『古代のベルトの飾りの話 埋 (ま い)やちよNQ 2」 八千代市教育委員会

武藤 健-  1998 平成10年  『遺物紹介温石 埋 (ま い)やちよNQ 3』 八千代市教育委員会

倉田 義広  1"8 平成10年  『千葉市芳賀輪遺跡平成8度調査報告書』 0千葉市文化財調査協会
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青沼 道文  1998 平成10年 「芳賀輪遺跡」『千葉県の歴史資料編考古3(奈良・平安時代)]千葉県

小林 清隆  1998 平成10年 「谷津遺跡」「千葉県の歴史資料編考古3(奈良・平安時代)J 千葉県

佐々木虔-  1998 平成10年 「古代の国境としての山河と交通路―房総地方を中心として一」「千葉県史研究第6号』 千葉県

小林 理恵  1998 平成10年 「印内台遺跡群 (22)埋蔵文化財センター調査報告第11集J O船橋市文化・スポーツ公社埋蔵文化

財センター

阿部 義平  1998 平成10年 「高岡遺跡群」『千葉県の歴史資料編考古3(奈良・平安時代)」 千葉県

井上 文男  1999 平成11年 「中馬場遺跡 (第 4次)柏市埋蔵文化財調査報告書38』 柏市教育委員会 柏市遺跡調査会

1999 平成11年  「千葉県文化財センター年細 24-平成10年度―J QIF葉 県文化財センター

石坂 雅樹他 1999 平成11年 「印内台遺跡群25 平成10年度船橋市内遺跡発掘調査報告書J 船橋市教育委員会

石坂 雅樹  1999 平成11年 『東中山台遺跡群 (12)平成10年度船橋市内遺跡発掘調査報告書J 船橋市教育委員会

1999 平成■年 「東中山台遺跡群 (10)千葉県埋蔵文化財発掘調査抄報 平成9年度J 千葉県教育庁生涯学習部文

化課

1999 平成11年 『東中山台遺跡群 (13)千葉県埋蔵文化財発掘調査抄報 平成9年度』 千葉県教育庁生涯学習部文

化課

見留 武±  1999 平成11年  「「シンポジウム東国の国府in wAYO― 考古学からみた東国国府の成立と変遷―」に参加して」 国

府台9 和洋女子大学文化資料館

蕨  茂美  1999 平成11年 「「上谷遺跡」見学会リポート 埋 (ま い)やちよNQ 4』 八千代市教育委員会

武藤 健-  1999 平成n年 『上谷遺跡の井戸状遺構について 井戸のようで井戸じゃない』 八千代市教育委員会

常松 成人  1999 平成11年 『八千代は墨書のまち。だから…墨書紹介 埋 (ま い)やちよNQ 4」 八千代市教育委員会

1999 平成11年 『都合のいい土器 八千代は墨書のまち。だから…J 八千代市教育委員会

駒見 和夫  1999 平成n年 「国衝の変遷から国庁を探る 下総の国」『幻の国府を探る 東国の歩みから』 雄山閣

倉田 義広  19" 平成11年 「千葉市猪鼻城跡』 側千葉市文化財調査協会

石坂 雅樹他 1999 平成11年  「F「 内台遺跡群 (24)埋蔵文化財センター調査報告第8集』 m船橋市文化・スポーツ公社埋蔵文化

財センター

川根 正教  20Xl 平成12年  「加地区遺跡群Ⅳ 町畑遺跡F,G,H地 点』 流山市教育委員会

荒井 英樹他 2Cll10 平成12年 『本郷台遺跡 第7次発掘調査報告書』 船橋市遺跡調査会

駒見 和夫  21XD 平成12年 『墨書土器による国府の素描J

簗瀬 裕-  2000 平成12年  「中世の千葉 千葉市堀内の景観について』 千葉市教育委員会

小林 理恵  21XXl 平成12年 「東中山台遺跡群 (11)埋蔵文化財センター調査報告書第13集』 ②船橋市文化・スポーツ公社埋蔵

文化財センター

白井 太郎  20∞ 平成12年 『東中山台遺跡群 (12)埋蔵文化財センター調査報告第14集』 ②船橋市文化・スポーツ公社埋蔵文

化財センター

石川  功他 2CX10 平成12年 「古代霞ヶ浦事情―常陸国府とその周辺―」『上高津貝塚ふるさと歴史の広場開館 5周年記念展示解

説」 上高津貝塚ふるさと歴史の広場
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3 郡郷変遷

1.は じめに

ここでいう官衛とは,基本的には考古学的に把握することが可能な郡あるいはそれと同等程度の施設等

を想定した,いわゆる官衛関連遺跡をさしている。かつて佐原真が分布論を主題に論じたなかで,国分寺

と官行の遺跡数を問題にしたことがある
1)。 つまり古代の国・郡の数はわかっているなかで,それまでわ

かっている両者の遺跡数とでは明らかな差があると指摘する。その理由を,国分寺の遺跡は日に付きやす

い遺構・遺物をとどめるのにたいして,官衛遺跡では必ずしもそういう状況にはないからだと説明する。

確かに県内でも下総国相馬郡正倉に比定されている日秀西遺跡,埴生郡衛に推定されている大畑遺跡は,

調査以前にはこれほどの遺跡内容とは知るよしもなかった。しかしいっぽうで郡衛遺跡を推定する上でひ

とつの有力な根拠となってきた「こおり(郡 。氷・小折等)」 等の地名について,た とえば君津市郡遺跡は,

周淮郡衛の有力な候補地で,その周辺も含めて発掘調査が実施されてきたが, まだ明確な遺構まではみつ

けるまでにはいたっていない。推定する根拠の難しさをあらためて実感させる。そこで,作業段階の手始

めとして, まず図上に郡域を想定することを前提として,こ こでは郡域を時空的に検討できるように文字

資(史 )料を中心に集成し,次の作業へ進む基礎的な資(史 )料を提供しておくことにした。当然,郡の構成

単位の基本になるのは郷 (里 )であり,それら各々の領域から図上に示されるようになっているのが理想で

はあるが,その領域は必ずしも長期にわたって踏襲されるものではないことも周知のとおりである。した

がって時間的な経過も考慮にいれる必要がある。なお千葉県を総称して房総というように,千葉県は上総

国・下総国 。安房国からなっているが,一時期安房国は上総国に併合され, また独立するという経緯をた

どる。これについては, とくに断らない限り安房国が独立していた時期の領域を想定している。

古代の地名史料としてもっとも価値の高い史料としては,周知のように10世紀前半に成立した『和名類

衆抄』がある。記事内容を他の古文書類と比較して成立時期よりは古い段階の内容をもつものとされてい

る。それでも律令制度の整備時期より遅れるのは明らかで,8世紀代の実態を必ずしも反映しているとは

いえない。そうした一端は8世紀代の史 。資料との比較から,郡域の再編という形で看取できる場合があ

る。下総国に関連する養老 5年 (712)の戸籍が正倉院文書に3通知られており,そのなかの「下総国葛飾

郡大嶋郷」「下総国釘托 (香取)郡少幡郷」の2郷は『和名類衆抄』には記載されていない郷名になる。また

平城京左京三条二坊八坪出土木簡に「上総国武昌郡高舎里荏油四升八合和銅六年十月」という内容の荏油

の付札がある。武昌郡とは武射郡をさし,「高舎里」の「高舎」は「高文」に音韻変化とも考えられており,「高

文」は『和名類衆抄』段階では山邊郡高文郷として掲載されている郷名になる。また郡名を冠した郷とい

うことでいえば,レロ名類衆抄』段階では武射郷は山辺郡に帰属するが,武射は前代には国造名としてあ

るわけだから,その版図からいって,武射郡武射郷と考えるのが自然であり,おそらく小河川を境界とす

る郡域の再編が行われたことを示唆している。同様の例は,葛飾郡には隣郡である豊島郡の郡名をもつ「豊

島郷」が掲載されている例がある。直接的な郡名郷ではないが,上総国望陀郡には「安波留」の読みをの

せる「畔治郷」があり,音の近似性から隣郡の畔蒜郡の郡名郷だった可能性がある。このように『和名類

衆抄』段階の表記とそれ以前とでは,郡の再編も含めて異同があった可能性も考慮にいれる必要がある。
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2.地名の変遷

わが国の地名政策が遅れているといわれてから久 しいが,欧米ではすでに歴史性を尊重 した地名政策

が実施されてきたからに他ならない。たとえばイタリアでは早 くも第二次大戦前のムッソリーニの時代

(1927年 )に地名保護の条項が発令され,その根幹は現代にも継承されているという
2)。

また中国では非漢

系少数民族をかかえるという特殊事情もあって,地名自体が今日的政治課題の一つともなって地名委員会

の審議を必要としている。そしてわが国でも一部の自治体で地名に関する法的な保全策が講じられるよう

になってきた。京都府与謝郡加悦町では昭和54年 9月 29日 に条例第19号 として「地名,地形及び区域の記

録保存に関する条例」が施行され,大字及び小字について記録保存の措置を講ずるようになったし,愛知

県豊明市では昭和52年 12月 21日 に条例第38号 として行政区域・町名・地名審議会が設立されることになっ

た。しかし国というレベルでの保全策にはほど遠い状況にあるのは否めない。

ところで古代の地名が現代までどの程度残っているのかということについて,かつて岸俊男が郷里制を

検証するなかで,備中国 。出雲国を例にあげて,郷名の多 くが現代の地名として伝わっているにもかかわ

らず,里名は現代の地名にはほとんど残されていないと指摘 したことがある
3)。 これにたいして館野和己

は若狭国 。伊豆国の例から,郷名ばか りではなく里名もかなりの頻度で現在の地名のなかに見いだせると

指摘 した
4)。

そこには地域的な問題が厳然として存在 しているし,それよりも現代の地名との比較がどれ

だけ有効かという懸念もあり,にわかには両者の当否まで判断することは差し控えなければならない。こ

こでは後者の視点から,「地名が残る」ということについて,少 し触れておきたい。

現在,毎月数百件にものぼる地名変更が行われているといわれるが,実はその地名の改変は今に始まっ

たことではなく,すでに古代から中世にかけて国 。郡の再編という形で地名の改変が行われてきた経緯は

ある。しかしそれが明治維新以降になるとその頻度は格段 と高くなる。古代と近世末の郷数だけを比較す

ると『和名類衆抄』では590郡,近世の「天保郷帳」では630郡だったのが,明治20年 (1888)に は807郡 (ほ

かに市部の区39区 ,う ち北海道79郡 2区,沖縄県 5郡 2区 )に まで膨れあがっている。これは必ずしも単

一な郡域に基づ く変遷ではないから一概に数の比較だけではその本質を見失う可能性もあるが,それでも

古代から近世までという時間の長さを考慮に入れれば,その変遷は比較的緩やかだったことが窺える。そ

れが「天保郷帳」の数十年後には郡の数が一挙に200近 くも増えているわけだから,その変容の大きさは

知ることができる。そしてその後も様々な形で地名の改変と,土地と地名の切 り離しが行われてきた。そ

の経緯をかいつまんでみておきたい。

現在,「平成の市町村大合併」の最終局面を迎えているが,こ れまでの地名変遷においても市町村合併

が大きな契機となってきた。明治維新後の町村の形態はそれまでの地縁的共同体を基礎としていたが,近

代国家の成立を急 ぐ新政府は明治4年 (1871)に 廃藩置県を実施し,その4カ 月後には戸籍法実施の過程で

全国の県を統廃合, 3府72県体制とした。郡と町村は当時の府県ごとに数字で区分された大区・小区に

再編成され,旧来の郡・町村の区画は完全に無視されてしまった。ところが地租改正・徴兵制の不評に加

え自由民権運動や不平士族の反舌Lが相つ ぐと,政府はそれまでの大区小区制による中央集権化を一旦中断

し,明治11年 (1879)に 郡区町村編成法,府県会規貝1,地方税法の地方三新法を施行し,郡区町村編制法に

より郡・町村を復活し,地方自治制度の基礎がつ くられた。そして明治19年 (1887)に小学校令・中学校令

が公布され,明治21年 (1889)4月 市制町村制が公布され,その施行に前後して大規模な町村大合併が行わ

れ,近代の市町村合併の第一歩を踏み出すことになった。また従来の合併は主に経費節減が目的であった
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のに対して,各町村の自立を促すものであった。つまり100戸以下の弱小町村が7割弱を占め,行政機能の

強化を図るために町村規模を拡大していった。これによって,全国の町村数は71,314か ら一挙に55,494減

少して15,820と 5分の 1に減少した。この合併標準のなかに地名に関して 1項設けられており,「例ヘハ

大町村二小町村ヲ合併スルトキハ其大町村ノ名・称ヲ以テ新町村ノ名称 卜為シ,或ハ殆 卜優劣ナキ数多ノ

小町村ヲ合併スルトキハ各町村ノ旧名称ヲ参互折衷スル等勉メテ民情二背馳セサルコトラ要ス」とある。

前半部分は「大町村名継承原則」で,後半は「参互折衷式」といわれる町村合併を実現するためには二つ

の地名を犠牲にして新 しい名称を認めるというものである。日本における歴史的伝統的地名の受難がこれ

によって始まるといわれる所以である
5)。

なおこの合併より前の町村名は現代の大字・小字に移行 してい

るといわれるが,こ の大合併の際に,地名と本来の土地との関係が絶たれてしまった例が目立った。中『岡

良弼の『日本地理志料』 と吉田東伍の『大日本地名辞書』の 2書は,そ うした時期に編纂されたものであ

る。当時進められていた町村の合併によって生じた地名の盗用を正すのと同時に,本来の地名研究のあり

方を示すかのように,それぞれ緻密な考証を経て著し,と くに吉田の仕事は文字通 り寝食を忘れ, 自らの

命を削ってまでも,「 日本にはまだ統一 した地誌がない」という一念のもとに編纂されたもので,個人が

13年間という短期間で成し遂げた仕事量としても驚嘆すべきものであった。また地名研究には一面で懐古

的な趣向を持ち合わせるのも否めない事実である。とくに江戸時代以降のおもに文化人の手によって懐古

趣味で地名の探索が行われてきた経緯がある。その懐古趣味に警鐘を鳴らしたのも,こ の 2書である。た

だ現代の視点からみると,個別な内容では見直すべき事項も決して少なくはない。しかしそれすら体系的

な見直しがなされてきたいとはいいがたいというのが現状であろう。

県内における地名を誤用 した実例をあげておくと,古代安房郡健田郷として存在した「健田」という地

名を古代に肖ったのであろうが,本来の推定地とはかなりかけ離れた地点に健田村が存在 した。また後に

望陀と表記される「馬来田」も近代に馬来田村が成立するが,本来の地とは離れた地点を村域として成立

している。また誤比定ではないが,2村の村名を「参互折衷方式」で合わせたために,本来の土地との関

係が薄れてしまった例もある。たとえば平城京木簡で明らかとなった安房郡片岡郷の故地は現代の館山市

水岡であるが,こ れは清水村と片岡村から一字ずつとって「水岡」村を創生したのに始まる。まさにその

典型例である。そして昭和にはいると柳田国男が『地名の研究』で地名改変がどれほどの文化破壊をもた

らすかを指摘 したものの,「国郡郷などの行政区画名は地名研究の本来のテーマではない」とする否定的

評価によって地名研究の遅滞を余儀なくさせる遠因ともなった。

第 2次大戦後の昭和21年 (1946)9月 に市制 。町村制 。府県制 。東京都制,その他関連法の大改正が行わ

れた。昭和28年 (1953)10月 に町村合併促進法が制定され,新制中学校1校を効率的設置管理するのに必要

と考えられた人口規模を念頭に,全国一律に人口8,000人 を最小単位 として町村合併が進められた。さら

に昭和31年 (1956)4月 には新市町村建設促進法が制定され,市町村数は9,868(市286,町 1,966、 村7,616)

から3,975(市498,町 1,903、 村1,574)と ほぼ 3分の 1に減少し,ほ ぼ平成の大合併直前の市町村数の原型

をなすにいたった。これ以降数度にわたって市町村合併に関する法律が制定されて,平成の大合併を迎え

ることになる。こうした経緯のなかで,判例はいくつかあるものの地名を保全するという国策が講じられ

ることはなかった。このように歴史的な地名の多 くは歴史のはざまに埋没 しかかっているかもしれない。

このように政策面では遅れをとったものの,地名の保全に関して有利な点が少なくとも3点はある
6)。

1

点目は地名に人の名をつける習慣がなかったこと。2点 目はアイヌ語を除けば単一言語であるということ。
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しかしこれは表記の点において,ほ とんどの場合漢字が介在するために,単一言語とはいっても。そして

3点 目は長い歴史のなかで他国の直接的な支配を受けることがなかったということである。とくに3点 目

はわが国では経験がないためにその弊害を実感しにくいが,近年インドでは植民地統治期の英語呼称から,

公用語の地名に変わりつつあるという1例 をあげておけばわかりやすいかもしれない。しかしこれらは消

極的な優位性しかない。しかしわれわれの眼前には,それらを救いあげる厳然とした資(史 )料 として存在

し,そ うした作業を進める中で古代の行政区画というものにも意を注いでいきたい。

そうしたことを踏まえれば,透けてしかみえない地名にも光を当てることは可能なはずである。それに

はまずは立ち返るのが, まず第1の手段であろう。地名の原義は自然地形に基づくとされている7)と ぃぅ

原点に山口恵一郎も地名の4類型の筆頭に地形語としてあげている8)。
それはかつて吉田秀三が,金田一

春彦がよく「アイヌ地名にはうそはありませんね」と云われたことを紹介して9),その真意を「地名の正

確な原形さえ分っていれば,そ の場所に行けば,そ の言葉通りの土地の姿が見られるという意味なのであっ

た。」と解説した内容に言い尽くされているといえよう。

なお古代律令制における国郡郷制は,近代の行政区画とは異なり,それぞれの境界線までを細かく定め

たものではなかったと考えている。しかしそこには地理的合理性はあったはずである。当時の生活に根ざ

した空間領域を検証するのはむずかしいが,一つの参考例として,平野功が指摘した例をあげておきたい。

平野は正倉院文書の「下総国針托 (香取)郡少幡郷 養老 5年戸籍」の郷名が,実は小見川町古屋敷遺跡出

土の9世紀中頃から後半にかけての墨書土器群に郷名と考えられる「山幡」の墨書があることから,それ

まで刊本で釈読されてきた「少幡郷」という釈読に疑間を投げかけたことがある
101。

そのなかで墨書土器

の「山幡」が具体的な土地に根付く資料であることから,合わせて郡境についても論究している。それは

8世紀前半代の香取郡山幡郷の推定地と隣郡の海上郡城上郷推定地を地図上で押さえると,直線距離で約

1.5kmあ り,その間に郡境と想定した。ただし両地点のあいだには台地の基部を浸食した小支谷はあるも

のの,両地点は同一の台地上に存在するので,明 らかな地形等の変換線で線引きできるような環境ではな

い。『和名類衆抄』には山幡郷という郷名は存在せず,その時期にはその一帯が海上郡に編入されたとも

考えられることから,郡境とはいっても厳然とした地形等の変化がなければ,郡や郷の再編が進むなかで,

その境界すら動く可能性があることを示唆しているといえるかもしれない。また遺構から郷の境界を認定

した例としては,岡山県岡山市の津島遺跡の例がある。そこでは条里制の郷境と考えられる,地割り図に

一致する溝がみつかっている。開削時期は不明だが,9世紀代には存在し,中世前半には溝としての役割

は終えるようである11)。

註
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10 平野 功 1994「古代の地名を考える一小見川町古屋敷遺跡出土の墨書土器を中心として一」F香取民衆史』 7
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第 1表 郡郷名一覧表

番号 国  名 郡  名 郷  名

「和名類緊
抄J活字本
(元和3年 ) 疇嚇［

F和 名類緊
抄J東急本
(室町中期)

「和名類緊
抄J高山寺
本(平安末)

吉田東伍 1972『増補大日本地
名辞書』第6巻 板東冨山房

郁岡良弼 1960「安房・上総・下総」F日 本地理志
料』改訂房総叢書刊行会

5

6

7

8

9

10

11

安房国 平群郡

平群郡

平群郡

平群郡

平群郡

平群郡

平群郡

平群郡

平群郡

平群郡

平群郡

砥河郷

余戸郷

達良郷

石井郷

狭隈郷

長門郷

大里郷

川上郷

穂 田郷

駅家郷

白浜郷

砥河郷

余戸郷

達良郷

石井郷

狭限郷

長門郷

大里郷

川上郷

穂 田郷

駅家郷

白浜郷

砥河郷

余戸郷

達良郷

石井郷

狭隈郷

長門郷

大里郷

川上郷

穂 田郷

駅家郷

白浜郷

砥河郷

余戸郷

達良郷

石井郷

狭隈郷

長門郷

大里郷

川上郷

穂 田郷

駅家郷

白浜郷

砥河郷

達良郷

石井郷

狭隈郷

長門郷

大里郷

川上郷

穂 田郷

白浜郷

国府村・滝田村

滝田村 (砥河郷の余戸)

多々良村

岩井村・岩井袋

佐久間村・勝山村

那古町 船形村

平群村

平群村 (大里郷内)

保田村

穂田郷周辺

吉浜

戸川村,戸川・上掘・下掘・府中・本織・明石 谷向・

川田・三坂・千代

合戸村,合戸 竹内・宮谷

多多良村,多多良・金尾谷。自坂・深名・青木。宮本・

大津 。手取・居倉・丹生

岩井袋村,勝 山・龍島 。大六・岩井袋 。久枝・検
儀谷原・市部・二部・不入斗・小浦

佐久間村,佐久間・佐久間中・佐久間下・奥山・

大崩

平久里村東長藤・西永藤,平久里中・平久里下・山田・

荒川

大作村,国分・高井・上野原・北条・八幡・湊・

新宿

川上村,川上・吉井 。米澤・大掛

保田村,保 田本郷・小保田・元名・吉濱 。江月・

大帷子・市井原・横根

(白濱郷).正木・亀原・那古・川名・船方・小原

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

安房郡

太田郷

塩海郷

麻原郷

大井郷

河曲郷

(廣滞郷)

白浜郷

神戸郷

神余郷

(公余郷)

(片 岡郷)

(利鹿郷)

(□□郷)

太田郷

塩海郷

麻原郷

大井郷

河曲郷

白浜郷

神戸郷

神余郷

太田郷

塩海郷

麻原郷

大井郷

河曲郷

白浜郷

神戸郷

神余郷

太田郷

塩海郷

麻原郷

大井郷

河曲郷

白浜郷

神戸郷

神余郷

太田郷

塩海郷

麻原郷

大井郷

河曲郷

白浜郷

神余郷

米詳 豊房村 ?

塩見村

未詳 神戸村・西岬村

九重村大字大井

館野村 (高橋氏文)

長尾村・白浜村

神戸村・富崎村

神余村

大戸村,大戸・長田・山萩・飯沼・薦口。南條。大綱・

員倉・長須賀・安布里・山本

監海村,盟海 香村 大賀・笠名 宮城 沼・柏
埼・北下壼・岡上須賀・演上須賀・楠見浦・館山・

新井浦

布沼村・坂井村小原,小沼・坂足・伊戸・坂井・布沼・

茂名・洲宮・藤原・岡田 出野尾

大井村,大井・水玉薗 二子・安東・清水・片岡・

賓貝・稲村・腰越・廣瀬・江田・竹原

川名村,川名 洲崎・阪田 波佐間 加賀名 早物・

見物 濱

白濱村,自演・乙濱・白間津・大川・千田・平磯
川口

大神宮村 (旧 名神戸).中 里・犬石・相濱・佐野・布良・

根本

神餘村,神餘・南龍・北龍・松岡 畑・瀧口・横須賀・

川下

25

26

27

28

29

30

朝夷郡

朝夷郡

朝夷郡

朝夷郡

朝夷郡

朝夷郡

御原郷

新 田郷

大瀦郷

満禄郷

健 田郷

大津郷

御原郷

新 田郷

大瀦郷

満禄郷

健 田郷

御原郷

新田郷

大瀦郷

満禄郷

健田郷

大津郷

御原郷

新 田郷

大瀦郷

満禄郷

健田郷

御原郷

新田郷

大瀦郷

満禄郷

健田郷

三原村・北三原村・和田村

健田村

千歳村・豊田村

満禄村

未詳 莫越山神社周辺 ?

三原村,上三原・中三原・下三原・珠師谷 小戸・

岩絲・西原・石神・白渚 和田

宇田村,瀬戸・宇田・久保・白子・り‖合・牧田・り‖戸・

大貫

沼・松田・海螢・安馬谷・峯・加茂・沓見

丸本郷村,石堂・石堂原・′‖合・黒岩・官下・御子神・

山名

瀧田村,上瀧田・下瀧田・増間

31

32

33

34

35

36

37

38

39

長狭郡

長狭郡

長狭郡

長狭郡

長狭郡

長狭郡

長狭郡

長狭郡

長狭郡

壬生郷

日置郷

田原郷

酒井郷

伴部郷

(大伴郷 )

賀茂郷

丈部郷

置津郷

壬生郷

日置郷

田原郷

酒井郷

伴部郷

賀茂郷

丈部郷

置津郷

壬生郷

田原郷

酒井郷

伴部郷

賀茂郷

丈部郷

壬生郷

日置郷

田原郷

酒井郷

伴部郷

賀茂郷

丈部郷

置津郷

壬生郷

日置郷

田原郷

酒井郷

伴部郷

賀茂郷

丈部郷

未詳

曽呂村

田原村・由基村

未詳 吉尾村・大山村

西条村

鴨川町 (加茂川湊)

未詳 天津小湊

夷隅郡興津村

星畑村美字.星畑・西野尻・東野尻・上野・中居

二子村比岐.二子・西山・宮下・柴尾・代野・天面。

演波太・岡波太・波太島・太夫埼・吉浦・江見・青木・

員門

押切・北小町・南小町・上小原・下小原・南小原

北風原酒酪井.北風原・横尾・大川面・成川・仲村
寺門・細野・松尾寺・宮山

和泉村富部壼.和泉・粟斗 八色 廣場・西村
東村
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1959「群郷分治」F房総通史J改
訂房総叢書刊行会

「千葉県の地名J日 本歴史地名大
系第 12巻  1996

国府村・滝田村

未詳

富浦町多々良 人束村

岩井町付近

佐久間村一帯

平郡平久里付近

未詳

保田町付近

平群村川上付近

川上郷の内

未詳

三芳村戸川

未詳

富浦町多田良

富浦町岩井・鋸南町岩井袋

鋸南町佐久間

富山町平久里中

三芳村堀之内・御庄・山名

富山町川上

鋸南町保田

未詳

館山市中沢・稲原

国府村・瀧田村

岩井村 (合戸・竹内・宮谷)

富浦村・八東村

勝山町岩井村

佐久間村

平群村

北条町 。国府村

平群村川上・吉澤・犬掛

保田・本郡・小保田・元名・吉濱

穂田郷の一部を割く

r千葉縣安房郡誌 (復刻版)J(柳千秋社 1991

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J(抑千秋社 1"1

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J鞠千秋社 1991

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J鵬中秋社 1"1

『千葉縣安房郡誌 (復刻版)J帥千秋社 1991

r千葉縣安房郡誌 (復刻版)JM「■秋社 1991

『千葉縣安房郡誌 (復刻版)Jい千秋社 1"1

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J ull秋社 1"1

『千葉縣安房郡誌 (復刻版)J ul■秋社 1"1

『千葉縣安房郡誌 (復刻版)Jい千秋社 1991

豊房村大戸付近か

西岬村塩見付近

神戸村布沼付近か

九重村大井付近

西岬村川名付近か

白浜町付近

神戸村大字神官付近

豊房村大字神余付近

館山市大戸

館山市塩見

長田・山荻

見物 沼・鏡 ヶ浦

館山市小原・洲崎・藤原

館山市大井・田辺・薗

館山市広瀬・腰越・萱野・高井

河曲郷 =廣滞郷

千倉町自間津 川口

館山市大神宮

館山市神余

公余郷 =神余郷

館山市水岡

未詳

大戸村

山下郡塩見村 (里見分限帳)

小沼・坂足・伊井・坂井・布沼・茂名

九重村・館野村

西岬村

白演・乙濱・白間津・大川・千田

豊房村 。長尾村

「千葉縣安房郡誌

「千葉縣安房郡誌

「千葉縣安房郡誌

「千葉縣安房郡誌

『千葉縣安房郡誌

(復刻版)J佛千秋社 1991

(復刻版)J輸千秋社 1"1

(復刻版)』 榊千秋社 1"1

(復刻版)J榊千秋社 1991

(復刻版)』 い千秋社 1991

『千葉縣安房郡誌 (復刻版)J帥千秋社

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J{榊千秋社

”
　
　
”

南三原村・北三原村

健田村付近か

豊田村,千歳村,南三原村か

丸村付近

健田村,又は滝田村付近か

和田町一帯

千倉町字田・牧田が有力

丸山町安馬谷

丸山町丸本郷・石堂・珠師ヶ谷

千倉町南朝夷・北朝夷・白間津

瀬戸川下流域

上三原村・中三原村・北三原村・珠師ヶ谷・

小戸

健田村・千歳村

沼・松田・海螢・安馬谷・峰・加茂・沓見

丸村 (石堂原 川合・黒岩・宮下・御子神

瀧田村

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)」 ∽千秋社 1991

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J鞠千秋社 1991

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)』 輸千秋社 1991

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J榊千秋社 1991

『千葉縣安房郡誌 (復刻版)」 い千秋社 1991

曾呂村大学星畑美字付近か

曾呂村大字二子字比岐付近か

田原村付近

未詳

東条村和泉字富部台付近か

鴨川町付近か

吉尾村大幡字作壁付近か

清海村興津付近は,安房郡

未詳 曾呂川流域は遺跡なし。

鴨川市二子・太海 。江見

鴨川市北小町・太田学・上小原

鴨川市北風原・細野 横尾 ?

鴨川市和泉・広場

大伴郷 ―伴部郷

鴨川市前原・横渚・貝渚

鴨川市大幡・佐野 奈良林 ?

天津小湊町 鴨川市興津・鵜原

曾呂村 (星 が畑・西野尻 。上野)

太海村・和田村・江見村

押切・北小町・南小町・・上小原・下小原

北風原・横尾・大川面・成川・仲

西條村 東條村 (和泉村富壼)

鴨川町・西條村・田原村

大山村・吉尾村 (大幡・佐野・古畑 金束)

湊村・清海村・上野村

『千葉縣安房郡誌 (復刻版)J(柳千秋社 1"1

『千葉縣安房郡誌 (復刻版)J棘千秋社 1991

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J榊千秋社 1991

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J榊千秋社 1"1

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)Jい千秋社 1991

r千葉縣安房郡誌 (復刻版)JO千秋社 1991

「千葉縣安房郡誌 (復刻版)J榊千秋社 1991

『千葉縣安房郡誌 (復刻版)J榊千秋社 1991
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番号 国 名 郡 名 郷 名 囀嚇̈
「和名類秦
抄J名博本
(永禄9年 )

F和 名類衆
抄J東急本
(室町中期) 囀嚇中

吉田東伍 1972「増補大日本地
名辞書』第 6巻 板東 冨山房

椰岡良弼 1960「安房。上総・下総」「日本地理志
料』改訂房総叢書干1行会

長狭郡 賀茂郷 賀茂郷 賀茂郷 賀茂郷 賀茂郷 鴨川町 (加茂川湊)

賀茂川.貝渚・磯・前原・滑谷・来秀・横渚・荒島・

排天島・雀島・海猥島

４‐

　

　

４２

　

　

４３

　
　
　
“

　

　

４５

　

４６

L総国 市原郡

市原郡

市原郡

市原郡

市原郡

市原郡

海部郷

市原郷

江 田郷

湿津郷

山田郷

菓麻郷

海部郷

市原郷

江田郷

湿津郷

山田郷

菓麻郷

海部郷

市原郷

江 田郷

湿津郷

山田郷

菊麻郷

海部郷

市原郷

江田郷

湿津郷

山田郷

菓麻郷

海部郷

市原郷

江 田郷

湿津郷

山田郷

菊麻郷

市西村・五井町

市原村大字市原・能満・門前
郡本

来詳 八幡町 ?

湿津村 市東村

養老村大字山田

菊麻村

海士村.海士・有木・福増・山倉・西廣・山田橋・

小田邊

市原村,市原・「5前・能満・山木・郡本 藤井・加茂・

岩見・惣社・根田・塔塚・西谷

吉澤・新井・山小川・田尾・水澤・鶴舞・久保・池
和田・矢田・江古田・米澤・安久谷 牛久・奉免

潤井戸村,久久津・神埼・荻作・下野・番場 。押
沼・瀬又・高田・中野・高倉・國吉・金剛地 奈良・

古都邊・永吉

山田村,山田・二日市・土字・櫃挟・川在 。新巻

菊間村,菊間 大厩 草刈・古市場・八幡・御所・

金杉・君塚・村田・富岡・刈田子・落井・茂呂

47

48

49

"
51

52

53

54

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

佐三郷

稲庭郷

大野郷

山田郷

倉橋郷

福良郷

島穴郷

馬野郷

佐三郷

稲庭郷

大野郷

山田郷

倉橋郷

福良郷

鳴穴郷

馬野郷

佐ユ郷

稲庭郷

大野郷

山田郷

倉郷

福良郷

鳴穴郷

馬野郷

佐三郷

稲庭郷

大野郷

山田郷

倉橋郷

福 良郷

鳴穴郷

馬野郷

佐氏郷

稲庭郷

大野郷

山田郷

倉橋郷

福良郷

鳴穴郷

馬野郷

明治村佐是

未詳 内田・池和田 平茂辺

高滝村大字駒込 (大野牧)

未詳 田代辺

未詳 戸田村辺 ?

未詳 今富・小折周辺 ?

(島穴郷)東海村大字島野

姉崎町

佐瀬村,佐是・西國吉・栢橋・寺谷・岩埼・上原

入沼村,入沼・野毛。青柳・出津 玉前・岩埼・五井・

平田・村上・根田

折津・大久保・國本・田淵・月出・月埼・柳川・菅野・

徳氏・柿木

山田久保村.皆吉 。大蔵・金澤・岩村・藪・外部田・

駒込・山口

未詳,本郷・賀茂・宮原・平野・大戸・萬田野・

小佐貫 飯給 小谷田・不入

未詳・(深城村),豊成・立野・風戸 。高根・馬立・

字田 。安須・高坂・

島穴神社 (島野村島穴),島野・野毛・白塚 二十五里・

柏原・畑木 。今津朝山

未詳,椎津・姉埼・畑木・不入斗・片又木・迎田

55

56

57

58

59

60

畔蒜郡

畔蒜郡

畔蒜郡

畔蒜郡

畔蒜郡

畔蒜郡

美々郷

小河郷

甘木郷

新田郷

椅原郷

三衆郷

美々郷

小河郷

甘木郷

新田郷

椅原郷

三衆郷

美郷

小河郷

甘木郷

新田郷

椅原郷

三衆郷

美々郷

小河郷

甘木郷

新田郷

椅原郷

三衆郷

美郷

小河郷

甘木郷

新田郷

椅原郷

三衆郷

未詳

大谷村小川 ?

未詳

小櫃村大字上新田

真里谷周辺

未詳 下郡 ?

三田村,西原・山本・茅野・沙田・戸國 員里・

員里谷・大久保・稲荷塚 。百目木 三箇・竹内橋

大谷村・長谷川村小川,大谷・り‖谷・小市部・箕輪・

吉野・長谷川

林・河原井・永吉 野里・高谷

新田村,上新田・末吉・俵田・寺澤 青柳・富田

蔵玉・釜生 黄和田畑・析木澤・草河原・坂畑・藤林・

川俣・笹 高水・柳城・加名盛・大戸見・廣岡

未詳 4ヽ櫃谷の三黒村 P

６‐

６２

６３

“

６５

“

６７

望陀郡

望陀郡

望陀郡

望陀郡

望陀郡

望陀郡

望陀郡

畔治郷

表可郷

会戸郷

飯富郷

磐田郷

河曲郷

鹿津郷

畔治郷

表可郷

会戸郷

飯富郷

磐田郷

河曲郷

鹿津郷

畔治郷

表可郷

倉部郷

飲布郷

磐田郷

河 曲郷

鹿津郷

畔治郷

表可郷

会戸郷

飯富郷

磐田郷

河 曲郷

畔治郷

表可郷

倉戸郷

飯富郷

磐 田郷

河 曲郷

未詳

(衰可郷)奈良輪・蔵波

黒戸浜.川尻 中島

(鉄富郷)根形村大字飯富

横田・高谷 ?

未詳 岩根村

未詳

久留里・市場・浦田・大和田・向郷・富田・栗坪・

平山

坂戸市場・奈良輪 神納・中野・牛込・中島・瓜倉

黒戸演.畔戸・久津間・萬石・高柳 。江川・中里・

長須賀 。木更津 貝渕・櫻井・請西・大田・相里

飯富村,飯富・神納・曾根・有吉 井尻・大寺・

十日市場・牛袋・牛袋野

岩出村.岩出・戸埼・青柳 愛宕・大坂。西野・四官・

小瀧・宿戸・大野 宮墓・大山田

貝測・宗政・川久保・大川原

(麓津),大鳥居・笹子・大成・中尾 椿・菅生・祇園・

長井作

70

71

72

73

74

75

76

77

周准郡

周准郡

周准郡

周淮郡

周准郡

周准郡

周准郡

周准郡

周淮郡

周淮郡

山家郷

山名郷

額田郷

(額部郷)

(額田部郷)

三直郷

丸田郷

湯坐郷

藤部郷

勝部郷

山家郷

山名郷

額田郷

三直郷

丸田郷

湯坐郷

藤部郷

勝部郷

山家郷

山石郷

額田郷

三直郷

几 田郷

湯生郷

藤部郷

勝部郷

山家郷

山名郷

額田郷

三直郷

几 田郷

湯坐郷

藤部郷

山家郷

山名郷

額田郷

三直郷

几田郷

湯坐郷

藤部郷

三島村・秋元村

周南村・貞元村・郡村

中村・小糸村

八重原村大字三直

周西村

貞元村湯江・飯野村

(篠部郷)篠部村

(勝川郷)未詳

奥米・旅名・正木・奥畑 。原宿・大岩・辻森 。日笠・

平田・粟倉・猪原

山野村,大山野・小山野・演古・常代・宮下・泉・

六手・皿引・尾車・馬登・草牛・作木・鹿野

糠田村.糠田・中島・大井・大谷 行馬・根本・塚原・

福岡・白駒・萩作・絲川・鎌瀧・市宿・日渡根・

大野奎・法木作・長石

三直村,三直・上村・練木・大鷲・外箕輪・内箕輪・

法木

大和田村 (上線和田城),大和田 。人見・大堀・坂
田・畑澤・小濱・上鳥田・中鳥田・下鳥田

(油江郷).上湯江・下湯江・中冨・前久保・墓・中野・

久保

貞元・新御堂・杉谷・小香 。人幡・杢師・法木・

南子安・北子安

藤部郷の重複,

周准郡 勝川郷 勝川郷 勝川郷 勝川郷 勝川郷 未詳
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1959「群郷分治」「房総通史J改
訂房総叢書刊行会

「千葉県の地名J日 本歴史地名大
系第12巻  1996

鴨川市太尾・板東 京田 ?

市西村大字海士有木付近か

市原村市原付近

山村大字吉沢付近

湿津村潤井戸付近

養老村大字山田付近か

菊間村付近

市原市海士有木

市原市能満・門前・郡本

未詳

市原市潤井戸

市原市山田

市原市菊間

明治村佐是か

東海村飯沼か 不明

未詳

未詳

未詳

島穴神社付近

姉崎町椎津付近か

市原市佐是

未詳

未詳

市原市山田久保

未詳

未詳

市原市島野

中世馬野郡の一部 市原市北西部

未 詳 君津市三田 ? 君津市三田 「袖ケ浦市史J通史編 原始・古代 中世 2CX11

小櫃村 人字俵 田の‖」名小川か 君津市大谷 ? 君津市大谷村,御腹川 「袖ケ浦市史』通史編 原始・古代・中世 2∞ 1

未詳 未 詳 『袖ケ浦市史J通史編 原始・古代・中世 21Xll

小櫃村大字上新田付近か イl,F「新‖|
『袖ケ浦市史』通史編 原始・古代・中世 2XXll

未詳 未 詳 『袖ケ浦市史J通史編 原始・古代・中世 2∞ 1

未詳

未詳

未詳

倉戸か 金田村大字畔戸か

根形村大字飯富

小櫃村大字岩出 根形村岩井か

木更津市下郡 ?

木更津市笹子・椿

袖ケ浦市奈良輪 ?

木更津市畔戸

袖ケ浦市飯富

袖ケ浦市岩井?君津市岩出

木更津市笹子・椿,君津市久留里

袖ケ浦市奈良輸

木更津市畔戸

袖ケ浦市飯富

君津市岩出

「袖ケ浦市史J通史編 原始。古代・中世 21Xll

「袖ケ浦市史J通史編 原始・古代・中世 2KXll

「袖ケ浦市史』通史編 原始・古代 中世 2KX11

「袖ケ浦市史J通史編 原始・古代 中世 21Xll

「袖ケ浦市史J通史編 原始・古代・中世 2∞ 1

r袖 ケ浦市史J通史編 原始・古代・中世 21Xll

平岡村川原井又は小櫃村川久保か

根形村大字勝か

三島村

周南村大字大山野・小山野付近か

中村大字糠田付近

人重原村大字三直付近

未詳

貞元村大字上湯江付近

未詳

未詳

木更津市万石?袖 ケ浦市川原井

袖ケ浦市勝

君津市市宿・日渡根 ?

君津市大山野・郡 ?

君津市糠田

君津市三直

君津市大和田 ?

君津市上湯江・下湯江

未詳

袖ケ浦市川原井

袖ケ浦市勝

『袖ケ浦市史J通史編 原始・古代・中世 21Xll

『袖ケ浦市史J通史編 原始。古代・中世 2KXll

未詳 未 詳
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番号 国  名 郡 名 郷 名
l和 名類秦
抄J活字本
(元和3年 ) 疇嚇［

F和 名類衆
抄J東急本
(室町中期)

1湘 名類衆
抄J高山寺
本(平安末)

吉田東伍 1972「増補大日本地
名辞書J第 6巻 板東 冨山房

椰岡良弼 1960「安房・上総・下総」 F日 本地理志
料』改訂房総叢書刊行会

周淮郡 (種批郷 )

81

82

83

84

85

86

埴生郡

埴生郡

埴生郡

埴生郡

埴生都

埴生郡

埴生郡

埴生郷

埴石郷

小 田郷

坂本郷

横栗郷

河家郷

(山 田郷 )

埴生郷

埴石郷

小 田郷

坂本郷

横栗郷

河家郷

埴生郷

埴石郷

小田郷

坂本郷

横栗郷

河家郷

埴生郷

埴石郷

小田郷

坂本郷

横栗郷

河家郷

埴生郷

埴石郷

小田郷

坂 本郷

横栗郷

何家郷

東浪見村・一宮町

未詳 一官金田・岩沢

(山 田郷)

庁南町大字坂本

未詳

未詳

土睦村大字山田

一宮・宮原・・東浪見・岩井・小瀧・阿須谷・上市場・

川島 金田・信友・岩沼・七井戸・水口・宮成 ,一松・
砂畠

(高石).高師村・茂原・鷲巣・箕輪・榎本・岩川・

須田・石神・八幡原・大芝・木埼・町保・千町・

谷本

(山 田郷).北 山田 寺埼・下之郷・上之郷・森・

長楽寺 大谷木・芝原・三谷・永吉・台田・野牛

坂本村,坂本・中善寺・網島・開原・米満・千田・

今泉・本墓

(餘戸里).竹林・岩撫・著荷澤・4ヽ澤・佐坪・市之野・

水沼・山内

未詳.給田 地引・中原・報恩寺・上小野田・下
小野田・小生田・葛田・大井・西湖・久原・永井

87

88

89

90

91

92

長柄郡

長柄郡

長柄郡

長柄郡

長柄郡

長柄郡

刑部郷

管見郷

車持郷

兼陀郷

柏原郷

谷部郷

刑部郷

管見郷

車持郷

兼陀郷

柏原郷

谷部郷

刑部郷

管見郷

東崎郷

兼陀郷

柏原郷

長谷部郷

刑部郷

管見郷

車持郷

兼陀郷

柏原郷

谷部郷

刑部郷

管見郷

車持郷

兼陀郷

柏原郷

谷部郷

水上村 (刑部)。 日吉村

未詳 長柄村・二宮村

庁南町・豊栄村

(邑 陀郷)新治村・豊田村

(栢原郷)帆丘町・豊岡村

茂原町大字長谷

刑部村.刑部・金谷 田代・高山・大庭・笹森・

大津倉・立鳥・櫻谷 。長富・徳増・小榎木

中郷・高根本郷。中里・古所・八斗・五井・驚・日営・

開・福島・小轡

蔵持村.蔵持・深澤 長南・千手堂・又富・棚毛・

鴇谷  移

(二宮庄邑 郷).上大田・下大田・桂・吉井・柴名・

大登・上野・味庄・船木・員名・庄吉・国府開

(栢原),萱場・本納・法目・高田・濯谷・腰営・北塚・

弓渡・吉田・粟生野・御蔵・芝

長谷村・内長谷村,上林・小林・押日・山埼・産網・

力丸・千代丸

94

95

96

97

98

99

山邊郡

山邊郡

山邊郡

山追郡

山邊郡

山邊郡

山邊郡

夭生郷

岡山郷

管屋郷

山口郷

高文郷

草野郷

武射郷

夭生郷

岡山郷

管屋郷

山口郷

高文郷

草野郷

武射郷

夭生郷

岡山郷

管屋郷

山口郷

高父郷

草野郷

武射郷

夭生郷

岡山郷

管屋郷

山口郷

高文郷

草野郷

武射郷

夭生郷

岡山郷

管屋郷

山口郷

高文郷

草野郷

武射郷

福岡村 増穂村

丘山村・東金町

(菅谷郷)松之郷菅谷

大和村大字山口

山辺村大字金谷字高文

瑞穂村大字萱野

豊成村大字武射田

粟生村.粟生・片貝・小開・御門 荒生・大沼・西野
貝塚・員亀・沼田・今泉・四天木

東金町 (旧 名岡山村).東金 田間・壼方・大豆谷・

油井・菱沼・二又・前内。中野・殿廻・北幸谷・掘上・

川場

松郷村菅谷・本郷,松郷・道庭・家ノ子 三箇尻
酒蔵・瀧澤・植草 布田・極楽寺・武勝

山口村,田 中・小野・丹尾・山田・養安寺・小西
福俵・押掘

金谷村高文 (高海寺),金 谷・長谷・4ヽ沼。名村・員行・

餅木・土氣・高津戸・大和田・大木戸・越智

茅野村.茅野・砂田 神房・小田 。大椎・小食土・

南玉・池田・小中村

武射田村,上武射田 下武射田・求名。自幡・作田・

松谷・井内・本須賀・五本田

llXl

101

102

103

lK14

105

106

107

108

109

武射郡

武射郡

武射郡

武射郡

武射郡

武射郡

武射郡

武射郡

武射郡

武射郡

武射郡

武射郡

巨備郷

加毛郷

理倉郷

押猥郷

長倉郷

畔代郷

片野郷

大蔵郷

新居郷

新屋郷

埴屋郷

(高 舎郷 )

巨備郷

加毛郷

理倉郷

押猥郷

長倉郷

畔代郷

片野郷

大蔵郷

新居郷

新屋郷

埴屋郷

巨備郷

加毛郷

理倉郷

押猥郷

長倉郷

畔代郷

行野郷

大蔵郷

新居郷
(夷滞郡
に表記)

巨備郷

加毛郷

理倉郷

押猥郷

長倉郷

畔代郷

片野郷

大蔵郷

新居郷

新屋郷

埴屋郷

巨備郷

加毛郷

理倉郷

押猥郷

長倉郷

畔代郷

片野郷

大蔵郷

新居郷

(夷漏郡

に表記 )

新屋郷

(夷漏郡
と重複 )

埴屋郷

(夷漏郡
と重複 )

折戸村折戸大神宮 (巨備神社)

千代田村

(浅倉郷)未詳

(押熊郷)大総村 (牛熊村)

大総村 (長倉村)

未詳

松尾村人田・猿尾

豊岡村大蔵

二川村大字新井田

(新泉郷)成東町

睦岡村・日向村

折戸村大宮 (古称巨備神社).折戸・借毛本郷・木戸・

平野・下野・廣根・高富・上横地・下横地・草深・
/1ヽ松

加毛辱,西加茂・東加茂・住母家・稲葉・白升・

坂志岡・菱田・岩山 朝倉・飯櫃

曾根合村,於幾・坂田・寺方・取立

牛熊村,牛熊・木戸墓・小堤・谷壺・殿部田・高谷・

宮崎

長倉村,長倉・姥山・遠山・中奎・柴山・山中

未詳,成東・富田・新泉・津邊 市場・親田・川崎・

和田・矢部・湯坂・島・殿蔓

(山邊荘片野郷).猿尾・八田・大堤・蕪木・松尾・

田越・五反田 祝田 高富・水深

上大蔵村・下大蔵村,芝原・早船・寺埼・員行寺・

島戸・野掘・麻生 小川・戸田

新井田村.新井田・小池・高田 。大墓・山田・牧
野

未詳・重複.

埴谷村,埴谷・横田・沖渡・賓門・小原・諸木・中奎・

寺皇・大木 。木原・板中

天羽郡 三宅郷 :宅 郷 三宅郷 環村
小倉村,中倉・御代原・小畑 宇藤木・松節・神徳・

大和田 大川崎・高溝・宇藤原・田倉

-18-



1959「群郷分治」「房総通史J改
訂房総叢書刊行会

長生郡西南を今なお埴生という

未詳

東村小生田,上小野田か

庁南町大字坂本付近か

未詳

土睦村河須ヶ谷付近か

水上村刑部付近か

土睦村大字寺崎は勝見という

庁南町大字蔵持か

八積村金田か

本納町大字萱場か

茂原町大字長谷付近か

豊海村栗生

東金町 (も と岡山村)

公平村松之郷菅谷

大和村大字山口付近

山辺村大字金谷字高海 (寺 )

瑞穂村大字萱野か

豊成村大字上武射田・下武射田

大平村大字折戸 (大宮神社)

千代田村大里 (東加茂・西加茂)

未詳 (千代田村大字朝倉か)

大総村大字牛熊か

大総村大字長倉

未詳

松尾町付近 (も と片野郷)

豊岡村大字上大蔵・下大蔵

二川村大字新井田

未詳

睦岡村大字埴谷

「千葉県の地名J日 本歴史地名大
系第 12巻  1996

一宮町域 ?

未詳

長南町小野田

長南町坂本

長南町竹林 市野々 ?

長南町小野田・小生田 ?

近世刑部村 (長柄町)

未詳

近世蔵持村 (長南町)

未詳 中世長柄郡金田郷

(栢原郷)茂原市萱場

未詳

近世粟生村 (九十九里町)

近世東金村付近岡山村

未詳

近世山口村 (東金市)

大綱白里町金谷郷高海 ?

近世萱野村 (大綱白里町)

近世上・下武射田村 (東金市)

未詳

近世賀茂村 (芝 山町)

未詳

未詳

近世長倉村 (横芝町)

未詳

未詳

近世上大蔵村 下大蔵村 (松尾町)

近世新井田村 (芝 山町)

未詳 誤記 ?

山武町埴谷

「富津市史』通史 1982豊岡村小倉,中小倉か
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番号 国 名 郡  名 郷 名 疇嚇̈
「和名類衆
抄J名博本
(永禄9年 ) 疇嚇］

[和 名類衆
抄J高山寺
本(平安末)

吉田東伍 1972『増補大日本地
名辞書』第 6巻 板東 冨山房

鄭岡良弼 1960「安房・上総・下総」「日本地理志
料J改訂房総叢書刊行会

113

114

115

116

天羽郡

天羽郡

天羽郡

天羽郡

讃岐郷

長津郷

雨霧郷

(宇 部郷)

讃岐郷

長津郷

雨籍郷

讃岐郷

長津郷

雨霧郷

佐貫町

湊町

売津 金谷村 竹岡村・天神山
村

佐貫町,佐貫・亀田 八幡・鶴岡・花香谷・費龍寺・
亀澤・谷田沼・小久保・岩瀬・絹・大和田

(長演村),湊・数馬・笹毛・岩坂・望井・木村・墓原・
加藤

賣津村,賣津・相川・横山・不入斗・花輪・海良・

長埼 百首・萩生 金谷

‐７
　
　
‐８
　
　
　
‐９
　
　
　
ｍ
　
　
　
２‐
　
　
２２

夷漏郡

夷漏郡

夷漏郡

夷瀾郡

夷漏郡

夷l●郡

雨霧郷

蔵道郷

荒田郷

長狭郷

白羽郷

余戸郷

雨霧郷

蔵道郷

荒田郷

長狭郷

白羽郷

余戸郷

雨霧郷

蔵道郷

荒田郷

長狭郷

白羽郷

余戸郷

未詳 夷隅川下流域

中魚落村・御宿村・東海村

大多喜町・国吉町

東村大字長志

未詳 西畑・松野周辺ア

未詳

長志村,長志・澤部・山田 国府墓・釈迦谷・上布施・

下布施・魚落・雑式・貝須賀・小澤・岩船 。小瀧・

高山田・久保・岩和田

白木村・白井久保村,川畑・佐野・杉戸・市野郷・

市野川・平澤・宇筒原・三又・黒原・押原・笹倉・

百鉾・久我原・大戸 部田

未詳・(新戸村).宿戸・白木・白井久保・芳野・蟹田・

大楠・松野・小松野・小羽戸・貝掛・法花・荒川

２３

　

２４

２５

２６

２７

器

２９

∞

３‐

卜総国 葛飾郡

葛飾郡

葛飾郡

葛飾郡

葛飾郡

葛飾郡

葛飾郡

葛飾郡

葛飾郡

度毛郷

八島郷

新居郷

桑原郷

栗原郷

豊島郷

余戸郷

駅家郷

(大 島郷)

度毛郷

八島郷

新居郷

桑原郷

栗原郷

豊島郷

余戸郷

駅家郷

度毛郷

人島郷

新居郷

桑原郷

栗原郷

豊島郷

余部郷

駅家郷

度毛郷

人島郷

新居郷

桑原郷

栗原郷

豊島郷

余戸郷

駅家郷

度毛郷

八島郷

新居郷

桑原郷

栗原郷

豊島郷

未詳 戸崎・八木郷 ?

(大 島郷)大島村

未詳 八木郷 ?

葛飾村大字小栗原・本郷

(馬津郷)松戸

新井村,新井・栗橋・間鎌・廣島 。中里・島川・

河原代・高柳・佐間・松長・伊坂・下新井

堤根 (桑埼・桑塚).本郷・堤根・杉戸・清地・倉
松・蓮沼・大塚・イヽ測。人丁目・樋籠・牛島・上柳・

下柳・金埼

本郷村・小栗原村,本郷。二子・中山・小栗原・鬼越・

高石神・北方・上山・吉作。若宮 寺内・原木・田尻・

稲荷木・行徳・開ガ島

武蔵国葛飾郡田島村.松伏・大川戸・赤沼・金杉・

赤岩・内川・人子・廣島 鍋小路・り‖藤・中井・吉川・

平沼

新宿・金町・柴又 小合・猿俣・鎌倉・長沼・戸埼・

酒井・境木・谷中・花和田・彦江・彦澤

松戸・小山・岩瀬・和名谷・花島・上本郷・竹鼻・

古埼・馬橋・栗澤・小金 平賀・酒井根・大谷口・

主水

132

133

134

135

136

137

138

千葉郡

千葉郡

千葉郡

千葉郡

千葉郡

千葉郡

千葉郡

千葉郷

山家郷

池田郷

三枝郷

糟夜郷

山梨郷

物部郷

千葉郷

山家郷

池田郷

三枝郷

槽夜郷

山梨郷

物部郷

千葉郷

山家郷

池田郷

三枝郷

糟茂郷

山梨郷

物部郷

千葉郷

山家郷

池田郷

三枝郷

槽衣郷

山梨郷

物部郷

千葉郷

山家郷

池田郷

三枝郷

糟夜郷

山梨郷

物部郷

千葉寺・生実・浜野

未詳 二宮村・大和田村 ?

千葉町

都賀村大字作草部

都村大字加曽利

旭村大字山梨

千代田村大学物井

千葉町,千葉寺・仁戸名・り|1戸・和佐・り‖井・富岡・

大森 。小花輪・遍田 平山・野呂

三山。田木井・大久保・瀧壼・薬園壼・飯山間・前原・

藤埼 谷津・久久田・鷺沼

池田町,千葉・寒川・登戸 矢作・五反保 。今井・

曾我野・生責・演野

作草部村.作草部・高品・員塚・邊田・殿壼・萩皇・

寺山・川邊 黒砂 稲毛・薗生 。小中壺

加曾利村,星久喜・長峰・坂尾・坂月。大草・小倉・

金親・上泉・下泉・北谷津・多部田

山梨村,山梨。中野・中轟・成山・馬渡・坂戸・吉岡・

波佐間・和田・小名木・鹿渡・和良比

物井村,物井・篠塚・長岡・内黒田 野田

139

140

141

142

143

144

印幡郡

印幡郡

印幡郡

印幡郡

印幡郡

印幡郡

人代郷

印幡郷

言美郷

三宅郷

長限郷

鳴矢郷

人代郷

印幡郷

言美郷

三宅郷

長隈郷

鳥矢郷

八代郷

印幡郷

言美郷

三宅郷

長限郷

鳴矢郷

人代郷

印幡郷

言美郷

三宅郷

長限郷

鳥矢郷

八代郷

印幡郷

言美郷

三宅郷

長限郷

鳴矢郷

公津村大字人代

未詳 酒々井町 ?

(登美郷)本郷村・木下町

未詳 ガヽ倉村 ?

和田村大字長熊

(カ プラギ)佐倉町鏑木

人代村,公津・船形・北須賀・墓方・下方・江弁須・

大袋・飯田・飯仲・伊篠・岩橋・柏木

佐倉 本佐倉・大佐倉・酒酒井・下蔓・中川・飯田・

萩山・土浮・飯野・岩名・山埼

(登美)・ 平岡村鳥見明神,小林・木下風・竹袋・大森・

Bu所 。宗甫・瀧・物木 砂田・笠神・行徳・萩原・

中田切 松本

小倉村,小倉・浦部・白幡・和泉・平塚・清戸・谷田・
神神廻・長殿

長熊村,上代・人木・城・寒風・馬橋・墨 飯積・

新橋・中澤・雁丸・榎戸

高岡・六埼・石川・寺埼・高埼・亀埼・大田
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1959「群郷分治」「房総通史」改
訂房総叢書刊行会

佐貫町付近

湊町付近

天神山村売津付近か

未詳

大原町中魚落村,又は西畑村伊保
田か

東村大字新田野

東村大字長志

未詳

総野村大字新戸 (古 く新戸郷)

関宿町.又は明村大字上本郷

東京市葛飾区柴又・小岩

武蔵国北葛飾郡旧新井村・埼玉郡
新井下新井

武蔵幸手領旧提根村桑崎・桑塚

東葛飾郡葛飾村大字本郷小栗原

武蔵国松伏領田島村

未詳 武蔵国二合半領旧金町新宿
付近

東葛飾郡松戸町大字松戸駅

千葉市付近

未詳

千葉市亥鼻台池田坂

都賀村大字作草部

千葉市加曽利町

印幡郡旭村大字山梨付近

印幡郡千代田村物井付近か

公津村大字船形

未詳 佐倉町酒々井付近か

木下町平岡の鳥見付近か

永治村大字小倉・浦辺付近か

和田村大字長熊か

未詳

旧佐貫町地区

旧湊町

旧天神 山村地域

金谷地区

『富津市史J通史 1982

『富津市史」通史 1982

『富津市史J通史 1%2

『富津市史J通史 1982

富津市佐貫

富津市湊 ?

富津市売津 ?

天羽郡に同名郷あり

大原町中魚落 ?,大多喜町伊保田 ?

大原町新田野?大多喜町域 ?

大原町・御宿町布施地区

未詳

野田市 ?

(大島郷)江戸川区・葛飾区

東京都城 ?

流山市・松戸市 7

近世小栗原村・二子村 (船橋市)

未詳

未詳

市川市市川周辺 ?

中央区蘇我町 。大森町 浜野町

千葉市北西部・習志野市

中央区星久喜町・仁戸名町

近世作草部村 (千葉市稲毛区)

近世加曽利村 (千葉市若葉区)

近世山梨村 (四街道市)

近世物井村 (四街道市)

成田市人代

酒々井町本佐倉 ?

未詳

印西市小倉 ?

佐倉市長熊

未詳
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番号 国  名 郡 名 郷 名
F和 名類繁
抄」活字本
(元和3年 ) 疇嚇［崚嚇̈疇嚇輌

吉田東伍 1972「増補大日本地
名辞書』第 6巻 板東 冨山房

lEB岡 良弼 1960「安房・上総・下総」F日 本地理志
料J改訂房総叢書刊行会

145

146

147

148

149

印幡郡

印幡郡

印幡郡

印幡郡

印幡郡

吉高郷

松穣郷

日理郷

村神郷

余戸郷

吉高郷

松穣郷

日理郷

村神郷

余戸郷

吉高郷

松穂郷

吉高郷

訟穂郷

日理郷

村神郷

余戸郷

吉高郷

松穂郷

日理郷

村神郷

六合村大字吉高

船穂村・宗像村

臼井町

阿蘇村大字村上

和田村大字天辺

吉高村,平賀・山田・瀬戸 松贔・荒野・龍腹寺・

角田・鎌刈・大廻

船尾村,多多羅田・戸神・武西・安養寺・松埼・

結縁寺・造谷・吉田 岩戸 師戸

臼井騨津渡,臼井・臼井田町・臼井墓町・上座・小竹・

青菅 。江原・角末

村上村.村上・米本・上高野・下高野・神野・保品・

先埼

天邊村,天邊 直輌・宮本・神門・岩富・根古谷・

岡田・用草・稲葉・西御門・大谷流 小谷流

lm

151

152

153

154

155

156

157

158

159

1∞

161

162

163

164

165

166

167

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

運瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

通瑳郡

野田郷

長尾郷

辛川郷

千俣郷

山上郷

幡間郷

石室郷

通瑳郷

通加郷

大田郷

日部郷

玉作郷

田部郷

珠浦郷

原郷

栗原郷

茨城郷

中村郷

野田郷

長尾郷

辛川郷

千俣郷

山上郷

幡間郷

石室郷

通瑳郷

通加郷

大田郷

日部郷

工作郷

田部郷

珠浦郷

原郷

栗原郷

茨城郷

中村郷

野田郷

長尾郷

辛川郷

千俣郷

山上郷

幡間郷

石室郷

通瑳郷

須加郷

大田郷

日部郷

玉作郷

田部郷

珠浦原郷

栗原郷

茨木郷

中村郷

野田郷

長尾郷

辛川郷

千俣郷

山上郷

幡間郷

石室郷

通瑳郷

須加郷

大田郷

日部郷

玉作郷

田部郷

珠浦郷

原郷

栗原郷

茨城郷

中村郷

野田郷

長尾郷

辛川郷

千俣郷

山上郷

幡 間郷

石室郷

通瑳郷

須加郷

大田郷

日部郷

玉作郷

田部郷

珠浦郷

原郷

栗原郷

茨城郷

中村郷

野手

(長居郷)未詳

未詳 海上郡神官寺 浦辺 ?

未詳

(川上郷)未詳

未詳

豊栄村・南条村

匝瑳村福岡町

須賀村

旭町大字大田

山倉村 (南志高草壁)

常磐村大字玉造

栗源村大字田部

未詳

(金原郷)飯高村金原 ?

久賀村 ?

東条村・多古村

中村

野手村.野手 。今泉・長谷・川邊・新掘

生尾村・老尾神社,生尾・宮本・山桑・松山・中墓・

富岡・田久保

足川村,椎名内・中谷里・及川・東足洗 。西足洗・

網戸・野中 。三川

千又川.飯高・内山・飯塚・小高・安久山 金原・

大掘・片子

八邊村.八邊・南山埼・入山埼・吉田・長岡・大浦・

木積・久方

尾垂線領村濱,木戸・柏田・掘川・原方・上原・

目篠

小川豊村岩室山新善光寺,小川壺・傍示戸・小田部・

貝塚・母子・富下・贔生・芝埼・費米 二又・市原・

新井・篠本

東小篠。西小篠,椿・籠部田・谷中・東小篠。西小篠・

平木・吉埼・神宮寺・大塚原・東谷・川口

横須賀村.横須賀・八日市場・富谷・米倉・飯倉
時曾根・笹曾根 。高野・高・蕪里

大田村,大田・井戸野・泉川・川向・駒込・萩野・

成田・十日市場・仁玉・江埼

長部村・志高村草壁,長部・古内・志高・諸徳寺・

溝原・神田・和田・櫻井

玉造村,工作・方田・り|1島・松埼・山倉 。大角・坂・

柏熊

田部村,田部・三倉・小三倉・谷三倉・刈毛・岩部・

荒北・助澤・澤・伊地山・高萩

鏑木山光明寺・鏑木村,鏑木 大寺 。小川・新里・

鳩山・桐谷・松澤 堀内

(幡羅),寺作・御所壼・井戸山・多古・染井・高津原・

大門・檜木・出沼・次浦 `古内

栗山村,栗山・横芝 古川・雨國・宮川

小原子村,飯篠・間倉・井野 大原。東蔓・東佐野・

中佐野 五反田・小原子

市中村 北中村.和 田・借営・並木・北場・久保・

谷・宮 本郷・宿・横宿 芝 西谷 。東谷・郷部・

唐竹林・鴻巣・野新田 。大鯉

８

６９

７０

７‐

７２

７３

７４

相馬郡

相馬郡

相馬郡

相馬郡

相馬郡

相馬郡

相馬郡

大井郷

相馬郷

布佐郷

古溝郷

意部郷

余戸郷

(邑保郷)

大井郷

相馬郷

布佐郷

古溝郷

意部郷

余戸郷

大井郷

相馬郷

布佐郷

古溝郷

意部郷

余戸郷

大井郷

相馬郷

布佐郷

古溝郷

意部郷

余戸郷

大井郷

相馬郷

布佐郷

古溝郷

意部郷

未詳

木野崎 。野田

布佐町・湖北村

未詳 手賀村

我孫子・富勢

未 詳

大井村,大島田・塚埼・藤心・増尾 高柳・戸張・

箕輪・岩井・鷲谷・五條谷・金山・染井・泉・片山・

手賀

大鹿・取手・蔓宿・井野・青柳・吉田・小泉・澁沼・

小文間・飯沼

布佐村布佐墓.布佐・大作。新木・布川・福本・立埼・

中田切・立木・横須賀・曾根・大平・奥山・大房・

早尾・羽黒

(布西村)布施村,久寺家・我孫子・柴埼・青山・

高野山 下戸・岡登戸・都部・中峠・中里・古戸・

日秀

(配松村・戸頭村),高野・乙子 戸頭。米野井・野々井・

市代 。高井・岡・和田・山王・配松・桑原・寺田・

稲村

未詳.守谷・野木崎 。大柏・立澤・大木・大山・

内守谷 板戸井・萱生・筒戸・新宿・平沼・御出
子

175

176

177

178

179

援島郡

援島郡

援島郡

援島郡

援島郡

塔陀郷

八俣郷

高根郷

石井郷

葦津郷

塔 陀郷

八俣郷

高根郷

石井郷

葦津郷

塔陀郷

人俣郷

高根郷

石井郷

葦津郷

塔陀郷

八俣郷

高根郷

石井郷

葦津郷

塔陀郷

人俣郷

高根郷

石井郷

葦津郷

七重村大字富田

人俣村・逆井山村・幸島村

岩井村

境町・長田村・猿島村
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1959「群郷分治」「房総通史』改
訂房総叢書刊行会

六合村大字吉高

船穂村大字船穂

未詳

阿蘇村大字村上

和田村大字天辺

野田村大字野手

共興村大字長谷 (ナ カイ)

海上郡矢指村大字足川

通瑳村大字大浦字千俣

吉田村大字人辺付近

白浜村付近

南条村大字小川台付近

通瑳村付近

須賀村付近

海上郡旭村大字太田

香取郡府馬村志高付近

香取郡常盤村大字王造付近

香取郡栗源村大字西田部

香取郡古城村鏑木 (株の誤記)

香取郡久賀村付近

香取郡吉田村吉田

香取郡多古町大字喜多等,大原郷

香取郡中村

風早村大字大井

北相馬郡

東葛飾郡布佐町大字布佐付近

東葛飾郡手賀村大字布瀬小字小溝

北相馬郡

未詳

「千葉県の地名J日 本歴史地名大
系第12巻  1996

印西市船尾

佐倉市臼井 ?

八千代市村上

未詳

野栄町野出 ?

未詳

旭市足川 ?

八日市場市飯塚

人日市場市八辺 ?

未詳

光町小川台

未詳

八日市場市横須賀 ?

旭市太田

未詳

多古町南玉造

栗源町西田部

未詳

多古町多古・染井

八日市場市吉田

多古町大原・芝山町小原子 7

多古町南中村・北中村

沼南町大井 ?

未詳

我孫子市布佐・利根町布川

沼南町布瀬 (小溝)

我孫子市中心部から柏市にかけ
て ?

未詳
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番号 国  名 郡 名 郷 名

「和名類衆
抄J活字本
(元和3年 ) 疇嚇ｍ

F和 名類衆
抄J東急本
(室町中期)

「和名類衆
抄J高山寺
本(平安末)

吉田東伍 1972「増補大日本地
名辞書』第 6巻 板東 冨山房

15岡良弼 1960「安房・上総・下総」「日本地理志
料』改訂房総叢書刊行会

180

181

狽島郡

援島郡

色益郷

余戸郷

色益郷

余戸郷

色益郷

余戸郷

色益郷

余戸郷

色益郷 未詳 釈迦沼付近 (郡 山)

未詳

182

183

184

185

186

187

結城郡

結城郡

結城郡

結城郡

結城郡

結城郡

茂治郷

高橋郷

結城郷

小涌郷

余戸郷

(小塩郷)

茂治郷

高橋郷

結城郷

小蛹郷

余戸郷

茂治郷

高橋郷

結城郷

小踊郷

余戸郷

茂治郷

高橋郷

結城郷

小踊郷

余戸郷

茂治郷

高橋郷

結城郷

小涌郷

(茂侶郷)茂呂村

絹村大字高椅

上山川村・山川村

絹川村

未詳 下結城村・名崎村 ?

中結城村

188

189

190

191

豊田郡

豊田郡

豊田郡

豊田郡

岡田郷

飯猪郷

手向郷

大方郷

岡田郷

飯猪郷

手向郷

大方郷

岡田郷

飯猪郷

手向郷

大方郷

岡田郷

飯猪郷

手向郷

太方郷

岡田郷

飯猪郷

手向郷

大方郷

岡田村・豊田村

飯沼村・菅原村・豊岡村

総上村・豊加美村

西豊田村・安静村

192

193

194

195

196

197

198

199

2KXl

201

202

203

204

205

206

207

208

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

海上郡

大倉郷

城上郷

(城 内郷 )

麻続郷

布方郷

軽部郷

神代郷

編玉郷

小野郷

石 田郷

石井郷

須賀郷

橘川郷

横根郷

三前郷

三宅郷

船木郷

大倉郷

城上郷

麻続郷

布方郷

軽部郷

神代郷

編玉郷

小野郷

石 田郷

石井郷

橘川郷

横根郷

三前郷

三宅郷

船木郷

大倉郷

城上郷

麻続郷

布方郷

軽部郷

神代郷

編玉郷

小野郷

石 田郷

石井郷

須賀郷

橘川郷

横根郷

三前郷

三宅郷

船木郷

大倉郷

城上郷

麻続郷

布方郷

軽部郷

神代郷

編玉郷

小野郷

石田郷

石井郷

橘川郷

横根郷

三前郷

三宅郷

船木郷

大倉郷

城上郷

麻続郷

布方郷

軽部郷

神代郷

編玉郷

小野郷

石田郷

石井郷

須賀郷

橘川郷

横根郷

三前郷

三宅郷

船木郷

大倉村 豊浦村

神里村大字木内

小見川町

府馬村

未詳

神代村

森山村大字阿玉川

須賀山村

橘村大字石出

滝郷村大字大井

未詳

(椅川郷)足川村

飯岡町大字横根

豊浦村大字三崎

海上村大字三宅

船木村・椎柴村

ノヽ都村

大倉村,大倉・多田・吉原・丁子・一分目 三分
目

木内村,本郷・八贔・山川・上小掘 桑畑・新福寺・

増田・

小見村,小見・小見川・り‖上。高野・北原地・羽根川・

下小川・八日市場・分郷・富田

府馬村,府馬・田部・長岡・竹内 。米野井 。人本・

神生・仁良

鹿戸村.鹿戸・羽計・新宿・谷津・須賀山

大久保・溝原・開戸・舟戸・高歳・櫻井・和田・

神田

阿玉村.阿玉・阿玉壼・貝塚 久保・和泉・五郷内・

布野・川頭

岡野豊村,岡野墓 中島・正明寺・三門 余山・

菫埼

石出村,今泉・官原・諸持・下櫻井・東篠本・下森戸・

富川

岩井村.岩井・松谷・清瀧・幾世 。見廣・大間手・

猿田・倉橋・蛇園

未詳,小南・粟野 小座 。人重穂・夏目

田部西雲寺 (橘寺),岡飯田・平山・窪谷・小貝野

横根村.横根・岩埼・莱園・平松・行内・飯岡・

上永井・下永井・小演・親田・常世田・八木・塙

三埼村,三埼・本城・松本。今宮・荒野 新生・飯沼・

高神 。小川戸・邊田

三宅村.三宅・柴埼・高野・松岸・長塚・垣根・

四日市場・

舟木墓村・小船木村,高田 野尻・塚本・忍

2∞

210

211

212

213

214

215

香取郡

香取郡

香取郡

香取郡

香取郡

香取郡

香取郡

大槻郷

香取郷

小川郷

健 田郷

磯 々郷

訳草郷

(山 幡郷 )

大槻郷

香取郷

小川郷

健田郷

磯々郷

訳草郷

大槻郷

香取郷

小川郷

健田郷

磯郷

訳草郷

大槻郷

香取郷

小川郷

健田郷

磯 々郷

訳草郷

大槻郷

香取郷

小川郷

健 田郷

磯郷

訳草郷

香取村返田・小野・油田

香取町・津官村

大戸村大字小川

米沢村大字武田

(磯部郷)長沼の流江

(真敷郷)未詳

小野村・織幡村.返田・油田・白井・瀧谷 内野

香取神社・香取村,香取・新部・新市場・釜塚・牧野・

佐原・篠原 津宮

上小川村,大戸・大戸川・森戸・新寺・岩崎・工作・

山野邊・片野・開・鴇埼・谷中

武田村.武 田・立野・大貫・郡・掘ノ内・高谷・

西部田 西坂・寺内・西和田・毛成・原宿・古山

埴生郡磯部村,水掛・高倉・幡谷・土屋・大室・成井・

成毛

(膵家・荒海轟),飯岡・大生・菫田。東和泉・西和泉・

小泉

埴生郡

埴生郡

壇生郡

埴生郡

工作郷

山方郷

麻在郷

酢取郷

工作郷

山方郷

麻在郷

酢取郷

玉作郷

山方郷

麻在郷

酢取郷

玉作郷

山方郷

麻在郷

酢取郷

玉作郷

山方郷

麻在郷

酢取郷

人生村

成田町・遠山村

(麻生郷)安食町麻生

(羽鳥郷)豊住村羽鳥

松埼村二宮明神.上福田・下福田 。大竹 費田

(遠 山形御厨「神鳳抄1),金山・久米・畑田 。東和
田・川栗・馬場・大山・山作・小菅・吉倉・駒井野・

取香

麻生村,須賀・興津・安食・佐野・北邊田・矢口・

龍角寺・酒直

南羽鳥村・北羽鳥村,長沼 龍奎・田川・安西
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1959「群郷分治」「房総通史J改
訂房総叢書刊行会

香取郡大倉村

香取郡神里村木ノ内

香取郡人都村米野井

香取都府馬村

香取郡府馬村黒部か

香取郡神代村 (旧上代)

香取郡良文村及び森山村

香取郡東条村小南小栗野か

香取郡橘村大字石出

滝里村大字岩井

香取郡橘村付近

飯岡町大字横根付近

豊浦村大字三崎付近

海上村大字三宅付近か

船木村大字船木・椎柴村大字小船木

香取町及び神里村付近

香取町付近

東大戸村小字上小川付近か

米沢村大字武田付近

久住村大字磯部

未詳

未詳

印格郡遠山村付近

印施郡安食町大字麻生

印藩郡豊住村南羽鳥・北羽鳥

「千葉県の地名』日本歴史地名大
系第 12巻  1996

佐原市大倉

小見川町木内

小見川町木内

山田町小見・小見川町小見川

山田町府馬

東庄町鹿戸

東庄町大久保・船戸,干潟町桜井

小見川町阿玉台

未詳

東庄町石出 ?

海上町岩井

未詳

未詳

飯岡町横根

銚子市三崎町

銚子市三宅町 ?

銚子市船木台・小船木

佐原市小野・多田・小見川町織幡

佐原市香取

佐原市上小川

神崎町武田

成田市磯部

未詳

小見川町織幡・旗鉾

成田市松崎・福田

成田市東和田・畑ヶ田

栄町麻生・酒直・安食

成田市羽鳥
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゛輩
（論社肝□黒К）

回坤軽・構孫眠回

や心・横寝皿回響図・構来響日断月

・構「度回】卜・構疵照回襲卜・構

壮絆日眠部　構口稲回‘ｔ・構き製

回筆ヨ）・ミ擦十陣（轟樹徊日艇堅）

＃勲撻Цト

繁コミ（轟製度回畳理　構

嘔Ｌ回堅Ｋ・綸筆く□混興・構繊勲

□握雲・構自業国さ嗽・論屋瞥Ｅ■

製・構田豫□彗熙・構硼忙□腱照）

（素＝ミ構国に回書櫻　素

〓ミ構嘩生回奎К・繁「〓構摯く回

握雲・擦↓ヨ轟搬瀾日握製　素＝ミ

簿自疑回巡嗽・Ｒ「〓論ヽ薔回■製

夫繁「〓構獣Ｋ回凛熙〉繁「ミ構

日輝Ｅ彗熙　薫エミ轟班恒回屋対）

蘇組

（ＳＯ卜圏‐Ｒ『轟軽駆Ｋ＝■掏羅緊憩”筆鮮」さメ繋

（８じ卜鵠‐か『嘩尊駆Ｋ引遭畑羅緊釈仰筆絆」さメ蕪

（“Ｏ「ヽ，あ『轟愚彊Ｋ＝電畑顆驀線”筆丼』さメ蕪

口『駅さ枢Ｋ』ぐ訃糎Ｋ

（おこ卜ヽ，ｏ二轟軍纏Ｋ＝■樹雁緊線”筆辟」さメ蕪

【『ぷ僣軍Ｋ』ぐ朴壇

Ｋ・【コ嘩軽極Ｋ■ヨ墨中旨仰」ぐЩ郎撫氣旨紫煙

∞い】̈Ｎ卜一∞奎Ｎ

『メ鋼位略に緩駆撻罹盤価日」

“噸部極轟蝶Ｋ

塔『―職黙利日経Ｃや―十像回Ｃ壇聴κ」「―里■

■掏響呵神刹Ｃ十四―「侵Ｃや煮回準「」―郷苺佃

Ｎ「颯Ｋ仰筆絆」さメ條

いあЖ▼゛

「垣Ｋ嵌Ｅ暉」―ヽヽやメ『にｍ恒こ・郎ヽ信ｍＥ

「メ燿袖塞や燿墨撻電盤掟「」

Ｎ『運Ｋｍ祭絆』さメ條

３ヾＳ卜曽‐ヽ「轟軽題Ｋ引■掏羅暉想口ヽ絆」宙メ嶺

゛『ポさ糎Ｋ』ぐ訃枢Ｋ

Ｒｅ「口，ヽ「群緊拒Ｋ引ヨ細艦颯釈口ヽ絆』さメ蕪

Ｒ筆。（［い０

「Ｒ，Ｎ『群曇枢Ｋ引ヨ椰羅緊螺神筆絆」毒メ檬

（８０卜８・ヽ『聯軽拒Ｋ引■剖羅颯線口祭斗』さメ悠

（”Ｏ「あ，Ｎ『騨緊拒Ｋ＝ヨ畑羅暉漱仰督絆」さメ蕪

計櫓錮引ヨ

（讐）鍵К日嵌菫К≪―
―底筆絆

（仁）健

錮冬爆歯Ｋ≪日本日≪川候Ｎ祇筆叶

（仁）磐

申“灘菫Ｋ≪日本―
―≪川祇興低祭計

Ｓ目≪Ｈ低神候砥横

江筆半

曇製旨恒

治錮こ恭

仰筆絆

低重嘱

●資■

衝Ｈ嶼暉著

く。や・１１・―ヽ日蘇―――妖鵜低緊汁

鍵尋脚幽くヽ

１嵌興Ｋ口嵌・択κ椰雑イ佃督辟

３こ撃

錮“憂黎ネく日ヽ日≪―――低欄候筆絆

（仁）撃

中冬籠歯Ｋ≪日ヽ日≪川候Ｎ祇筆辟

（恒）準

増冬轟歯К蘇―
―ド＝≪田低欄嵌筆叶

＝幽
卜∞ト

握ｏ∞

い∞ト

め∞』

一̈　椰
拒く

糎く
距く

拒く
駆く

糎く

一̈一．一一一ヽ一）

眸引抑曲
纏く

纏く

一̈一．一一^一ヽヽ

趣く
駆く

駆く

纏Ｋ
糎Ｋ

駆Ｋ

長璽薬肛・草駅■メ

回は黎

議（べ継）□

貴図墨Ｎ遷□理騒ヨ壮□論継丼回聴部

蒋宣駆條握十膊

メロＫ筆湘Ш姜ン蝶姜神トロ繁堅ぶ維継辟回採コ

□握彗当ポ
岨Ｒ

（ミＮ　ミ興）輸経襄底園―――喘中択州Ｌ繁朝К構繊絆
酬К

来恭豪「ミ

］業颯「〓

］■ぺ絆Кメロメ図暉

蓑やや軍逆●ｒК酬（苺）□燿颯（ミ逐口）□□綸継絆

］思田曝―
―軽●（ミ雁）□騒構響〓図認コ

□轟（●摯宝）□□回準「

□構睦ぶ回膝ぶ

］騒解岨姜期綸

トロロЦ熙醒喘せК相Ｌ酬咄ス策田＜轟聰部□駄ネ

瞑＋［＼撃癒撃鯵＼Ｌ墨経

騒督〓岨Ｒ艇輪田КЦ＼嘲爛肛策堂嬰構鵬郎回聰ネ

吹＋＃や絆К〓挙窯単＼ｔ

避羅騒鉾咄Ｒコ輪田КЦ朝Ｍ肛策堂蠣構聰部回は部

ヾ繁里

栞〓臣

栞Ｌ準

黒口州

素米椰

妻十「

繁堅送

ヨ当さ

繁肛Ц

ヨ朝く

素嘲К

素三煙

繁「〓

照「〓

栞恭藤

ヨ％■

露田≪

課撻姜

素遭襲

ヾ構里

轟梅ト

構継辟

構継洋

構維辟

構維ト

雑雄肝

構権眸

簿継絆

程絶ト

構絶ト

論議叶

桑議ト

横織絆

構継丼

溝継ト

糧議ト

簿駄部

簿瓜部

轟聴部

構腱ぶ

構聰部

議はネ

坪□豊

回腱ぶ

憔訳―薬麒＝メ刑区Ｎ製　憔∝態
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や撃

●組

凛■
∞∞Ｅ・↑“）

ＨＮ”Ｎ『群墨枢Ｋ＝ヨ畑羅電線口筆辟」摩メ條

（８０「鶏・８『群曇撻Ｋ引■樹羅零献口筆辟」慮メ蕪

（あｅ月ヽ，あ『靡軍握Ｋ「■樹羅緊螺卸筆肝」さメ蕪

「ぶさ糎Ｋ」ぐふ壇Ｋ・３錦）

卜ヽ，あ『轟軽堰Ｋ■■絢羅緊想”筆絆」さメ蕪

『ポ応極Ｋ』“や極Ｋ・３円）

トトヽあ『群墨纏Ｋ「■細雁颯釈口筆絆」さメ嶺

（８０月吊，Ｎ『轟愚纏Ｋ＝ヨ判羅緊釈ｕ督鮮」応メ蕪

（〓０「あ・Ｎ『轟軽纏Ｋ引ヨ畑羅颯館仰筆け」さメ蕪

（繁Ｏ＝あ，Ｎ『群愚駆Ｋ「ヨ０羅零線口督辞』応メ嵌

卜Ｒ，鶏『挙曇駆Ｋ引■畑朧緊線”繁辟」さメ蕪

『ぶさ枢Ｋ』“訃撻Ｋ・貧８）

卜８，Ｎ『蜂緊駆Ｋ引■樹雁緊線Ш筆絆』いメ蕪

（曽９卜ヽ‐“「轟曇撻Ｋ■■判羅緊釈仰筆辟』さメ蕪

『釈さ極Ｋ」ぐふ枢Ｋ・ミ８）

卜８，Ｎ『群軽撻Ｋ引ヨ細羅颯線仰筆叶」さメ嵌

『ぷさ極Ｋ』ぐ暮駆Ｋ・３日）

「あ，Ｎ『轟軽枢Ｋ＝ヨ畑羅暉想”筆酔』さメ蕪

『ぷ毒撻Ｋ」ぐ朴壇Ｋ・含ゑ）

「あ・Ｎ『群墨纏く「ヨ樹羅暉釈仰摯絆」さメ嵌

『ぷ毒撻Ｋ』０訃纏Ｋ　６あ）

「あ，Ｎ『峰軽拒Ｋ「■樹蘊緊釈仰ヽ卜』さメ蕪

お２目『燕賦樺曝叡〓楡川」「冬に増縦十日はネ」

あ９目『棄賦摯曝叡々状川』「冬ｔ壊縦や園砥部」

卜ヽ‐貧『群緊撻Ｋ「ヨ細羅緊線仰筆絆」さメ條
民

『ぷお拒Ｋ』“朴撻Ｋ・ヽ∞二「拒Ｋ仰筆辟』いメ檬

卜ヽ‐２『群墨纏Ｋ「ヨ畑羅緊線”筆絆」さメ嶺

貧Ｏ調い‐“『肇昼拒Ｋ「■樹羅緊線”祭辟』さメ蕪

（９９「用，Ｎ『澤軽駆Ｋ＝■畑羅緊線ｍヽ卜』さメ條

（含Ｏ＝Ｓ，Ｎ『群昼垣Ｋ＝遭樹羅緊ぷ仰督辟」さメ蕪

（』Ｏ「あ・ミ『群軽極Ｋ「■細羅颯線口筆絆」さメ蕪

締墨興引■

（性）彗

錮≦囁出Ｋく日本＝≪川長興長筆絆

（学）撻増

冬鷹重К≪―
―ヽ１
１≪日長Ｒ低祭辟

（極）撃

増冬籠壼К≪＝ぶ日蘇川嵌Ｎ抵筆絆

（撻）準

増冬鷹菫Ｋ≪日本―
―≪田候欄低筆絆

（仁）撃

増冬離歯ネ≪＝ぶ＝蘇川候Ｎ妖筆絆

（恒）準

増冬騒菫К≪＝恭―
―≪田低Ｎ低ぶけ

（極）準

錮冬難鑽Кく日ヽ日礁川長欄祇筆辟

（担）準

増碁鷹歯Ｋ≪―
―ヽ―
―≪川低欄低筆絆

職日本日≪日長Ｎ候贅絆

（性）準

増冬瑯菫Ｋ≪―
―ヽ日≪川低興低筆眸

（極）撻

増冬囁歯К≪日本―
―≪川低Ｎ低筆絆

（橿）準

増郵鷹歯К≪日本＝≪川長興長筆叶

（恒）磐

増冬鶯議Ｋ≪日本日≪川低Ｎ祇筆絆

（個）準

増冬鷹歯Ｋ≪＝ヽ「≪川長興候筆け

（恒）準

中冬鶯彗Ｋ≪日本＝≪田祇興祇筆絆

Ш贅鮮

仰筆ト

口督辟

時Ｋ＋ヽ―くや低Ｒ低筆辟

（樫）準

増冬囃歯Ｋ≪―
―ヽ日≪川長興候繁絆

（撻）鍵

増冬囁黎Ｋぐ―
―ヽ１
１≪川低Ｎ候筆絆

（撻）撃

錮≦雌幽К≪＝ヽ日≪川低Ｎ長筆絆

せ幽
い∞ト

い∞ト
い∞ト

め∞』
い∞ト

Ю∞ト

い∞ト
い∞ト

い∞ト
Φ∞ト

〇∞い「

〇〇∞［

卜一ト
い寸ト

０∞』
い∞ト

い∞ト

「い椰
駆く

糎く
駆Ｋ

紅く
駆く

距く
駆Ｋ

拒く
糎く

駆く
糎そ

駆Ｋ
拒く

駆Ｋ
駆く

伽メ刹■

撫メ単■
駆く

駆く
拒く

枢く
歴く

題Ｋ
駆Ｋ

長里棄肛・棄収ヰメ

吹＋せや絆К＼拳●準ｕ＼Ｌ

出羅騒馨Ｋく喘卜ｍ相Ｌ朝興□鞣撻襲構聰黎回聰ぶ

〓瞑＋せや絆К＼業編遡Ｌ週

［］＼（ミ崚）□仰輸田撫酬曜華素聴襲樵聰部回聰ぶ

□Ш善

〓壮К□□□輸せК州Ц馴□□栞聴蠣綸聰ぶ回曖部

〓駅＋

↓や絆К＼≪伸黎繊ｔ出罹蒻韓枢□く縮トロ嘲興興

一Щ＋■や絆К

＼「≪伸準熱＼ｔ出羅騒鮮製陣策熱■底朝咄早□

一駅＋＃［＼［］＼貴幽

羅［］母ネЦ眸□縮母ネ嘲磐К照未К簿聰ぶ回聰ぶ

〓駅＋叶や畔К＼攣十Ｋ＼Ｌ＜雁騒等Ш善

鐸縮筆Ц〓妥顧疑筆相Ｌ朝断く薫米Ｋ構はネロ聰ぶ

〓熙＋↓や丼Ｋ＼撃“準ｕ＼Ｌ避

罹騒奪口Ｒ賦輪母К相Ｒ酬齢く繁十Ｋ構眠ヽ回聰ぶ

□□輸姜ミ朝日ヽ繁襲唇構聰黎回嗅ネ

Щ＋せや絆Ｋ＼≪編

ｕ＼Ｌ＜騒羅ＫＫ積メЦ嘲日ヽヨ斐撻構聰都回駄部

□邊〓≪酬田全ヨ堤糎構腱ヽＥ腟０

Ｌ避騒羅嘔姜仰鈴壮К酬壇ミ繁斐整構腱さ回聰部

瞑＋せギ辟К＼拳準避

＼女型騒羅懇咄姜＋策メ朝組度栞装出構膝部回はぶ

Щキ■や絆К＼挙年避

＼Ｌ出騒羅岨氏＋縮メЦ嘲ロミユ斐出構聰ネ回駄ぶ

〓収＋■―十叶К＼伸窯●＼

ｔＫ騒罹韓嘔姜К輸日ｕ酬垣度案鳴肛検聰部回眠ヽ

豪Ｎ肛

「＃釈策暴憮昴．絲いや（智■γ椰「側脚候聰繊園眠ぶ

姉択ギ薫「疑撻週眠（壮）轟圏匡曜佃

Щペロや日

口（■）〓〓□□□相Ｌ酬興（ミば）□鞣郎個構眠憔［

〓吹＋＝ギ＋辟Ｋ＼ぐ蘊鯵＼○贄避羅螢

編磐輪熱■Ｌ嘔ＲＫ喘トロ相Ｌ資駆佃轟聴ぶ回襲↓

□□佃構聴ぶ回聰ネ

□駆紫ヽ皿簿聰黎回聰ネ

Щ十せく絆К＼撃無準繊＼

士Ｋ罹曇録Ш晏仰喘田≪酬終瓢繁ぐぐ構聰ネロ眠ぶ

〓駅＋せギ絆Ｋ＼率蕪単＼貴幽羅晏簿曖樫

輸せ＜Ｌ中半縮壮ス相底朝枢肛繁蕪ぐ轟聴ぶ回聰ぶ

〓駅十■や辟К拳“編幽＼贄幽羅墨〓恭旺輪せ

К＼咄姜”輸せＫ相Ц＼劇鵬哨繁蕪ぐ構眠部□眠ぶ

゛薫里

繁遭嬰

素゛雲

ヨ聴零

繁度疇

環度繋

栞Щ姜

露十Ｋ

ヨ■Ｋ

素朱Ｋ

繁超夏

（繁堤肛）

（素斐整）

（繁襲樫）

（彗理担）

（繁装貰）

（繁撻整）

（雲上貰）

（素嘔撻）

（策嘔整）

繁ヽロ

ヨ迷個

雲％ロ

繁ヽロ

繁Ｌ尋

繁ぐミ

（繁ぐぐ）

（繁ぐぐ）

（彗ぐぐ）
゛構里

構腱さ

尋奏さ

論駄部

構聰黎

議駄部

構駄ぶ

議膝部

構聴ネ

誰駄ネ

構曖ぶ

轟聰さ

轟状部

論腱ぶ

轟腱ぶ

篇膝ぶ

議は部

轟嗅部

轟聴ぶ

篇眠ぶ

綸腿ぶ

溝膝ぶ

構聴ぶ

轟磁ぶ

燕駄部

溝膝ぶ

轟膝ネ

Ｎ回里

∞い
専
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や撃惑■

（曽Ｏ「斜・Ｎ『緊軽量Ｋ「ヨ掏羅緊線口ヽ絆』さメ嶺

Ｆ田）卜ヽ，あ「澤軍極Ｋ＝ヨ襴羅緊想仰筆絆」摩メ嵌

■蕪）含じ，肛誌ぶ『ぶさ撻Ｋ』ぐふ極Ｋ

（８９卜あ‐Ｎ『靡軽軍Ｋ■遭畑罹緊螺口ヽ眸』さメ嵌

（８０卜あ‐ミ『群墨枢Ｋ「■畑羅颯想佃筆眸」さメ嶺

（ｒｅ卜か，Ｒ『聯軽駆Ｋ＝ヨ細羅緊螺口氣丼』さメ嶺

（８０卜８，ヽ「嘩軽軍Ｋ＝ヨ掏羅緊釈仰筆眸」宙メ撫

（雪Ｏ月ヽ‐ミ『幕緊纏Ｋ「■細羅颯線ｍ筆眸」さメ嶺

「ぼい糎Ｋ」“訃極Ｋ・３ヽ）

「鶏尋い「群軽堰Ｋ引ヨ畑羅颯ぶ恒氣絆」嚇メ條

圏『轟馨纏Ｋ＝■畑雁緊ぶ●督肝」さメ條

（８０「あ，ヽ「軽軽重Ｋ引ヨ細羅緊螺仰筆辟」宙メ蕪

（８９「あ，Ｎ『轟軽ＥＫ引■掏雁零想佃筆卜』さメ嶺

（ＲＯ＝認，Ｎ『靡軽撻Ｋ引遭樹羅緊ぷ仰筆辟」さメ嶺

（８９卜ヽ，あ『轟軍纏Ｋ引■畑羅緊螺仰筆肝」さメ蕪

Ｈ

Ｋ・【「華緊拒Ｋ＝■墨錮壼”」《
ぷ

Щ
宙

l■
l拒

撫
K

氣
~

壼
く
K

《
キ

型
纏

∞串ミＲ『蝶報Ｒ』

Ｎ”＼８「蝶熙Ｒ」

『メ鋸撫申そ埋騒撻羅盤徊だ』

Ｎ『距Ｋ仰筆辟』さメ憔

８８じ

卜寧８「轟墨撻Ｋ＝ヨ判羅緊想神筆膵』トメ蕪

「ぼ慮堰Ｋ」“朴枢Ｋ・含斜）

「認，ヽ「群墨起Ｋ＝■畑羅暉線佃筆絆」蔭メ蕪

∞錦‐【「糎Ｋ仰筆肝」さメ蕪

計拳錮引ヨ

（撻）奪

増冬灘翡Ｋ≪日ヽ日≪＝嵌損候祭絆

（枢）撃

増“場菫スぐ―
―ヽ―
―礁川祇褐低筆絆

“Ц機

（撻）撻

錮冬離菫Ｋ≪―
―ヽ日ぐ川候Ｎ候筆絆

（極）馨

錮冬灘黎Ｋく日ヽ―
―≪田候欄低鉢絆

（響）鍵Ｋ脚κ壁Ｋ≪＝候氣眸

（極）準

錮黎轟華Ｘ≪―
―螺＝≪川候Ｎ低筆絆

（恒）撃

錮冬雌歯ス≪日本＝≪川長Ｒ長筆丼

（恒）磐

増≦囁幽メぐ―
―ヽ日ぐ川低興低緊眸

恒筆斗

（極）馨

増冬轟埜Ｋ≪日本日≪川低興慎筆辟

（楓）撻

錮冬層黎スく日本日ぐ川候興長筆絆

（慨）弊

増冬場議Ｋ≪―
―ヽ―
―≪川候欄候筆絆

（恒）轄

錮≦囃譴К≪日本＝≪田長興長筆鮮

墨錮旨江

仰ヽト

Ｎ長ヽ絆

（極）準

錮ギ嬌歯К≪日本日≪―――候Ｎ抵筆眸

仰贅■

＃脚
い∞ト

０い０
Ю∞ト

い∞ト
い∞ト

Ю∞ト

峰∞ト

いいト

０いト
Ｎ∞ト

∞∞ト

め寸ト

「い　暉
駆Ｋ

題く
駆Ｋ

駆Ｋ
糎■

駆Ｋ
駆Ｋ

題終
駆Ｋ

Ｅく
運Ｋ

運く
駆Ｋ

糎Ｋ
纏Ｋ

■さ

籠帯

一一（一〓ヽヽ
ＥＫ

糎く
駆Ｋ

纏Ｋ

条型真肛・真似■メ

〓吹＋↓や辟Ｋ＼［

］貴皿需墨樵輪事権相Ｌ酬ぱ暉素ぐぐ樵聰部日曖ぶ

］ぐぐ論は部□聰部

］嘲≦鮭ヽ重回ヽ「哄十↓ベロ

一Щ＋■や絆К＼継●年■率

贄幽経騒懇堅柾詭辻ＫЦ朝累く素奪≦樵聰ぶ回曖ぶ

〓Щキ■や［＼［〕＼

□幽雁曇奪□佃輪繋■Ｌ酬十尋曖奪“溝聰ぶ回聰憔

□“構はぶ回聰部

駅＋＝や絆К＼撃（ミ挙）

□黎●＼騒督筆択雑田≪酬廊暉蝶Ｅｔ構聰ぶ回眠ぶ

Щ＋絣や絆К＼撃窯＼避＼女型蘊量鐸期ヽ姜

輸』択□Ц回彊喘晨Ｌ嘲断哨繁Ｅよ綸砥ぶ回聰ネ

駅＋■や辟К＼墨●黎ｕ＼

ｔ皿羅騒韓岨曇畔綸二民酬製署賦Ｅｔ簿眠部日曖ぶ

構ヽ口回】「Ｏ　κ

仲羅嘔姜縮経襄Ｌ□く喘奎螢嘲田女綸ヽ宣圏撃「・

吹＋やや辟К＼拳

０年単＼ｔ墨幅騒期喘纏酬゛Ｅ策撻尋構聰部日膝ぶ

駅＋■や絆К＼

墨絆尋＼ｔ避罹晏ロトロ酬□□颯国尋構瓜部回聰部

［］贄Ｋ

羅曇（ヽ彗）□□□輸田よ酬撫川賦□□構砥部□曖ぶ

□轟偲器□聰ぶ

［］〓羅螢簿［］邪準月

（Ｎ経昼Ｋやさぶ尋ョ

撫ぺ十轟さ型岨善恙全梨田終卜道ギ導田へ黎耶競く

盤園撃コｍぺ瞑日＼）悩К型中ば卜↓構侭昼佃―

神（≦締く盤日組撃螺増枷黒曖＝業雨騒や颯ぬ絆К）
く

Ｒ難ＫＮ椰騒黎惑爬工中答器ョ製獄膵中懸＝ロ

駅―＋経く研塾絆К呟＝秋図

暉装やに黒羅（艘）□出輸□州Ｌ粛軽輝構感Ｓ（装鯉）

Щ＋＃Ｋや薫長―嵌十日く図暉

尽川去Ｋ騒雁鴫嗜綸゛Ц酬ｔｔ棗田製構感椰圏腱部

（べ懸）□相Ц嘲〓〓繁田越轟侭（ミ罫）□

Щ＋■目絆К＼呟田哨＼豪Ｈ

爆伸喪Ｌ＜騒羅薫縮４酬Ц翼「終田撃縮К界日Ｒネ」

〓曖＋＃押＋絆К＼（ミ彗）□□□＼ＬＫ

騒羅堆縮せ≪□Ｌ熊く縮田懸相眠繁田撃鴨低懸“「

゛繁里

（蒸翡≪）

（繁ぐぐ）

（課奪車）

（素奪≦）

（策韓Ｓ）

（資基準）

（繁Ｅ女）

（素Ｅ女）

（策Ｅ士）

（ＲＥ女）

（繁響こ）

（繁興早）

（擦□□）

素堅尋

繁Ｅ革

素囃く

薫基輝

素王翠

繁田撃

繁田撃

繁里撃

ヾ構里

横腱ぶ

論はヽ

構曖ネ

構腱ぶ

構聰部

構聰ぶ

轟腱都

構駄部

論眠部

織聴ぶ

構膝部

綸駄部

構腱ぶ

串ぱ甲

轟憾翠

轟忠界

構偲器

構Ⅸ罫

轟憾器

樵照器

横ぼ器

構釈器

鯉日璽

高
卜い

∞Ю
００

い０
8

-28-

|

|



や輩

「。さ

′ 、いやヽ照轟ぱ懸．１ミ

×ヽ」．「一）「訳】襲黙坪製唾報十」

喘期申

「ＯｅＳ里屋憚ｃ

き伸羅憚±ネ）誉製掏螺継Ｃ釧Ｋ黒

社」≪口銘駅゛＃〓単悪『歯曖Ｋｍ

聴
神

寝
緊

部
翠

選
屋

量量最量
繁裏駆（□訃心・回

回も曖・回柿ネ・回

日彗震・回椰ヨ・回

回瑯選・□握製・回

・回宣鯵・回係ヨ）

母担＝中Цく壼ヨ毅

凛■

い錦‐「『纏Ｋｍ贅絆』さメ條

［『糎Ｋ佃氣叶』僣メ蕪

（ＲＯ卜ヽ，あ「輝墨握Ｋ引ヨ畑羅緊釈ｍ筆肝」さメ嶺

ぶ錮撫黒ЩＩ
Ｉ米劇暴や枢藝計Ｋ）お
⌒

等
帯

き
締

ヽ
く

]i

「Ｂい．錦『聯軽糎Ｋ引■畑羅緊ぷ仰筆絆」さメ條

『釈さ起Ｋ』ぐ斗纏Ｋ・Ｔ”）

Ｈ民・貧『群墨軍Ｋ引ヨ樹罹颯想”筆眸』さメ蕪

メ躙肛締襴熱螂籠和『榊メ盤無Ｈ」

メ増肛計襴螂邸経勲『枷メ盤佃目」

「終Λ［『曝軽艇Ｋ「■畑羅零釈仰筆け」慮メ嵌

（ＮＯ＝∞”Ｎ『轟緊糎Ｋ＝ヨ畑罹颯想佃ヽ絆」さメ檬

川〓尋Ｈ『群墨拒Ｋギヨ椰羅颯釈ｍ督絆』さメ嵌

”民筆）ｒヽべ『枢終採氣辟』さメ縦

（３じ「８・ヽ「嘩墨糎Ｋ■■細罹零螺”筆辟」さメ嵌

（口じ卜），Ｎ『肇緊枢Ｋ引ヨ掏羅緊釈”筆絆」さメ蕪

３０月卜６∞『輝曇駆終引遭畑羅緊螺佃筆絆」さメ蕪

（誘】）

↓マ納『嘩轟軍Ｋ＝■樹羅緊像佃筆辟」さメ嵌

民『ぶい纏Ｋ」“斗駆Ｋ

い『極Ｋ佃摯辟」さメ嵌

●８長里ぐ細罹継墨増』Щく『紘治四中Цそ」

締墨増「ヨ

“筆辟

”祭絆

（樫）撃

綱“鶯壼Кく日本日≪＝祇Ｎ低筆絆

（恒）撻

増郵爆歯К≪―
―ヽ日≪川候興長筆辟

口ヽ絆

仰筆辟

（撻）継

増郵爆彗Кく日本＝≪川候損低祭絆

口係絆

番Ｈ園暉岩

く・早・＝・―ヽ日≪川候拠祇祭辟

衝Ｈ国暉時

く　や・１１・―ヽ日≪田候Ｎ祇筆絆

（性）撻

錮冬轟壁Ｋ≪１
ｌＳ＝≪川祇Ｎ候筆辟

（恒）轄

中冬層籠Ｋ≪＝ヽ日≪川振興低筆絆

（恒）轄

増“轟歯Ｋ≪―
―ヽ日≪川候Ｎ長筆絆

（墨Ｓｍ熱　起佃へ嵌）蟄”Ｅ哨

仰筆辟

墨錮せ姻

せ幽
いやト

い０ト
いいト

０いト
いでト

握ｏ∞

握ｏ∞

Φ∞ト

握ｏ一

「い　姻
駆Ｋ

糎Ｋ
駆Ｋ

能帯
題Ｋ

駆Ｋ

撫メ盤無円

抑メ盤無円
纏Ｋ

糎Ｋ
距Ｋ

糎Ｋ
駆Ｋ

駆Ｋ
駆Ｋ

纏Ｋ
距く

纏Ｋ

業ギ抑醐

や壼妻肛・薫収ヰメ

〓瞑＋■や＋辞ＫＯＯ＼撃日未＼

責Ｋ騒膠そ縮母よ□Ｌ爬く輸田懸州底量田製構感懸

‘ンせよ

ぶ暉□曖憔

（Ｎ経さＫ榊静ぶ尋口細ぺ＋

轟帯増Ш姜ぶヽ毅田К卜●や導Шへ撃甲輸くさ圏

準＝ロペ駅―
―＼）噸姜朗■雑メト「構迷暉細―神

（ミ回）□ｍ劇ロロ

□□絆К〓孫□（ミ田）□希メ＝週く日意駆

へΓ構＼崚Ｋ日罫□振卜●く日ШＦ回＼迦彎Ｏｔ避

騒ぼ筆蝶雛メロＬ燕畔輸メ相Ц素艇国簿ぶ暉回聰ぶ

Щ＋騒く佃

奏絆Ｋ呟ロメ図哨碧仰健軍羅懇＝陣Ｈ中喘Ｊ´□詭

則相底黒畔輸メ´嗅Ｋ輸メ相底策状興綸ぶ暉□撃↓

ＧＩ

■Щぺ■や＋絆Ｋ）回ｔ摯十燈株相Ｅ□Ｌ製十輪黎

個州Ｌ繁壮米構さ暉日預＝「卜」や＋＃雲＋策駅個

］Ｈ来恭繁終肛

］聟馴ヽ世課゛ミ論ヽ暉回聰部

国撃（ミ「）□

□○〓○

還＋剌瞑副●優朦ヽ○尽―――型＋墨回集「＼□〇・
ロ

目駅や［］回（へ奪Ｈ）□□○□・□［］貴―采喚畔・

（ヽや）□霙↓熙ｍＫ瞑＝＋やく辟К

離槃回韓「

□警黎黒黒導

継郵軍郵□〓□□詈撻姜羅葉＝＼断「＼撃黒官邸・

貴出羅製響回集（「）［

□圏認「

製冊葦経くさ［］□撃Ｈ

Ｎ繁里

繁菫撃

露聾型

（繁釈器）

（資世Ｋ）

繁翌喘

素劇Ш

繁世駆

繁壼田

繁十理

繁輪き

（薫辻Ｋ）

繁黎肛

素詭メ

（素●ミ）
ヾ構堅

溝穂幕

綸照界

溝Ｒ器

轟思悪

議部哨

簿さ暉

構ぶ暉

構ポ軍

鴫部哨

構送哨

議ぶ暉

議さ窯

議ぶ哨

轟さ暉

轟さ哨

Ｎ回璽

回鰻「

∞ト
Ｎ∞

め∞
一∞

ＯＯ
８【

【〇【

゛〇【
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゛堰

策蜃田恒＝佃К壼ヨＮ

信昼Ｋ撻堅Ｋ

仁Ｅ苺些＝‡

翠や与堅撻

０ヽ奮モ蚤モ

憚綬仁Ц世

翠勲槽堅仁

旨撫挙凶嵯橿報十

，
ｔК伸更軒信底慢

導勲にЦ偉

≪ヨ

Ｒ含ぐ細

雁養錮掟・く魯調・脚佃К・緊早田柾「Ｋ眠日経」

卜容【“撃

故ざメ信墨Ｋ§ョ＞却轟畑羅暉想墨錮さく・Щ暉」

Ｎ曽Ｈ買量筆ヽ拒）籠錮卜く像

田スー】】Ｈｘ榊巾群畑羅苺ざメ糧剥率巳壇颯褒碧民』

卜諮ミＲ『蝶撲Ｒ」

メ増肛締瀾螂邸籠勲『榊メ盤価日』

“噸郎撫将鰈Ｋ

尽『―熙尽Ｎ樹優Ｃψｌや條回Ｃ壇登候」「―里●

Ｉ掏韓囀麺増Ｃ十四―「優Ｃ十煮回】↓」―部苺”

０「轟軽距Ｋギ■細羅暉想仰贋横証、熙』さメ嶺

“含―ヽヽや銀゛メま繋十彗『湊錮撻Ｅ』

∞絆）貧Ｓ，肛Ｒ】Ｌ「ポ慮纏く」ぐ訃堰Ｋ

Ｌ終・２「靡軽撻Ｋ引■畑罹緊釈仰黛辟』さメ嶺

ヽ『ぼさ軍く」“訃颯Ｋ

３Ｃ卜い・お『靡軽纏Ｋ引ヨ０羅緊想佃贅絆」さメ嵌

『メ場榊醐や潔郎撻羅盤撫円」

０「聯愚駆Ｋ引ヨ畑罹緊想仰壼饉証、ぼ」さメ撫

“Щ郎憮部崚Ｋ

尽『―熙黙卿倒優Ｃや―十條回Ｃ煙難長」「―りこヽ

■掏囀呵麺壇Ｃ十曖―「経Ｃやぐ回“「」―帯苺”

メ製肛訃襴郎率経和「榊メ盤撫円』

ぐ肛郎撫轟喋Ｋ

い「―職黙掏倒優Ｃヤーや薇回Ｃ錮遭蜃」「１●一●

〓や弾呵掏壇Ｃ十四―日優Ｃ十゛回】＝」―部く”

お８１ヽヽや故翠メ態報十Ｓ『讀

中旨無挙・ＬＫＫ信帯十．恒ぼ層・ギば饗程底讐』

曽含目苺ぶ卜叡哄靭十中Ｎ態

『ポ崖叡峡靭十」「鯉習掏本紙■メ引ヨ」条里織断Ｋ

ゝ‐〓筆）〓二『駆Ｋ低筆卜』さメ蕪

（ＰＣ卜”‐銘『群駆駆Ｋ引ヨ掏羅馨釈仰筆辟』慮メ蕪

（らこ卜”・“『軽軽軍Ｋ引ヨ樹罹緊ぷ仰祭叶』さメ■

ぐЩ都枢ぶ態Ｋ

卜『―熙黙卿州経Ｃ）―ヤ像回Ｃ壇撻民一「１２■

■掏騨嘔麺錮Ｃ十ロー「優Ｃ十へ回撃「」―部苺仰

―ヽヽや議単メモ綸世櫻§『治］鬱畑」中曖壇趣

計墨錮＝ョ
墨興黙響田忙

治興隠哨

墨筆ヽ拒

十四煮回準コ

仙Ц機

擁興撻〓

仰祭斗

仰ヽ半

や製翠Ｆ駆錮仰筆ヽ

口Щ機

墨興単Ｓ

■聖條回撃コ

重興ど無挙

墨興更■

製治仰賭Ｋぶ＝≪―――候欄低筆絆

若くヽ日ぐ川候興低筆絆

（恒）撃

錮冬養黎ス≪―
―ヽ１
１≪川祇拠低筆絆

埜興母Ｓ

墨興野極

＃蜘

巡ｏ∞

いいい
|

橿ｏ∞

∞Ｎ∞

〓一〇∞

巡ｏ∞

尽ｏい

「い　椰

率■推出

臨引榊醐

昨「榊醐

瀧静

榊メ盤無円

一一ヽ二一̈̈一・一一｛

還く

一一ヽ一一・一一．一十

返Ｋ
纏く

纏Ｋ

」一．工〓¨ヽ

糎Ｋ

・
４一ヽ二一̈一．一〓

榊メ墾無円

上ヽ一一・一一．一一

上ヽ二一̈一．́一

美〓〓率
纏Ｋ

堰Ｋ
駆Ｋ

纂相撫醐

昨＝抑珊

゛壼真肛・華収■メ

Ｋ準「
準「

（ヽ露）□準「

（Ｎ経麟Ｋ榊静ぶ尋

口細ぺ＋掻静製嘔姜ぶヽ麟田Кトロやさｍへ撃懸輪

く遣□緩「ロペЩ日＼）国十倒輸晨卜「構Цに極―

終（帯訃く優園鯉撃ぶ錮静黒ЩＩ
ＩＫЮ騒や枢奏絆К）

（ロー■賦ぺせや＋絆К）響咄姜ネ

縮苺口相Щ恭鰹錮К簿ＥＦ□準↓―――ミ■く製喘憮ロ

］壼讐

〓持掛酬猛繍［

哨酬痩

煮目十１岨Ｒ堂繁痩

咄Ｒ瞑糧喘゛繁（ミン）□聴

神堅　咄ｋ桓策田К・十日米神恭「候量輸駐
Щ

―＋■目暉Ｋ相回口喘メ＝や篠＝尋ゼ早導ま率ＫΓ

構製準毅田К締ギ桜道尽全くШヘロ回十ロピー
ー●呟

くメロ暉郎押撻＜旺そン晨相Ｌ繁ン聴構堅卜回槃＝

岬Щ讐構

］堅信

「輩ヽ州や最

晨」休凛摯ШくЩＫ■目ａ＝□Цく根縮晨相Ｌ賦

田晨構砥モ日葉＝く業＝岨姜繹策譲く―最戦↓肛

一一一“一一一一一一一
一一

一■　三ヨ

貯十終檬＝

〓（へ駄）□「聴

ヽ米「撻個

駆喘早Ｌ　一一奮ヽ＼※※※※※※※※※※

※※※※※※※※　※※※※※※※※※※ぶ劇黎回

※※　〓※※※※※※※※※※＼ヽ米「聴導※※

※　ｍ目〓※※※※※＼※※※※※＼熙ヽも痩ｍ・

広「堂
〓雑

呻繁里

繁疑聴

素綸聴

繁モ難

繁邊聴

賦モ遭

ヨ綻堂

素Цモ

素Ｅｔ

業三二

繁士宅

素〓三

鞣姜黎

繁製ぎ

Ｎ轟里

論Ц仁

簿雪槽

維Цモ

轟砥モ

構壼モ

構医モ

簿Щ撻

轟Ｅモ

構Ｅに

構Ц仁

論Ц糧

喘Ｅ■

轟医仁

轟↓堂

構調せ

Ｎ回里

∽〇［

８［

』〇】

∞〇一

〇〇【

〇〓
［〓

Ｎ〓
∞〓

寸〓
Ю〓

０〓
ｔヽ〓

∞〓
〇〓

ＯＮ［
ＨＮ月

ＮＮ】

∞Ｎ【

寸Ｎ【

ЮＮ「

ΦＮ【

卜Ｎ［
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や撃

やや信壼に

憚勲橿霞信

＃勲博堅偉

翠勲信壼■

翠疑讐堅モ

＃勲■妥■

辣■

（Ｒ９月あ，べ『群曇拒く＝■樹羅緊釈仰氣鮮』ドメ條

ぐЩ郎撫驀唾Ｋ

尽『―熙黙掏日優Ｃψｌ十條回Ｃ壇聴κ」「―里●

■掏囀顆麺壇Ｃ十四―「侵Ｃ十煮回襲Ｈ」―邦く”

Ｏヾ卜ヽめ∞『轟曇樫Ｋ「■樹羅暉線佃筆辟」おメ嵌

“Щ郎憮驀態Ｋ

ヽ「―熙黙掏「経Ｃや―十條日Ｃ壇聴嵌」「―里る、

■掏澤呵相廻Ｃ十四―倒優Ｃ十條回緩「」―部く佃

収圏i澪

::暑 讐∞拒や　曝燕肛

ヽ」―部く佃

（８ｏじ

卜か，８『轟義糎Ｋ＝■樹羅零黎口筆眸』さ枢蕪

“肛郎極部叫Ｋ

尽『―熙尽利「侵Ｃヤーや條回Ｃ壇聴κ」「―里●

〓枷騨呵掏製Ｃ十四―「侵Ｃ十像回】「」―導くｍ

メ報肛締躙螂邸籠印「榊メ盤無円』

ぐ肛郎撫郷蝶Ｋ

ヽ「―熙黙掏日経Ｃや―ヤ煮コＣ興聴低」「―里●

■掏腱呵麺壇Ｃ十四―「慣Ｃ十薇回単■」―がくロ

ＳＯ「９あ『轟愚駆Ｋ「■畑羅緊螺佃筆絆」蔭メ蕪

３３１肛Ｒ『Ｒぷさ糎Ｋ』

（〓）卜ｏ，２『緊軽纏Ｋ「■細朧零釈仰督眸」僣メ條

（〓じ卜８，Ｎ『轟緊撻Ｋ「■細羅零線仰筆絆」おメ蕪

（曽Ｏ卜ヽ‘“『轟軽糎Ｋ「■掏羅緊線仰筆辟」慮メ嵌

“Щ尊撫ヽ鰈Ｋ

ド『―襲黙掏日優Ｃや―十億回Ｃ興聴候」「―里■

■掏騨呵加叙Ｃヤロー「経Ｃ十條回頼「」―部く仰

】「駆Ｋ仰筆絆」さメ嶽

訃拳壇■■

（恒）撃

中冬鷹羮Кぐ日ヽ日“川候Ｎ條筆辟

壮Ｎ條回】「

（恒）準

増冬鶯議К≪日本＝≪川候Ｒ長気絆

十聖像回準＝

熔餅ぱ砥国率

（樫）奪

増冬鷹壼К≪日本＝≪＝祇Ｎ低筆洋

十型念回準「

十聖條回縦「

職Ｋ＋ヽ１≪ギ候Ｎ低筆計

著恒脚ヽ１ぐギ低欄候Щ機

仰ぶキ

（世）難

錮冬囃彗Ｋ≪＝ぶ＝≪＝候Ｎ候筆辟

（恒）肇

増冬囃鑽Ｋ≪日本＝≪川長Ｎ候督眸

や聖像回準コ

仰筆辟

廿脚
|

Ｏｏ
い寸ト

゛∞ト

一̈　岬
糎く

日絆莉枷封
駆く

昨引抑醐
ぱト

値く

昨引抑螂

榊メ盤佃日

黎引榊醐
糎Ｋ

駆Ｋ
駆く

糎く
運Ｋ

確引抑躙
駆Ｋ

条壼棄肛・薬収＋メ

曖膊輸くφＯ・酬〓田く繁断К・

］鐸漱０暉資窯無
紫昔

（郎）
普

］□ＳＳＳＳ・課Ｋコ轟儀
Ｋ■

（ロー■Щぺ■早＋絆К）「卜」嘔限

騨猛トロ州Ц繁田泰簿椰ヨ部回】「＜賦中縮トロ

日寮

［］贅棗繁照＝
緒

日米峻鮮苺諄ヽ燃〈〉・ヰロ○□○〈〉○壽澤○□

〔へ蕪〕□○〔ミ繋〕□○〈〉〔へК〕□≪゛／「撮

駆ヽ燃嶽心羅中旧日埋蕪燃Ｒ口≪≪゛くヽ燃く蕪・

］（ヽヨ馴）□□回鰻引

〓泰終襲円せ目辟Ｋ＼拒姜ミ馴↓日絆Ｋ＼

装□提桜馴

縮伽

蝶迦［

ぶ要里

繁選鐸

資家＜

繁田∃

妻奪無

課口燿

繁く当

繁断峻

繁ヽ米

雲度く

繁Ｋ■

ヨＫ〓

ヨ田案

繁田薬

ヨ壼奪

繁業川

（日米曜）

彗迎昔

槃ぽ憮

素Ｌ佃

露価溢

栞ヨ熱

繁壇度

ヽ準〓〓

構↓聴

轟コ聴

積ギ聴

轟工堂

轟＝聴

轟■遭

轟■撻

轟橋昔

職紫昔

環セ普

綻紫昔

〓鷲昔

轟腫昔

積紫昔

輸紫昔

輸糖昔

綻翌馴

瞼翌馴

綸翌馴

〓翌警

構翌押

職翌郡

構翌班

議翌馴

論翌訓

論理馴

坪回翌

∞一Ｈ

〇一出

〇∞出
Ｈ∞出

∞∞【

∞∞Ｈ

ヽ∞Ｈ

め曽
０∞Ｈ

卜∞［

∞∞Ｈ

〇∞【

〇゛［

Ｎ〓
∞〓

゛〓
Ю〓

Φ〓
ｔヽ〓

∞〓
い〓

〇め【
［い出

一い［

∞い「

寸い出

いいＨ
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や撃

，
』南●十運侶期民

中中中＝米埋に期候

＃梗讐砥据

惑■

０まヽＮ『鰹Ｋ伸筆辟」さメ嵌

『メ鋼榊田に導瑯撻組盤無円』

∞「纏Ｋ”

筆絆」さメ熊・３こ，回銘Ｈふ『ポさ枢く』“訃枢Ｋ

錫尋『燎宙垣Ｋ」ぐ訃樫Ｋ・Ｎいヽ

『糎Ｋ低Ｅ暉」―ヽヽやメ螂トロ恒重・烙ヽ■口Ｅ

『メ燿榊醐棒縁邸撻羅盤鞭円』

メ製肛締襴郎率籠和「撫メ盤興円』

メ製肛訃鶴螂率籠勲「神メ盤興「』

『メ鋸榊醐棒鬱邸世雁盤興円」

Ｒ「蝶報Ｒ」

８一【―ヽヽや苺翠メ

凶製綸仁構僣ヨε『蟄増睡野く株理・垂増ゆ嵌型」

８９１ヽヽヤ数学メ

凶製輸捏綸僣ヨＳ『羞増Ц野く米理・歯増颯候犯」

吹Ｈ■ぺ幽К「製縣十日К日」

“肛郎撫部蝶ｋ

塔『―職黙掏「侵Ｃψｌ十豪回Ｃ壇雑嵌」「１２●

〓掏騨呵神増Ｃ十四―日優Ｃや條回】＝」―がく仰

曽Ｒ，Ｎ『拒Ｋ”筆辟』トメ熊

゛『駆Ｋ佃筆辟』さメ檬

＝墨増＝ヨ

佃ぶ絆

佃筆絆

低Ｅ寧

浪錮ｔ妥聟

治錮輌嵌埋

十聖煮回撃月

口督絆

仰ぶ辞

↓幽
いマト

Ю゛ト
|

|

輝
〇〇【

「い　瓢
糎Ｋ

抑醐持
糎く

駆く

抑申そ

撫メ昼無円

撫メ盤征「

撫昭そ
端帯

彙ヽ一́「一一．一〓

・．一ヽ一一・一一．一一一

薫収経メ

一一キ一一̈一．一一́

纏く
駆く

長堂妻肛・黛叡＝メ

□　□□・〓響響＼回眠＼瞑囮＼囮田田＼眠・

］構彗「̈書一準エ

Ｈく酬疑田中

十『米繁田懸

吹＋■く口＝相ヨ

相撃輸トロ「翠や導意駆ＫΓ轟咄姜Ｅ腫撫夕やくま

「翠＜ＨｍКΓ国十日∝＝慎∝＝状図哨背呻朧や軍

咄Ｒ十輸田懸相Ｌ素喘騒簿埋田回縦＝＝布や罫ボ期

（ロー■瞑ぺ■や＋絆К）「卜」□Ｒ曖択輪田

榊州Ｌ繁鈴田距横響瞑回襲「田幸よ咄妥畔輸田榊

（ロー中吹ぺ■や＋叶К）回Ｌ顧回冷祖

相Ｌ繁喘田壕構輌熙回】「「卜」図業＃Ш姜嶽縮祖

〕Ｋ咄妥ｇ□□雛卜ｍ＝Ｋ豪「●く

さま摩０堅Γ綸嘔姜■田軍〓に「●Ｋ円牽ＫΓ□照

ロメ図哨審押罹終肛□□策Ｅ抑策縮機構響四回】引

壕ＮＫＫ葉「
苺墨

苺（ミ率）□

雲撃ヨ重田Ｅ構ゼ埋回黎〓（彗握）

巨要辱駆

［］・□川繁華掛

（口）く＋瞑く半田煮月十１製

□熙尋導ぶ縮聴□Ц□□輪□相Ｌ馴葦＝繁糞掛綸［

゛彗里

（露世圏）

槃押ヨ

繁Ｋヨ

ヨ〓懸

ヨ〓懸

（繁策騒）

（繁

輸日邸）

（繁

喘田騒）

繁檀―――

薫三ゴ

繁罰傘

露峰機

（課掃奏）

ヨミ毯

（資ポ岬）

婆ギ坪

栞に坪

栞日く

繁く累

繁く率

素米郷

彗Ｋ度

（策田∃）

繁冷冨

妻瞑鰤

婆燦掛

繁＃書

ヾ議堅

構翌馴

構尋田

轟製回

策響囮

議讐雲

策響国

構響興

轟響田

職難田

織響国

織響囮

職響田

一〓一̈一ヽ「ヽ

轟響回

轟博買

論響買

モ差ミ

准ｄ響

構期響

〓̈一一ヽ̈一一〓

構キ響

轟ギ澤

モギ響

職州坪

モギ暮

綸期響

モＥ宮

構辱哨

疑尽嘱

構辱暉

モニЦ

ヾ回三

Φい「

卜い【

∝い出

いい【

ＯΦ【
【Φ［

い０「

∞Φ【

ゞΦＨ

め０「

ΦＯ「

卜０「

∞ΦＨ

いりＨ

〇卜【
【卜【

Ｎ卜［

∞卜月

で卜「

崚卜【

Φ卜「

トト【

∞卜】

い卜【

〇∞【

「∞「

Ｎ∞出

∞∞【

寸∞【

い∞［

０∞Ｈ
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や撃

翠鋼やボ燿田米経゛祥Ｋ

（繁Щ響構型檬回巡震Ｙ（素砥

繹論く回□巡瑚Ｙ（繁Ц澤構眠導□

迎摯）共策砥翼溝椰Ｌ回Ｈ製）共繁

賢翼構辱暉回縦ＨＹ（繁Ц■轟Ｅ

幾国にＳ）共資砥翼構「陣回早Ｋ）

（繁Щ響轟型探回巡雲Ｙ（雲慶

輝構く回□巡割Ｙ（繁Ц響構眠導回

黎華）共策氏響構やさ回Ｈ月）・（繁

砥翼簿辱暉□準↓Ｙ（繁Ц翼議度

邸回度邸γ（繁Щ響横調押Ｅ早Ｋ）

（資Щ■轟型探回終雲Ｙ（繁Ц

翼論く回回巡瑚Ｙ（繁Щ坪構眠翠□

迎窯γ（策Щ澪構憮ヽ回用製）。（繁

κ翼構辱暉回】「Ｙ（繁Щ響構度

饉回宣邸）共素贋響論「博回黒К）

憚やＥＥＦ

佃■絆田合旨酬■翼Ｋ

中■ヰ田全旨酬佃躍Ｋ

仰■ヰ田全壼酬個畢Ｋ

輌■十日全旨酬伍翼Ｋ

田案中終ヰ田∃橿期長

輌中中＝米埋Ｆ期長

日く旨郵□翠Ｋ

田苺豫Ｋ＝日ヨに期嵌

脚く壼馴■熙Ｋ

脚く旨酬■螺Ｋ

脚く旨酬値翼Ｋ

く≦０理讐工く

旨捩「国唾讐器十

噸佃Кκ■中Ｃ照讐期候

嶽』

嵌緊掏Φ熙『枷惜押製くｍК鐸響」

Ｎ８‐出『起Ｋ長Ｅ暉」

―ヽヽや故ざメ痰瓢信ｍ恒Ｓ・“噸部撫縣信口Ｅ

ヽ‐∞『黙さ趣Ｋ」ぐふ趣Ｋ・“Ｎ｛「枢Ｋ候Ｅ哨」

ｌヽヽや数翠メ輝螂信口ＥＳ・“Щ郎極轟侶ｍＥ

卜”〓『轟墨枢Ｋ「■樹羅曜釈仰筆絆」宙メ熊

８Ｎ，い『駆Ｋ候筆絆」さメ蕪

『朧引瞑蝶照」

い「纏Ｋ口筆絆」トメ蕪

調〓‘Ｎ「轟墨遍Ｋ「■畑羅緊漱”筆絆」磨メ縦

曽）卜８寺祭・い『駆Ｋ口筆絆』さメ檬

め「纏く口筆絆」宙メ蕪

い「駆Ｋ仰筆眸」さメ蕪

ヾ一一

０いい

ヽ８
０いい

卜曽［“畑羅養錮鮨Ｋ田ヨ『墨興鯵Ｋ田ヨ』

「議養壇Цぶく十理」

０い０〓

―ヽヽや数ギメ任論僣∃εコロ繊養錮仰田〓羅Ｋ」

お含ぐ細需湊興檬Ｋ田∃『誨興鯵Ｋ田∃」

卜８出

ｌヽヽや故翠メに構“ＩＳロロ構歯増０日∃尋ネ」

卜いＯＨ

Ｉヽヽや故ヾメ讐構“ＩＳ『＞Ｈ権籠錮０田ヨ躍Ｋ』

卜〇〇出

―ヽヽキ寂゛メ信構“ヨ§「】目権善増輌田∃尋Ｋ」

ぐ撃尋ゼ拒¨ヾ壊勲ヽ態

『ざメぎ枷〓）００Ｃ掏冒ｕ構環ヨ」Ｃ峡線案」回中択

８Ｒ斜「盤■８侵絆轟叶

“撃細羅録翠メ程繋十§』「籠鋼午く畔」―絶騒来

曽含―ヽヽや故ギメ蝶熙十Ｓ『羮錮Щ壇モ期長』

ｌヽヽや録翠メ機構僣ヨＳ『繁錮ゆ〓日全』

―ヽヽや凝ギメト構僣ヨ§『治興輌■田全」

―ヽヽや苺ギメト緯悩ヨξ『漁錮中■田全」

―ヽヽや書ざメト簿κ∃彗『墨興中〓田全』

や墨増「■

翠姻十ボ輝田К樋単難Ｋ

低匿哨

妖Ｅ暉

煙氣絆

衝Ｈ咄哨職

く・や・１１・―ヽ日≪川低Ｎ低筆絆

墨興く収

仰督ト

縮くζ（ＥＪ悧）ＥＲ旧握仰筆ト

神督ト

”緊肝

口督畔

墨興●書ヨ全

量興準〓三台

拳錮櫻■田台

墨興佃■田全

墨躙豫Ｋ田三

量興ЩＳく状埋

歯興會ふミ

墨興中Ｋ田ヨ

湊錮輌辟関く

奏興佃肝目く

拳嘔中辟日そ

墨錮‡埋

治錮キく畔

墨興製埋

■脚
握ｏ∞

■ＯΦ

握ｏｏ

握ｏい

根ｏい

巡】

Ｓｏ∞

〇い
０一

〇い
|

恨】

「い椰
斌網

駆Ｋ
駆く

拒く
糎く

華収任メ

昨引抑硼
駆Ｋ

駆く
糎く

糎く
纏く

昨引抑醐

昨＝榊醐

率＝榊醐

昨＝枷躙

率引枷畔

業＝伽醐

昨「榊醐

華引枷醐

昨「枷咄

串「枷醐

昨＝枷醐
址岳

鉾引抑醐

昨「抑醐

長堂棄紅黛叡■メ

κ模鋼十ボ撻ヨ爆Ｋ擦図咽響
EEl

口
11

営
[

■
1く

郡
+

十日米個◇策Щ翼

「陣―累ヽ米田サマ雌Щ響・］爆田く咲や佃・

く酬氏（ミ響）□・□＜□・

釧雪響構Ｅ縮

憚彙埋繁壼響構辱暉

酬脚繁ンぐ（ヽ暉）□
躙ヨ

（ミ簿）□国ヨ

〓貧報）

ロヨ圏逆「＼（ヽ日）□□撃輸ぶ翠眠□□□□□

＜構索ヨ（ヽ園）□

（ミ構環）□□□
製ヨ

（Ｎ）□襲∃

□＼憔輿∃

（へ係）□凛□
梨三

製Ξ

製∃

Ｋ酬∃

腐Ｒ製ヨ

く主興≡

「こ興Ｅ

岳構興三
襲Ｉ

□梨ヨ

慕課堅

薫翌熙

（繁翌咽）

繁Щ翠

繁Ц翠

繁Ｅ■

薫無薫

素砥理

ヨ縮ぐ

Ｎ輪里

積翼嘱

猛辱哨

緯選４

緯辱暉

積燿暉

〓Ｅ哨

縮辱哨

構辱哨

緯製ヨ

溝報∃

緯製ヨ

溝梨∃

諭興ヨ

輸製■

構製ヨ

構梨ヨ

輸剰ヨ

構剰ヨ

構襲ヨ

構製∃

構製仁

論製ヨ

積襲■

構興ヨ

籍製ヨ

簿製∃

論理∃

坪回里

卜∞【

“】

Φ∞【

００出
【〇【

ＮＯ［

∞０【

ヽい【

ЮΦＨ

０いＨ

卜ΦＨ

∞０「

〇〇［

８一
［〇∞

ＮＯＮ

∞ＯＮ

めＯＮ

ＯＯＮ

卜ＯＮ

∞Ｒ
〇〇Ｎ

〇［Ｎ
『Ｈ一

∞Ｈ一
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ヽ撃

翠勲仁隠信

田苺檬Ｋ＝田ヨ■期候

日く旨嘲佃螺＜

‘姦モ期κ

黒母＝未埋儡ぐ候

軍母＝米埋に０長

薫蝶モ期妥

孫製和暉■十翠■゛候

田案中Ｋ＝田ヨ任期嵌

軽盤■曹響旨悩ヨ

Ц■＝旨緊０凶撃撫侶熙中

脚く壼酬雹翼ネ

日く壼馴口軍К

匿姦囀Ｋ■田ヨ讐期嵌

筆各仁卜田゛奎ゴヨ尋Ｋ

輌黙恒獣桐旨響口翼К

仰Ｎ極断桐ど酬■尋Ｋ

０黙担敷桐旨朝伍躍К

佃■＝田全旨馴個翼Ｋ

中Ⅸ恒由嗣壼酬口翼Ｋ

十ｔ斌ど嵌昼

凛ヨ

メ判肛締欄郎率縄勲『榊メ翌錮円』

“肛郎撫ヽ態Ｋ

ヽ「―増尽掏倒侵Ｃψｌ十燎回Ｃ壇聴撲」「―一一●

■掏勲呵神錮Ｃ十四―倒侵Ｃ十ξ回葉↓」―さ苺ロ

「Ｒ・２『轟軽糎Ｋ「■樹羅緊線佃筆卜」さメ蕪

お２ぐ樹羅墨錮やく田ヨ『墨錮鯵くＥヨ』

卜８】

―ヽヽ型数翠メ橿綸“ヨ餞『【目継湊錮噸田ヨ翼ス」

０いい

―ヽヽや苺ざメ程溝僣■Ｓ「】目構蓋錮０田∃躍ス

お含終ふさ訃拒や悩ヨ『墨錮黒母

お含奏駅むヽ担や僣ヨ「羮燿軍せ
感

―ヽヽや故ざメモ構“∃§コロ構誨増輌田∃尋Ｋ
Ｎい０

１ヽヽや喪翠メ疇探中ミ『基増やヽ「十讐期鶴

』８ぐ畑需墨錮やＫ田ヨ『湊錮淮Ｋ田ヨ

８２ぐЩ郎極氣壼僣ヨ「墨鋼野盤」

８含“Щ郎撫都些熙十『墨雑Щ■侶撚十』

卜８【

―ヽヽや厳翠メＦ構僣ＩＳ『【目繊墨興輌田ヨ翼К』

い８【

―ヽヽヤ餞翠メ信綸僣ヨ§目権歯錮輌田〓熙Ｋ」

お貧ぐ掏罹繁増鮨Ｋ日■『拳増鮨く田ヨ」

Ｒ民，Ｎ『撻Ｋ長筆絆』さメ熊

穴あ【―ヽヽ

や故翠メに構僣ヨ§『蟄増堆■旨嘲佃螺ス蝶報十」

英■１ヽヽや

苺翠メに構僣∃ε「羞増ゆ黙促旨酬佃暉К蝶報十」

一憂ニーヽヽや

なざメモ構侶ヨ§『歯増佃繋極旨酬佃軍メ藍熙十」

薬ニーヽヽや

餃ざメ槽構僣ｉＳ『漁増ＯＲ担壼酬■翼К蝶嶺十」

０８【―ヽヽや厳翠メ仁構僣ヨ彗『拳剌●■田さ」

薬ニーヽヽヤ

故ざメ信轟“∃ξ『墨増噸繋担旨嘲■翼К蝶繋十』

い黎【“Щ郎撫ぷ旨鶴優『樹羅

Ｃ「はＨ理軽―中華掏羅零潔墨十盤十ｔ賦旨候優」

締墨錮引■
十聖煮□緩「

恒筆肝

墨錮檬Ｋ田ヨ

畜錮鞭辟脚く

埜興モ案

墨錮黒母

墨錮軍母

治増モ撫

墨錮０ぶЦ米

湊錮ぐＫ田ヨ

墨錮野昼

量餅壼〓

羮増０絆脚く

歯錮Ｓく―

墨中鯵Ｋ田ヨ

番目回哨叶

く・や・日・１ヽ日ぐ＝低興候筆汁

養錮筆〓

墨錮櫛黙仁

重錮佃Ｒ恒

墨理ＯＮ仁

拳錮佃■田全

墨錮０黙仁

増や盤やｔ●

＃蜘
|

握ｏ０

Ｏ⇔

Ｓ】
さｏｏ

|

Ｓ認

一仁〇い

Ｓｏ∞

根粽
根粽

寝ｏい

握ｏ一

∞【ト
Ｏ∞

■Ｏ∞

寝ｏ∞

一ｔＯＣ一

〓Ｏｏ

握雰
〓〇∞

「映　椰

榊メ退価嘔

♯引抑醐
糎Ｋ

昨引榊硼

聴＝榊醐

一ヽ一一「一一́一一一

昨「枷醐

鑢羽抑醐

聴ギ抑即

彙「撫酪

率引抑姜

聴引枷幽

輩押柵尽

臨「伽硼

工一十一一̈一．一一・

一一ヽ一一一̈一^一一一

駆く

聰ギ仙岬

輩ヽ一一一̈一．一〓

輩ヽ一́・一一（一一一

昨引細瑠

聴＝神曲

昨引撫曲

鑢引榊幽

長壼車枢・薫収■メ

□Ｌ咄Ｒ枷田確メ州Ｌ

曖ヨＥ論理ヨロ準＝■日米ペキ■噸崚黒む田縮メ
ヨＥ

］□資□Ｅ職［

無□三

Ｒ中国∃

【□〓

恭ロヨ

Ｒロヨ

Ｒロヨ

（口）□ＲＥ
翠ヨ

□苺ロヨ
ロヨ

口〓〓

さＲヨ
″）．̈一

駅十↓＜曜早く口く煮目理伴酬伽忙構皿悩回黎コ

（ミ断）□讐
キ̈

（ミ断）□讐
由

，

□丼

祟暑

や豪“

Ｎ素里

雲期К

素ヨＥ

ヨヨＥ

ヨ出枷

繁口■

薫□■

素Ｅヨ

繁□∃

ヨＥ∃

繁回∃

繁□∃

薫Ｅ三

繁コヨ

策□∃

薫ロヨ

繁ロヨ

繁〓ヨ

繁□雹

栞メ柾

繁由掛

ヨ自尋

繁断丼

課自叫

素齢書

栞由
，

繁熱電

露輩皿

繁甲ミ

Ｎ構璽

論理Ｅ

構剰ヨ

簿剰ヨ

維躙Ｅ

構製三

轟製三

綸製ヨ

溝報Ｅ

論興〓

論襲三

構型三

モ襲≡

モ製三

溝製三

論報Ｅ

策報Ｅ

緯報ヨ

轟型仁

鴫襲ヨ

轟製三

准興三

構報仁

鴫報仁

構報仁

轟襲仁

綸襲ヨ

構撫督

構豪く

堵キく

゛回里

〓Ｎ

めＨ一

ΦＨ一

卜【゛
∞【Ｎ

い出Ｎ

ＯＮＮ
【Ｎ

Ｎ『Ｎ

∞Ｎ
゛ＮＮ

〇ヽ
〇∞Ｎ

【∞Ｎ
Ｎ∞Ｎ

∞∞Ｎ

０∞Ｎ

め∞Ｎ

Φ∞∞

∞∞劉

〇∞Ｎ

〇寸Ｎ
ＨヾＮ

゛マＮ
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゛

∃Ｋ＝ゼ「信佃゛

翠勲Ｆ彗モ

緯黎讐緊糧

家ヨ

『メ筆榊醐終埋緊撻羅盤無Ｈ』

メ型肛締欄郎率籠蜘『抑メ盤無Ｈ」

∞０２１ヽ

ヽや凝ざメ情構彎岳§『Ｈ壮墨錮臣柾偉無゛蝶熙十』

”民筆）やＨ『い「垣Ｋ候ヽ片』応メ嵌

３専）卜ｏ寸Ｎ『轟軽撻Ｋ＝ヨ樹羅緊釈仰筆鮮」さメ蕪

『メ蝦榊醐姜潔曇撻羅盤無目』

メ製肛締欄懲率籠蜘『枷メ迷無円」

『メ蛾枷醐終螺駆書履ぷ無円』

８「ふさ駆Ｋ』ぐふ握く

ヾ『駆Ｋｍヽ絆』さメ蕪

（田Ｏ＝錦‐ミ『群軍纏Ｋ引ヨ細罹緊館価筆肝」さメ蕪

””め「枢Ｋｍ筆辟」さメ條

ぐЩ部撫郷蝶Ｋ

卜「―熙黙掏樹侵Ｃや―十像回Ｃ興棘候」「―け一●

■掏隧呵麺製Ｃ十四―「昼Ｃヤ條□緩「」―僣く佃

卜鵠・９『群昼駆Ｋ＝ヨ畑羅暉駅”祭辟」応メ條

「曽，営『群軽駆Ｋ■■樹経緊線”筆辟」トメ蕪

民『ポさ撻Ｋ」ぐ訃糎Ｋ

“肛郎撫ぶ些Ｋ

ヽ『―熙黙掏●優Ｃや―十像回Ｃ壇聴候」「―里●

■掏響颯神壇Ｃ十四―樹昼Ｃやぶ回禦「」―さく佃

締義壇「■
墨興ヨＸＥ恒

衝Ｈ嶼Ц時

く　や・――・―ヽ日≪川候Ｒ候筆絆

佃贅斗

（歯ヽ神神・起”択κ）治仰匿暉

仰筆肝

瑯選Ｋ≪日本＝礁川候Ｎ低筆肝

佃筆丼

量剌■〓

肛督片

”氣辟

（羞ぶ恒椰・に仰沢長）き加Ｅ哨

十聖條回葉■

せ晦
〇トト

Ｓｏい

∞【ト
∞Ｎ∞

゛∞ト

∞∞∞
|

８ト

コ̈　即
枷珊や

榊メ盤仙円

黎＝榊醐
糎Ｋ

撻く

枷醐や

枷メ盤佃Ｈ

枷印ヽ
版Ｋ

駆く
拒Ｋ

駆く

や「抑醐
駆く

駆く
堰く

臨引撫略

条壼棄肛・棄収＋メ

］根楓輪く０十楽繁無哨

「報巡策聖К」ロロ＋ЩＫ■図師噸継彙□Ｌ咄姜

整雄ネ相Ｌ曖ゼ昔論撫僣回】「雲整母К燈鞭「肛
山卑

瞑＋せＫ曝早０く煮図理響嘲ф掟横咄悩回葉「

Ｌ■栂繁や川

Щ十■目哨К咄Ｒ博
，
メ計く長卜゛尽ヽま率ヘ

緊Ｆ横曖禦刑田К締ギ辞卜翠尽ヽ回ヽ口回十日呟ロ

●眩くに日暉ポーに撻製ぐ田製賦や川構ＲＫ回預「

口や■駅やせＫ絆К回ＮＬ噸Ｋ輪「博相Ｌ「

●尽へ酬十懃賦督継構屏К回鮮調ぺ業キヨ”縮「博

吹＋＃目哨К噸Ｒ
，

レメ＝く疑卜翠尽へく率へ駆

口構製理型田終締押豪卜●尽ヽｍへΓ□十日呟―
―ヽ

ビくメロ暉郡―に撻暉照ン田中繁レ■構腐К□鰻「

ロペ■ЩＩ＋繁ツ■

］延Ｒコ灘〓如善［

癬伸継聴榊郎（ヽ疼）□「誰艇忠回準「

撻艇＼縫縫照＼

］駆忠

□□＼□＼□＼□□壇園（ヽ準）□［
〓

■目鯉側＼□□□□「適尽Ｋ式軍へ緊口論極＼［□

□↓週Ｋ目□［］ｍ□□К意苺Γ回―業拳＼貴避雁

選く理ざ綸＜□‥□□□撫相Ц繁壇曇論縫は回鰻「

（さ３い駄）駅＋

■ぺ出製―
―業Щｔ窯［］К擦壇欄構聰痣回“（＝）［

壇個＼や

゛栞里

素錮岬

ヨ聰肇

繁無暉

栞ゼ昔

露獣よ

繁梃Ｋ

ヨ〓泰

雲咄案

栞咄響

（彗φ健）

栞や―――

素やｒ

繁督稲

ヨ世軍

素艘匡

（賦希＝）

（繁輪＝）

繁艘ヒ

課錮輝

資壇掴

素錮掴

委綱掴

薫田択

Ｎ構里

議苺僣

轟憮僣

職志僣

轟撫“

轟寒侶

積寒ゼ

轟キだ

轟豪僣

轟慕僣

橘寒悩

議寓Ｋ

轟澪К

履屏К

轟ＲＫ

轟需Ｋ

轟瞬Ｋ

轟ＲＫ

轟瞬Ｋ

轟難痣

轟撻ぱ

積縫憶

緯縫К

積鍵ぱ

積縫忠

轟腱偲

〓撻尽

積難釈

簿縫怒

ヾ回里

∞寸Ｎ

寸寸∞

い０い
０ヾＮ

卜ヽＮ
∞ヾ゛

ＯヾＮ

〇めＮ
〔ЮＮ

Ｎ吟Ｎ
∞い一

寸∞゛
∽∞Ｎ

ＯЮＮ
卜ЮＮ

∞ЮＮ
いいい

００Ｎ
【Φ∞

ＮＯＮ
∞０い

゛ＯＮ
い０い

ΦΦＮ
卜∞Ｎ

∞Φ゛
一Φ゛

〇卜ヽ
Ｈ卜Ｎ
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や遅

，
Ｎ仁断楓壼叫Ｅ尋Ｋ

旨や株十凶メ■捏熙十

０縦困モ田掻

蜆晨ヽ輌■信壇こ目

や壼＝ヨ怪仁壇起目

旨＝αく凶嵯侶帯十

凛■

（∞いＯＨ）

卜が点二群軽糎Ｋ＝■畑羅緊駅仰繁辟」いメ■

）「颯Ｋ仰筆絆」さメ嶺

↓Ｒめ゛「群墨趣Ｋ「■畑朧緊釈佃筆肝」さメ嶺

８おお『駆く”ぶ斗』さメ継

【∞い【―ヽヽ

や故翠メ喋帯十ξ・ぐЩ郎撫ヽ蟹撚十ョ底址ぐ」

（楽声ぐ

Щ郎撫驀讐壇趣目『̈綱群畑羅緊想養増Ｎ蝶■ヽＫ」

鞣Ц＃めや撫『抑メ墾無Ｈ』

（【い〇【）

卜斜‘∞『群轟枢Ｋ「■樹羅曙線”督絆」さメ蝶

一８【―ヽヽや

査翠メ信綸督∃§「羞増輌憔楓旨酬■躍＜些熙十」

Ｎ８一―ヽヽや故翠メ些報十ξ「墨燿世０様モ撃十」

“８ＨＩヽ

ヽ中凝翠メ信綸書最重『（長ヨＮ蝶）蟄口
，

稲田任』

∞８一“Щ郎極部に壇

こ図『抑巾経掴羅辱釈湊中Ｅ橿壇趣目樫辟曽掻絆」

８９１ヽヽや故ギ

メモ論妻ＥＳヽ「嘩■―ヽヽや故ギメ程構終ここ」

Ｓ，Ｒ繁・“ヾＨ「枢Ｋ祇係辟」トメ條

訃籠剌引■

量歯スく日本＝≪―
―候Ｎ低氣絆

仰ヽト

旨円幽哨岩

く　コ　＝　―熔日ぐ川祇欄候ヽト

仰祭斗

治錮佃〓

墨錮∞熙０ヽ＜

（極）準

増冬離黎К≪＝ヽ日ぐ―――低Ｎ低懇絆

羹錮輌率撻

墨錮址●ヽ椰

誇錮礎０歳

（長製Ｎ態）墨増輌稲因恒

漁錮〒ＬυＺ毅曖

墨興せ仁

墨綱Ｎ態ド氏〓撻

衝ＨЩ暉著

く　や。日・―ぶ＝≪１１１祇欄長ヽ計

■印

お偉〇∞

〇い
|

【Ｎト

颯ｏい

〇∞
Ｏ∞

い一〇∞

一映　岬

駆Ｋ
蛭Ｋ

握Ｋ
起Ｋ

鑢引抑製

暮漱熔

榊メ盤興円

Ｅく

〓漱熔

一一ヽ二・一一．一一一

糞ギ柿Ｋ

上ヽ一一一̈一^一一

豫凛推珊

業■撫醐

・
Ｌ一ヽ一一・一一．一ヽ

ＥＫ

会霊薬瓶・妻駅＝メ

□緩」

回嵯ト

κ図＋Ｋ陣目十日ｋｌポロ‥□□回頼ト

圏認卜＼岨（ヽ曇）□□

□日】ト

□□縫ト

（酬邸繊・朝〓ミ・酬黒訃）薫噸К簿壊神回撃ト

論靭十回】ト

繁黎十綸株十〓縫ト

黎■

係ヨ

ヽ三

ヽ三

―素ヨ

□□＼素群ヨ

〓〓中

モヽこ

Ｎ素里

案さЩ

繁零Ｉ

素Ｌ≪

繁呻墨

繁聖く

策Ｌ華

ヨ蚤瞑

策砥朕

妻費奎

繁Ｌぐ

繁Ｋ霞

（繁武ス）

繁撃■

繁桜■

繁Ｋ三

繁恭Ｅ

繁ヽ三

鞣自型

栞輝川

ヨ単禦

資課ヨ

繁素■

繁詭゛

Ｎ構里

横糎思

構興ば

轟興思

轟温抑

構最押

轟最暉

轟最興

緯壇椰

構最輝

乗坂却

構最抑

構最拇

横最抑

構器＋

構熙■

構熙十

論熙十

構熙Ｌ

簿熙十

構靭十

構靭＋

構鞣十

論靭Ｌ

横靭十

轟釈十

綸響岳

鯉回里

回準ト

Ｎ卜一
∞卜ヽ

寸卜Ｎ

いいい
０卜一

∞卜∝

いヽ
〇∞゛

【∞Ｎ

Ｎ∞゛
∞∞゛

寸∞Ｎ

い∞Ｎ

Φ∞Ｎ

卜∞∞

“Ｎ

い∞Ｎ

〇一Ｎ
【ＯＮ

ヽい一

∞い∞

ヾＯＮ

い０い
００Ｎ

卜いヽ

∞ΦＮ
いいヽ

８∞
【〇∞

ＮＯ∞
∞〇∞

一〇∞
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゛選
螺Ｋ讐日経

楡輌橿田優

桜哨讐蕪翠

巡郎塁ヰ田桐信ギキく

錮聴ギ■田制讐ギ十く

０「卜唱ヽ倍ギ中く

０「い嘔き讐ギ十く

根響■ヰ田嗣にゼ十く

喩晨＝期Ц旨求

０選＋謳Ｋ情蓉惜口く

ヽ伸旨拒熟構詳憮

佃ミ■野騒程蓉Ｆ口く

“ぶく■素ＮＳＦ期嵌

憚卜■祥ＫＦ目岳

獣■
曽貧―はヽや凝

ざメ仁横終ＥＳ『日織治壇民涎ぐ」「墨囀和当部К」

―ヽヽツ崚

ざメモ論妻岳§”ｏＺ『ヽ、トニミーヽヽ絶聯ヽ」

瞑＋＃目＋＝国製『繋ＳＫ□」

あ含蕉Щ郎極ヽ些黎中『墨ヤ養桜暉』

守８【―ヽヽキ録ざメ蝶桜士尊

『羞増ＥＬ米・墨増壇聴将。墨増さ郎単揖年十く」

い８】

―ヽヽや餞ざメ蝶撃十こ『拳申錮聴絆卜年十く」

出８一

素紋細轟『ぐ籠Ｓ摯さＥ氷肛曝メ剥口ヽＲ日盤＃曽

侵絆」「）‘０２昨引枷嘲Ｃ＝ヨ善増や「」米枢掻
い安ヽ

都Щ椰撫ぶ程イ十く『］歯錮ぐ調にゼ＋く盛桜十」

卜８「奴慕ぶ０

ば収製信年十く「臨＝枷醐―゛契くざメＣ賦＝〓」

Ｈい一Ｈ

Ｉヽヽや故ギメ哄報十Ｓ『養錮握響■Ｅ年十く」

∞８【１ヽヽや厳

ざメＦ構妻岳８「自構量錮Ｒ世ぐ」「羞増や襲鎌Ｋ」

８）「〓寺ぶ。い『極Ｋ仰係絆」磨メ檬

∞８［日数ぶ臨収蝶熙十中゛蝶

熙尊収疇株十」「螂ヨ掏紫肛＝メ「■」長煙欺自Ｋ

壇尽彙担柵ミに日程『枷却嘩畑羅緊駅

燃やＰやは昼絆養十條回羹卜』寸８】晏里択口議∃
∞い０日

―ヽヽや録ギメ橿構昼やξ『羞中田Ｋ織誨増野К」

８８“

Щ郎撫氣信奏にｍく『枷“群畑羅緊想継羞燿緊騒』

鍵貧―ヽヽや故ざメ蝶報十§「讀増輌鮮く橿期蜃」

卜∞２１ヽヽ

や故ギメに構慕ＥＳ『榊“群樹羅緊想浪増輌■К」

締墨錮相ヨ
熔増掏襲鎌Ｋ

籠錮目絆卜Ｒ輌

治や盤桜Ц

墨製さ罫翠

湊興興撻響

養剌ぐ川

湊剪０「

墨剌握響■

墨錮掏襲翡Ｋ

ｍ筆絆

誨ぶＯＳ

墨興０贅

十條□頼ト

モコヽｚ養興ＥＫ継奏興鬱К

治興■ミ継基興鯵騒

歯製佃ぶ≪

湊剌佃薫К

せ蜘
〓〇∞

Ｓｏ∞

ЮＯ∞

■Ｏ∞

糧ｏｏ

握ｏい

さｏ∞
|

■〇∞
|

米〇∞
|

握ｏ∞

Ｏい

「̈椰

摯引榊硼

斐〓一〓^」

交慰饉メ

摯相榊醐

昨引榊醐

鑢「枷醐

昨引榊醐

離＝榊醐

聴引撫醐

掛蹴熔

駆Ｋ

一一生一一一．一一一

讐岳

業引榊醐

纂＝榊醐

摯引枷硼

華引榊珊

昨■維調

荼壼薫瓶・燕収＝メ

構ヽ岳
ゼく

．畢陣Ｋ＾．鰹聴択

・係嶽構挙や』^沢ヨ構ｕ埋．醸詳ｒ、綸寒岳回黎卜盤

十日恒

蕪■単回輪メ瞑■〓

ロメ「々

ｍ日わ颯＋

■＋蜘恩＝報ゼ田昔皿Ｒ樫喘伝繁糞〓論鞭岳回頼ト

〓轟撃
田樹

繁絆ヽ

（ヽ押）□興圏繁

（ヽ構）禅興

岳纏κロ
日

虞貝

（単）ロポ十

（ミ）□枷ポ十
邸十

Ｎ素翌

嬢ゼく

彗響こ

策器¨

繁や川

素饉黙

繁К普

擦担枷

素零奎

栞甲〓

婆彙〓

案葦〓

繁■ね

繁彙〓

薫■〓

策Ｌ≪

（繁■ヽ）

繁田由

素ぱЩ

賦〓＝

繁ぶ十

繁邸十

素ポキ

押轟里

漱響Ｅ

横響岳

論理岳

構響岳

議響岳

構響岳

漱理岳

構彗岳

簿響岳

職響岳

策響Ｅ

構響Ｅ

構響岳

構曹Ｅ

構響Ｅ

綸響岳

綸岬興

構想周

轟押甲

轟櫻］

轟押興

轟憮貝

轟岬興

轟押貝

轟押貝

轟押貝

轟押貝

Ｎ回里

い〇∞

８∞

卜〇∞
∞〇∞

８∞

〇出∞

Ｈ【∞
一Ｈ∞

∞［∞
゛Ｈ∞

い【∞

０【∞

卜出∞

∞「∞

０「∞

〇゛∞
】∞∞

ＮＮ∞

¨Ｎ∞

い一∞
０い∞

卜Ｎ∞

銘∞

いヽ∞

〇∞∞
〓∞∞

Ｎ∞∞
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や撃

円Ｋ＝■Ｌ博目Ｅ

係興枷■熙くＨ壼ミパく

煮日■トミ讐

黒母＝米埋任期κ

■鵬＝断く任期長

（十ボ神案∃側燕）輌〓く壼ポ

理〕仁旨拒熟

田和トパ
，

ｍく

ｍ卜【棄モ中簿祥

佃撻回信ミ信

゛骨撻＋さ祥

凛■

い８ＨＩヽヽや故翠メ蝶無十彗『歯

錮黙ぐ十■・墨錮ヨ■會讐脚岳―目榊珈轟椰羅凝

翠メ橿螂増日株椰撃測侵設製こに業凶製輸讐熙十」

ａ貧―ヽヽや凝ざメ
，

論詳やε『墨増孫興拒』

卜容出さ釈お訃和や侶ヨ『繁錮景せ』

黎
国
く
K

罹
籠

墨
燿

中
紫

些
製

出〇〇Ｎ

『血臨憔想ぐ憔釈ポ応

「養錮■艘」ＦやミＫ

『メ燿枷酬特燿駆撻羅盤佃「』

『メ鋸枷硼長潔緊撻羅盤無Ｈ」

３２１ヽヽツ厳ざメ■構誉神Ｓ『＞】巾轟報椰』

や「『稲蟹黎中苺編」

『メ堰撫幽暢潔墨撻羅盤無円」

曽）卜８寺筆・∞ＲＯめ『駆Ｋ佃氣辟」トメ嵌

一８一ぐЩ悠

憮ヽ讐ホ離ぶ「撰串■・ゼ●・壊砥　叡程中障係』

“Щ郎柾部に〓信『）‘

０里率＝・ポＣゼ担―お煮ＣＳ増＝ヨ程ミ讐」「や

華襴羅暉総歯囀】】卜讐∞蝶」８含長壼最К苺≦

川きく一響ヽ軽『抑メ墾無Ｈ』

『メ矯権咄や早邸撻電翌碇〓」

『メ鋼細昭長潔邸撻羅遮無目』

口Φ『叡

幽苺ｍ」「聴引枷醐Ｃ「喘口緊熙≪繁終梗Ｌ曖工収週

（９Ｓ卜曽・ヽ「轟軽拒Ｋ引ヨ細罹零想”筆絆』さメ蕪

螺Ｌ■いや相「枷メ遮無Ｈ」

＝熔増引■
墨増ヨ■普

量興係Ш拒

繁錮像回

墨興晏せ

墨剌■叫

墨製準興嘔

引■日神程奏任ｍく

仰筆斗

重錮ロトＨ嵯

拳＃準準ト

墨興せＫ脚

衝ＨЩ暉職

く　や　―
―・―ヽ日礁―――長褐低祭絆

せ幽
握ｏ一

巡ｏ一

根ヌ
巡ｏ∞

【マト
ヽめト

ＮＯト

∽対ト

根ｏ∞
【Ｎト

「映　岬

鑢＝枷醐

鑢＝榊醐

や＝榊醐

鑢＝枷醐

昨＝撫咄

枷醐持

枷曲＃

上ヽ一一一̈一一一一一

経キ暴

枷醐そ
駆く

輩ヽ一一一̈一（一一一

・．一ヽ一一・一一．一一・

椰メ盤無円

一̈一̈一一・一）

枷醐モ

華引榊醐
駆く

榊メ盤無円

長雲束肛・案収■メ

ポ■
ポ十

邸十

「ヨ

「ヨ

哄キ■川＋絆К装―ホ撻羅

録崚レ半Ｋ□Ｌ嘔姜論せＫ州Ц察側熱轟押用回颯ト

害―米撻罹奪崚縮せ≪素側柳論憚貝□

繁（せ円）議欄家回緩２）

素底熙回嵯トロロー駅ぺ■Ｋ＝奏序К
［］

［　］暉蓑押［　　］相Ｌ繁〓（■）□（構）□押日回攀ト

一頁ヽく）□構曖黒国認卜（ヽ岨姜）□□□□
Ｅ薫

鯛軍

口■瞑田せＫ■側辟Ｋ卜蝶「メ陣川饉メロ川

頭」岨ＲＩ母≪州Ц素珠Ｋ横曖黒日準卜製賦母ポ

Щ＋■や＋（絆）□К

書や終妻ホ羅嘔姜縮母К州底験米Ｋ簿曜黒回縦ト

輩押や妻米

羅曖墨冷母К口Ц択輸半≪相Ц繁十К構曖黒回“ト
珠К

□□（ヽ念）□淀К到畔ｔ

資特極簿善錮□緩ト

ヽ妻里

繁邸中

要ポ十

素ポ十

繁「ヨ

ヨ「日

繁肛響

繁側陣

要側に

策撫貝

繁ミ蒻

素田К

素策ｍ

重せＨ

課箱〓

熙堰苦
要Ц

資砥昧

課督К

課卒■

彗十Ｋ

素未メ

Ｒ朱К

資十К

素曖軍

繁螺提

栞撻柱

ヨ喘噸

螂糧二

漱押興

構柊ョ

職習ヨ

構岬貝

構押貝

論岬貝

漱琴貝

構燦景

構碁興

稚奏興

尋響ヨ

准響貝

モ蓄ヨ

構押貝

冷岬貝

綸選貝

構終貝

構裸貝

轟習貝

一〓゛〓キ

一〓一
，

一一一一

〓ヽヽい一〓一一キ

構曖黒

轟曜薫

書́
，

〓て

策戯軍

綸曖軍

構〓薫

構鴫薫

平□里

∞∞∞
ヽ∞∞

Ю∞∞
Φ∞∞

卜∞∞
∞∞∞

い∞∞
〇寸∞

【ヾ∞

Ｎ゛∞

∞ヾ∞
寸ヾ∞

めヽ∞
りヽ∞

卜一∞

∞ヾ∞

いヽ∞
〇い∞

［い∞
∞い∞

お∞

いい∞

８∞

卜い∞

∞い∞

０い∞
〇〇∞

【∞∞

ＮΦ∞
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や堰
翠特

，
中障ギ

モ筆拠鰈筆К

犠■

いお『駅

輿くｍ』「聴引榊嘲Ｃ「輪口ヽ熙≪素や簑Ｌ」“収減

川さく＋総ヽ暉『抑メ盤無Ｈ」

田きく＋摯ヽ燃『抑メ盤錮日』

川ぶく＋攣ヽ準『枷メ盤無Ｈ」

川さく＋毯ヽ黙椰ヽ十日ぶ燃『抑メ盤無円」

『榊メやヽＥ」

回準卜壇聴民「喘ば＝＋日や『く抑曰」

■６”肛口寺『ぷさ駆Ｋ」“小駆Ｋ

ｏ９ユ『撻Ｋ”祭絆」さメ蕪

『袈ヽ）Ｈ８∞^『糎Ｋ候筆斗」さメ蕪

燿Ｓ摯枷ヽミ据日博

せめ―せぼ昼絆墨十ξ回撃卜』8榊‐H囀
ロ

晏
轟

営
掏

択
雁

lm」
緊

醤
釈

∃
燃

メ型肛締襴瑯率経和『綱メ盤無円』

締墨錮＝■
養剌母スロ

十盤摯業

低祭絆

仰筆斗

衝Ｈ嶼暉時

く　や・――・―ヽ―
―≪田祇Ｎ候筆絆

十燎□嵯ト

せ幽
ＮＯト

ＮＯト
゛Φ』

Ｎ［∞
゛００

握ｏ∞

∞寸ト

「̈　椰

苺■純略

抑メ盤無目

撫メ盤無Ｈ

枷メ盤錮目

榊メ盤無Ｈ

糞製距メ

輩〓怖Ⅷ

黛収饉メ

糎く
極Ｋ

駆く

昨〓推珊

抑メ盤無円

条雲棄枢・黛似トメ

熙≪＼□Щヽ枢単＋雄ヽ熙≪枢単十縮熙≪薫や梗

Ш中Щ川辟Ｋ＝＝絆Ｋ卜毅「メ陣川筆メ陣川

毅頭」□Ｌ榊縮Щ熙≪州底策咽構回Ｅ■●綸Щ熙≪

□Ｌ和

縮氏熙≪州Ｌ繁咽構曖黒回Ｅ岨Ｋ輸陣口ヽ熙≪卜犠

□川駅＋

せＫ■個計К策き咽構回匡硼恒縮■ヽＲ≪「卜盤」

ロロ

■Щロキ■Ｋ゛＝辟К賦攣咽溝回Ｅ武ヽ縮口ヽ熙く

ｍＫ＋Щくや

＝コ悪襲Ｅ摯●撻ｔ牽十ぶＫ相燈．せ量嚇燃騨米

駆迎僚抑．撻Ｃ．尽く国十煮せぐ罫択期〓口ｍ日＋

賦円＝田ｕ急．神．―算珠Ｌ畔．撫躍報Ｅ．相早輸

晨州Ｌ繁率無．Ｌぐ構砒緊回】卜Ｋ■■Ｅ題添全
メや

．構田鋼綻構日ＥＳ．Ш＋瞑―
―＋↓目伸製

恒贄―ヽ同く堅構田纂

■ｋ゛米肛こ○艇堂黎鍵終性構「史回奪Ｌ

構「聴

□＝聴

ｍ目中駅ヾ■十絆Ｋ回Ｌ口Ｒ豆ｒ＜相

Ц妻Ｋ筆構「聴回嵯卜■＝なぺ■↓田姜撫最ｒＫ

鯉繁里

課掃噸

素怜硬

（黒雌咽）

（素き咽）

（栞堅岨）

ヨ瓜≪

課翌黎

資ぶく

課堅柾

蒸株陣

課世樹

課輝Ｊ

素底蕪

栞寧侭

繁準値

雲督埋

繁繋く

策Ｌぐ

繁田Ｅ

繁遺騒

繁仁十

資代桜

素無Ｋ

雲〓筆

（薫Ｅ祭）
゛構里

横戯薫

構望軍

綻曖黒

構望軍

糧Ｅ黒

策望軍

毒費緊

モ賓ヽ

織撻ヽ

議岨緊

邊ぜ蜜

構硼緊

構岨緊

積硼郷

轟贅埋

糧誉業

議ヽ業

簿筆筆

構筆業

綸筆業

簿田瑚

轟ヨ割

轟空到

職Ｌ割

轟空割

溝「腱

轟＝聴

構コ聴

篇「聴

押回里

∞Φ∞

お∞

ЮΦ∞
００∞

卜Φ∞
∞０“

いΦ∞

〇』∞
【卜∞

Ｎ卜∞

∞卜∞
ヽ卜∞

Ю卜∞

０卜∞

∞卜∞

〇∞∞

Ｎ“
∞∞∞

゛∞∞
い∞∞

Φ∞∞
卜∞∞

∞∞∞
Ｏ∞∞

〇〇∞
【〇∞

い０∞
∞い∞

ヽい∞
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や輩

野州繁■未楽壼埋＋

旨黎＝未燕壼■聴

ｍヽК■中卜に緊翠

”ヽК＝中卜侶Ц導

０縦困仁〓唇

輌罹国撻霊餐

”ヽК■中卜に砥週

価ヽＫ■中卜信Ц゛

佃ヽК■中卜讐堅選

”ヽК＝中卜ＦЦ翠

獣■

８８１ヽヽや故ヾメ蝶熙中

Ｓ『歯錮丼米楽・繁燿０中損　墨燿謳日＋・墨霜ヨ

倫襦旨哭キー榊却轟畑雁故゛メ梃製調Ｅ株Ｈ哭卜』

８８１ヽヽや数学メ準長Ｓ『墨錮壼部十神旨「聴』

吹＋■目十日蜘ヨ「曖Ｓ苺口」

ＯＯＯ【

―ヽヽや数学メ些繋十Ｓ『Ｑ凶製Щ選）＞枷珈群畑蘊

厳翠メ樋螂壇丼翻皿κ区嵌―墨錮ＨＥ砥拒ＦЦ゛』

晨】

ｌヽヽや餞ざメ蝶供士むズＮ凶製砥翠）＞枷細群畑羅

故翠メ輝剌壇掛掘佃長区κｌ墨増Ｈヨ低神■Щ導」

十Ｋ採萎柳雑理やＨ態単Ｈ態『榊メ盤恒長』

終ヽそ『枷メ盤佃円」

９９“Щ郎憮轟信田侵・□樹

羅颯想湊増ゆ縦困に田優『榊珈幕判羅銀ざメ梃螂Ｅ

ヨ株悴田測回国製＝回脚“田侵株椰国市据韓田優」

３２ぐЩ郎撫ぶ讐田侵・日樹

蘊緊想静増中縦困据田優『榊珈群畑雁蚕ざメ梃卿Ｅ

増器苺劇測回凶調ギロ関』田昼器悴回徹讐韓日昼』

ｏ８【

ｌヽヽや故単メ鰈熙十Ｓ『貧凶翠Ц選）＞枷中群畑羅

故翠メ経刹壇掛●皿長題民―誨増Ｈ∃砥仙十Щせ」

霰【

―ヽヽや数翠メ蝶器十重『Ｑ凶製蜃翠）＞枷中轟掏羅

苺ざメ揮国壇掛書担檻題ＲＩ鰺増ＨヨЩ佃世砥選」

晨【

！ヽヽキ故ギメ蝶縦十ξ『Ｑ凶製Ц翠）＞枷螂群細羅

故翠メ軽岬壇掛ａ極民区候―重増ＨヨЦ仙にЦ翠」

晨【

ｌヽヽや寂ざ状態報十重『Ｑ凶ヨ贅翠）＞枷却群樹羅

故ざメ樋剌壇掛晨個妥Ｅκｌ墨申Ｈヨ砥細ＥЩ翠』

締歯増＝ヨ
墨錮眸十導

治増壼ぶ状＝

治増田田Ц仙

治増Ｈ川Ц拒

墨錮０悩田

繁錮中稲田

量鋼Ｈ川Щ枷

機製ＨＩＩＩЩ拒

拳錮ＨＩＩＩЩ仙

墨興Ｈ川Щ神

■麹
０一

■Ｏｏ

いお
・廿〇〇

〓メ
〇いト

［いト

掟ｏｏ

選ｏ∞

握ｏい

ぎｏ∞

輝ｏｏ

〇い

一̈　興

昨「撫噸

昨引撫醐

〓叡饉メ

業■椰螂

聴引榊醐

妻駅経メ

撫メ盤錮円

上ヽ一一一̈一．一〓

上ヽ一一一̈一．一一一

幸引撫略

幸引榊嘲

昨引榊醐

纂引抑醐

長雪黛慈・妻似●メ

詭馨（へ樵）□．日撃（゛卜）□
米膊

．軍郎Ｋ＾．“聴収

騒賦溝麟枷．“ＲＩ構期響．』鮮弩構卑岳□】卜盤

一幡撫Ｎヽ昼くШ■素～К構挙蜘一

口＋Щ日■一〕幡枷Ｎ枢優く田子策～Ｋ轟昼憮

口く■駅＝＋せ―
―憫塾けＫ量Ｎ掻嶽雑Ш■

相Ц繁緊КＬ彙構群憮日準卜中畔駆や■やヽ州経ミ

ロー中民Ｈせ川側塾

絆К彗Ｎ係賦輸圏■■Ｌ繁尽КＬ■構群や回撃ト

ト輸経仰準“せヽ相撃量滸騒口製肛番職Ｆ□緩ト
貯ネ

興貯К
硼К

硼Ｋ砥拒

照章Щ伸
絋一

ヾヨ里

繁渠讐

繁揉椿

委冷騨

雲ゼ彙

雲「曝

栞由そ

繁田博

策十て

繁瓢熙

繁ミ燿

熙算筆

繁颯―――

栞や川

露く案

ヨ緊く

素緊≪

課墨Ｋ

繁緊く

繁緊く

ヨ〓く

素緊く

策恣Ｋ

繁堅≪

譲尽≪

鯉構堅

綸「聴

構「聴

策「掟

構引聴

構「聴

構「聴

策「堂

轟「史

構「撻

構「聴

構引聴

構「雑

構コ堂

論〓聴

策昼檬

簿碁０

轟麟畑

構詳憮

稚詳憮

構詳巾

溝爵椰

構詳螂

維畔憮

論麟憮

溝畔憮

Ｎ回里

ЮＯ∞

８∞

卜Ｏ∞
∞い∞

い０∞

８寸
】〇寸

ＮＯヾ

∞〇ヽ

マ〇ヽ

ЮＯヾ

ＯＯ゛
卜〇ヾ

∞〇ヾ

〇〇ヾ

ＯＨマ
】「一

Ｎ寄
∞専

ヽＨヾ

い【ヾ

Φ【寸

卜専
∞【で

い専
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。●３）０“却Ｓ製Ｄ攣糾伸標晨、世）ＳＯ二螺纂ヨ田製ＣＣ桓Ｃぐ黙晨Ｄ却「酬鵬暉」伸「朝幽暉」鶏姜。ＲＣ悠）０翠せ襲眠Ｃヾセせ■メ邸．）Ｃ掟城約整早匈獅憔

築ＣＲ■測〔択岬〕□．壼）３０せ＝１０Ｓ）ｏ軍で経匈「興」や０朧習伸菓紅ぶ駅．）二側熾羅菓駅輪畑羅緊恕奏仰懇丼さ駅さ餞ざメロ熙．壼）ＳＯ二「馴幽暉」Ｃ■華紅駆ＫＣ専　Ｎ

。費Ｄ渕や熱伸８８蝶熙十『串晨「ゼ拒曝燕肛叡幽Ｃ峡蝶十」侵蝶薬緻＝メ引

ヨ』．壼）ＳＯせ業＝抑醐費悩。Ｒヾ）ＣＯ晨ＤＯ旺調凛Цゴ條継）Ｄ熙翠掏Ｋｊてヽ１ゝ枢ＫＣ奏ぶド凝ざメロ蕪　養釈応餞ざメ　く瑯さＬ「選．”一）ＳＯせ駆Ｋ）０製ヾせ侵母Ｃ黙．Ｈ　網

や螺

（榊メ麟榊）∃策哨＝麟榊撻底翠

（撫メド椰）ヨ喘哨■爵椰■Ｅ選

根撻田侵

∃疑駆■麟撫据Щ選

恒口■日ヽ仁Щ゛

零曜■田燿モЩ゛

程田侵

係興仁ヰ寒く「ど≡訳く

Ｅヽ日ご絆田型壼ミ眠く

田型旨ミぽく

旨斌引凶報撫程報キ

にく壼劇■軍Ｋ

ヨ恒鐸旨米Ｋ

齢嵌●母Ｋ苺拒Ц尋

０撻回モミＦ

≪

Φ８Ｈぐ

Щ部撫部程Ц翠ロロ群墨畑羅緊ぶ構歯錮Ｃ讐砥週」

８８１ヽヽや故ざメ讐構麟史さ『墨霜∃策暉」

卜∞〇【

―ヽヽや数学メ信構黎岳ξ「羮錮くヽ響榊珈華畑

羅故ギメ梃剥Ｅ響艘串奏国製゛檬盤株欄僣田侵』

【８〔―ヽヽや故ざメ讐溝群也§『墨増∃喘暉」

黒
朧

糧
引

繹
轟く
1聰

心
1月

'ヽ

鰈挙ヽ
2翼:常冨
ミ

ヽ
c

憮
灘

墨
日
=出

Ц
CC

”角―ヽヽや数学メま撫十§「含凶

製医導）＞Ｈ細綱撃判羅厳翠メ梃螂壇掛書硼嵌Ｅ候」

８８１ヽヽや故ざメ讐構褻岳Ｓ『皿臨憮

ぷ“黙想墨申回“蝶」「繁増Ｈ態０”０響」ヽ兼策ロ

螺底辟いや溜『榊メ盤無日」

一８【―ヽヽや故゛メ讐構詳史む『歯興係興拒』

一８【―ヽヽや厳ざメ讐構膵やξ『量増くヽ側量」

Φ８出―ヽヽや故ざメ讐構詳や雹『漁壇Ц¨や」

目Ｎ

「並陣“憔想歯増Ｆ熙十」疑
十

熙
雹

いいいＨ

Ｉヽヽや故翠メ程溝僣∃ξ目雄歯増仰田∃翼＜」

Ｎ８一些保十中９蝶「ぶ嚇収蝶報

十」「）～０里掛導熔製ヾЮ戻雛“「孫賦ヒーヽ簗田

（圏Ｏ＝ヽ尋゛『幕軽堰Ｋ相ヨ細羅緊漱佃筆絆』さメ■

鍵８１ヽヽツ故ギメ蝶獣十Ｓ「含凶

調慶選）＞出抑枷肇細羅数ギメ極『壇掛書皿候〓候」

Щ＋や目十日蜘製「曖Ｓくｍ」

ぐЩ郎撫轟侶ミ信『）３

０里昨＝・ポＣ年和―お像ＣＳ錮引■■ミ情」「中

群掏羅緊線奏＃】襲卜讐∞態」８角荼壼最く苺弊

Ｒ含＾『纏Ｋ仰筆卜」さメ嶺

―――ボく十゛ヽ軽「枷メ盤錮日」

計養増「■
籠錮ｉ喘暉

墨中ヨ縮暉

養錮くヽ翠

墨錮∃稀暉

養錮Ｅ口日ヽ

墨錮傘曜

治剌【熙０佃０響

治剌係出細

拳錮くヽ国こ

溶製Ц¨Ｎ

熔興ｔ瓜尽

墨興簿く―

登中堅≪Ｋ

（世）撻

興冬難きく意―
―ヽ日≪―――低興長筆辟
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Ⅱ 調査された郡衛遺跡の概要

1 相馬郡

沿革

相馬郡は,我孫子市域が明治時代まで含まれていた行政区の名称で,明治以後東葛飾郡に編入された。

まず,国造制下においては,印波国造の領域に含まれていたものと推定される当地域の古墳時代の様相を

概観してみる。相馬郡衛が所在する手賀沼北岸の古墳はそれほど際だったものはみられないが,我孫子古

墳群として調査されている。現在最も古く考えられているのが,推定長69mを測る我孫子市最大の前方後

円墳,水神山古墳である。出土遺物は少ないが,後円部墳頂部に木棺直葬の長大な埋葬施設が設けられ,

墳丘の形状等から4世紀末から5世紀初頭の年代が想定されている。おそらく,手賀沼周辺の盟主的な古墳

であろう。次の時期に相当するのが,金塚古墳である。径20mほ どの円墳で,木棺直葬と思われる埋葬施

設から,短甲・鉾・銅鏡・石枕など多様な副葬品が出土した。墳頂部を巡る埴輪の様相などから,5世紀

後半の年代が想定される。古墳時代中期の古墳は手賀沼北西側に集中する傾向にあり,さ らに西側には古

墳時代前期の柏市戸張一番割遺跡の前方後方墳が位置する。古墳時代後期以降になると,大型の古墳は見

られなくなり,中小規模の群集墳が主体となる。時期的には6世紀中葉以降となり,金塚古墳までの様相

とは異なるものであろう。この段階は,前期から中期までの地域的な偏在性はみられず,手賀沼周辺に散

在し,地域を統合するような有力者の存在ではなく,地区ごとにいくつかの集団が存在していたのであろ

う。日秀西遺跡が位置する湖北地区には有力な古墳群はなく,小規模な中峠古墳群が群在師している程度

である。単独で立地する古墳としては,利根川側にある高根古墳と手賀沼側の羽黒前古墳がある。後者は

全長32mの前方後円墳で, 6世紀後半から末の築造である。

水神山古墳に代表されるように,古墳時代中期には手賀沼周辺を掌握した有力者の存在が認められるが,

後期になるとそれぞれ分立した集団が存在し,それらをまとめるような首長墓的古墳はみられない。調

査された郡衝が所在する埴生郡や sきヽ
母茎ミ

武射郡とは大きく異なる様相であ

る。

相馬郡の成立については明らか

ではないが,文献上で確認される

のは,正倉院文書の養老五 (721)

年「下総国倉麻郡意布郷戸籍」断

簡が最初である。出土文字資料と

しては,下総総社跡の 8世紀中頃

の墨書土器「相馬」と我孫子市緑

(香取神社付近)の 10世紀頃の墨

書土器「相馬」があげられる。相

馬郡は,律令制下の下総国北西部

に位置し,東側は常陸国,南側は

埴生郡・印藩郡,西側は葛飾郡・

ミミミミミ、..゛亡
°ヽ、、

鉾

フ

・　
間

‘

,麦

1日 秀西遺跡 2将門神社遺跡 3西原遺跡 4野守遺跡 5新木南部遺跡群 6新木東台遺跡

第 1図  日秀西遺跡と周辺の遺跡
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利 根 川

大堀川 |

1弁天古墳 2金塚古墳 3日 立精機 1号墳 4日 立精機 2号墳 5我孫子第四小学校古墳 6水神山古墳 7高根古墳 8羽黒前古墳 9戸張一番割
前方後方墳 10浅間古墳 11北ノ作 1号墳 12北ノ作 2号墳 13六 本松古墳 14鍵作古墳 15中 馬場遺跡 16戸張城山遺跡 17山 田台遺跡 18石場遺跡
19片 山宮前遺跡 20日 秀西遺跡 A花野井古墳群 B久寺家古墳群 C根戸船戸古墳群 D白山古墳群 E子の神古墳郡 F高野山古墳群 G香取神社古墳
群 H岡発戸古墳群 I中 峠上古墳群 J中峠北古墳群 K中峠南古墳群 L中峠下古墳群 M天神台古墳群 N船戸古墳群 0箕輪古墳群 P天神塚古墳群
Q北 ノ内古墳群 R片山古墳群 S下柳戸古墳群 T柏作古墳群

第 2図 手賀沼周辺主要古墳分布図

猿島郡,北側は豊田郡に接する。高山寺本『倭名類従抄』には,相馬郡内の郷名として,大井 。相馬・布

佐・古溝・意部の 5郷があげられている。他に,古活字本には餘戸郷がみられる。これらの郷名の内,現

在も地名として残っているのは,沼南町西部の大井と我孫子市布佐であることから,それらの付近が各郷

の所在地であろう。以外の郷の所在地を考えてみる。まず,相馬郷は郡名郷で郡衝所在郷とすることも可

能であるが,「相馬」の墨書土器が出土した我孫子市緑は、手賀沼北西側にあり, 日秀西遺跡からは 4 km

ほど西側になる
1)。

「相馬」の解釈が難しいが,総社から出土した「相馬」は郡名を表すことは確実であり,

相馬郡内に郡名の墨書が出土していると考えるよりは,郷名と考える方がより妥当と思われる。この解釈

が正しければ,相馬郷内には郡衛が所在 しないこととなる。古墳時代からの古墳の動向をみると,前述 し

たように中期から後期にかけて中心的であった地域を「相馬郷」として当てられたのであろう。とすると,

相馬郡衝はどの郷に属するのであろうか。「下総国倉麻郡意布郷戸籍」断簡はすべて藤原部姓であり,そ

の中に「小毅大初位下 藤原部直白麻呂」という人物がみられる。「直」は郡司層を示す姓であり,「小毅」

は軍団の長官,あ るいは次官にあたる。郡司層の居宅や軍団は通常郡衛周辺に設けられることから,相馬

郡衛は意部郷にあったものと推定される。この藤原部は,天平宝字元 (757)年 に「久須波良部」に改名

している。我孫子市新木東台遺跡や西大作遺跡 。羽黒前遺跡で「久須波良部」墨書土器が出土してお り,

新木地区が意部郷に含まれるものと思われる。意部郷は,新木地区から日秀西遺跡が所在する湖北地区周

辺に想定されよう。他の古溝・餘部郷については不明である。
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郡衛関連遺跡

1 概要

相馬郡衛に関連する遺跡としては,正倉とされる日秀西遺跡のほか,将門神社遺跡・野守遺跡・チアミ

遺跡 。西原遺跡 。別当地遺跡などがある。これらの遺跡は,標高20m前後の台地上に近接 して立地してい

る。

日秀西遺跡

日秀西遺跡は,利根川と手賀沼に挟まれた東西に細長い台地上の手賀沼側に位置する。調査は1977年 か

ら1978年にかけて行われ,古墳時代後期の集落とともに南北約180m,東西約100mの範囲に整然と配置さ

れた倉庫群が検出された。

古墳時代後期の集落は,竪穴住居跡約180軒 という大集落で, これを排除するかのように7世紀後半頃

に建物群が営まれる。建物群の時期は,大 きく北西方向に主軸を採る先行する側柱建物群と,ほぼ真北に

主軸を採る後出の総柱建物群に分けられる。その時期別変遷については,大野氏により実年代観が提示さ

れ
2),そ

れを受けて,その後調査された周囲の遺跡などを加味して辻氏により検討された
3)。 ここでは,

辻氏の変遷をもとに説明していく。なお,辻氏は古墳時代後期の集落を第1期 ,建物群を2期以降にしてい

るが,説明の都合上第 1期を省略し,2期を 1期 と読み替えている。

1期は,古墳時代後期からの竪穴住居の主軸方向と近い建物群で,主軸が西に32° ～35° 振れる。後続

する時期の建物との重複関係から先行する時期であることは明らかである。全体的に小規模であるが,平

面積68ポ を測る2× 6間の長大な4号建物跡を含んでおり,官衛的な建物である。大野氏は「プレ郡家期

の建物」とし,山中氏は「評衛」
4),辻

氏は評家及び郡へ移行する郡家としている。時期は, 7世紀後葉

から8世紀前葉頃である。次の 2期になると正倉群が形成され,主軸方向はほぼ真北を向くようになる。

建物構造は,基本的に,坪掘 り掘立柱建物から布掘 り掘立柱建物,基壇を伴う礎石建物へと変化していく。
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第 3図  日秀西遺跡建物跡分布図

Y

-44-

辱翻

号

ｏ
ｏ

・
．　
・．
号 ぶピ

時

36号

● o,.。

.!::」
23号

』lll
24号



矛  甲響甲甲田  )

孵 靭 甲騨田 岬

「¬1     蹴

第 4図  日秀西遺跡建物群変遷図
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第 3表 日秀西遺跡掘立柱建物跡・基壇建物跡一覧表

遺  構
規   模 棟 方 向 桁 行 梁 間

面 積 時 期 備 考
(問 ) 角 l■ 総長m 柱間m(尺 ) 総長m 柱 間m(尺 )

1号建物跡 3× 2 N43° W
27(9)

24(8) 3744 1期
24(8)

2 3× 2 N23° W 240 (8) 3024 1期

3 3× 2 N19°  E 240 (8) 210 3024 1期

4 6× 2 N33°  E 210(7) 270 (9) 6804 1期

5 3× 2 N35°  E 240 (8) 240 (8) 34 % 1期

6 3× 2 N32° W 21(7) 240 (8) 3024 1期

7 3× 2 N3° W 21(7) 2646 2期 -1

8 4× 3 N30°  E 240 (8) 18(6) 5184 2期 -1

9
l 3× 3 N7・  3Cl′  E 240 (8) 18(6) 3888 2期 -2

2 (?) (?) (?) (?) (?) (?) (?) 2期 -3 礎ィi建物

0 2期 -1

11

l 3X3 Nl° W 63 21(7) 18(6) 3402 2期 -1

2 4× 3 Nl° W 21(7) 18 (6) 4536 2期 -2

3 3X3 N20° W
270 (9)

18(6) 405
21(7) 炭化柱残存

1 3X3 N2° 30′ E 27(9) 18(6) 2期 -1

2 4X4 N3° 311′ E 84 21(7) 15(5) 504 2'Ol-2

3× 3 Nl° E 240 (8) 18(6) 38 88 2期 -1 2期の 3ま で

14 8× 3 N2° E 192 240 (8) 18(6) 10368 2期 -1 2期の 3ま で

3× 2 N30°  E 21(7) 21(7) 2646 3期

3× 2 N30°  E 21(7) 2646 3期

17 3× 2 Nl°  30′  E 240 (8) 21(7) 2646 2期 -2

1 3× 2 N30°  E 1944 2期 -1

2 3× 4 N3° IW 27(9) 5832 2期 -2

3× 4 N3°  3Kl′ W 27 (9) 5832 2期 -3 礎石建物

×3? N5°  E 0 2期 -2

20

1 4× 2 N5°  E 18(6) 60 30 (10) 2期 -1

3× 3 N5°  E 27(9) 18 (6) 4374 2期 -2

4× 3 N5°  30′  E 84 18 (6) 4536 2期 -2

3× 2 N5°  ∞
′ E 24 (8) 18(6) 2592 2期 -2

22
1 10(?)X3 Nl° W 24 (8) 1512 2期 -2

6以上×3 Nl°  30′  E 24(8) 1512 2期 -2

4× 2 Nl°  E 21(7) 3528 2期 -1 2期の 3ま で

4× 2 0 21(7) 18(6) 3402 2期 -2

5× 2 Nl°  30′  E 18(6) 27(9) 2期 -2

3X2 N2° W 24(8) 24 (8) 3456 3期

1 4× 2 0 24(8) 24(8) 4608 3期

2 3× 3 0 24 (8) 54 18(6) 4536 3期

4× 2 N3°  E 24(8) 24(8) 4608 3期

3X3 N2°  30′  E 24(8) 21(7) 5292 2期 -1 2期の 3ま で

1 4× 2 Nl° W 24(8) 24(8) 4608 3期

2 3× 2 0 24(8) 21(7) 3024 3期

4× 4 Nl° W 21(7) 18(6) ∞ 48 2期 -2

4× 3 N2° W 84 24(8) 6048 2期 -2

1 N32°  3Kl′  W 21(7) 21(7) 1期

2 3× 2 Nl° E 2646 2期 -1 2期の 3ま で

3 4× 2 21(7) 27(9) 2期 -1 2期の3ま で

24(8) 24(8) 3期

24 (8)

4× 3 18(6) 18(6) 3888

2期 -3 礎石建物

2期 -3 礎 石 建物

2期 -3 礎石建物

2期 -3 礎石建物
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つまり,1段階の建物が, 2段階になると布掘りに改修され,新たな布掘り建物が加わる。 3段階にはそ

れらに掘り込み地業を施した基壇建物が新たに配置されようになる。 2期の年代は,8世紀第2四半期後

半から9世紀初頭頃までとしている。 3期は,2期の主軸方向を継承しているが,極端に小規模となり,

調査区東側に集中している。その終末時期については明らかではないが,後述する野守遺跡の溝が機能し

なくなる9世紀末から10世紀初頭の年代が想定されよう。

中心となる2期の正倉はほとんどが総柱建物で,全体で30棟以上みられる。東西南北の各方向に口の字

型に配置され,南側は2列 になる。建物群の中では,北側の14号建物跡と南側の22号建物跡が各列のほぼ

中央に位置し,建物面積100ゴ 以上を誇る大型の建物で,法倉に匹敵する規模である。建物の年代につい

ては明確ではないが,西側の9号建物の版築内から和同開称の銀銭が出土しており,掘立柱建物から礎石

建物への改築時期が8世紀前半以降である可能性を示している。また,北列の14号建物から9m離れた位

置に掘り込まれた 1。 2号溝は,正倉を区画する北側溝と思われる。

日秀西遺跡は,古墳時代から続く集落が 7世紀後半に姿を消し,倉庫群に先行する建物が官衛的な様相

を持って成立してくる。その時期は,7世紀後半頃から8世紀始め頃までの比較的短期間である。その後,

正倉がほぼ真北に主軸を揃えて配置され, 9世紀初頭頃まで展開している。そして,小規模な建物で構成

される施設が継続し, 9世紀末から10世紀初め頃に機能が消失するようになる。

曇 基 曇 ハ

野守遺跡

日秀西遺跡の北東約500mに位置し, 7世紀代から9世紀後半までの遺構が確認されている。 8世紀第

2四半期までは大型の竪穴住居を含む竪穴群で構成されるが,8世紀第 3四半期から9世紀第 2四半期に

かけて竪穴住居とともに掘立柱建物群が営まれている。側柱建物のみで,2間 ×3間の建物を主体 とし,

2間 ×5間が 1棟,四面庇付建物が 1棟である。一方, 8世紀後半の4号竪穴住居からは 8点の青銅製帯

金具が検出され, 9世紀前半から中頃の19号竪穴住居から「介」。「丁」の墨書土器が出土している。これ

らの墨書土器が役職を示すものであるならば,郡衛に関連する施設として捉えることができよう。報告で

は館や厨などを想定している。
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西原遺跡で確認した溝

ら遭」と呼ばれる道峰
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将門神社遺跡

日秀西遺跡の南東に隣接する。古墳時代の竪穴住居は日秀西遺跡とほぼ同様である。この遺跡で注目

されるのは,幅 2～ 3mの逆台形状を呈する大溝の存在である。竪穴住居を切っており,その重複関係か

ら7世紀後半以降に掘削されている。また,出土土器から,10世紀初頭ごろには埋没しているようである。

溝の方向をみると, 日秀西遺跡の倉庫群とは異なり,第 1期 とした建物群の軸方向に近い。この大溝の性

格については明らかではないが,その位置からみて,正倉域を区画するものではなく,評衛あるいは郡衛

を区画する何 らかの溝ではないかと思われる。一方で,こ の溝を西側に延ばしていくと,人工的に整形さ

れた可能性がある斜面につながっていく。後述する官道との関係から,道路遺構に伴う溝とも考えられる。

西原遺跡

日秀西遺跡の北側に隣接する。検出された遺構群の中では,第 2・ 3次調査で確認された 1号溝と第 2

次調査で 1号溝を切って設けられた 2間 ×3間以上の側柱建物が注目される。 1号溝は,幅 2m前後で逆

台形状の断面形を呈する。溝の存続時期は明確ではないが,報告では 7世紀前半を上限とし,10世紀頃前

半まで機能していた可能性が指摘され,溝 を埋め戻 した後に掘立柱建物を建てたことが想定されている。

そして,将門神社遺跡で検出された溝と平行することから郡衛を区画する溝としている。

この掘立柱建物は,日 秀西遺跡の正倉群 と軸を同じくし,桁行2.lm等 間,梁行2.4m等 間と,官衛の建

物として遜色ない規模であり,こ のような建物が郡衛が終息した10世紀初頭以降に営まれるであろうか。

溝が埋め戻された時期の根拠として,覆土上層から出土した杯 と椀の 2点の小片があげられている。報告

でも攪乱などにより入 り込んできた可能性も指摘されており,掘立柱建物が日秀西遺跡の 2期以降の建物

と考えられること,溝の方向が日秀西遺跡1期建物群の軸と類似することなどから, この溝は 1期段階の

施設を区画する溝であり,2期以降には埋め戻された可能性が高いと思われるg

才

第 9図 西原遺跡第 2次調査
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野守遺跡 (第 1次 )

~1~E13申1甲
4

日]―□ 進⊃□(3●1-◎
17                     18   1           19

□ 組 獨

-     20

―

◎ ◎
別当地遺跡 (第 6次 )

言 平
＼ ≡ 菫 E≡ ヲ t  W4

議
ヽ こ 電 野

==ラ タ
1。

｀`
子言[ヨ

甲雫で77'1‐2

国 [国 旬~16

= 2

舅

‐

(iiiili:ill::::'''11)

―

I

@,,
0 Scm

0        1om
~        19号

竪穴建物出土遺物 (1/4 1/2)

2号竪穴建物出土遺物 (1/4)
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別当地遺跡

西原遺跡の西側に隣接し,11次に及ぶ調査で6世紀から9世紀にかけての竪穴住居が39軒確認されてい

る。古墳時代後期の住居数が多いものの,郡衛が機能している8世紀から9世紀の竪穴住居も存続してい

る。野守遺跡や西原遺跡同様,郡衛周辺を取り巻く集落と考えられる。この遺跡でも幅2m前後の溝が確

認されている。溝の覆土に貼り床をして構築された竪穴住居との関係から,9世紀前半頃に埋め戻された

可能性が高いが,軸 をほぼ東西方向に有していることから,郡衛の何らかの施設に伴う区画溝と捉えるこ

とができよう。

チアミ遺跡

西原遺跡の東側に隣接し,古墳時代後期から8世紀にかけての竪穴住居が確認され,郡衛を取り巻く集

落として捉えることができる。本遺跡で検出された掘立柱建物は,柱掘りかたの規模も小さく,主軸方向

も日秀西遺跡の建物群とは異なるため,性格が異なると思われる。また,幅 2m前後の溝も確認されてい

る。西原遺跡の溝とは繋がらないが,規模や掘りかたからみて,何らかの区画溝と考えられる。

日秀西遺跡を中心に関連する周辺遺跡を概観してみた。日秀西遺跡を含めて6世紀以降形成される大規

模な集落が, 日秀西遺跡では集落を排除するような形で7世紀末頃に初期の官衛的建物が成立する。 8世

紀前半頃に郡衛に伴う正倉が営まれ,8世紀中頃に礎石建物に改修され,盛期を迎えるようになる。一方,

周辺の集落では,8世紀以降も竪穴住居が継続しているが,野守遺跡では,側柱の建物と竪穴住居が共存
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し,「介」など日秀西遺跡ではみられない役職名の墨書土器が出土し,郡衛に伴う館あるいは厨の施設が

想定されている。中心施設である政庁域は特定されていないが,西嶋氏や下津谷氏によって,「官台」の

地名などから,日 秀西遺跡の西側に位置する舌状台地を推定している
5)。 _方,舌状台地基部を対象とし

た別当地遺跡第 1次調査で, 8世紀～ 9世紀代の竪穴住居跡が確認されたことから,辻氏は政庁隣接地に

竪穴住居が共存する可能性は低いとし,将門神社が所在する将門神社遺跡付近に想定している
6)。

遺跡が

位置する台地は,幅200mほ どの広さを有し,方形状 となっていることからも,政庁を営むには格好の場

所と思われる。今後の調査の進展により明らかにされるであろう。

註

1 我孫子市史に記述されているが,実測図は公表されていない。我孫子市教育委員会の辻 史郎氏に確認したところ,小片のため,

土器の時期は明確ではないとのことである。

2 大野 康男 「下総国相馬郡正倉跡の再検討」F千葉県文化財センター研究紀要10J 働千葉県文化財センター

3 辻 史郎 2005「下総国相馬郡家正倉をめぐる一考察」『古代東国の考古学』 (大金宣亮氏追悼記念論文集)大金宣亮氏追悼記

念論文刊行会

4 山中 敏史 1994『古代地方官衛遺跡の研究』 塙書房

5 西嶋定生・下津谷達男 1990「対談 古代下総国の相馬郡と葛飾郡」『我孫子市史研究J14 我孫子市教育委員会

6 註3と 同じ
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辻 史郎 2∞5「将門神社遺跡・野守遺跡 将門神社遺跡第1次調査 野守遺跡第10・ n次調査J 我孫子市教育委員会
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2 埴生郡

沿革

埴生郡は,西から南にかけて印格郡と,東は香取郡と接 している。埴生は,「和名抄」東急本などにより「波

牟布」と訓を付 し,「延喜式」民部省では「ハニフ」と訓読みしている。

埴生郡の成立については,前代の古墳時代からの動向が注目される。国造制下においては,印波国造の

領域に含まれていたものと推定される後の埴生郡内には,終末期古墳や初期寺院などが確認されている。

古墳時代後期から終末期にかけて築造された竜角寺古墳群のなかで,最後の前方後円墳として位置づけら

れるのが浅間山古墳である。調査の結果,全長78m,後円部径52m,前方部幅63mを 測 り,2段のテラス

を有する3段築成の前方後円墳であることが明らかとなった。石室は,複室構造の横穴式石室で,石室内

より金銅製杏葉や小札,銀製冠飾 り,金銅製透かし彫 り飾 り金具などの副葬品が検出されている。これら

の遺物や墳形,石室の形状などから,本古墳は6世紀末頃に築かれ,7世紀第 2四半期に埋葬が行われた

古墳 と推定されている。大形の方墳である岩屋古墳は,一辺80m,高 さ12.4mを 測 り,南側に開口する 2

基の横穴式石室が確認されている。副葬品などの遺物が明らかでないため,明確な築造時期は不明といわ

ざるを得ないが,同様の類似する大形方墳の築造時期が 7世紀前半に集中していること,本方墳の中心的

な石室である東石室が最終段階の前方後円墳である我孫子市日立精機 1号墳や 2号墳に近いことなどから

本方墳の築造年代は, 7世紀前半でも古い段階,すなわち7世紀第 1四半期頃と考えられる。

一方,初期寺院である龍角寺跡は,金

堂跡や塔跡を中心に調査が行われ,出土

した山田寺式の三重圏文縁単弁八葉蓮華

文軒丸瓦か ら,同時の創建が 7世紀第

3四半期までさかのぼる可能性が考えら

れている。

郡内の規模の大きな古墳の状況からみ

て, 6世紀後半以降印波国造の本拠地と

して機能していた地域と想定される。そ

して,7世紀第 1四半期に岩屋古墳が築

造され, 7世紀第 3四半期に龍角寺が創

建される。このような動向の背景には,

印波国造の存在を考えなければならな

い。印波国造については,従来から丈部

直と考えられている。それは,山田寺式

の瓦当文様の祖型が,百済大寺に比定さ

れる奈良県吉備池廃寺から出土 し,山田

寺式の瓦当文様の東国への伝播には,百

済大寺の造営にも関係 した阿部氏の影響

が指摘され,阿部氏の支配する部民であ

る丈部の関与が想定されている。このこ

1酒直遺跡 2向台遺跡

第11図

3大畑 I遺跡 4大畑I-2遺跡 5龍角寺

大畑 I遺跡 と周辺の遺跡
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とから,龍角寺の造営主体者や龍角寺と密接な関係を有する岩屋古墳の被葬者には,丈部直を名乗る豪族

が浮かび上がってくる。

ただ,丈部には限らないという見解もある。それは,平城京 (二条大路)跡出土木簡に「左兵衛下総国

埴生郡大生直野上養布十段」とあり,下総国埴生郡出身の大生部直野上に養布十段を送った内容である。

「直」は東国の国造・郡司に多い姓であり,「兵衛」は,軍防令によると,郡司の子弟の内弓馬に巧みな者

が郡別に一人選ばれていたり,兵衛が郡司に任 じられる場合があることなどから,埴生郡の郡司は大生部

直であることが考えられる。

印波国は,649(大化 5)年 に印波評が,653(白 雉 4)年に埴生評が分割 して成立する。この 7世紀中葉か

ら後半の時期は,埴生評内に有力な方墳が築かれ,初期寺院も造営される。印波評内にはそれらが認めら

れないことからすると,あ る時期本貫地が印波評内から埴生評内に移っていったことが想定される。

埴生郡には,「和名抄」によると,玉作・山方・麻在 。酢取の4郷がみられる。玉作郷は,平城京出土の

木簡に「工作郷戸主玉作・・・・・」と記されている。当郷に比定される成田市松崎 。福田周辺では,古

墳時代中期の玉作遺跡が集中している。埴生 I-2遺跡からは,「玉作」とヘラ書きされた瓦が出土して

いる。この遺跡は工作郷には属さないと思われ,こ れが郷名とすれば,工作郷から郡衛周辺に持ち込まれ

たものと思われる。山方郷は,中世に見える遠山方郷と関連し,成田市南部の東和田・畑ヶ田一帯に比定

されている。麻佐郷は,762(天平宝字 6)年 に,埴生郡阿佐郷の戸主占部国万呂戸回の占部小足が石山院

大般若経所に仕丁として出仕していたが,五月に逃亡しているという史料が正倉院文書に残っている。麻

佐の表記から,栄町麻生 。酒直・安食一帯が当郷に比定されている。酢取郷は,羽取の誤記とし,成田市

羽鳥地区に比定する説がある。羽取は,服部部との関連が強く,龍角寺出土の「服止部」や五斗蒔瓦窯跡

出上の「服止」の文字瓦の出土から,こ の地域が瓦供給の一部であったことが明らかである。

郡街関連遺跡

1 概要

埴生郡衛関連遺跡には,大畑 I遺跡 。大畑 I-2遺跡 。大畑 I-3遺跡 。酒直遺跡・向台遺跡 。向台Ⅱ

遺跡などが調査されている。これらの遺跡は,印烙沼北東岸の標高28～ 30mの 台地上に所在する。

埴生郡の郡衛推定地の調査としては,昭和55年 から千葉県文化財センターにより道路建設に先立って向

台遺跡,大畑 I・ I-2遺跡の調査が行われ,埴生郡衛の可能性が指摘された。それを受けて,昭和60年

からは,官行の規模や構造を解明するための確認調査が行われた。

大畑I遺跡では,古墳時代の竪穴住居跡53軒,奈良・平安時代の竪穴住居跡 7軒,古墳時代の掘立柱建

物跡 4棟,奈良 。平安時代の掘立柱建物跡61棟などが検出されている。古墳時代からの集落は 7世紀第

4四半期に減少し,以降掘立柱建物群が中心となる。大畑 I遺跡に接する大畑 I-3遺跡では,古墳時代

後期の古墳 2基 と奈良 。平安時代の掘立柱建物跡11棟 などが検出された。掘立柱建物跡のうち5棟は大畑

I遺跡につながるものである。

掘立柱建物群の変遷をみてみると,建物の方向や切 り合い関係から大きく5期に分けられる
1)。

第 I期

(7世紀第 4四半期)は, 2間 ×3間の小規模な建物で構成される。その配置は散漫としており,規則的

な傾向は伺われない。第Ⅱ期 (8世紀第 1四半期)に なると,掘立柱建物の規模が大きくなるとともに,

棟方向がほぼ同様で,規則的な配置がみられるようになる。SBllの ように, 3間 ×9間以上の長大な建
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I期
(7世紀第 4四半期)

I期
(7世紀第 4四半期)

Ⅲ期
(7世紀第4四半期)

Ⅳ期
(7世紀第4四半期)

V期
(7世紀第4四半期)

第12図 大畑 I遺跡建物群変遷図
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第 4表 大畑 I遺跡掘立柱建物跡一覧表

遺跡名 遺  構
積

＞耐

面

＜
規  模 棟方向 桁  行 梁  間

時  期
(間 ) 角 度 総長m 総長m

大畑 I遺跡 SBl 10089 9X3 N60°  E
SB2 2166 3× 2 N32° W 57 38
SB3 2952 3× 2 N33° W
SB4 3476 4× 2 Nl° E
SB5 270 4× 2 N49°  E
SB6 N49°  E Ⅳ

SB7 333 4X3 N48° E Ⅳ

SB8 N23° W Ⅱ

SB9 N33° W
SB10 N49°  E
SBll N45°  E Ⅳ

SB12 6726 N49° W Ⅱ

SB13 N52°  E
SB14 × 3 N57° E I

SB15 6588 NV° E Ⅳ

3564 NM°  E
SB17 5208 5× 3 N57° E Ⅲ

SB18 3915 4× 2 N48° W
SB19 1044 2X2 N55°  E Ⅲ

2295 N42°  E Ⅳ

SB22 皿

SB23 N50°  E
SB24 N52°  E
SB25 3× 3 N60° E
SB26 2232 3X2 N69°  E 62
SB27 N%° E
SB28 N58° E lll

SB29 × 3 N52°  E 」

SB30 5152 4× 3 N58° E
SB31 3X2 N56° E
SB32 2244 3Xl N43° W
SB33 4015 N4° W
SB34 N41° W Ⅳ

SB35
SB36 3× N49°  E
SB37 N22° W lu

SB38 N22° W V

SB39 2583 3× 2 N30°  E
SB40 2067 N70°  E V

SB41 × 2 N70°  E V

SB42 N51° E Ⅳ

SB43 N2° F
N57°  E

SB45 N58° E
SB46 N35° W 1

SB47

SB49 2562 3× 2 N56° E
SB50 972 2× 1 N30° W
SB51 N3° W I

SB52 N38° Vヽ

SB53 11932 N68°  E 157 V

SB54 N40° W Ⅳ

SB55 6× 2 N23° W V

SB56 × 2 N22° W V

SB57 N62°  E Ⅲ

SB58 N57°  E U

SB59 9648 5× 3 N68° E Ⅳ

SB60 10218 N48° E
SB61 N22° W V

SB62 × 2 N22° W
SB63 1242 N51°  E
SB64

SB65 7154 6× 2 N38° W
尺畑 1-3遺 跡 3 SBl 315 3× 3 N611° E 50

3 SB2 4× 2 N49°  E
3-SB3 4X3 N49° E Ⅳ

3 SB4 468 4× 3 N"° E 52

3 SB5 4386 4× 3 N52°  E
3-SB6 4437 5× 3 N35° W Ⅳ

3-SB7 360 3× 2 N88° E
3-SB8 3315 3× 2 N55°  E 51

3 SB9 2655 3× 2 N81°  E
3-SB10 6254 5X3 N45°  E Π

3-SBl
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第13図 大畑 I遺跡出土遺物

物や,11掘立柱建物のように,四面庇建物も造営される。第Ⅲ期 (8世紀第2四半期)は ,長大な建物や,

庇付き建物,総柱建物など,建物の機能分化がみられるとともに,西側にも建物が建てられるようになる。

第Ⅳ期 (8世紀第3四半期)になると,こ れまで中心的な場所に建てられていた建物の規模が小さくなり,

西側に長大な建物や3間 ×5間の建物がみられるようになり,中心が東側から西側に移っていく。第V期

(8世紀第4四半期)に は,東側の建物は消滅し,西側のみに建物が規則的に配置される。 3間 ×7間の

大きな建物を中心にコの字状を呈する。この時期以降,掘立柱建物はみられなくなる。この建物群は, 7

世紀第4四半期から8世紀第4四半期までのほぼ百年程度の間機能していたようである。

この建物群や数次にわたる確認調査及び大畑 I-2遺跡を含めても,明確に郡衛に伴う政庁や正倉と

思われる遺構は特定できない。しかし,調査された建物群の規模をみても平面積100ボ以上の建物が含ま

れるなど,嶋戸東遺跡の建物群と遜色ない規模である。また,Ⅱ 期以降SBll o SBl o SB60。 SB53と 中心

建物と思われる側柱建物がほぼ同じ向きで建てられ,Ⅱ 期・Ⅲ期の中心建物,Ⅳ期・V期の中心建物が

それぞれ同じ場所に営まれている。このように見ていくと, Ⅱ期以降ある程度整備された官衛的様相が

認められるであろう。特にⅣ期ではSB60の 脇殿とも思われるSB34が見られ, V期 にはSB53の 前殿として

SB40。 41が位置し,脇殿としてSB55・ 56がみられ,郡衛の政庁的配置となる。

一方,建物の軸方向をみてみると,西に50° 前後振れている。通常,郡衛の時期になると真北に主軸方

向を採るのが一般的であるが, この遺跡ではむしろ, I期 とした小規模な建物が北方向に近い。このよう

な大きく斜め方向に振れた郡衛として,福 岡県大ノ瀬官衛遺跡 (豊前国上毛郡衛)があげられる
2)。

ただ,

この郡衛は,古代官道である西海道に規制されたため,結果としてこのような方位になったことが指摘さ

れている。大畑 I遺跡ではどうであろうか。古東海道のルートは明らかでないが,山方駅から荒海駅に向

かうルート上には位置しないと思われ,上毛郡行のような規制はなかったものと推定される。ただ,明治

17年の迅速図をみると,遺跡が所在する印藩沼北東岸の汀線が斜行し,沼側の台地端部と沼に挟まれた道

路が40° ～50° ほど西に振れている。古東海道から埴生郡衝までの支線があるとすれば, このような方向

になることも考えられ,明確ではないが,支線としての官道に規制されたことも可能性として指摘できる。

建物が整備されてくるⅡ期以降,郡衛 としての機能を有し,本格的に展開するⅣ期からV期にコの字状
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配置が確立され,調査西側のSB60や SB53を 主殿とした政庁域 として捉えることが可能ではないかと思わ

れる。また,大畑 I-2遺跡から出土した須恵器の杯に書かれた 2点の墨書土器「厨」は,その特徴から

8世紀第 3四半期と考えられ,先述した掘立柱建物群の第Ⅳ期に相当する。この「厨」からは,郡衛を構

成する厨家あるいは厨院としての機能が考えられる。また,北西側に位置する向台遺跡と大畑遺跡との間

にある谷部からは大量の土器が出土し,唐三彩や畿内産土師器,円面硯などの官衛的遺物が多 く含まれて

いる。奈良時代を通じて郡衛で使用されたものが廃棄された場所として認識されよう。

I期 (7世紀第 4四半期 ) ´

―
山

土師器 (8世紀第 2四半期 )

靱

一

ピ」:::::[]]]]][、 1   1〒
言

「
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「 ==桑
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t2

lI==匡コ76
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3 武射 郡

沿革

武射郡の範囲は東は下総国通瑳郡に接 し,栗山川及び高崎川の流域以西,北側は下総国埴生郡,西側は

印藩郡,南側は上総国山邊郡に接 し,作田川及びその支流の成東川の流域以束の地域と捉えられている。

武射郡は『倭名類衆抄』によれば,平安時代には巨備 。加毛・理倉・獅猥 。長倉・畔代 。片野 。大蔵・

新居 。新屋・谷部の11郷が中に含まれる。和銅六年 (西暦713年)の木簡には「武昌郡高舎里」とあ り,

古 くは郡名が武昌と書かれていたことがわかる。

武射郡の郷については,巨備郷は不明な点が多いが成東町小松 。木戸周辺,加毛郷は芝山町大里・菱田

周辺と考えられる。理倉郷は不明な点が多いが芝山町朝倉付近若しくは横芝町曽根合付近に比定され,押

猥郷も未詳ではあるが横芝町牛熊 。芝山町高谷 。大台 。上吹入 。下吹入付近の可能性がある。長倉郷は近

世の村名から横芝町長倉周辺に比定される。畔代郷は未詳ではあるが横芝町栗山付近若 しくは成東町成東

～湯坂周辺の可能性が認められる。片野郷も未詳だが松尾町八田・猿尾付近の可能性がある。

大蔵郷は松尾町上大蔵・下大蔵付近に比定され,新居郷は未詳ながら芝山町新居田 。牧野・高田・小池

付近,新屋郷も未詳で成東町新泉付近が候補地として挙げられている。谷部郷も未詳ながら茂原市長谷・

内長谷周辺の可能性がある
1)。

概要

武射郡衛跡に比定される遺跡としては嶋戸東遺跡が挙げられる。

嶋戸東遺跡は成東町大字島戸・野堀・真行寺から山武町大字麻生新田にわたる地域に所在する。遺跡は

標高50mの 台地上に立地し,西側は境川谷底平野に面する。南側台地の続きには約 2 km弱 で九十九里平野

に面する急崖となる。本遺跡は地形的には,九十九里平野中央部に開回する一谷底平野の出口近くに面す

る高台上にあると言える。谷底平野を流れる境川は,殿台付近で成東川に合流し,太平洋に注いでいる (現

作田川,旧武射田川)。 流路の開口部付近は縄文時代中期末～後期初め頃の締切砂丘 (富口～武射田)に よっ

第15図 嶋戸東遺跡と周辺の遺跡

て堰き止められた潟湖の跡
aが

存在 し,中世まで

は沼沢地の広がる未開発の地であったのと考えら

れる。

嶋戸東遺跡は,平成 3年 1月 に宅地造成に伴い
,

lul山 武郡市文化財センターによって600ぷの本調

査
°が行われ,掘立柱建物跡 2棟と溝跡 3条が検

出された。 2棟の掘立柱建物跡は大型であり, B

-1は調査区内から4間分の柱掘 りかたが検出さ

れており,柱間は桁行2.7m,梁行3.9mで ある。B

-2は桁行 6間,梁行 2間以上の建物跡で,柱間

は桁行2.7m,梁 行2.lm前 後である。両者は官衛

の中でも中枢の建物である可能性が考えられた。

嶋戸東遺跡の南東350mに は真行寺廃寺跡
9が

存在し,同廃寺跡は「武射寺」の墨書土器が出土

したことから郡寺と考えられる寺院である。郡名S=1/50,000(国 土地理院発行 )
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寺院の近隣に郡衛が存在する確率が高 く,本地域一帯は武射郡衛跡の存在する可能性が指摘されてお り,

上記の大型建物跡の検出により嶋戸東遺跡は一躍注目を集めるところとなった゛
。

官衡関連遺跡確認調査の一環として,千葉県教育委員会が平成 9年度～平成16年度 (第 1次調査～第8

次調査)にかけて千葉県文化財センターに学術調査を委託し,嶋戸東遺跡がどのような構造の遺跡である

かを確認する調査を実施したの。

嶋戸東遺跡はこれまでに前期郡庁と後期正倉域の範囲が明らかとなり,後期の館と考えられる箇所も検

出されている。後期の正倉域は真行寺廃寺跡とほぼ軸を揃えてみられ,正倉も整然と並んでいる可能性が

強く,相当計画的に郡衛が整備されていたことがわかった。

検出された遺構は掘立柱建物跡31棟,基壇跡 9基 (第 5表参照),基壇跡の可能性が認められる箇所が

1か所,柵列跡 9条,正倉を囲む大溝跡等がある (第 17図 )。

掘立柱建物跡は大型の建物跡が多く,平面積が145.8ぶ ,134.5ぷ と100ゴ を越えるものがみられ,柱間尺

は5.5尺 (1.65m)～ 13尺 (3.9m)ま でのものがあり,多 くの建物の間尺は7尺を越える。

建物群の軸は,軸が西に33.5度振れるもの (I群),西に16度～20度前後振れるもの (Ⅱ 群),真北及び

西又は東に5度前後軸が振れるもの (Ⅲ 群)の 3群におおまかに分かれる。

I群は前期郡庁の建物群が該当し,SB8。 SB9な どがある (第 18図 )。 ほかの時期の掘立柱建物跡とは重

-60-

1轟:寝

'10・

´
゛

ロ

ダミヽξlンイ

'1

ヽ ノヽ 0-ヽ r′′
1::

i轟 低地段丘面  111傾 斜面   華曇 谷底平野・谷部

第16図 嶋戸東遺跡周辺の地形 と古墳群

o            (1/25,000)          1,000m

へ
一　

●



猥継燎選■̈■■

歯樹雌　＝畑椰継寝難

量爛哺゛Ｈ一縦戦瀬¨

腱櫃図颯円十■■■一

皐ゴぎ∠

／＼

Ｌだ嗜―鞣¨

≠

≠
′

′

／

１　　　　　　　　　　　　／

襲諄＝韓一毬襲嘉

騎壽

l
＼
＼

―
―

′
／‐ ―１／

／

／

‐‐

:1i:i+
:lriii.ill:iiiitt

\ 
.:i!j 

t

1/
ノ―ヽノ

後

//
ヽキ‐ｂ

ヽ
一

´

／‐‐ゝ

００〇一ヽ１ｌＸ

/｀
一

げｔｌⅥ

0
■鸞

■̈０

―

´
⌒

＼

菱
::鼈

ゞ
・ ・
1場

籍
手
彎手

li三

=:＼

「
/El築

::::|:               
槽

li:                 
霞費



第 5表 嶋戸東遺跡掘立柱建物跡・基壇跡一覧表
規  模 主   軸 桁行長 梁行長 柱間寸法 柱 穴 平 lal積 備   考

SBl 5間 ×3間 lll柱 N-5° 一E 180m 81m後に72m 12尺′9尺 15m.後 に09m 145 8nf 3時期の変遷あ り

SB2 SB12の 一部 と判明のため欠番

SB3 lll柱 N-18°  一W 8尺 / 065m
SB4 4間以 L N-8° 一W 96m以 上 9尺 /8尺 1lm～ 12m
SB5 側柱 N-20° 前後 ―W 09m～ 1lm
SB6 基壇建物

SB7 基壇建物

SB8 2間 × 6間 総 柱 N-335°  一W 70m 42m 95尺 /7尺 71 4nf 東柱がある

SB9 4間 × (2間 ) 側 柱 N-335°  一W 108m (51m 9尺/85尺 (5508置 )

SB10 3間以 上 N-6°  一W 85m 95尺/85尺 07m～ 09m
SBll lI11柱 9尺 / 05m～06m
SB12 N-18°  一W 228m 59m 95尺/65尺 1345211i SB34を切る
SB13 6間 × 1間以上 総柱 N-21°  一W 117m 245m以 上 65尺～85尺 09m～ 1lm
SB14 基Iw建物

SB15 1間以上 N―繁 5° ―W 30m以上 10尺 /

SB16 基壇建物

SB17 基壇建物

SB18 1間 以 L N― m° 一E 2肺 以 上 65尺 / 05m
SB19 5 rHI× 2間 N-345°  一W 127m 42m 85尺 /7尺 09m 53 34ni

SB20 基 IFl建 物

SB2 側 柱 N-75° ―E 108m 60m 12尺 /10尺 l lhIIl～ 15m 64 8ni

SB22 基壇建物 カ 詳細不明

SB23 5間 ×3間 N-25° 一E 136m 60m 9尺/7尺 105m～ 12m 816ぶ

SB24 2間以 L× 1間 以 L N-0° 一 F 以 上 18m以 上 7尺 /6尺 SB27に切 られる

SB25 側 柱 N-18° 一W 108m (49m) 6尺/55尺 05m～ 08m 5292ざ

SB26 ll」 柱 N-4° 一W 27m以 上 21m以 上 9尺/7尺 065m～ 08m
SB27 4間以上 X3間 側柱 N-2° ―E 9Юm以上 585m 75尺/65尺 10m～ 12m 526511i SB24を切る

SB28 総柱 N-5° ―W lmtt L 48m以 上 85尺 /8尺 145m 2時期の可能性あり

SB29 1間 以上 II」 オ
ー
L N-17°  ―W 27m以上 9チモ/ 09m

SB30 N-5° ―E 54m 42m 6尺/7尺 05m 2268111

SB31 1間 以上 側柱 N-8° 一E 21m以上 7尺 / 075m
SB32a 基壇

j/1物 N-2° ―E SB32bと 重複

SB32b 3間 X3間以上 総柱 63mtt L 63m 7尺/7尺 1lm～ 173m SB32aと 重複

SB33 1間 × 2間 llll柱 N-3° ―W 30m 27m 5尺/9尺 8111f

SB34 N-18° 一W 81m 36m 9尺/6尺 07m～ 10m 2916耐 棟持柱がある。SB12に 切 られる

SB35 3間 ×2間 45m 36m 5尺 /6尺 055m～ 07m 16 21tf SR36に切られZ

SB36 3間 ×2間 llll柱 63m 36m 7尺 /6尺 09m～ 10m 2268ボ 2時期あ り。SB35を切 る

SB37 基壇建物

SB38 3間 ×2間 側柱 N― r― E 765m 51m 85尺/85尺 39015J
Bl N-335°  一W 142mtt L 42m 95尺 /13尺 08m～ 15m 60J以上

B2 6間 以上 N-335° 一W 162m以 上 9尺/7尺 095m～ 13m

掘立柱建物跡の方位については、南北棟は桁の方位、東西棟は梁の方位を記した。 ()は推定値。

複関係にはないが,SB9を切る溝跡がⅢ群の正倉院の区画溝であることが確認され,I群は正倉と考えら

れる建物群よりも古い時期であることが明確 となった。Ⅱ群は3間 ×8間の長大な掘立柱建物跡SB12(第

19図 )や SB34・ SB35な どあり,掘立柱建物跡の柱掘 りかたの切 り合いからⅡ群はⅢ群よりも古いことが

明らかとなっている。Ⅲ群は5間 ×3間で桁行が12尺等間,3.6mの柱間の大型の掘立柱建物跡SBl(第20

図)や SB32の後期正倉建物群など多くの建物跡がこの軸方位をとる。

建物群の変遷は I群が古 く,Ⅲ 群が新 しく,Ⅱ 群についてはⅢ群よりも古いことは確認されているが ,

I群 との新旧関係は未だ不明である。なお,それぞれの群はさらに群ごとの建物跡の重複により時期的に

は細分でき,I群及びⅡ群は各 2時期の変遷,Ⅲ 群についてはSBlが 3時期の変遷,SB27に はほぼ同軸 (真

北及び東に2度 。2.5度振れる建物)の SB23・ SB24。 SB38が重複 しており, 4時期の変遷が認められる。

軸の振れからみると合計で 8時期以上の変遷が考えられ, さらに時期は不明であるが西に8度振れる建物

群がこのほかに認められるので, 9時期以上の変遷になる可能性が高い。

これらの時期は,柱掘 りかた内からほとんど遺物が検出できないので,具体的には不明であるが,竪穴

住居跡との関係で郡衛が営まれはじめた時期については 7世紀後半と考えられる。

また,郡衛の終末の時期は溝跡等から10世紀代の遺物群が検出されるので,それ以前には収束に向かう

ものと考えられる。

各群の時期は以上のように不明確であるが,Ⅲ 群の正倉が基壇建物となる時期は,各地の郡衛遺跡の正

倉が掘立柱建物から基壇を有する礎石建物に変化する時期は8世紀後半が多いとされているので,8世紀
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第18図 嶋戸東遺跡前期郡庁域 (S=1/500)

第20図  嶋戸東遺跡SBl(S=1/200)

第19図 嶋戸東遺跡SB12・ SB34(S=1/200)
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後半に比定できるであろう。

遺跡の中央部に所在する前期郡庁の建物の軸は,左右対称を意識 した整然とした方形を呈する可能性

が濃厚である。西列の南北棟の軸はN-33.5° ―Wで,東列の南北棟建物はN-34.5° ―Wの軸と考えられ,

1° の軸の差がみられるが,東西棟の建物の梁は同軸で,ほぼ方形の郡庁であると考えられる。

前期郡庁の東西の規模は54m弱で,南北は現在確認できた範囲では39m程度であり,横に長い形状を呈

する (第 21図 A)。 全国的にもこれほど横長の郡庁はめずらしく,南北の規模については北側部分に調査

の手が及んでおらず,未だ判明していない点が多 く,再考の余地が残されるであろう。

郡庁の北限についてはB-2(第 18図)の掘立柱建物跡をどのように解釈するかによって異なる。B―

2は東西が 6間以上の規模を有 し,桁行の柱間は9.5尺 等間で,梁行は 7尺の大型の建物である。これを

「口」の字状に囲む北側の長舎としてみるか若しくは正殿又は前殿 として捉えるかで様相が全 く違うこと

となる。

この建物を正殿 として位置付けた場合,建物自体が西の長舎に寄 りすぎてお り,全体的にみて片寄った

配置となる。このような類例は管見ではみられず,理解に苦しむところであるが,こ の正殿を東西10間程

度の長大な建物とし, さらにこの建物の東側に別な建物を配置した場合,並びとしては類似した例も存在

するので,可能性がみられるようになる。この設定が可能であれば, さらに北側まで建物群又は柵列が伸

びて正殿を囲み,南北の長さは55m前後 (第 21図 B)になると予想される
D。

遺跡の南部に所在するSBlと その周辺の建物は館の可能性が濃厚となっている (第 22図 )。 SBlは 大型の

掘立柱建物跡であり,5間 ×3間 ,桁行12尺等間で18.Om,梁 行 9尺等間で8.lm,柱の太さが40cm前後の

中枢殿舎の格を有する建物であり,同一の場所に2度の建て替えがみられるなど,長期間に亘ってこの地

区の中心建物であったと考えられる。その周囲からは多くの建物跡が検出され, とくにSBlと 同様に真北

に近い軸のⅢ群はSB23。 SB24。 SB26・ SB27・ SB30・ SB33。 SB36・ SB38の 8棟がみられる。この群は

遺構の切 り合い関係から少なくとも4時期の建物が同様な場所に存在していたことが認められ,本遺跡に

とってこの区域は重要な場所であったことがわかる。

ただし,中心殿舎としての格を有するSBlと 同軸の建物にはSB30や SB36・ SB38があるが,SB30。 SB36

は 3間 ×2間で柱間は桁行 7尺等間,梁行 6尺等間の小型の建物跡である。このような雑舎的な建物と大

型建物が軸を揃えて配置されている点から考えると館の可能性が浮かび上がる。

後期正倉域は遺跡の北東部にみられ,こ れまでの調査で検出した溝跡及び平成 2年度に動山武郡市文化

財センターによって発掘調査がなされた島戸境遺跡
9の

成果から,正倉を区画する西辺の南北方向の 2条

|  |□

0               50m

第21図  前期郡庁想定図
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第22図  嶋戸東遺跡主要域掘立柱建物跡・柵列跡配置図
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の大溝については,発掘調査の成果から南北2CXlm,東西100m以上の長さを有する2条の区画溝の存在が

明らかとなった。

さらに,昭和42年の航空写真で東西方向と南北方向に 2重線のソイルマークがみられることがわかり,

溝跡の発掘図面と重ね合わせたところ,両者の位置がほぼ一致した。この航空写真によっておおよその正

倉域の範囲を想定することが可能となった。航空写真による推定では,南北方向の西辺溝は,300m前後

の長さを有するものと思われる。西辺溝の主軸方位は全体的にみると東に2度～ 3度傾いている。東辺溝

については,山林近くの畑地に南北に走るソイルマークが極めて短い部分ではあるが看取できるので, こ

の線を北に直線的に延長させると北辺溝の総延長は350m以 上に達する。また,そのソイルマークの近 く

には島戸境 1号墳が存在するが,同古墳の発掘調査で南北に走る溝跡が検出
0さ

れてお り, これについ

ても東辺溝の可能性が認められる。この溝跡の主軸はN-15° ―Wに あるので,こ れを東辺の区画溝 とす

ると東側の地域のみかなり歪な形状となる。

現段階では不明な点が多いものの,正倉域は東西350m以上,南北300m程 度の規模を有すると考えられ

る (第 17図 )。 これは単純計算で100,000ぶ 以上の規模を有することになる。郡衛遺跡で本遺跡と同様な集

中型正倉がみられる例では10,000ボ ～20,000ぷ
H)程

度が通常であり,嶋戸東遺跡の区画範囲は非常に広大

な面積である。しかしながら,本遺跡の正倉域内の地形をみると中央部まで谷部が迫っており,地形にIFE

されているため実際に建物を建てられる部分は限られたものであったのであろう。おそらく斜面部のため

面積の2/3程度は建物が建てられていなかったものと推察される。

正倉域内の建物は,現在までのところ基壇建物跡 8棟,掘立柱建物跡 1棟が検出されており, さらに分

布調査により基壇と考えられる地点が 1か所認められる。基壇跡のうち6か所で基壇下から重複 して掘立

柱建物跡の柱掘 りかたを検出しており,基本的には正倉は掘立柱建物から基壇建物に変遷 していると考え

られるが,掘立柱建物のみのものも認められる。

基壇下の掘立柱建物跡の構造は,SB32が 3間以上 ×3間の規模の総柱建物跡であり,ほかの基壇下に

ある掘立柱建物跡の構造は不明であるが,掘立柱建物跡のみ単独で検出したSB28に ついても総柱建物で

あることや,各基壇下に存在する掘立柱建物跡の柱掘 りかたの規模等がSB28。 SB32と 同規模であること

から,基壇跡下の掘立柱建物跡についても総柱建物であることはほぼ確実である。

倉庫群の配置は,部分的な調査なので不明な点が多いが,北辺部は東西棟の建物が北に方位を揃え直列

を基本とした形で規則的に並んでいると考えられる。また西辺部にも北に方位を揃えて南北棟の建物が 3

棟みられるので,全体的には基本的に北に軸を揃えて配置している状況が窺える。

以上, この正倉域を含めると武射郡衛の範囲は東西 5町,南北 4町程度の極めて広大な範囲と想定され

る。しかしながら,遺物の出土は希薄であり,出土した転用硯 9点に僅かに官衛の片鱗を垣間見ることが

できる程度である。

嶋戸東遺跡の北方1.5k皿 には久保谷遺跡
1の

が存在する (第 16図 )。 同遺跡からは旧佐倉街道と平行するよ

うに古代の道路跡及び中 。近世の道路跡が検出されている。旧佐倉街道は江戸時代の絵図面から嶋戸東遺

跡の正倉域を斜めに抜けて伸びており (第 17図 ),こ のことは明治時代の地図からも窺い知ることができ,

久保谷遺跡で検出された古代道は嶋戸東遺跡まで続き,前期郡庁域の東脇を抜け,九十九里の平野部まで

達していたと考えられる。また,嶋戸東遺跡の南方の平野部は古代には大きな沼が広がっており,川 と川

を結ぶ水上交通が発達していた可能性 も考えられる。このような観点から考えるならば,嶋戸東遺跡は郡
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衛にとって格好の立地条件をそなえていたものと推察される。

なお,武射郡内で官衛関連の遺物が出土 した遺跡 としては,成東町比良台遺跡,芝 山町谷窪 。上楽遺

跡,芝山町庄作遺跡がある。比良台遺跡
Ю)は

嶋戸東遺跡の南東1.2kmに所在 し,石帯の巡方が出土している。

谷窪・上楽遺跡
141か

らは銅製鉾帯金具の巡方 1点・鈍尾 2点,石帯の丸輌 1点等が出土し,墨書土器に

は「厨」の文字がみられる。庄作遺跡
お)か

らは須恵器高盤 2個体が出土している。
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Ⅲ 下総地域の官衛関連遺物について

1 は じめ に

遺跡を地方官衝であると認定することは限られた発掘成果からは非常に困難を伴うものである。今回の

官衛の集成では山中敏史氏の『古代官衝遺跡の研究』
1)の

中で地方官衛の判定方法を述べられている方法

の中でも遺構についての認定基準を最重要視 して分類 した。すなわち,掘立柱建物跡の規模や建物の柱間

の寸法,建物が柱筋や棟通 りを揃えて直列や並列,左右対称に配置されているかどうかを定点として分析

を行ったが,官衛遺跡として真正かどうかの判断が下せるほどの根拠を示せる面積や遺構群が確保された

遺跡が少なく,現在,千葉県内で地方官衛と確実に認定できる遺跡は数遺跡にすぎないことになった。

このような現状に鑑み,官衛を別な視点で捉えなおす必要に迫られた。すなわち,地域ごとに官衛に関

連する遺物の分布状況を官衛関連遺跡のみではなく一般の集落遺跡まで拡大して収集し,それらを面的及

び量的に捉えて行 くことにより,官衛遺跡の所在が地域ごとに明らかにならないかと考えた。官衛関連遺

物の集中する地域を明らかにすることによって,近 くにあると思われる官衛遺跡の存在を浮かび上がらせ

ることができないかと考えたのである。さらには,地方官衝研究の中で今後問題になると考えられる郡衛

の出先機関や郷衛等の末端施設の存在を探るための一助になればとの思いがあつた。

官衛関連遺物としては,古代の役人の必需品である鉾帯や円面硯がす ぐに思いつくであろう。これらの

品物は県内の研究では従来から個別に集成 。研究されてきてはいるが,分布がいかなる意味を有するのか

は大系立てて考えられているとは言い難い状況にある。

そこで,上記の遺物のほかにさらに数種類の遺物を組み合わせることによって,遺物の有する意義をさ

らに明確化させることにした。

具体的には官衛関連遺物として,円面硯及び鉾帯金具の分布,畿内産土師器や須恵器・土師器高盤など

の土器の 4種類を主体として分析することにした。また,須恵器双耳杯や耳皿の分布についても注目し,

さらに,墨書土器・刻書土器の中でも「郡」。「厨」。「曹司」等の役所に関連する文字,「守」。「介」。「校尉」

等の官職名の記載されている文字資料の分布を調査し,それらの分布を重ね合わせることにした。対象と

なる時期は7世紀第 4四半期～10世紀までとした。

なお,畿内産土師器を主たる分析の柱 としたのは,林部 均氏が畿内産土師器は官衛と深 く関わること

を述べられており', この分布状況と出土量を再確認することは,官衛遺跡を考えることに不可欠である

と認識されるからである。

また,土器の高盤を分析項目に組み込んだのは,富田和夫氏による埼玉県内の官衛的土器,須恵器盤類・

円面硯等の研究成果
°に触発されたからであり,さ らに盤類の中でも高盤を選定した理由は,平城京内 (Ⅶ

期)における官人の宴席には 2～ 3人に 1脚の高杯 (高盤)が用いられたとされ
°,高盤は古代の役人と

の結びつきが特に高い器種と考えられたからである。

そしてこれらの器種のほかに特殊遺物欄に須恵器双耳杯や耳皿を分析項目に入れた。これらの遺物を含

めたのは律令制にもとづいた儀式的な遺物の可能性が認められるからである。

また,律令官人の朝服 。制服に付属する腰帯を飾る飾 り具である鉾のみではなく,今回の分析では鉄鉾

も調査の対象とした。奈良 。平安時代の鉾は軍防令の規定
9に よって,私家で所有することが禁 じられて

おり,基本的に官の管理下にあったものと認識されるので,官衛関連遺物に合めた。
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2 官衛 関連 遺 物 の種 類 別様相

第23図 は下総国内の郡域を示した中に官衛関連遺物出土遺跡を種類別に入れた図である。下総国の国・

郡境については,『千葉県の歴史 通史編古代 2』
°・『千葉県地名変遷総覧』

η
等を参考として作成した。

今回は,円面硯,畿内産土師器,高盤,鎗帯金具の 4点の遺物を機軸とした分布図を作成した。これらの

遺物については後述するように官街関連遺物の中でも重要な要素を占める遺物であること, さらにはある

程度の数量が確保されていて分布の粗密が明らかにできることから,4種類の遺物の分布が明瞭に判断で

きる図を作成したものである。

円面硯の出土した遺跡は青色の●で表示し,畿内産土師器の出土した遺跡は緑色の●で表し,両者が複

合する遺跡については赤色で表した。高盤は黒色の■,鉾帯金具は黒色の▲で表し,両者の複合 した遺跡

は黒色の★印で表した。そのほかの関連遺物は●で示した。なお,高盤 。鎗帯金具を検出した遺跡で円面

硯 と畿内産土師器が出土している場合は,■ 。▲・★印のほかに上記の青色 。緑色 。赤色で,円面硯,畿

内産土師器,円面硯及び畿内産土師器の複合遺跡を表した。

図中の遺跡番号は官衝関連遺物出土遺跡一覧表 (第 6表)と 対応 しているので参照されたい。

円面硯

円面硯は30遺跡から検出され,51個体の遺物がみられる。 7世紀代まで遡ると考えられる円面硯はみら

れず,8世紀～ 9世紀の遺物である。下総地域は隣国である武蔵・常陸 。上野・下野地域と比較すると,

面積の割には円面硯の出土は少ないものとなってお り,個体数ではそれぞれの地域の1/2～ 1/5程度の数量

°である。

また,上総・安房地域を含めた房総地域における円面硯の出土は低調である。この要因としては官衛跡

からまとまった数量があまり検出されていないことが第 1に挙げられるが,須恵器窯跡からの検出が極端

に少ないことも要因として挙げられる。ちなみに下総地域での須恵器窯跡からの出土は茨城県三和町浜ノ

台窯跡 (第23図遺跡No 4)と 千葉市宇津志野窯跡 (NQ78)の 2遺跡 2個体のみであり,大部分が消費地か

らの出土である。円面硯の分布は後述する鉾帯の分布が遺跡数及び数量
9と

もに全国でも有数の規模を誇

るのとは好対照である。

分布状況をみると下総国府推定地の国府台遺跡 (No39)と その周辺の 2遺跡 (M40。 41)か ら7個体 ,

埴生郡衛跡と考えられる大畑 I遺跡 (No138)及 びその周辺の 2遺跡 (No136・ 137)か ら9個体が検出され,

相馬郡衛跡である日秀西遺跡 (NQ24)及びその周辺 (M25)か らも2個体が検出されており,官衛跡及び

その周辺の遺跡に多く分布することがわかる。また,官衛推定地からの出土も多 く,千葉郡では郡名寺院

と目される千葉寺付近の大北遺跡 (NQ62)と その周辺 (M61),結城郡では結城廃寺跡周辺の下 り松遺跡 (M

2)・ 峯崎遺跡 (NQ 3),岡 田郡では岡田郡衛推定地の国生本屋敷遺跡周辺の皆葉遺跡 (No 8)に 認められ

る。一方,伽藍を有する寺院跡からの出土は下総国分僧寺のみであり,意外に大規模寺院跡からの出土が

少ない。上記の官衛及び周辺域からの出土だけでも25個体を数える。

円面硯の大部分 (第 24・ 25図 )は圏足円面硯と考えられる。円面硯の大きさは,国府台遺跡 (ヽ39)と

岡田郡の小貝川川底遺跡 (No 6)出 土遺物が群を抜いて大型である。国府台遺跡は国府推定地に比定され

てお り,出土した硯は国衛官人が使用したものと考えて良いであろう。小貝川川底遺跡からは円面硯が 3

個体検出されている。川床からの遺物であり,その由来が注目されるが,同遺跡からは須恵器双耳杯 4個

体,高盤の脚部が出土しており,円面硯以外の官衛関連遺物が出土していることから類推 して,何 らかの
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円面硯

番号 遺 跡 名 番号 遺 跡 名 番号 遺 跡 名
1 国府台遺跡 鳴神山遺跡 陣屋遺跡

小貝川川底遺跡 囲護台遺跡群 30・ 38 峯崎遺跡

大北遺跡 下り松遺跡 下粟野方台遺跡

下総国分僧寺 江原台遺跡 有吉遺跡

宮崎第 1遺跡 チア ミ遺跡 高岡大山遺跡
6～ 8・ 36・ 37 向台遺跡 羽黒遺跡 印内台遺跡

人畑 I遺跡 浜 ノ台窯跡 小測 山下北遺跡

10・ 19・ 29・ 43 須和田遺跡 龍角寺五斗蒔瓦窯跡 44・ 45 皆葉遺跡

平台遺跡 吉見台遺跡 B地点 仁井宿東遺跡
日秀西遺跡 26・ 27・ 39-42 大袋小谷津遺跡 宇津志野窯跡

風字硯

番号 遺 跡 名

1 鷲谷津遺跡

有吉遺跡

鳴神山遺跡

4 高岡大山遺跡

5 青山富 ノ木遺跡

向台遺跡
久野下谷津遺跡

白幡前遺跡
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官衛関連の儀礼に伴う遺物と認識することも可能である。

風字硯については, 8遺跡から9個体が検出されており,円面硯と比較 しても僅かな数量となっている

(第 26図 )。 出土遺跡は千葉郡の鷲谷津遺跡 (M59)。 有吉遺跡 (M70),印 格郡の鳴神山遺跡 (NQ83)。 白

幡前遺跡 (M89)。 高岡大山遺跡 (ヽ99),埴生郡の久能下谷津遺跡 (No134)・ 向台遺跡 (No136),香 取郡

の青山富ノ木遺跡 (ヽ151)であり,高岡大山遺跡では2個体の風字硯が検出されている。

風字硯出土遺跡のうち,明確に官衛 と認識される遺跡は埴生郡衛関連遺跡である向台遺跡のみであり,

積極的には官衛に伴う遺物ということはできない。どちらかと言うとその地域の拠点的な集落跡からの出

土が多いが,風字硯が検出された遺跡のうち円面硯 と風字硯の両者が存在する遺跡は4遺跡 (NQ70。 83・

99。 136)が認められること,後述する「厨」の墨書土器が 3遺跡 (M89。 99。 136)で出土していること

を考えるならば,律令官人と全く無関係とは言えないであろう。今後の出土の推移を見守って行きたい遺

物である。

畿内産土師器

畿内産土師器は飛鳥Ⅳ～平城Ⅶまでのものを集成した。畿内産土師器は関東地域でも千葉県からの出土

が多く, とくに下総地域の出土量は極めて多い。27遺跡から出土しており,千葉郡の大北遺跡のように多

くの器種がもたらされている遺跡 (第27図 2～ 25)も みられる。畿内産土師器の出土は平城 Iが主体を占

めている。

相馬郡からは相馬郡衛跡である日秀西遺跡 (M24)と 同郡衛跡の関連遺跡である野守遺跡 (M23)か ら

の出土である。野守遺跡からは杯と高台付杯 (杯 B)。 高盤が検出され,日 秀西遺跡からは高台付杯が出

土している。

葛飾郡は国府台遺跡 (No39)か ら杯が検出され,印内台遺跡 (M47)で蓋が出土している。

千葉郡では 7遺跡 (M54・ 55。 59・ 60。 62・ 63・ 68)か ら出土し,大北遺跡 (No62)か らは杯71個体 ,

高台付杯 2個体,盤25個体,蓋 13個体,高盤17個体が検出されている。

この大北遺跡の性格については官衛や駅家を補完する施設の可能性や豪族居宅の可能性も指摘されてい

る。萩原恭一氏は豪族の居宅としての可能性も指摘 しているが,7世紀末の律令体制整備段階において掘

立柱建物跡が出現しはじめることから,単なる居宅ではなく,同時に,公的施設の補完的機能をも果たし

ていたと考えているЮ)。

そして,畿内産土師器が大量に出土することについては,『時範記』の承徳三年

二月十四日・十五日条の国司下向の際の国越えの例を参考として挙げ,下総国に下向する新任国司が国境

の村田川を渡る際に,国越えの儀礼を行い,下総国に入ってから最初の饗餞を,河曲駅家で行ったのでは

なく,大北遺跡でとり行った可能性を示唆している。大北遺跡は,河曲駅家を補完する施設の可能性があ

ると推論している。

また,山路直充氏は大北遺跡を郡衛の一部とし,上総から香取海に向かう当初の駅路はやや遠回りにな

る河曲駅を経由せずに,大北遺跡の付近で分岐していた可能性を提示している
11)。

なお,大北遺跡から南東2.7kmに所在する種ヶ谷津遺跡 (No68)か らは奈良時代の土器集積遺構が検出

されているが,こ の遺跡からは多量の上師器・須恵器とともに奈良三彩等の施釉陶器や特殊遺物が出土し,

この地周辺で何らかの祭祀行為が行われたと考えられている。奈良三彩 。二彩陶器は小壺 7個,蓋 3個を

数え,鉄製儀鏡 2面,銅製儀鏡 1面,銅製垂飾 1個体,銅製鈴 1個体,畿内産と考えられる高盤及び盤各

1個体等が検出され,千葉県内では最も多彩陶器が多く出土している遺跡である。これらの祭祀具は上記
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の国越えに伴うものの可能性も認められ,興味深い。いずれにしても大北遺跡は交通の要衝にある遺跡と

考えられる。

印格郡では 7遺跡 (M80・ 81・ 101・ 118。 119。 123・ 125)か ら検出されている。分布は台方下平 Ⅱ遺

跡 (ヽ119)を 中心とした分布であ り,同遺跡からは杯 2個体,盤 1個体,高盤 1個体やハケロが施され

た畿内系の甕が検出され,台方下平 I遺跡 (ヽ 118)か らも同様な発が出土している。木下別所廃寺跡 (No

80)か らは高盤と杯が各 1個体検出されている。

埴生郡は 5遺跡から (ヽ128・ 129。 136。 138。 149)検 出されてお り,分布は埴生郡衛跡と考えられる

大畑 I遺跡 (ヽ138)と 囲護台遺跡群 (ヽ128)の 2か所に大きく分かれる。大畑 I遺跡に隣接 して所在す

る向台遺跡 (ヽ136)か らは杯 3個体 。高台付杯 1個体・蓋 2個体 。高盤 1個体 (第 14図及び巻頭図版 2)

等が検出され,囲護台遺跡群からも杯 5個体・皿 3個体・鉢 3個体が出土し,埴生郡からは比較的多 くの

畿内産土師器が出土している。

通瑳郡は 3遺跡 (ヽ 160。 169。 173)か ら検出されてお り,郡域の西半分に分布する。器種は杯を主体

とする。海上郡は地々免遺跡 (ヽ 176)か ら盤 1個体が検出されている。

鎗帯金具

鉾帯の飾 り金具である巡方 。丸輌及び締め金具部分の餃具,帯先端に付 く鈍尾は102遺跡から262点が検

出されている。この数値は裏金部分のみの出土も含んだ数字であり,餃具と鈍尾は馬具等にも使用されて

お り,集成の中にはいくらか馬具の類も含まれている可能性があるので,実際は多少割 り引いて考える必

要もある。なお,古墳時代と考えられる鉾帯金具についてはできるだけ除き,奈良・平安時代のものを採

るようにした。また,馬具等の金具と考えられる毛彫 り文様があるものについても除外 した。

鉾帯金具の中で餃具・鈍尾の両者若しくは片方のみの遺跡数は25遺跡であり,人が使用した鉾帯と認識

できる巡方・丸輌が出土した遺跡は77遺跡に達している。石製の巡方・丸輌が検出された遺跡は22遺跡で

ある。

鉾帯金具は餃具・巡方・丸輌・鈍尾が揃って検出された例は少なく,同一遺構内からは大部分が単独若

しくは2～ 3個程度の検出例である。葛飾郡の小野遺跡 (ヽ32)の 出土例 (第28図 )は例外的であり, 1

条分の腰帯具と丸輛,巡方各 1点が竪穴住居跡内から一括 して検出されている。この竪穴住居跡からは鉄

ゴ国国国⑮ 国□
―

卿 中 卿 イコ 卿 ¨
2        3        4         5         6         7

1 餃具

2～ 4・ 6・ 8～ 15 巡方

5 九輌の表金具

16 丸輛の裏金具

7 鈍尾圏吻嘔賽晟哩□―

延
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第28図  小野遺跡出土鉾帯金具

15[匡
Z〕

-75-



製鎌や熔鉄・紡錘車,鉗が出土してお り,金属工房であった可能性が指摘されている。

鉾帯金具の大半は竪穴住居跡から検出されているが,こ の検出状況は下総地域に限った状況ではなく,

関東地域でも同様である。鉾帯金具が竪穴住居跡から断片的に検出されることについての解釈は諸説があ

る。

分布は,葛飾郡は国府周辺域,相馬郡は相馬郡衛跡の日秀西遺跡 (NQ24)周辺,千葉郡は南部で多 くみ

られ,印藩郡と埴生郡はそれぞれの郡中心域に多 く分布 し,通瑳郡は郡の西南部に多くみられる。援島郡

は郡の北西部に,香取郡は郡の東部に分布がみられ,海上郡は郡の北西部に分布がみられるものの,出土

例が少なく,傾向は押さえられない。結城郡と岡部郡については現在までのところ,鉾帯金具の分布はみ

られない。

高盤

下総地域で高盤若しくは高杯が出土した遺跡は83遺跡,204個体の遺物が検出されている。 8世紀代の

遺物が多数を占め,内田端山越窯跡 (NQl15)出 土の 1個体以外は消費地からの出土である。

葛飾郡では13遺跡 (遺跡No28。 31・ 32・ 34・ 36・ 37・ 39～ 43・ 47・ 48)か ら合計で77個体の高盤が出土

してお り,下総地域内における出土個体数の38%弱が一郡で検出されていることになる。国府推定地であ

る国府台遺跡 (No39)に 多 くみられ,40個体を数え (第29図 ),と くに下総総社跡地点では29個体の高盤・

高杯が検出されてお り,注目される。高盤は極めて官衛的色彩の強い土器であることがわかる②
。

結城郡からは油内遺跡 (No l)・ 下 り松遺跡 (M2)。 峯崎遺跡 (ヽ 3)か ら合計で 7個体の須恵器高盤

が出土し,郡の北部に分布する。岡田郡では小貝川川底遺跡 (NQ 6)。 国生本屋敷遺跡 (No 9),援島郡で

は本田山A遺跡 (NQll)。 北新田A遺跡 (NQ12)。 羽黒遺跡 (NQ13)でみられ,郡の北西部にまとまる。

相馬郡では花前 Ⅱ遺跡 (NQ14)。 南台遺跡 (No17)。 大井大畑遺跡 (NQ18)。 高根遺跡 (No20)。 新木東台

遺跡 (M21)。 北久保作遺跡 (M22)。 野守遺跡 (M23)。 布佐 。余間戸遺跡 (M27)の 8遺跡から9個体

が検出されており,相馬郡衛跡である日秀西遺跡周辺と郡の西部に分布する。

千葉郡内は 6遺跡 (NQ57・ 60・ 62・ 68・ 77・ 79)か ら28個体が検出されているが,大北遺跡 (M62)か

らは畿内産土師器の高盤が破片を含めると17個体が出土している。大北遺跡は前述のように駅家に関連す

る何 らかの施設の可能性が指摘されている遺跡であり,遺跡内には多量の畿内産土師器がもたらされてお

り,役人が饗宴を行った場であると考えられている。

印格郡からは23遺 跡 (NQ80。 82・ 83・ 86～ 89。 91・ 93・ 94・ 96。 99。 102・ 105。 109。 113・ 115。 119・

120。 122～ 125)か ら38個体の高盤が検出されており,郡 ごとの遺跡数では最も多い。ただし,高盤の個

体数は鳴神山遺跡 (M83)の 5個体が最も多く,大半の遺跡の出土数量は 1個体である。高盤出土遺跡が

集中する地点は,千葉郡の北西部に近接する井戸向遺跡 (No88)周 辺と埴生郡に近接する大袋小谷津遺跡

(ヽ120),そ して印烙沼の南方に所在する高岡大山遺跡 (No99)周辺の 3地点に分かれる。

埴生郡は12遺跡 (No126・ 128・ 130。 131・ 133・ 136。 138。 141・ 143・ 145。 147・ 148)か ら17個体が検

出されている。分布は埴生郡衛跡の大畑 I遺跡 (ヽ138)周 辺と囲護台遺跡群 (ヽ128)に 分かれる。

香取郡では3遺跡 (No150・ 154・ 158)の 4個体のみである。なお,妙見堂遺跡 (No158)の 遺物は10世

紀代の新 しい遺物である。通瑳郡は8遺跡 (ヽ 162・ 165～ 171)か ら15個体が出土している。大半の遺跡

では高盤の出土は 1個体であるが,柳台遺跡 (ヽ168)か らは 6個体が検出されており,分布も同遺跡の

周辺に多くみられる。
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海上郡からは 2遺跡 (ヽ 176・ 177)で 2個体が出土し,郡の北西

部にみられる。

双耳杯

双耳杯は杯の両側に把状の耳が付いた遺物であ り (第 30図 ),東

北地域においては,官衛遺跡や仏教関連遺跡からの出土が多いこと

が指摘されている
膊)。

分布は,結城・葛飾 。岡田・海上・埴生郡でみられ, 9遺跡から

18個体が出土している。ほとんどの遺物は須恵器である。茨城県三

和町浜ノ台窯 (No 4)では須恵器双耳杯が生産されており,分布も

同遺跡の所在する結城郡や隣接する岡田郡に多い。結城郡では浜ノ
S‐1/4 

台窯跡のほかに下 り松遺跡 (No 2)と 峯崎遺跡 (ヽ 3)か ら出土し
第30図 小貝川川底遺跡出土双耳杯

 てぃる。

葛飾郡では国府台遺跡 (R39)か ら出土し,岡 田郡では小貝川川底遺跡 (NQ 6)か ら4個体,一本木遺跡 (M

7)と 大生郷遺跡 (ヽ 10)か らそれぞれ 1個体が出土しており,埴生郡からは新山 I遺跡 (ヽ131),海上

郡では境原遺跡 (ヽ175)か らそれぞれ 1個体が検出されている。

耳皿

耳皿は相対する口縁部を内側若しくは上方へ折 り曲げた形状の小皿である。現代でもこの形状の器は多

くの神社で使用されてお り,名称は箸台と呼ばれていることが多 く,神餞に用いられることが多い。

耳皿の全国的研究としては,伊藤正人氏が2000年 にまとめられており
D,その中で平安時代においては

律令国家支配体制下の官衛及び拠点的集落からの出土が多いことを述べている。なお,千葉県内では 2個

体の土師器耳皿が集成され,分布状況は東北地域と類似していると考えられているが,今回の集成により,

緑釉陶器や灰釉陶器の耳皿の存在が明らかとなったので,おおよそ関東の諸地域の分布状況と整合するよ

うに思われる。

耳皿は12遺跡から14個体が検出されてお り,材質には緑釉陶器・灰釉陶器 。須恵器・土師器がみられ,

9世紀前半～10世紀のものが認められる (第 31図 )。 耳皿の分布は出土総数自体が少ないため,郡 ごとの

集中は捉えられない。

結城郡の峯崎遺跡 (ヽ 3)か らは土師器耳皿が 1個体,援島郡の北新田A遺跡 (No12)では須恵器耳皿

1個体,相馬郡の花前Ⅱ遺跡 (No14)。 法華坊遺跡 (ヽ16)か らは各 1個体の土師器耳皿が検出されている。

葛飾郡では下総国分遺跡 (No37)か ら灰釉陶器耳皿 1個体,国府台遺跡 (NQ39)で土師器耳皿が 2個体

検出されている。千葉郡では大北遺跡 (NQ62)で緑釉陶器耳皿 1個体,大森第 1遺跡 (NQ64)で土師器耳

皿 1個体が検出されている。

印謄郡では白幡前遺跡 (M89)で灰釉陶器耳皿 1個体,高岡大山遺跡 (ヽ99)で土師器耳皿 1個体,岩

富漆谷津遺跡 (Nol14)か ら灰釉陶器耳皿 1個体が検出され,香取郡では津宮遺跡群 (ヽ155)か ら土師器

耳皿 2個体が出土している。これらの耳皿は高台が付いたものが多い。

鉄鉾

鉄鉾は千葉郡の大森第 2遺跡 (NQ65)出 土の 1例のみである。時期は8世紀後半と考えられる。竪穴住

居跡から検出されている。
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番号 遺跡名 番 号 遺跡名 番 号 遺跡名 番 号 遺跡名
1 大北遺跡 4 岩富漆谷津遺跡 7 法幸坊遺跡 高岡大山遺跡

下総国分僧寺 5 北新田A遺跡 8 大森第 1遺跡 12・ 13 津宮遺跡群
白幡前遺跡 6 花前Ⅱ遺跡 国府台遺跡 峰崎遺跡

第31図  耳皿

3 墨書 土 器 等 の文 字 資料 の様 相

官衛を表す墨書土器

「騨」。「衛」。「麻」

駅家を表したと考えられる墨書土器が 2遺跡から検出されている。千葉郡の観音塚遺跡 (NQ60)で は「子

澤□」,大袋小谷津遺跡 (No120)か らは「騨」の可能性がある墨書土器と「門殿」という墨書土器が出土

している。

「衝」と「麻」はいずれも役所・官庁を表すことばである。「衛」は葛飾郡の下総国分尼寺跡 (No38)と

東中山台遺跡群 (M48)か ら出土し,東中山台遺跡群からは「□蔵」の墨書土器と須恵器高盤が検出され

ている。「鷹」の墨書土器は,葛飾郡の下総国分尼寺跡と通瑳郡の平木遺跡 (No174)か ら出土し,平木遺

跡では「郡厨」。「玉長」。「□厨」の墨書土器が検出されている。なお,「玉長」は運瑳郡の工作郷の郷長

を示すと考えられている。このほかにヘラ書きで「軍」の文字が葛飾郡の曽谷貝塚 (M42)か ら検出され

ている。
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また,須和田遺跡 (NQ40)か らは「右京」,下総国分僧寺 (NQ41)か らは「□京」の墨書土器が出土している。

国府の範囲が京として認識され,「右京」。「左京」に別れていた可能性が読みとれる,注 目される資料で

ある。

官衛の諸施設を表す墨書土器

「厨」。「館」。「曹司」

郡街等の官衛の中にみられる厨家は調理場としての実務を中心とする施設である。「厨」の墨書土器が

出土した遺跡はどのような場であったのであろうか。

厨の墨書土器が出土した遺跡は20遺跡で個体数は23個体に達し,官衛の施設を表す文字としては最も出

土遺跡数が多い。 8世紀後半～ 9世紀中葉までの土器にみられ,器種には高盤 。高台付皿・杯 (第 32図 )

がある。杯が最も多 く出土しており,杯の底部外面に墨書されているものが大半を占める。

援島郡内は北新田A遺跡 (No12)か ら出土し,同遺跡からは高盤 2個体と耳皿 1個体が検出されている。

葛飾郡内では坂花遺跡 (NQ34)と 下総国分僧寺 (No41)か ら「国厨」の墨書土器が出土し,注 目される。

坂花遺跡の出土例は火葬墓の甕の蓋として使用されていたものであり,高盤の脚台部外面に逆位の状態で

墨書がみられる。下総国分僧寺出土の「厨」墨書は高台付皿の内面に書かれており,両遺跡の墨書土器の

墨書記載位置はほかの地域のものと異なった様相にある。

千葉郡内からは高沢遺跡 (NQ71)。 椎名崎遺跡 (M73)。 芳賀輪遺跡 (NQ79)か ら出土し,椎名崎遺跡か

らは「布厨」の墨書土器が検出されている。

印謄郡内からは5遺跡で出土し,自幡前遺跡 (No89)。 高岡大山遺跡 (ヽ99)。 腰巻遺跡 (Nol12)・ 油作

第 2遺跡 (ヽ117)。 台方下平Ⅱ遺跡 (ヽ119)か ら出土し,高岡大山遺跡からは「曹」。「F5守」,油作第 2

遺跡では「曹司」などの墨書土器が出土している。

通瑳郡内では平木遺跡 (NQ174)。 侭田遺跡NQ l・ 2遺跡 (NQ159)・ 妙名遺跡 (No167)か ら出土してお り,

平木遺跡からは「郡厨」。「麻」,侭田遺跡No l・ 2遺跡からは通瑳郡の厨を示すと考えられる「匝厨」の

墨書土器が出土している。埴生郡では向台遺跡 (NQ136)。 大畑 I遺跡 (NQ138)。 囲護台遺跡群 (NQ128)。

山口遺跡 (No126)か ら出土し,大畑 I遺跡は埴生郡衛推定地である。

海上 。香取・援島郡内からは各 1遺跡から出土し,香取郡の長部山遺跡 (ヽ156)では「官」の墨書土

器が出土している。

文献にみえる「館」は,国衛・郡衛等に付属する宿泊や食事を提供する施設である。下総地域からの出

土は須和田遺跡 (No40)の「博士館」のみである。須和田遺跡は国府台遺跡の東に所在し,国府に置かれ

た国学に勤務する国博士 (定員 1名 )の宿泊施設が付近に存在する可能性も考えられる遺跡である。

曹司とは行政実務や役所機能の維持・運営に関わる業務を分掌する機関及びそれに伴う施設群である。

「曹司」若しくは「曹」の墨書土器が検出された遺跡は,印施郡の高岡大山遺跡 (NQ99)。 油作第 2遺跡 (NQ

l17),香取郡の名木廃寺跡 (ヽ152),海上郡の古屋敷遺跡 (NQ178)の 4遺跡で認められる。

高岡大山遺跡からは円面硯 。風字硯・高盤 。鉾帯金具・耳皿が検出され,墨書土器は「曹」のほかに上

記の文字が認められる。油作第 2遺跡からは「厨」の墨書土器,古屋敷遺跡からは鉾帯金具と郷名と考え

られる「山幡」。「千俣」の墨書土器が出土している。

律令官人を表す墨書土器

「守」。「介」。「校尉」
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第32図 「厨」の墨書土器

1

番号 遺跡名 番号 遺跡名
1 坂花遺跡 腰巻遺跡
2 下総国分僧寺 高岡大山遺跡

3・ 4・ 10 平木遺跡 妙名遺跡
椎名崎遺跡 北新田A遺跡
大畑 I遺跡 山口遺跡 (公津原Loc.20)

長部山遺跡 岩井安町遺跡
111番 llTi艶 力ぶ 侭出遺跡Nol・ 2地点
台方下平Ⅱ遺跡 油作第 2遺跡
囲護台遺跡群 高沢遺跡
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守 。介は国の四等官の最上官と次官を表した文字と認識され,「校尉」は諸国に設けられた軍団の兵200

人を統率する指揮官の名称である。「守」の墨書土器は通瑳郡の柳台遺跡 (ヽ168)か ら検出され, さらに

「千校尉」の墨書土器が検出されており,6個体の高盤や鉾帯金具が出土している。「介」は相馬郡の野守

遺跡 (M23)か ら検出されている。野守遺跡は相馬郡衛跡である日秀西遺跡 (M24)に 隣接 しており,一

連の遺跡と考えられる。

このほかに埴生郡の南囲護台遺跡 (第 1地点)(ヽ 130)か ら「使生」という墨書土器が検出されている

が, これは国の四等官の下官である史生の可能性が指摘されている。

墨書土器はこれ以外にも「官」。「公人」等の官衛に結びつ くものが存在する。なお,「丁」の文字が記

載された墨書土器も数遺跡でみられたが,こ れのみ単独で出土した遺跡については今回の集成から除外し

た。

4 官衛 関連遺物 出土遺跡の複合分布状況の有す る意義

1.主要遺物の性格

以上,郡ごとにそれぞれの遺物の分布を概観したが, これらの遺物を総合してみると何がわかるであろ

うか。

まず,全体の分布であるが,第 23図 と第33図 の千葉県史記載の駅路推定図
H)と を比較していただきた

い (以下,駅路の推定地については註11の文献による)。 官衛関連遺物出土の多くの遺跡が古代道路の推

定路に沿って分布しているように見受けられる。とくに畿内産土師器は従来から古代の街道沿いに多く分

布する
19と

されているが,今回の分析もそれを裏付ける結果であり,千葉郡と印格郡の畿内産土師器の

あり方はほぼ駅推定路に沿ったものとなっている。

また,円面硯の分布についても同様に古代の道路に沿った形の地域が多い。円面硯の出土した遺跡は,

上記の個別分布でも述べたように国府周辺域,郡衛遺跡に多く存在し,円面硯は優れて官衛に結びつく性

格であることは明白であろう。円面硯が出土した30遺跡のうち,21遺跡で何らかの文中で扱った官衛関連

遺物が共伴していることからも, このことは補強されるであろう。

円面硯と畿内産土師器の両者が出土している遺跡は7遺跡であり,葛飾郡内の国府台遺跡及び印内台遺

跡,千葉郡内の大北遺跡 (官衛関連遺

跡),相馬郡内の日秀西遺跡 (相 馬郡

衛跡),埴生郡内の向台遺跡及び大畑

I遺跡 (埴生郡衛跡),囲護台遺跡群

である。 7遺跡中 5遺跡は国府跡・郡

衛跡,駅家関連遺跡の可能性が指摘さ

れており,両者が同一遺跡内から検出

された場合,付近に官衛遺跡の存在を

想定する必要に迫られるであろう。

以上.円面硯 と畿内産土師器は交通

の要衝若しくは官衛からの検出例が非

常に多く,官衝関連の遺物の中でも重
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要な遺物として認識される。

高盤については,下総国府跡と目される国府台遺跡から多量の高盤が検出されていることや官衛関連の

遺跡から多く出土していることから,積極的に官衝関連遺物として評価できる。高盤を出土した83遺跡の

うち,ほかの文中に示した官衝関連遺物がみられない遺跡は24遺跡であり,官人等と密接に結びついてい

る遺物と考えられる。

鉾帯金具は,集落内から多く出土している。これをどのように評価すべきなのか判断に迷うところであ

る。鉾帯金具が検出された102遺跡のうち,53遺跡からはほかに官衛関連遺物が検出されていない状況に

ある。半数以上の遺跡から遺物がこれ以外に検出されていないことは,鉾帯金具の性格が必ずしも官衛に

直結するものではないということを示している可能性もある。鉾帯金具は竪穴住居跡から多く出土するこ

とから,金具自体を竪穴住居の構築の際の地鎮・鎮壇等の祭祀に使用されたとの見解も存在し,鉾帯金具

の出土地点を探っても官衛関連遺物とは離れた動きとなるという指摘もなされよう。

しかしながら,分布状況を巨視的に概観した場合,鉾帯金具も古代における主要交通路上に位置してい

るものが多く,官衛関連遺跡からの出土も認められ,分布も集中する地点が多い (第 34図 )。 祭祀具的な

用途が最終的な鉾帯金具の使用法であるとするならば,分布も下総地域に普遍的にみられるのではなかろ

うか。さらには,分布している金具のすべてを祭祀具若しくは何らかの記念の分配品とみなすことはでき

ないだろう。ここでは,鉾帯金具を本来の使用目的に応じた用いられ方,すなわち正式な儀式等に身に付

けるものであることに重点を置き,それらを身に付けたであろう人々がいた地域の表れとして分布を捉え

ることにしたい。

双耳杯については,官衛と考えられる遺跡からの出土が国府台遺跡のみであり,必ずしも官衛に伴うと

は言えない。しかしながら, 9遺跡のうち双耳杯と円面硯の両者が検出されている遺跡が 5遺跡みられる

ことや,大部分の遺跡が官衝関連遺物の出土が桐密な地域の中にあることを勘案するならば,官衛関連遺

物に含めることが可能な遺物と判断される。

耳皿は12遺跡の出土遺跡のうち,官衛関連遺跡からの出土は国府台遺跡 。大北遺跡の2か所である。9

遺跡からほかの官衛関連遺物が検出されており,分布もそれぞれの地域の遺物集中地域からの出土が多い。

官衛及び拠点的な集落から出土する状況にあることがわかる。時期的には双耳杯よりも基本的に新しい遺

物であり,双耳杯に代わる何らかの儀式に利用されていた遺物として評価しておきたい。

下総地域の「厨」の墨書土器の出土遺跡は,全体的には官衛そのものの遺跡よりもその周囲の拠点的な

集落遺跡からの出土が多いように見受けられる。このように集落跡からの出土が多い要因について山中敏

史氏は,郡衛や郡行の出先機関以外の場所で郡衛の厨が供給活動を行っていた際のものも含まれるとして

いる1°
。

なお,印格郡及び埴生郡か らは合計で 9遺跡か ら出土 し,官衛関連遺物出土遺跡が集中する箇所に多 く

分布 している。

「厨」の墨書土器は20遺跡で検出されているが,高盤の分布と重ね合わせた場合,20遺跡のうち11遺跡

から高盤が出土している。半数以上の遺跡から饗宴・儀式に使用されたと考えられる高盤が出土する状況

は,その遺跡自体が官衛ではないにしても近くの官衛から物資の供給がなされた可能性を示唆している。

以上,円面硯 。畿内産土師器・高盤,墨書土器の「厨」等は官衛関連遺物として積極的に評価できるも

のであり,双耳杯・耳皿 。鉾帯金具の分布は従的な遺物として認められるであろう。
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凡 例

初期寺院

延喜式内社 (論社を除く)

結城郡 結城廃寺跡 健田神社 高椅神社
岡田郡 桑原神社
相馬郡 較媚神社
葛飾郡 真間廃寺跡 意富比神社
千葉郡 千葉寺 蘇賀比畔神社
印烙郡 長熊廃寺跡 木下別所廃寺跡

麻賀田神社
埴生郡 龍角寺
香取郡 名木廃寺跡 龍正院 香取神宮
運瑳郡 八日市場大寺廃寺跡 老尾神社
海上郡 木内廃寺跡

第35図  官衛関連遺物出土遺跡集中範囲

2.核 となる地域の抽出

さて,上記の概念 (円面硯・畿内産土師器・高盤を重要視する。)に沿って遺物分布を郡ごとにみると,

各地域で官衛関連遺物出土遺跡の分布にまとまりがあることがわかる。第35図 はこのまとまりの範囲を

括ったものであり,その中に初期寺院 (8世紀前半までに創建された可能性の高い寺院)の分布と延喜式

内社
1の

(論社を除く)の位置を入れたものである。

以下,郡 ごとに核となる地域を挙げる。

結城郡 郡北部に円面硯を中心とした分布がみられる。結城廃寺跡よりも北部の地域にみられ,延喜式内

社の高椅神社及健田神社よりも南部の地域にみられることになる。

岡田郡 郡北東部に円面硯を中心とした分布がみられる。円の下端にある国生本屋敷遺跡は岡田郡衛跡推

定地となっている遺跡であるが,遺物分布状況からみて,郡の中心はこの遺跡とその周辺にあるこ

とを予見させる。国生本屋敷遺跡の付近には延喜式内社の桑原神社が所在する。

援島郡 郡北西部に出土遺跡がみられるが,遺跡数が僅かなため,不明な点が多い。

葛飾郡 郡南部の国府推定地である国府台遺跡を中心とする凋密な分布が認められる。国府台遺跡の南東

に真間廃寺跡がみられ,国分僧寺,国分尼寺跡も分布範囲内に所在する。

相馬郡 郡南東部の相馬郡衛跡の日秀西遺跡 (No24)を 中心とした分布が認められ,分布は凋密である。

香取郡 ° ■:」

ti° O.
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郡域の南西部にも分布がややまとまる箇所があるが,こ れについては古代駅路の茜津駅推定地 (柏

市北柏・根戸 。我孫子市船戸付近)と 近接 した分布となっている。

千葉郡 郡南部の大北遺跡を中心とした分布を示しており,畿内産土師器が出土する遺跡が多い。大北遺

跡の北西には初期寺院である千葉寺が存在 し,従前からこの周辺に郡衛の存在することが考えられ

ている。また,延喜式内社の蘇我比畔神社が近くに存在する。千葉郡内には浮嶋駅 。河曲駅が存在

するが,浮嶋駅は習志野市津田沼・鷺沼付近と千葉市花見川区幕張町付近が推定地とされ,河曲駅

は千葉市中央区の寒川付近が推定地と考えられている。

観音塚遺跡 (M60)は 大北遺跡の西北600mの 位置にあ り,大北遺跡 との関連 も考えられる遺

跡であるが,観音塚遺跡からは「子澤□」という墨書土器が検出されており,注 目される。おそら

く河曲駅家は大北遺跡の周辺にあったものと考えられる。

印格郡 遺物の集中する地域は 2か所に存在 し,郡中央で千葉郡寄 りの高岡大山遺跡 (No99)を 中心 と

した分布と,郡中央北寄 りで埴生郡と接する大袋小谷津遺跡 (ヽ120)を 中心とした分布がみられ,

郡中央北寄 りの分布は隣接の埴生郡の囲護台遺跡群を中心とする一群と重複する。高岡大山遺跡の

分布域には,長熊廃寺跡がみられ,大袋小谷津遺跡の分布域には延喜式内社の麻賀田神社がみられ

る。

印膳郡の官衛には郡衛 とともに古代駅路の鳥取駅が存在する。鳥取駅は佐倉市神戸・木野子周

辺が推定地とされており,鳥取駅の推定地は郡中央で千葉郡寄 りに分布がみられる遺跡群の中に収

まっている。同地域は郡衛 。駅家の両者若しくはそのどちらかが存在する可能性が濃厚である。

大袋小谷津遺跡からは「騨」の可能性がある墨書土器と「門殿」という墨書土器が出土しており

注目される。円面硯は下総地域最多の 9個が出土しているので,官衛的な遺跡の可能性が強い。

埴生郡 印烙沼の北端部と郡域の南西部の 2か所に分布が別れる。北端部は埴生郡衛跡に比定される大畑

第 I遺跡を中心として,畿内産土師器・須恵器円面硯が分布する遺跡がみられ,大畑第 I遺跡の近

くには初期寺院の龍角寺が存在する。

南西部は囲護台遺跡群 (ヽ 128)を 中心とした分布であり,印格郡の大袋小谷津遺跡 (ヽ120)を

中心とする遺跡群と複合した大きな分布を形成する。

埴生郡には駅路の山方駅が存在する。山方駅の推定地は成田市成田・加良部 。中台・田町 。東

町 。本町・仲町 。上町 。花崎町 。新町 。馬橋 。囲護台 。南平台・郷部付近のいずれかとされてお

り,推定地は南西部の官衛関連遺物出土遺跡群と重なっている。南西部の分布は印膳郡の範囲まで

伸びており,あ るいは印藩郡の「騨力」の墨書が出土した大袋小谷津遺跡の一群を取 り込んだ形で,

山方駅家に関わりがある集団が存在した可能性を考えることはできないであろうか。

香取郡 郡域の西部と東部の 2か所に分布が別れるが,円面硯の分布が 1遺跡のみで,畿内産土師器の出

土も認められないことから積極的には区域を設定できない。西部は青山富ノ木遺跡 (NQ151)を 中

心に3遺跡が認められ,付近には初期寺院の名木廃寺跡や龍正院が存在する。東部は円面硯や高盤

が出土した仁井宿東遺跡 (ヽ154)のほか 4遺跡がみられ,仁井宿東遺跡の南東には香取神宮が所

在するし東西のどちらかの群に官衛が所在する可能性が認められる。

香取神宮の神官については,位階 。季禄が与えられていた。『延喜式』
螂)に よれば宮司は従八位

の官人に準じて季禄を支給されると規定されており,神官は官位に相当した衣服が支給されていた。
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このように準官人の集団が存在することから,官衛関連遺物出土遺跡が香取神官付近に分布がまと

まるのは当然のことと考えられる。

なお,香取郡内の官衛は郡衛のほかに真敷駅と荒海駅の2駅がある。

通瑳郡 郡域の中央部に分布の中心が認められる。分布の中心にある柳台遺跡 (ヽ168)か らは,「守」。「千

校尉」の墨書土器,高盤 6個体,鉾帯金具が検出されており,同遺跡の北方には八日市場大寺廃寺

跡が所在する。また,南方には延喜式内社の老尾神社が所在し, これらの付近に官衛が存在する可

能性は高いと考えられる。

海上郡 郡北西部に集中してみられる。御座ノ内遺跡 (ヽ177)付近に分布の中心があり,遺跡の南には

初期寺院の木内廃寺跡がある。

以上,下総地域11郡の官衛関連遺物出土遺跡の集中分布範囲を概観したが,郡によって 1か所若しくは

2か所に分布が集中することがわかった。また,分布の集中する範囲内に初期寺院若しくは延喜式内社が

多く含まれ,駅路及び駅の推定地とも重なる例が多いことがわかった。同時にこれらの集中範囲が 7世紀

代の大型古墳の分布と重なることが多い点も見逃せないことである。

官衛関連遺物の集中する分布範囲が,従来からの研究の各官衛推定地と重なる結果は,ある程度予測し

ていたが, このようにかなりの確率で重複することが判明したことはこの方法が有益であるということに

なると思われる。

見方をかえれば,今回の結果は当たり前のことと評されるであろう。しかし,官衛の推定地が不明な地

域もある。あくまでも官衝研究の補助的な役割ではあろうが,地道な努力を重ねて行くことも大切と考え

る。房総三国における官衛関連遺物をさらに丹念に調査する必要がある。

5 おわりに

下総地域おいて180遺跡から官衝関連遺物の出土がみられた。1997年 に房総 3国の仏教関連遺物の集成

を行った力■",そ の際の仏教関連遺跡数は房総 3国で199か所であり,生産遺跡 (寺院へ供給する瓦窯跡

と仏器を生産していた須恵器窯跡)や小金銅仏出土地等を含めると229か所であった。官衛関連遺物の出

土遺跡が下総地域のみでこれに匹敵する数量になったことは,予想外のことであった。

また,改めて気づいた点は仏教関連遺物と官衛関連遺物出土遺跡の多 くは複合する遺跡であったことで

ある。古代の交通路の要衝は今回の官衛遺跡の分布とも当然ながら重なるものであり,多 くの初期寺院及

び延喜式内社の分布と重なるものであった。今回の集成は,期せずして当時における都会と部の位置を部

分的ながら示す結果となった。
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第 6表 下総地域官衛関連遺物出土遺跡一覧表

凡  例

1 郡の所在については,『千葉県の歴史通史編 古代 2』 ・『千葉県地名変遷総覧』等を参考とした。

なお,岡 田郡については『延喜式』民部省頭注に,延喜四年 (904)十二月十日,岡田郡を改めて豊

田郡となすとあり,10世紀以降には,岡田郡は豊田郡に名称が変更されていることが知られる。今回取

り扱っている遺物の大部分が8世紀～9世紀にかけてのものであるので,第 6表では後の豊田郡の名称

を採らずに岡田郡に統一して掲載した。

また, さらに後に豊田郡西部の一部を割いて別に岡田郡が建てられているが,第 6表で使用している

岡田郡は延喜 4年 までの岡田郡のことを指している。

2 官衛関連遺物が検出された遺跡については,参考として転用硯の出土点数を記載した。

3 硯・錯帯金具 。特殊遺物欄の中にみられる算用数字はそれぞれの遺物の出土個体数を表している。官

街関連墨書等欄では同一文字等が複数検出されているもののみに算用数字を附した。

4 鉾帯金具は裏金具のみのものも個体数に含んだ数値である。
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第6表 下総地域官衛関連遺物出土遺跡一覧表

No 郡 名 遺跡名 硯 畿内産土師器・高盤 鉾帯金具 特殊遺物等 官衝関連墨書等

1 結 城 油内遺跡
須恵器高盤 1

転用硯 (灰釉陶器高台付皿 1、 須恵器杯 1)

2 結城 下り松遺跡
須恵器円面硯 1

須恵器高盤2
転用硯 (灰釉陶器椀 1、 須恵器蓋 1・ 発 1)

土師器羽釜 l

須恵器双耳杯 2

3 結城 峯崎遺跡

須恵器円面硯 1・ 小型円面硯 1

須恵器高盤4
転用硯(灰釉陶器椀 2、 須恵器蓋 3・ 杯 1

盤 1・ 皿 2・ ■4)

須恵器双耳杯4
土師器耳皿 1

三彩陶器 (4ヽ 壺 1 短頭
壺 1・ 瓶12)

自磁碗 1

「公人」

4 結 城 浜ノ台窯跡 須恵器円面硯 1 須恵器双耳杯 3

5 岡 田 下栗野方台遺跡
須恵器円面硯 1

転用硯(須恵器高台付杯1)

上師器羽釜 1

土師器置 きカマ ド 1

6 岡 田 小貝川川底遺跡

須恵器 円面硯 2
高盤 2

転用硯 (須 恵器杯 1・ 高台付杯 2)
須恵器双耳杯 4

7 岡 田 一本木遺跡 須恵器双耳杯 1

8 岡田 皆葉遺跡 須恵器円面硯 2

9 司田 国生本屋敷遺跡 土師器高盤 l

岡 田 大生郷遺跡 須恵器双耳杯 1

11 援 島 本田山A遺跡 須恵器高盤 1 巡方 (鋼 製)1

援 島 北新田A遺跡
盤

盤

高

高

器

器

恵

師

須

上
須恵器耳皿 1 「厨」

援 島 羽黒遺跡
須恵器円面硯 1

須恵器高盤 1
銃具 (鋼 製 )1

相 馬 花前Ⅱ-1・ Ⅱ-2遺跡 須恵器高盤 2 土師器高台付耳皿 l

相 馬 中馬場遺跡 巡方 (青鋼製)1 Jl師 器羽釜 1

相 t」 法華坊遺跡
ロクロ土師器高台付耳皿
1

相 馬 南台遺跡 須恵器高盤 1

相 ltJ 大井大畑遺跡
須恵器高盤 1

転用硯 (須恵器甕 1)

大久保遺跡 巡方 (銅 製)2

相 馬 高根遺跡
須恵器高盤 1

転用硯 (須 恵器蓋 1)
鈍尾 (鋼 製 )1

相 馬 新木東台遺跡 須恵器高盤 1 巡方(石製)1

北久保作遺跡 須恵器高盤 1 九輌 (銅 製)1

相 馬 野守遺跡
畿内産土師器(高盤 1・ 杯Al・ 杯Bl)

転用硯 (須恵器高台付杯2)

巡方(青鋼製)4
巡方裏金具(青鋼製)

丸輌(青銅製)2
鈍尾(青銅製)3
丸輌裏金具(青鋼製)

餃具(青銅製)2

l

l

鉄製小札 1 「介」

相馬 日秀西遺跡
円面硯 1

畿内産土師器杯Bl
裏金具 (金属製)2

相 馬 チアミ遺跡 須恵器円面硯 1

相馬 羽黒前遺跡 転用硯 (須恵器蓋 1) 九輌(銅製)1

相 馬 布佐 余問戸遺跡
須恵器高盤 1

転用硯 (ロ クロ土師器高台付杯 1)
餃具(青鋼製)1

28 葛 飾 町道遺跡 須恵器高盤 1

LJ飾 陣屋遺跡 須恵器円面硯 1 巡方 (銅 製 )1

葛飾 小 lkl山下北遺跡 須恵器円面硯 1
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著者名 発行年 書籍名 発行機関

川津法伸
平石尚和

1999 F一般国道Ю号結城バイパス改築工事地内埋蔵文化財調査報告 ドリ松遺跡・油内遺跡J 聞茨城県教育財団

川津法仲
|`石 尚千H

「一般国道50号結城バイパス改築工事地内埋蔵文化財調査報告下り松遺跡・油内遺跡J 帥茨城県教育財団

松 田政基

斎藤仲明
広岡公夫

黒原秀夫

1996 F茨城県結城市峯崎遺跡』結城市文化財調査報告書第7集 結城 ll

三和町史編さ
ん委員会

1992 「猿島郡三和町尾崎浜ノ台窯跡調査報告」F三和町史資料編原始・古代・中世J 三和町

「E井輝男
赤居博之
酒井弘志

『下栗野方台遺跡―工場用地建設に伴う緊急発掘調査報告書―』 千代川村教育委員会

赤井博之 2003 「第六章奈良 平安時代」「村史千代川村生活史第五巻前近代通史』 千代川村編纂委員会

藤原 均 1997 「茨城県結城郡八千代町一本木遺跡発掘調査報告書』 八千代町教育委員会

赤 井博之 「第六章奈良・平安時代」「村史千代川村 生活史第五巻前近代通史J 千代川村編纂委員会

川井正一 1987 F国生本屋敷遺跡発掘調査報告書』 石 F町史編纂室

桜井次郎 1981 「大生郷工業団地内埋蔵文化財調査報告書一大生郷遺跡―』 lMl茨 城県教育財団

助l苑孝志他 2001
『県営担い手育成畑地帯総合整備事業(上大野地区)埋蔵文化財発掘調査(幹線道路部分)報
告書―地蔵遺跡 本田山A遺跡・B遺跡発掘調査報告書―』

総和町教育委員会

中沢時宗

桜井一美

和 田雄次

1986 F一般国道4号改築工事地内埋蔵文化財調査報告書 1(総和地区)』 lell茨城県教育財団

駒澤悦郎 2003 F羽黒遺跡―一級河川女沼川河川改修工事事業地内埋蔵文化財調査報告書―」 pll茨 城県教育財団

郷堀英司
田井知二他

1985
Ⅱ
船

前

矢

花

・

花前■-2」 「常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書Ⅲ―花前Ⅱ-1・ 花前Ⅱ
②千葉県文化財セ ンター

下津谷達男
古宮隆信他

「中馬場遺跡」『中馬場遺跡・妻子原遺跡』 日本国有鉄道常磐線複々線工事関係遺跡調査
団

古宮隆信他 1976 F中馬場遺跡第二次発掘調査報告書J 柏市教育委員会

占官隆信他 1978 「法華坊」『根戸城』 我孫子市教育委員会

矢野慎一

古官隆信
1978 「南台遺跡」「戸張遺跡群南台遺跡発掘調査第二次報告書(不動山遺跡)J 南台遺跡発掘調査団

小林清隆他 「大井大畑遺跡」「大井東山遺跡・大井大畑遺跡J 0千葉県文化財セ ンター

石田守一 1985 『大久保遺跡』 我孫 r市教育委員会

岡村員文 「高根遺跡J 我孫子市教育委員会

石田守一 1998
「第3章 下総 62 新木東台遺跡J『千葉県の歴史 資料編 考古3(奈良・平安時代)J県史
シリーズH 千葉りlt

石田守一 1987 「Ⅲ下総国 7 我孫子市新木東台遺跡(旧相馬郡)J「房総における歴史時代土器の研究J 房総歴史考 占学研究会

岡村員文 1985 「北久保作遺跡J「

"U当

地 南久保作 北久保作遺跡』 我孫子市教育委員会

辻 史郎 2001
「野守遺跡第5次」「平成12年 度市内遺跡発掘調査報告書 五郎地遺跡第1次 野守遺跡第
5次 J

我孫子市教育委員会
辻 史郎 2003 F野守遺跡第1次 ・3次  7次調査J

辻 史郎 2XXll 『野守遺跡第2次・第4次発掘調査報告書』

上野純司他 1980 「我孫子市日秀西遺跡発掘調査報告書』 助千葉県文化財セ ンター

林部 均 1992
「律令国家と畿内産土師器―飛鳥・奈良時代の東日本と西日本一」「考古学雑誌』第77巻第
4号 日本考古學會

郎

治

史

隆沢

辻

西
1998 『チアミ遺跡第1次・第3次 第6次発掘調査報告書J 我孫 子市教育委員会

辻 史郎 1996 F羽黒前遺跡第3次発掘調査概報』 我孫
「

市教育委員会

高野博光他 F布佐 。余間戸遺跡』 我孫子市布佐・余間戸遺跡調査会

長谷りlI清 一

荏原 淳
2004 「 町道遺跡 J『町適遺跡・町通中遺跡 ―町営住宅建設等 に伴 う埋蔵文化財発掘調査 ―』 庄和町教育委員会

長谷川清一
荏原 淳

21X12 「陣屋遺跡―第 1・ 3・ 4・ 5・ 6・ 7次調査の記録―J 庄和町教育委員会

中野達也 21Xll
「小測山下北遺跡 4・ 5次」「花積内谷耕地遺跡 6次 花積台耕地遺跡 5次 谷向遺跡 塚内16
号墳 塚内17号墳 4ヽ渕山下北遺跡 4・ 5刈 春 田部市教育委員会
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No 郡名 遺跡名 硯・畿内産土師器・高盤 錯帯 金具 特殊遺物等 官衛関連墨書等

葛飾 町畑遺跡 土師器高盤 1 丸輛 (石 製)1 鉄製鐘 1

葛 飾 小野遺跡
須恵器高盤 4
土師器高盤 3

銭具(青銅製)1
巡方(青鋼製)12

丸輌(青銅製)2
鈍尾(青銅製)1

須恵器小型平瓶 1

葛飾 古録天東遺跡 巡方 (鋼 製 )1

葛 飾 坂花遺跡 ロクロ土師器高盤 1 「國厨J

葛飾 双賀辺田No l遺跡
転用硯 (灰釉陶器長頸壺 1、 須恵器蓋 1

杯11・ 甕2)
巡方 (青 鋼製)2

葛飾 根郷貝塚 ロクロ土師器高盤 1

葛飾 下総国分遺跡

須恵器高盤 1

土師器高盤 3
転用硯 (須恵器発 1、 土師器高台付杯 1

高台付盤 1)

餃具 (鉄 製)2
灰釉陶器高台付耳皿 1

灰釉陶器手付瓶 1

灰釉陶器平瓶 1

「法印」「郷長」「官」「玉
作」「造□」

38 葛 飾 下総国分尼寺跡 転用硯 (須恵器高台付杯 1・ 発 1) 二彩陶器小壺 1
「尼寺」3「 尼」2「 螢
麻呂」「廃」「新院J

葛飾 国府台遺跡

須恵器円面硯 1

畿内産土師器杯 1

須恵器高盤27
土師器高盤13

転用硯 (須恵器蓋 1・ 杯 1・ 高台付杯 1

甕 2・ 長頸瓶 1)

巡方(鉄製・鋲のみ鋼製)

1

巡方(金鋼製)1
鈍尾(銅製)1
巡方(石製)1
鈍尾 1

高台付皿二彩陶器 1

灰釉陶器手付瓶 1

土師器置きカマド3
土師器羽釜3
青鋼製八稜鏡 1

土師器高台付耳皿2
奈良三彩小壺2
金鋼製鈴 1

鉄製小札 1

緑釉陶器段皿 1

須恵器双耳杯 1

小札(数百点)

「所政」「郡」「相馬J

葛 飾 須和 田遺跡

須恵器円面硯3
土師器円面硯 1

須恵器高盤6
土師器高盤5
転用硯 (須恵器蓋 1・ 高台付杯力1・ 蓋ヵ
l・ 発 1、 土師器蓋 1・ 高台付杯 1)

「右京」「博士館J
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著者名 発行年 書籍名 発行機関

川根 J「教他 1994 『加地区遺跡群Ⅲ』流山市埋蔵文化財発掘調査報告Vol19

流山市教育委員会川根 J「 教他 r加地区選跡群ⅡJ流山市埋蔵文化財発掘調査報告VoL14

川根1:教 他 21Xlll 「加地区遺跡群Ⅳ』流山市埋蔵文化財発掘調査報告VoL29

大森隆志他 1999 「小野―小野遺跡第1地点発掘調査報告書―』
松戸市遺跡調査会

峰村 篤他 21X12 「小野遺跡―第11地 点発掘調査報告書―」

谷口 榮他 「古録天東遺跡」「古録天東遺跡・古録天遺跡Ⅱ』 葛飾区遺跡調査会

松尾昌彦 「「厨」銘墨書土器考―松戸市坂花遺跡出土例をめぐって一」「松戸市立博物館紀要』第1号 松戸市立博物館

道澤 明他 1988 「千葉県鎌ヶ谷市双賀辺田NQ l遺跡発掘調査報告書』 鎌ヶ谷市教育委員会

大塚俊雄他 1988 「千葉県鎌ヶ谷市根郷貝塚発掘調査報告書J 鎌ケ谷市教育委員会

寺村光晴他 1974 「下総国分の遺跡』 和洋女子大学

寺村光晴他 20Э l 「下総国分の遺跡Ⅱ第23次発掘調査報告―下総国分尼寺寺域北東部の発掘調査―』 学校法人和洋学園

山路直充 1995 「下総国分寺―いま見つめなおす下総の天平文化―』市立市川考古博物館図録17 市立市川考占博物館

寺村光晴他 2002 「下総国分の遺跡Ⅲ第456次 発掘調査報告―下総国分尼寺跡北東隣接地の発掘調査―J 学校法人和洋学園

昭

勝

忠藤

田

斉

石
1989 「2 下総国分遺跡」『昭和63年度市川市埋蔵文化財調査報告J

市川市教育委員会
宮内勝巳 1982 「5 下総国分遺跡」F昭和56年度埋蔵文化財発掘調査報告」

巳

昭

勝

忠

内

藤

宮

斉 1985 「2 下総国分遺跡」「昭和59年度埋蔵文化財発掘調査報告J

斉藤忠昭 「2 下総国分遺跡」『昭和62年度市川市埋蔵文化財発掘調査報告」

松本太郎他 「2 下総国分尼寺跡」「平成 5年度市川市内遺跡発掘調査報告J 市川市教育委員会

松本太郎 1997
「Ⅲ事例報告 4下総国分寺の変遷」「古代末期の葛飾郡―葛飾区郷土と天文の博物館地域
史フォーラム 地域の歴史を求めて―』

倫 1ド 房

堀越正行
山路直充他

1986 「下総国分尼寺跡Ⅳ昭和6Kl年 度調査報告J

市立市川考占博物館
山路直充他 「下総国分寺―いま見つめなおす下総の天平文化―J市立市川考古博物館図録17

山路直充 1998
「第3章 下総 71 下総国分尼寺跡」「千葉県の歴史 資料編 考古 3(奈良・平安時代)J

県史シリーズ11 千葉県

滝口 宏 「第3章 国分寺造立の発詔」F市川市史J第 2巻古代・中世・近世 株式会社吉川弘文館

平野元三郎
滝口 宏

1933 「下総国分寺址考」「史蹟名勝天然記念物調査J第 10輯 千葉県

堀越正行
大村 直
山路直充

1985 「下総国分尼寺跡IH昭和59年度調査報告』 市立市川考古博物館

斉藤忠昭 「1 国府台遺跡」「平成2年度市川市埋蔵文化財発掘調査報告』 市川市教育委員会

菊地 真
松岡有希子
斉藤一真他

21X12 「千葉県市川市下総国府跡―第29地点発掘調査報告書―』 国府台遺跡第29地点調査会

松本太郎
松田礼子他

2001 「千葉県市川市下総国府跡一国府台遺跡緊急確認調査報告書―」

市川市教育委員会
桑原 護

官内勝 巳
「 1 市営総合運動場内遺跡」「昭和55年度埋蔵文化財発掘調査報告書」

宮内勝 巳 1983 「下総東京湾における奈良・平安時代土器の様相」「房総における奈良 平安時代の土器』
史館同人

石田広美 1983 「下総下総における八世紀の搬入土器」「房総における奈良・平安時代の土器J

山路直充 1998 喘
苅

一　

一時申
66 国府関連遺跡J「千葉県の歴史 資料編 考古3(奈良・平安時代)」

千葉県

松 本太郎

松 田礼子

時信武史他

201Xl

「平成11年 度市川市内遺跡発掘調査報告一国府台遺跡第46・ 48～54・ 41-2地 点、須和田
遺跡第48・ 49・ 51・ 52地点、下総国分寺跡第47～50次、下総国分尼寺3t・ 第41 43地点、国
分遺跡第61～63地点、曽谷遺跡第37地点、木戸口遺跡第2地点、東新山遺跡F地点、大官
越遺跡第 4・ 5地点―」

市川市教育委員会

寺村光晴他 2004
『下総国府台 和洋学園国府台キャンパス内遺跡第1～ 4次発掘調査報告―下総国国府跡の
発掘調査―J

学校法人和洋学園

松本太郎
松田礼子

1996
「第3章下総総社跡発掘調査報告書J「市川市出土遺物の分析―古代の鉄・土器について一J

平成7年度市川市埋蔵文化財調査・研究報告 市川市教育委員会

松本太郎 1996 「7 市川市国府台遺跡第3地点J「平成7年度 千葉県遺跡調査研究発表会要旨J 千葉県文化財法人連絡協議会

斉藤忠昭
石田 勝他

1989 「1 須和田遺跡」「昭和63年度市川市埋蔵文化財発掘調査報告』

市川市教育委員会松 田礼 子他 1992 「平成3年度市川市埋蔵文化財発掘調査報告―須和田遺跡 第6地点―J

斉藤忠‖fイ 「1 須和田遺跡J「平成 4年度市川市内遺跡発掘調査報告書』

佐 々木和博 1984 「「博士館」墨書土器私考」「史館』第17号 史館 国 人

杉原荘介他 1971 「六 古墳文化―土師時代―」「市川市史』第1巻 原始・古代 株式会社古川弘文館
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No 郡名 遺跡名 硯・畿内産土師器・高盤 錯帯 金具 特殊遺物等 官荷関連墨書等

葛 飾 卜総国分僧寺

須恵器円面硯2
須恵器高盤2
転用硯 (須恵器杯 1・ 高台付杯 2・ 高台付
皿 1 甕 3・ 瓶 1、 土師器杯 4¨ 高台付
杯 1・ 皿6 高台付皿 1)

青鋼製鈴 1

「国厨J「 院」「廣・院J「 □
(政 力)」「尼寺」2「造寺」

「□京」「国」「講院」「一院」
「□(勤 )□ 大□(司 ヵ)」

「F局 」「海上□」「東寺」「講
院」「院黒成」「一院J「大
寺」

葛 飾 曽谷貝塚 上師器 高盤 4 ヘラ書き「軍」

葛飾 山王台遺跡第 1 2地点 土師器高盤 1

葛飾 後畑遺跡第1地点 巡方(青鋼製)2

葛 飾 小田山遺跡第2地点 転用硯 (須恵器発 1) 丸輛 (金鋼製 力)1

46 葛飾 本郷台遺跡 鈍尾 (銅 製 )l 土師器置きカマド1

47 葛 飾 印内台遺跡

須恵器円面硯 1

畿内産土師器杯蓋 1

須恵器高盤3
転用硯 (須恵器杯 1・ 発 3・ 長頭瓶 1・ 壺
1、 土師器杯 5。 発 1)

巡方(金銅製)2
丸輌(銅製)4
丸輌(青鋼製)1
鈍尾(青鋼製)1
巡方(石製)1
九輛(石製)1

土師器羽釜 3 「大門」「門」H「関」

葛 飾 東中山台遺跡群 (18)
須恵器高盤 1

転用硯 (須 恵器杯 1)
「□蔵」「術」

49 葛飾 夏見大塚遺跡 転用硯 (須恵器杯 1) 鈍尾 (青 銅製 )1

千 葉 直道遺跡
九輛 (鋼 製 )1
錬具 (鋼 製 )1

千 葉 駒形遺跡 巡方(青銅製)1

千 葉 砂子遺跡C区 丸輌 (金 鋼製 )1

千 葉 戸張作遺跡 巡方(鉄製)1

千 葉 矢作貝塚 畿内産土師器杯A11

千 葉 根崎遺跡
畿内産上師器杯片 1

転用硯 (須恵器発 1)
土師器置きカマ ド1

灰釉陶器平瓶 1

% 千葉 山王遺跡
丸輛 (鋼 製 )1
銭具 (銅 製 )1

千 葉 和良比遺跡 須恵器高盤 2

千葉 吉見台遺跡B地点 須恵器 円面硯 1

千葉 鷺谷津遺跡

須恵器風字硯 1

畿内産土師器杯 2

転用硯(須恵器蓋 1 高台付杯 1・ 発5
高台付壼 1)

巡方 (銅 製 )

鈍尾 (鋼 製 )

灰釉陶器把手付小瓶 1

須恵器小型平瓶 1

千 葉 観音塚遺跡

畿内産上師器(杯Al・ 杯B(高台付杯)1・
杯Cl 盤 1・ 皿2(破片)・ 甕 1)

他破片多数
須恵器高盤 1

転用硯 (須恵器高台付杯 1・ 杯 1・ ■ 2、

土師器杯3)

巡方 (鋼 製 )1
鈍尾 (鋼 製)2
鈍尾 (金 銅製)2

金銅製鈴 1

土師器羽釜 1

土師器置 きカマ ド 1

灰釉陶器段 皿 1

「子騨□」

-94-

|

|

|



著者名 発行年 書籍名 発行機関

山路直充

領塚正浩
辻 史郎他

「下総国分寺跡―平成元～5年度発掘調査報告書―J

市川市教育委員会

宮 内勝 巳 1984 「 1 下総国分寺跡 (イ )第 13次」「昭和58年度理蔵文化財発掘調査報告』

山路直充他 1995 「下総国分寺―いま見つめなおす下総の天平文化―J市立市川考古博物館図録17 市立市川考古博物館

山路直充 1998 「第3章 下総 70 下総国分憎寺跡」「千葉県の歴史 資料編 考古3(奈良 平安時代)J

県史シリーズ11
千葉県

山路直充

領塚正浩

辻 史郎他

1994 r下総国分寺跡―平成元～5年度発掘調査報告書―J 市川市教育委員会

滝口 宏他 1975 「下総国分僧寺址寺域北限確認調査(速報)」 F昭和49年度市立市川博物館年報J 市立市川博物館

宮内勝巳
花輸 宏

1985 「曽谷貝塚」「昭和59年度市川東部遺跡群発掘調査報告』

市川市教育委員会
石橋邦雄 1986

「1 曽谷貝塚(2)第 17地点(曽 谷4丁 目555番地所在遺跡)」 F昭和∞年度市川東部遺跡群
発掘調査報告J

斉藤忠‖イ{

石田 勝
「3 山王台遺跡」「昭和55年度埋蔵文化財発掘調査報告J 市川市教育委員会

松田礼子 1990
「平成元年度市川市埋蔵文化財発掘調査報告―古作貝塚第1地点・国分平川遺跡第1地
点・下台北遺跡第2地点・後畑遺跡第1地点 下総国分遺跡第22地点・第23地点―J

市川市教育委員会

松本太郎
「平成 7年度市川市内遺跡発掘調査報告書―国府台遺跡第8地点 第9地点・下総国分寺
跡第39次・曽谷遺跡第33地点・第34地点・山ノ後遺跡第2地点・小田山遺跡第2地点・法
伝遺跡第8地点―J

市川市教育委員会

栞原薫子 1999 「本郷台遺跡―第4次発掘調査報告書―J 船橋市遺跡 i調査会

岡崎文喜 1983 「本郷台■―奈良・平安時代を中心とした集落址の調査―J 船橋市遺跡調査会・本郷台遺跡第2次調査団

石井 穂他 1980 『印内台―古墳,奈良 平安時代の集落址、墓力tの発掘調査概報―』 印内台遺跡調査団

石坂雅樹 1991 『千葉県船橋市印内台遺跡―第4次調査報告書―J 船橋市教育委員会

道上 文
栗原薫子他

1990 「千葉県船橋市印内台遺跡―第7次・8次調査報告書―J

船橋市遺跡調査会
間宮政光 1994 『千葉県船橋市印内台遺跡―第12次発掘調査報告書―』

石坂雅樹 21Xll 「千葉県船橋市印内台遺跡群 (20)』

0船橋市文化・スポーッ公社 埋蔵文化財セ
ンター

白井太郎 「千葉県船橋市印内台遺跡群(21)』

石坂雅樹
山岡磨由子

1999 『千葉県船橋市印内台遺跡群(24)』

石坂雅樹 1999 「1印内台遺跡群(25)」 「船橋市内遺跡発掘調査報告書J 船橋市教育委員会

|1井 太郎 2002 『千葉県船橋市印内台遺跡群(27)J
働船橋市文化・スポーツ公社 埋蔵文化財セ
ンター

石坂雅樹 2∞3 『千葉県船橋市印内台遺跡群(32)J 船橋市教育委員会

湯原勝美

松 田政基
1996 「千葉県船橋市印内台遺跡―第17次発掘調査報告書―』 船橋市遺跡調査会

栗原薫子 2002 『東中山台遺跡群(18)』
側船橋市文化・スポーッ公社 埋蔵文化財セ
ンター

長内美智枝他 1989 『夏見大塚遺跡(第 4次 )J 夏見大塚遺跡第4次発掘調査団

白石太郎 「夏見大塚遺跡(15)』
ω船橋市文化・スポーッ公社 埋蔵文化財セン
ター

飛田正美

梁瀬裕一
1995 「千葉市直道遺跡J 帥千葉市文化財調査協会

対馬郁夫他 「駒形遺跡 第 1次・第2次発掘調査報告書』 駒形遺跡発掘調査団

飛田正美 1990 F千 葉市砂子遺跡C区 J ② 千葉市文化財調査協会

菊地健一他 1998 『千葉市戸張作遺跡 I』 0千葉市文化財調査協会

清藤一順他 1981 「千葉市矢作貝列 働千葉県文化財センター

林部 均 「東日本出土の飛鳥・奈良時代の畿内産土師器J「考古学雑誌』第72巻第1号 日本考古學會

山口典 子 1986 「根崎遺跡」「千葉都市モノレール関係埋蔵文化財発掘調査報告書―五味ノ木遺跡・殿山堀
込遺跡・十五里城跡・根崎遺跡・京願台遺跡 柳沢遺跡―』

lLli千 葉県文化財セ ンター

湖 口淳一 1997 「千葉市原町遺跡群発掘調査報告書Ⅲ―根崎遺跡―J

働千葉市文化財調査協会
佐藤順一 1999 「千葉市根崎遺跡―K地点―』

|′ I根義久 1995 『千葉市原町遺跡群発掘調査報告書 I 山王遺跡J 側千葉市文化財調査協会

阿部寿彦他 「和良比遺跡発掘調査報告書Ⅲ』 ② 印椿郡市文化財セ ンター

林田利之 1997 「吉見台遺跡B地点―市道 I-32号線(吉見工区)埋蔵文化財調査委託―J 助印藩都市文化財センター

白井久美子他 2002 F千 葉市鷲谷津遺跡―都市基盤整備公団千葉寺地区埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ―』
②千葉県文化財セ ンター

相京邦彦
「千葉急行線内埋蔵文化財発掘調査報告書 I― 鷲谷津遺跡・観音塚遺跡・山ノ神遺跡。大
森第一遺跡・荒立遺跡―J

白石久美子他 2004
『千葉市観音塚遺跡・地蔵山遺跡(3)一 都市基盤整備公団千葉寺地区埋蔵文化財発掘調査
報告書Ⅳ―J

働 千葉県文化財セ ンター

相京邦彦 1983 「観音塚遺跡」「千葉急行線内埋蔵文化財発掘調査報告書 I』
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NO 郡名 遺跡名 硯 畿内産土師器・高盤 鉾帯金具 特殊遺物等 官衛関連墨書等

千葉 宮崎第1遺跡 円面硯 1

千葉 大北遺跡

須恵器円面硯 1

畿内産土師器(杯A134・ 杯A Ⅲ16・ 杯B
2・ 杯C21・ 盤ん・蓋13・ 高盤17)

転用硯 (須恵器養2)

緑釉高台付耳皿 1

千 葉 西屋敷遺跡 畿内産土師器杯 Al

千 葉 大森第1遺跡 土師器高台付耳皿 1

千 葉 大森第2遺跡 鉄鉾 1

千 葉 仁戸名遺跡 丸輌 (石 製)2

千 葉 榎作遺跡 転用硯 (須恵器杯 1) 丸輛 (青 鋼製 )1

千 葉 種ヶ谷津遺跡 畿内産土師器(皿Al 高盤 1)

奈良三彩小壺 7・ 蓋 3
銅製垂飾品 1・ 儀鏡 1

鈴 1

鉄製儀鏡2

「千葉□□」

千 葉 大道遺跡 錬具 (金鋼製 )1
ド
瓶

マ
平

力
型

置

小

器

器

師

恵
土

須

千 葉 有吉遺跡

円面硯 1

須恵器風字硯 1  .
転用硯 (須恵器杯 2・ 皿 1・ 発 2、 土師器
杯2)

巡方(石製)1 「千衛」

千葉 高沢遺跡
巡方(青鋼製)2
九輛(青銅製)3

「厨」

千 葉 有吉南遺跡 巡方(石製)1

千葉 椎名崎遺跡 転用硯 (須 恵器高台付杯 1) 「布厨」

千 葉 伯父名台遺跡 九輛 (銅 製)1

千 葉 椎名崎古墳群(C支群)

方
輛
尾

巡
丸
鈍

鋼製)4
鋼製)2
鉄製)1

千 葉 ムコアラク遺跡
尾

輌

鈍

丸
青鋼製 )1
石製)1

千葉 清水作遺跡
須恵器高盤2
土師器高盤 1

巡方 (鋼 製 )1

千 葉 宇津志野窯跡 須恵器円面硯 1 須恵器羽釜片 4

千 葉 芳賀輪遺跡
須恵器高盤3
土師器高性 1

転用硯 (須恵器杯 1、 土師器杯2)

巡方 (青 銅製 )1 鉄製鐘 1

土師器置きカマ

奈良三彩小壺
「厨」「殿原」

80 印巌 木下別所廃寺跡
畿内産土師器(高盤 1・ 杯 1)
転用硯 (須恵器杯 1)

印施 駒形北遺跡 畿内産土師器杯 5片

印巌 宮内遺跡 須恵器高盤 1

巡方 (鋼 製)1
九 lFl(鋼 製 )1
鈍尾 (銅 製)1
餃具 (銅 製 )1

鋼製鈍 1

83 印藩 鳴神 山遺跡

土師器円面硯 1

須恵器風字硯 1

須恵器高盤 3
土師器高盤2
転用硯 (須 恵器杯 2・ 高台付杯 2・ 発片
3、 土師器高台付杯 1)

巡方(青鋼製)2
丸輛(青鋼製)1
鈍尾(青鋼製)1

二彩小壺 l

小型平瓶(灰釉陶器水滴)

1

84 印格 島田込 ノ内遺跡 巡方 (青 鋼製)1

印緒 岩戸広台遺跡A地区 丸輛(青銅製)1

印幡 権現後遺跡
須恵器高盤 1

転用硯 (須 恵器壺 1)

巡方(青鋼製
丸輛(青銅製
鈍尾(青鋼製
丸輛(石製)]

87 印格 北海道遺跡 土師器高盤 1

巡方 (青銅製

丸輛 (青銅製

錠尾 (青 銅製

1

1

1
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著者名 発行年 書籍名 発行機関

古内 茂他 1973 「京葉―京葉道路第四期一般国道16号線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告―』 働千葉県都市公社

池 田大助他
「大北遺跡・谷津遺跡・瓜作遺跡・池田古墳群一千葉急行線内埋蔵文化財発掘調査報告書
Ⅱ―』

0千葉県文化財センター

他

男

旬
三一層矢

谷 1979 F千葉市西屋敷遺跡』 動千葉県文化財センター

古内 茂他 1973 「京葉―京葉道路第四期一般国道16号線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告―」 0千葉県都市公社

古内 茂他 1973 「京葉―京葉道路第四期一般国道16号線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告-1 開 千葉県都市公社

小澤清男 1995 「千葉市仁戸名遺跡―平成4・ 5年度調査報告書―J 働千葉市文化財調査協会

小林清隆 1992 「千葉市榎作遺跡一千葉急行線内埋蔵文化財発掘調査報告書V― J lRIt「葉県文化財センター

立和名明美
「種ヶ谷津遺跡」「主要地方道生実・本納線埋蔵文化財発掘調査報告書 2-笹 日沢遺跡
種ヶ谷津遺跡・大道遺跡―J

llll■葉県文化財センター

自石久美子他 「千葉市種ヶ谷津遺跡―県道生実本納線道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』

白石 浩他 1983 「千葉市大道遺跡・生実城跡発掘調査報告書」 働千葉県文化財セ ンター

栗本佳弘
種田斉吾
阪田正一他

1975 r千葉東南部ニュータウン3-有吉遺跡(第 1次 )― J 働千葉県都市公社

佐久間 豊
関回達彦
倉内郁子他

1990 「千葉東南部ニュータウン17-高沢遺跡-1 働千葉県文化財センター

古内 茂

栗田則久
大野康男他

1983 「千葉東南部ニュータウン14-バ クチ穴遺跡 。有吉遺跡(3次 )・ 有吉南遺跡―J ②千葉県文化財センター

栗本佳弘
上村淳一

1979 『千葉東南部ニュータウン6-椎名崎遺跡―J 動千葉県文化財センター

関口達彦

西野雅人
「千葉東南部ニュータウン30-千葉市伯父名台遺跡―』 0千葉県文化財センター

関口達彦他 2Cll15 『千葉東南部ニュータウン33-千 葉市椎名崎古墳群C支群―』 0千葉県文化財センター

田坂 浩
自井久美子他

「千葉東南部ニュータウン8-ム コアラク遺跡・小金沢古墳群―』 勒千葉県文化財セ ンター

秋元健一他 1986 「清水作遺跡」「坂戸遺跡J 佐倉市坂戸遺跡調査会

渡邊高弘 1992 「千葉市字津志野窯跡確認調査報告書J 千葉県教育委員会

青沼道文 「千葉市芳賀輪遺跡―第 1次発掘調査概報―」「千葉市文化財報告第1集 J 千葉市教育委員会

菊池健一 1992 「千葉市芳賀輪遺跡―平成2年度調査報告書―』

囲千葉市文化財調査協会

小澤清男 r千 葉市芳賀輪遺跡―平成4年度調査報告書―」

倉田義広 1998 「千葉市芳賀輪遺跡―平成8年度調査報告書―J

佐藤順一 1987 「芳賀輪遺跡・太田アラク遺跡J

青沼道文 1983 「千葉市内出上の奈良三彩小壺二例」「千葉史学J第 2号 千葉歴史学会

青沼道文 1998 「第3章下総 1" 芳賀輪遺跡」「千葉県の歴史 資料編 考古 3(奈良・平安時代)J県 史シ
リーズ11 千葉県

比田井克仁他 1979 「木下別所廃寺跡第二次発掘調査概報』 千葉県教育委員会

印幡郡市文化

財セ ンター
1993

『千葉県印鰭郡印西町駒形北遺跡発掘調査報告書―印西町立小林小学校運動場拡張に伴う
埋蔵文化財調査―』 0印膳都市文化財センター

内田理彦他 1995 「宮内遺跡発掘調査報告書一本埜村総合運動場建設に伴う埋蔵文化財調査―」 llli印藩郡市文化財センター

鳴田浩司
田形孝一

1999
「鳴神山遺跡」「千葉北部地区新市街地造成整備事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅱ―印西市
鳴神山遺跡・白井谷奥遺跡―J

働千葉県文化財セ ンター

蔀 淳一 1998 「船橋印西線埋蔵文化財調査報告書 IJ 動千葉県文化財センター

斉藤 毅
宮内勝巳他

1988 「岩戸広台遺跡A地区」「印謄村岩戸広台遺跡A地区・B地区発掘調査報告書」 帳〕印謄郡市文化財センター

阪田正一他 1984 『八千代市権現後遺跡―萱田地区埋蔵文化財調査報告書 I―』 lul千 葉県文化財セ ンター

大野康男 1994
「北海道遺跡第1地点」「八千代市権現遺跡・北海道遺跡・井戸向遺跡―萱田地区埋蔵文化
財調査報告書Ⅶ―J ②千葉県文化財セ ンター

阪田正一他 1985 「八千代市北海道遺跡J
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NO 郡名 遺跡名 硯・畿内産土師器・高盤 鉾帯 金具 特殊遺物等 官衛関連墨書等

88 印緒 井戸向遺跡
土師器高盤 1

転用硯 (須恵器蓋 2・ 杯 3 高台付杯 3
尭 1、 土師器杯 1・ 高台付杯 1)

丸輛(青鋼製
鈍尾(銅 製)]
銃具(青銅製
巡方(石製)]

1

1
奈良三彩小壺 2・ 托 1

自〕巌 白幡前遺跡

須恵器風字硯 1

須恵器高盤3
転用硯(須恵器蓋 5・ 高台付杯 2・ 甕 7、

ロクロ土師器高台付皿 1・ 高台付杯 1)

巡方 (銅 製 )1
銭具 (青 鋼製 )1
巡方 (鉄製)2
餃具 (鉄製)2
丸輌 1

土師器置 きカマ ド2
土師器羽釜 2
奈良三彩小壺 1

灰釉陶器高台付耳皿 1

「厨」

90 印緒 名主山遺跡 巡方 (青 鋼製 )1

自l騰 村上込の内遺跡 土師器高盤 1

巡方(青銅製)3
鈍尾(青鋼製)1
丸輛(石製)1

自1織 飯合作遺跡 餃具(青鋼製)1

印藩 臼井台大名宿遺跡 須恵器高盤 1

印膳 江原台遺跡
須恵器円面硯 1

須恵器高盤 2

須恵器羽釜 1

青銅製鈴 1

金鋼製鈴 1

95 印施 北大堀遺跡 転用硯 (須 恵器蓋 1) 巡方(鋼製)1 「門J

印皓 長勝寺脇館跡
須恵器高盤 2
転用硯(須恵器高台付杯 1)

巡方 (鉄 製)1

印膳 本佐倉外宿遺跡 転用硯 (須恵器蓋 1、 土師器高台付椀 1) 九輛 (鋼 製)1

印幡 北押 出 し遺跡
丸輛 (青 銅製

巡方 (鉄 製 )]
1 「大殿J

印巌 高岡大 山遺跡

土師器円面硯 1

土師質風字硯 2

須恵器高盤 3

巡方 (青 鋼製)4
丸輌 (青 鋼製)3
銭具 (鉄製)2
丸輛 (石 製)1
鈍尾 (青銅製 )1
巡方 (鉄 製)1
巡方 (銅 製)2
巡方 (石 製)2

土師器耳皿 1

水滴 1

土師器羽釜 2
土師器置きカマ ド2

「厨」「曹」2「関」「関力」
5「門守」

lKXl 自l藩 六崎大崎台遺跡

丸輛

鈍尾

巡方

丸輌

餃具

製
製
Ｈ
Ｈ
Ｈ

銅
銅
製
製
製

青
青
銅
銅
鉄

印鰭 木野 子人山遺跡
畿内産土師器(杯 1・ 杯破片6)
転用硯(須恵器蓋 1)

102 印椿 尾上藤木遺跡CttlX 須恵器高盤 1

103 印椿 尾 L出 ,i遺跡 餃具 (鉄製)2

104 印播 墨木戸遺跡 丸輌(銅 製)1

105 印謄 墨新 山遺跡
須恵器高盤 1

転用硯(須恵器発 lヵ 土師器杯 2カ )

餃具 (鉄 製)1

106 印椿 新地遺跡第1地点 巡方 (鋼 製)1

107 自〕機 下勝‖1台畑遺跡 餃具(青鋼製)1

自1膳 宮本遺跡
鈍尾 (青 鋼製 )1
餃具 (鉄製)2

印路 宮本官後遺跡 B地 区 須恵器高盤 1 巡方(鋼製) 夕た駆鑢/1ヽ オLヵ  l

印謄 六拾部遺跡
方

尾

巡

鈍
青鋼製
青鋼製

印格 南広遺跡 転用硯 (須 恵器莞片 1)
九輛

銭 共

青鋼製)l
鉄製)1

自l騰 腰巻遺跡 「厨」「Fヨ 」

印藩 立山遺跡 須恵器高盤 1

印幡 岩富漆谷津遺跡 丸輌 (青鋼製 )1 灰釉陶器高台付耳皿 1

印藩 内田端 山越窯跡 須恵器高盤 1 須恵器香炉破片 8

印緒 平賀細町遺跡 鈍尾(青鋼製)1

日1騰 油作 第 2遺跡 丸輌 (石 製 )1 「曹司」「厨」2

印膳 台方下平 I遺跡 畿内系ハケロ尭 1・ 破片 1
巡方(金鋼製)1
鈍尾(鋼製)1
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著者名 発行年 書籍名 発行機関

藤岡孝司他 1987 「人千代市井戸向遺跡―萱田地区埋蔵文化財調査報告書Ⅳ―」

働千葉県文化財センター
大野康 男

「井戸向遺跡」「八千代市権現後遺跡・北海道遺跡・井戸向遺跡―萱田地区埋蔵文化財調査
報告書Ⅶ―』

大野康男 1991 「八千代市白幡前遺跡―萱田地区埋蔵文化財調査報告書V― J m千葉県文化財センター

平野 元 :郎 他 「名主山遺跡―村上団地第1期工事区域内調査―』 八千代市教育委員会

天野 努他 1974 「八千代市村上遺跡群J 脚千葉県都市公社

沼沢  豊他 1978 「佐倉市飯合作遺跡J Lll千 葉県文化財セ ンター

喜多圭介 1995 「臼井台大名宿遺跡』 lllrl印藩郡市文化財センター

高橋健一 「江原台J 佐倉市教育委員会

高田 博 1977 『佐倉市江原台遺跡発掘調査報告書 I― 第1次・第2次調査―』

働千葉県文化財センター山田友治
高田 博他

1980 「佐倉市江原台遺跡発掘調査報告書ⅡJ

西山太郎
斉藤 毅
篠原 正

1985 「北大堀・猿楽場遺跡発掘調査報告書―酒々井町町道北大堀・猿楽場線埋蔵文化財調査―J 働 印緒郡市文化財セ ンター

木内達彦 199Э 「千葉県印籐郡酒々井町長勝寺脇館跡』 働 印籐郡市文化財セ ンター

阿部寿彦
『千葉県印謄郡酒 井々町本佐倉外宿遺跡―おかじま電器酒々井店舗建設予定地内埋蔵文化
財調査―J

(lll印膳都市文化財センター

村田一男他 「千葉県酒々井町北押出し遺跡調査報告書』 酒々井町教育委員会

印緒都市文化
財センター 1993

跡

跡

跡

遺

遺

遺

山

山

山

大

大

大

岡

岡

岡

高

高

高

F千葉県佐倉市高岡遺跡群ⅡJ

「千葉県佐倉市高岡遺跡群Ⅲ」
『千葉県佐倉市高岡遺跡群Ⅳ』

lpr印 幡都市文化財センター

柿沼修平 1986 「大崎台遺跡発掘調査報告書Ⅱ」 佐倉市大崎台B地区遺跡調査会

宮  文子 1992 「千葉県佐倉市木野子大山遺跡発掘調査報告書J 卿 印格郡市文化財セ ンター

木内達彦
長内美知枝

1990 「千葉県印幡郡酒 井々町尾上藤木遺跡C地区発掘調査報告書」 llrl印 巌郡市文化財セ ンター

菊地敏記 1991 「千葉県印爆郡酒々井町尾上出戸遺跡J 働印格郡市文化財センター

中山俊之 1995
「千葉県印格郡酒 井々町墨木戸―(仮)す かいら―く酒 井々工場建設予定地内埋蔵文化財調
査―』 0印謄郡市文化財セ ンター

重

司

浩

和

龍

泰

倉

谷

藤

小

小

進
1997

『千葉県印謄郡酒々井町墨新山遺跡―ホソヤミート調理食品工場造成地内埋蔵文化財調査
報告書―J

lelin〕 幡郡 市文化財セ ンター

日暮冬樹 1995
「千葉県人街市新地遺跡第1地点―八街市榎戸地区市道拡幅予定地内埋蔵文化財調査報告
書―J

働印格郡市文化財センター

榊原弘二 1997 「佐倉市下勝田台畑遺跡―印膳沼流域下水道埋蔵文化財調査報告書―J 0千葉県文化財センター

栗本佳弘他 「東関東自動車道(千葉一成田線)関係埋蔵文化財発掘調査報告書J 千葉県文化財保護協会

飯島伸 2001 「宮本宮後遺跡B地区(第 2次 )― 汚泥再生処理センター建設事業に伴う埋蔵文化財調査―J 働 印藩郡市文化財 セ ンター

金丸 誠
四柳  隆

1994 「佐倉市六拾部遺跡―佐倉第三工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書測―』 lul千 葉県文化財セ ンター

金丸 誠 1993 「佐倉市南広遺跡―佐倉第三工業団地造成に伴う埋蔵文化財調査報告書X― 」 lpll千葉県文化財センター

石倉亮治 1987 「佐倉市腰巻遺跡―佐倉第三工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書V― 』 働千葉県文化財セ ンター

金丸 誠 1983 「佐倉市立山遺跡』 働千葉県文化財セ ンター

岩富漆谷津遺

跡 発 掘 調 査

団 大田宿遺
跡発掘調査団

1983 「岩富漆谷津・太田宿J 佐倉市教育委員会

渋谷健司 2002 「内田端山越窯跡』 動 印膳郡市文化財 セ ンター

郷堀英 F〕 1996 『印藩村｀
「 賀細町遺跡』 lul印 膳都市文化財セ ンター

村 山好文他 「油作第2遺跡J「平賀J 平賀遺跡発掘調査会

松田富美子 20115
「千葉県成田市台方下平 I遺跡・台方下平Ⅱ遺跡発掘調査概報―成田市公津西土地区画整
理事業に伴う埋蔵文化財調査―J

卿印藩都市文化財センター
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No 郡名 遺跡名 硯・畿内産土師器・高盤 鉾帯金具 特殊遺物等 官衛関連墨書等

印格 台方下平 Ⅱ遺跡

畿内産土師器(杯 2・ 盤 1・ 高盤 1・ 破片
17・ 畿内系ハケロ甕 2・ 破片 1)
転用硯 (土師器高台付杯 1)

製

製

鋼

銅

方

具

巡

餃
土師器置 きカマ ド 1

鉄製小札 1
「厨」

印機 大袋小谷津遺跡
須恵器円面硯 9
須恵器高盤 3

鈍尾 (青銅製 )1 「門殿」「躍力」

印格 宗吾西鷺山遺跡 鈍尾 (青鋼製)1

印謄 飯仲金堀遺跡 須恵器高盤 1 奈良三彩托 1

123 印椿 大袋山王第2遺跡B地区
畿内産土師器(蓋 1・ 杯 2(14点 破片を含
む))

須恵器高盤 1

鈍尾(青鋼製)2

印椿 飯田町南向野遺跡 須恵器高盤 l

自1緒 大袋腰巻遺跡

畿内産土師器(蓋 1・ 盤 1)

須恵器高盤 4

転用硯 (須恵器高台付杯 2・ 甕16・ 壺3)

巡方 (青 鋼製 )1
丸輛 (青鋼製)3
鈍尾 (青鋼製)1
巡方 (鉄製 )1

書刻

郡

郷

Ｊ

波

牟

波

印

ツ
印

126 埴生
山口遺跡

(公津原Loc 20)
須恵器高盤 1

丸輌(青銅製
鈍尾(青鋼製

1

1
「成厨厨厨J

127 埴 生
加良部遺跡
(公津原Loc 15)

鈍尾 (青 鋼製 )1

埴 生 囲護台遺跡群
須恵器円面硯 1

畿内産土師器 (杯 5・ 皿 3・ 鉢 3)
土師器高盤 1

製
製
製
製
製

鋼
銅
銅
銅
鉄

方
輛
尾
具
具

巡
九
鈍
銭
餃

鉄製小札 5
須恵器平瓶 1

「厨」

129 埴生
中台遺跡
(公津原Loc 14)

畿内産土師器杯 1 鈍尾(青鋼製)4

130 埴 生 南囲護台遺跡 (第 1地点 ) 土師器高盤 1 「使生J

埴生 新山 I(Loc l)遺 跡 須恵器高盤 1 双耳杯 1

132 埴生 川栗館跡 転用硯 (須恵器杯 1) 丸輌(青銅製)2

埴生 川栗波佐間遺跡 須恵器高盤 1

134 埴 生 久能下谷津遺跡 土師質二面平頭風字硯 1

壇生 久能小仲台遺跡
巡方 (石 製)2
丸輌 (石 製)3

埴 生 向台遺跡

須恵器円面硯5

風字硯 1

畿内産土師器(杯A3 杯Bl・ 蓋 2・ 高
盤 1・ 杯 (破片)1)
須恵器高盤 1

唐三彩陶枕 1 「厨力」

埴 生 龍角寺五斗蒔瓦窯跡 須恵器円面硯 1

埴生 大畑 I遺跡
須恵器円面硯 3

畿内産土師器 (杯A2・ 杯破片 2)
須恵器高盤 1土師器高杯 1

青鋼製鈴 3 「厨J2

139
竜角寺ニュータウンNQ 4

地点
餃具(青鋼製)1

140 埴 生 大竹林畑遺跡
丸輌(銅製)1
餃具(鉄製)1

埴 生
南羽鳥正福寺遺跡第 2地
占

須恵器高盤 1

埴4L 鳥内遺跡 丸輌 (石 製 )1

埴生 野毛平木戸 ド遺跡 土師器高盤 2
巡方(石製)

餃具(鉄製)

青鋼製海獣葡萄鏡 1

上師器置きカマド1

144 埴 生 野 毛平植 出遺跡 巡方 (石 製)1

埴 生 野毛｀
「 向山遺跡 須恵器高盤 1

地 生 円妙 寺遺跡 銭具 (青鋼製 )1

埴 生 馬場扇作遺跡 須恵器高盤 1 餃具 (鉄 製)1

壇 生 江地山遺跡 須恵器高盤 3
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著者名 発行年 書籍名 発行機関

松田富美子 2005
『千葉県成田市台方下平 I遺跡・台方下平Ⅱ遺跡発掘調査概報一成田市公津西土地区画整
理事業に伴う埋蔵文化財調査―J

勒 印椿郡市文化財セ ンター

蔀 淳一
酒井弘志他

1994 「大袋小谷津遺跡J「公津東遺跡群 I一 成田市公津東土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査
報告書―』 0印膳都市文化財センター

折原洋一他 1986 「千葉県成田市宗吾西鷺山遺跡発掘調査報告書』 成田市教育委員会 宗吾西鷺山遺跡調査会

蔀 淳一
酒井弘志他

1994 「飯仲金堀遺跡」『公津東遺跡群 I一 成田市公津東土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報
告書―J

的 印鰭郡市文化財セ ンター

川津和久
酒井弘志

宮 文子

1995 「大袋山王第2遺跡B地区」「公津東遺跡群Ⅱ一成田市公津東土地区画整理事業地内埋蔵文
化財調査報告書―』

帥印謄郡市文化財センター

蔀 淳一
酒井弘志他

1994
「飯田町南向野遺跡」「公津東遺跡群 I一 成田市公津東土地区画整理事業地内埋蔵文化財調
査報告書―J

働印藩郡市文化財センター

菊地敏記
小牧美知枝

『大袋腰巻遺跡(第 11次)一 成田市飯田町宅地造成事業に伴う埋蔵文化財調査―J 0印膳都市文化財センター

宮  文子他 F公津東遺跡群■―大袋腰巻遺跡―」 側印籐郡市文化財センター

天野 努 1981 「L∝ 20J「公津原ⅡJ ②千葉県文化財センター

天野 努 「Loc 15」 「公津原ⅡJ 働千葉県文化財センター

行

之

夫

英

博

邦

木

内

川

大

寺

木
1990 F成 田都市計画事業成田駅西日土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書J 成田市教育委員会

天野 努 1981 「LOc 14」 「公津原ⅡJ 0千葉県文化財センター

阿部寿彦 19K)6
「千葉県成田市南囲護台遺跡(第 1地点)― (仮 )ス ターツ株式会社宅地造成地内埋蔵文化財
発掘調査報告書―』 llli印幡郡 市文化財セ ンター

玉口時雄 1975 「Lclc l」 「公津原J 働千葉県地域振興公社

誠
司
司

敦
健

橋
原
谷

高
栗
渋

2001 「川栗館跡J「川栗遺跡群Ⅱ―ドゥ・スポーッカントリー成田ゴルフ場造成予定地内埋蔵文
化財調査報告書(■ )― 川栗館跡―』 側印絡郡市文化財センター

喜多裕明
「川栗波佐間違跡」「り‖栗遺跡群Ⅲ―ドゥ・スポーッカントリー成田ゴルフ場造成予定地内
埋蔵文化財調査報告書(■ )」

0印巌郡市文化財センター

菊地敏記他 1988 「久能下谷津遺跡」「久能遺跡群発掘調査報告書』 麟印膳郡市文化財センター

菊地敏記他 1988 「久能小仲台遺跡」「久能遺跡群発掘調査報告書J 脚 印緒郡市文化財セ ンター

石 田広美他 1985 『主要地方道成田安食線道路改良工事(住宅宅地関連事業)地 内埋蔵文化財発掘調査報告書J 0千葉県文化財セ ンター

石戸啓夫
小牧美知江

1997 『千葉県印騰郡栄町龍角寺五斗蒔瓦窯跡―栄町病院建設に伴う埋蔵文化財調査報告書―J 働 印膳郡市文化財セ ンター

大野康男 1986 F栄 町埴生郡衝跡確認調査報告書』 千葉県教育委員会

大野康男 1987 F栄 町埴生郡街跡確認調査報告書ⅡJ 千葉県文化財保護協会

石井広美他 1985 F主 要地方道成田安食線道路改良工事(住宅宅地関連事業)地内埋蔵文化財発掘調査報告書」
0千葉県文化財センター

小林清隆他 1985 『栄町大畑I-2遺跡―県単道路成田安食線埋蔵文化財調査報告書―J

米田幸雄
小牧美知枝

F千 葉県印緒郡栄町大畑 I-3遺跡―栄町ガソリンスタンド建設予定地内埋蔵文化財調査
報告書―』 0印鰭郡市文化財セ ンター

越川敏夫他 『竜角寺ニュータウン遺跡群J 竜角寺ニュータウ ン遺跡調査会

中山俊之
石戸啓夫

1997 F大竹林畑遺跡」 働 印幡郡市文化財セ ンター

宇田敦司 1996 F千葉県成田市南羽鳥遺跡群 I一 成田カントリークラブゴルフ場造成地内埋蔵文化財調査
報告書(I)― J

働印藩都市文化財センター

小林清隆他 「主要地方道成田安食線道路改良事業地内埋蔵文化財調査報告書 I一 成田市鳥内遺跡―』 0千葉県文化財センター

喜田圭介 1990

「ニュー東京空港ゴルフ場造成地内埋蔵文化財調査報告書 (■ )千葉県成田市野毛平木戸下
遺跡・野毛平向山遺跡・野毛平植出遺跡・野毛平千田ケ入遺跡・長田舟久保遺跡 。長田土
上台遺跡』

働印膳郡市文化財センター

喜田圭介 19∞
『ニュー東京空港ゴルフ場造成地内埋蔵文化財調査報告書 (■ )千葉県成田市野毛平木戸下
遺跡 野毛平向山遺跡・野毛平植出遺跡・野毛平千田ケ入遺跡・長田舟久保遺跡・長田土
上台遺跡』

脚 印格郡 市文化財セ ンター

喜 田主介 1990
『ニユー東京空港ゴルフ場造成地内埋蔵文化財調査報告書 (■ )千葉県成田市野毛平木戸下
遺跡・野毛平向山遺跡・野毛平植出遺跡・野毛平千田ヶ入遺跡 長田舟久保遺跡・長田土
上台遺跡J

0印格都市文化財セ ンター

矢野紀子他 F東 関東自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 I一 成田地区―』 働千葉県文化財センター

阿部寿彦 F千葉県成田市馬場扇作遺跡―東京電力安食線増強(Ⅱ 期)工事に伴う埋蔵文化財調査―』 囲 印籍郡 市文化財セ ンター

寺内博之他 1994 「江地山遺跡」『荒磯 千葉県成田市荒磯地域の調査』 成田市荒磯地域学術調査会
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No 郡名 遺跡名 硯 畿内産土師器・高盤 鈴帯金具 特殊遺物等 官衝関連墨書等

埴 生 一鍬 田甚兵衛 山北遺跡 畿内産上師器杯 1

香取 大菅向台遺跡 須恵器高盤 1

香取 青山富ノ木遺跡
上師質二面風字硯 1

転用硯 (須恵器甕 1)

152 香取 名木廃寺跡 転用硯 (須 恵器椀 2) 「曹」

153 香取 玉造上の台遺跡 巡方(石製)l

154 香取 仁井宿東遺跡
須恵器円面硯 1

須恵器高盤 1

転用硯 (須 恵器杯 4)

香取 津官遺跡群 巡方 (石製 )1

ロクロ土師器耳皿 1・ 高
台付耳皿 1

土師器置きカマド2

香取 長部山遺跡 「厨J「官J2

157 呑取 古原遺跡 転用硯 (灰 釉陶器椀 2) 巡方(銅製)1

香取 妙見堂遺跡 土師器高盤 2

奈良三彩小壺 1

人形鉄製品 1

置 きカマ ド5

羽釜 2

lJJ瑳 侭田遺跡No1 2地 点 転用硯力(須恵器尭 1) 「匝厨 J

匝瑳 北の内遺跡 畿内産土師器杯 Al

し,瑳 多占台遺跡群 転用硯 (須恵器高台付杯 1)

巡方(銅 製)3
丸輛(銅製)1
鈍尾 (鋼製)1
餃具(鋼製)1

匝瑳 中内原遺跡
盤

盤

高

高

器

器

恵

師

須

上

163 匝瑳 南借当遺跡 鈍尾 (金属製 )1

164 匝瑳 城山遺跡 転用硯 (須恵器盤 1・ 甕13) 鈍尾(銅製)1

[,瑳 神山谷遺跡

須恵器高盤 1

土師器高盤 1

転用硯 (須恵器発29)

鈍尾 (青 銅製 )1
丸輛 (石 製)1

166 匝瑳 池 1/L遺跡
須恵器高盤 1

転用硯ヵ(土師器高台付杯 1)

167 匝瑳 妙名遺跡 土師器高盤 1
「しチJ

lll瑳 柳台遺跡

須恵器高盤 2
土師器高盤4
転用硯 (須恵器壺 1)

巡方(金鋼製)1
鏡具(青鋼製)1
銃具(鉄製)1
丸輌(石製)1

同
樹

「庁」「千俣□」「千

匝瑳 雉子 ノ台遺跡
畿内産土師器(盤 1・ 蓋 1)
須恵器高盤 1

匝瑳 真 塚々遺跡 上師器高盤 1

匝瑳 生尾遺跡
須恵器高盤 1

転用硯 (須恵器蓋1 皿ヵl・ 発力1)
巡方(銅製)1
鈍尾(鋼製)1

172 匝瑳 平台遺跡 須恵器 円面硯 1

173 匝瑳 飯倉鈴歌遺跡 畿内産土師器 (杯 3・ 破片 14) 奈良三彩小壺 1

匝瑳 平木遺跡
「郡厨」2「□厨」「藤」「玉
長」

海_L 境原遺Dl・ 転用硯 (須恵器高台付盤(朱 墨)1)
製

製

鋼

銅

輌

尾

丸

鈍
須恵器双耳杯 1

176 海上 地々免遺跡
畿内産土師器盤 1

須恵器高盤 1

177 海 L 御座 ノ内遺跡 須恵器高盤 1

178 海上 古屋敷遺跡 転用硯 (須 恵器蓋 1 発 1) 巡方 (金銅製 )1 「山幡」「曹司J「千俣」

海上 岩井安町遺跡
転用硯 (灰釉高台付杯 1、 須恵器■ 2、 土
師器杯 1)

「厨」

海上 大宮戸大新田遺跡第 1地点 転用硯 (上 師器高台付杯 1) 鈍尾 (石 製)1
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著者名 発行年 書籍名 発行機関

小久貫隆史他 1995 「新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅸ―一鍬田甚兵衛山北遺跡(空港NQll遺跡)― 』 動千葉県文化財セ ンター

伊庭彰一
平岡和夫

1989 F千葉県下総町大菅向台遺跡―発掘調査報告書―』 ド総町遺跡調査会

ll宮 隆太郎
γf 重行

1999
『下総町青山冨ノ木遺跡・鎌部長峯遺跡―主要地方道成田下総線建設に伴う埋蔵文化財調
査報告書Ⅶ―』

動千葉県文化財センター

沼沢 豊 1983 「下総町名木廃寺跡確認調査報告』 千葉県教育委員会

原田亨二 1983 「〈速報〉千葉県佐原市玉造上の台遺跡の調査」「月刊 考古学ジヤーナル」NQ222 =z-+} 4 t,z'1I

官  重行他 1990
F佐原市仁井宿東遺跡・牧野谷中田遺跡―中小河川改良事業小野川放水路建設に伴う埋蔵
文化財発掘調査報告書―J

働千葉県文化財センター

黒沢哲郎他 2KX14 「津官遺跡群」 0香取郡市文化財センター

江尻和正 F千葉県佐原市長部山遺跡』 働香取都市文化財センター

他

夫

夫

昭
敏

沢

川

鬼

越 21X12 『千葉県佐原市古原遺跡』 (勝香取都市文化財センター

中野修秀
庭  毅

1989 『千葉県香取郡小見川町織幡地区遺跡群発掘調査報告書J 小見川町埋蔵文化財調査会

平野 功
平井真紀子

1994 F織幡妙見堂遣跡Ⅱ』 0香取郡市文化財センター

越川敏夫 1993 F大塚遺跡群侭田遺跡―侭田遺跡NQ l NQ 2 NQ 3地点条山遺跡―J (勝香取都市文化財センター

村 山好文 201Xl 「中内原遺跡・北の内遺跡J (勝香取郡市文化財センター

黒沢哲郎 1999 『多古台遺跡群 I―ヽ 1.2,4～ 7地点の調査J

0香取郡市文化財センター
黒沢哲郎他 2KX12 『多古台遺跡群Ⅱ―NQ 3地 点の調査―J

村山好文 201Xl 『中内原遺跡・北の内遺跡J 側香取郡市文化財センター

麻生正信他 1991 『多古町南借当遺跡―県単橋梁架換(借 当橋)事業に伴う埋蔵文化財調査報告書―J (勝千葉県文化財セ ンター

道澤 明 2KXXl F千葉県匝瑳郡光町篠本城跡・城山遺跡―ひかり工業団地内埋蔵文化財調査報告Ⅱ―J lpl東総文化財セ ンター

人

巳
宏

雅

勝

昭

本

内

多

岸

宮

本
2∞2 「千葉県匝瑳郡光町神山谷遺跡(1)― ひかり工業団地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ―J

側東総文化財センター

本多昭宏 2002 『千葉県匝瑳郡光町神山谷遺跡(2)― ひかり工業団地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ―』

安井健一
鳴田浩司

1996 F主要地方道多古笹本線埋蔵文化財調査報告書2 干潟町池尻遺跡 茄子台遺跡』 働千葉県文化財センター

渋谷興平 「妙名遺跡J 北総東部用水事業埋蔵文化財発掘調査団

菊地敏記

福 間 元
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Ⅳ 郡衛成立の歴史的背景と意義 ―調査された郡衛を中心に一

各郡の概要で示したように,郡衛が出現してくる背景には,古墳時代後期からの古墳や集落の動向が大

きな鍵を握っている。ここでは,調査された郡衛が所在する郡を中心に,成立の背景を探ってみる。

山中氏は,評衛や郡衛がどのような歴史的・地理的環境の中で成立したかを検討し,郡域における5～

7世紀頃の古墳や集落跡, 7・ 8世紀創建の寺院跡の分布との位置関係から,在地有力氏族の本拠地に営

まれた「本拠地型郡衛」遺跡と,その本拠地から離れたところに位置する「非本拠地型郡衛」遺跡とに大

別した
1)。

本拠地型はさらに,郡域の代表者としての位置を占め,域内の他地区より相対的に大型の古墳

が集中する地区に立地するA類 と,郡域内の代表的氏族としての地位を必ずしも伝統的に保持していたの

ではなく,他地区の有力氏族との競合関係にあったと考えられるB類に分けている。現在までに,千葉県

内で郡衛と特定できる遺跡は,相馬郡衛である日秀西遺跡,埴生衛である大畑遺跡と武射郡衛である嶋戸

東遺跡の 3遺跡である。そこで,各遺跡周辺の古墳の動向をまとめてみよう。

日秀西遺跡は,国造制下の印波国に属 し,手賀沼北岸に位置する。古墳時代前期の古墳 としては,柏市

戸張一番割遺跡の前方後方墳及び沼南町北ノ作 1・ 2号墳 (前方後方墳)があげられる。中期になると,

東葛飾郡最大の前方後円墳である天神山古墳が地域の盟主的な存在として築造され,石枕や短甲を有する

円墳である金塚古墳や柏市天神台古墳群へと引き継がれていく。この時期までは柏市戸張地区から我孫子

市我孫子地区の手賀沼西岸に中心が認められる。この様相は,後期になると大きく変わり,手賀沼周辺に

小規模な古墳群が点在し,地域全体を掌握するような勢力はみられなくなる。日秀西遺跡は,古墳時代前

期からの中心的な地域である手賀沼西岸地域ではなく,小規模古墳が存在する北東岸の湖北地区に立地し

ている。

一方,大畑遺跡も印波国に属するが, 日秀西遺跡周辺とは大きく異なる。印波国の中でも大規模古墳群

が,印藩沼東岸の公津原古墳群と北側の竜角寺古墳群にみられる。この範囲は,律令制下の埴生郡のほぼ

全域と印格郡の一部にまたがる。この両古墳群の中で勢力の変遷が伺われる。まず,前期から中期にかけ

ては,竜角寺古墳群ではほとんどみられず,公津原古墳群に中心がある。公津原古墳群は,4世紀前半か

ら築造が開始され,6世紀代に大型の古墳が集中する。 6世紀初頭には,墳丘長86mの前方後円墳である

天王・船塚古墳群1号墳が築造され,次に墳丘長63mの天王・船塚古墳群31号墳などの大型前方後円墳が

みられる。 6世紀後半から7世紀にかけても古墳の築造がみられるが,それまでの大型古墳ではなく中小

規模の円墳や方墳が主体となる。その一方で,前・中期の古墳がない竜角寺古墳群では, 6世紀後半以降

印烙沼を望む台地縁辺に中小規模の前方後円墳を含む古墳群が形成されるようになる。そして,埴輪が伴

わなくなる7世紀以降は台地の奥部に進出し,全長78mの 前方後円墳である浅間山古墳や 1辺79mの 大型

方墳である岩屋古墳などが築造され,公津原古墳群を圧倒的に凌駕するようになる。このようにみてみる

と,印波国の中心が 6世紀末から7世紀にかけて公津地域から竜角寺地域に移っていったことが想定され

る。その勢力地域に初期寺院の龍角寺や埴生郡衛が成立する。

また,嶋戸東遺跡周辺 も大畑遺跡周辺と類似 した様相が伺われる。古墳時代前期に遡る大型古墳はな

く,小規模な円墳である嶋戸境 1号墳が見られる程度である。以降も有力な古墳は認められないが,こ の

様相が一変するのが 6世紀後半である。国造制下の武社国に属 し,北から木戸川・境川 。作田川の 3河川

流域に大型古墳が築造されるようになる。木戸川流域では,中流域に全長89mの殿塚古墳が最初に築かれ,

- 104-



その後全長59mの 姫塚古墳,全長72mの 小池

大塚古墳が順次短期間に営まれる。下流域で

は全長76mの 朝日ノ岡古墳からやや時期を空

けて 7世紀初め頃に武社国中最大の前方後円

墳である大堤権現塚古墳が築造される。その

南側の境川流域では,中流域に6世紀後半か

ら径45m前後の円墳である経僧塚古墳, カブ

ト塚古墳が存在し,上流域に6世紀末から7

世紀初頭の築造とされる全長86mの 胡摩手台

16号墳がみられる。嶋戸東遺跡はこの流域に

当たるが,その位置は大型古墳が認められる

中 。上流域ではなく,下流域に営まれる。さ

らに南側の作田川流域では,下流域の板附古

墳群中に集中し,全長90mの 西ノ台古墳,全

長63mの 不動塚古墳が6世紀後半から末にか

けて築かれ,7世紀初頭頃に 1辺60mを 測る

駄ノ塚古墳が出現する。

各郡の概要では触れていないが,評衛ある

いは郡衛に関連する何らかの施設と思われる

木更津市丹過遺跡は,国造制下の馬来田国

に属する。この国は,東京湾に注ぎ込む小櫃
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第36図  流域別主要古墳変遷図

川流域一帯を領域としてお り,こ の流域にも古墳が濃密に分布する。中流域には,小櫃古墳群中に,4世

紀代とされる飯籠塚古墳,浅間神社古墳,自山神社古墳の全長100m級の前方後円墳が順次築造されるが ,

中期以降の大型古墳は見られず,中小規模の古墳を含む古墳群が展開している。一方,下流域の河田部では,

大型前方後円墳を含む祇園・長須賀古墳群が広がっている。 5世紀代には,石製模造品を副葬した高柳銚

子塚 (142m),金 銅製眉庇付冑や画文帯鏡などを出土した祇園大塚山古墳 (100m),6世紀代には稲荷森

古墳 (約 100m),銅 鈴や銅鈍,金銅製や銀製の刀装具などを出土した丸山古墳 (77m),金鈴や金銅製飾履・

承盤付銅鈍などの豪華な多量の副葬品が確認された金鈴塚古墳 (95～ 100m)な どが連綿と築かれ, 7世

紀代には大型古墳がみられなくなる。この状況からは,前期までは中流域に拠点があり,中期以降は河口

部に中心が移っていく様子が伺われる。丹過遺跡は前期古墳が立地する小櫃古墳群より5 kmほ ど下流に位

置し,河回の祇園 。長須賀古墳群より10kmほ ど上流に当たる。この周辺には有力な古墳は認められず,古

墳時代後期からの有力な古墳が所在する地域とは異なる場所に営まれている。

このように,郡衛として想定される遺跡周辺の古墳のあり方をまとめてみると,確実に本拠地型A類 と

捉えられるのが埴生郡街である。 7世紀後半から末頃になって公津原地域から竜角寺地域に中心が移 り,

さらに,竜角寺古墳群の立地が,印藩沼岸から内部に入った場所に移動し,そ こで終末期の大型前方後円

墳である浅間山古墳や大型方墳である岩屋古墳などが連綿と築かれている場所に竜角寺と埴生郡行が営ま

れる。一方,非本拠地型として想定できそうな遺跡が日秀西遺跡である。水神山古墳に代表される手賀沼
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第37図 丹過遺跡建物全体図

を掌握するような中期までの拠点となる古墳群とは離れた場所に相馬郡衛が設けられる。ただ,湖北地区

から新木地区にかけては手賀沼の開発によって削平された台地縁辺部にある程度の規模の古墳があった可

能性 もあり,断定できない2)。
終末期の竜角寺古墳群とは比較にならないほどの小規模な古墳であり,本

拠地としてではなく,中小規模の在地勢力をまとめ上げるような場所に郡衛を設定したのであろう。概念

としては,非本拠地型に属すると思われる。丹過遺跡周辺に畔蒜郡行が所在するのであれば,こ の地域も

非本拠地型となろう。

問題は,武射郡衛が所在する武社国地域の古墳のあり方である。これについては,先学により様々な解

釈がなされている。ここで詳細に検討はしないが,極めて短期間に3河川の流域に盟主的な規模の古墳が

築造されている。最終的に築造されるのが,木戸川下流域の全長115mを 測る大型前方後円墳である大堤

権現塚古墳と作田川下流域の 1辺60mを 測る大型方墳である駄ノ塚古墳である。境川流域を含めた 3河川

を掌握した勢力は,時期ごとに河川を移動する首長権の交代制ではなく,相互の競合的関係で国を維持し

ていたものと思われる。そして,埴生郡の岩屋古墳 と龍角寺の関係からすれば,駄ノ塚古墳 と真行寺廃

寺 (武射寺)の関係も想定される。駄ノ塚古墳 とは,境川を挟んだ対岸の台地上に真行寺廃寺が建立され,

武射郡衛も営なまれる。そこには,駄ノ塚古墳を意識しつつも各流域全体のバランスをとるうえで絶好の

場所であった境川下流域を選定したのであろう。交通の要所としても重要である。嶋戸東遺跡のなかで触

れたように,太平洋岸から砂提帯を挟んで武射郡衛を通 り,内陸に向かうと想定される官道の一部が調査

されており,こ の道路が古墳時代まで遡るかどうかは不明であるが,水上交通と陸路を結ぶ重要な位置に

あったことは間違いない。山中氏による本拠地型B類の範疇に入るものであろう。

山中氏は,郡衛成立過程における3つの画期として,① 7世紀中葉,② 7世紀末ないし8世紀初め頃,

③8世紀前葉をあげ,①は評衛の前身である初期評衛と考えられる官衛施設が出現する時期,②は多くの

郡衛遺跡において官衛施設が創設される時期,③は大宝令の施行によって名実ともに郡衛が体制的に整
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第38図 各遺跡建物主軸方位分布図

備,確立された8世紀前葉を指標としている。この点から県内の郡衛と考えられる3遺跡について考えて

みよう。まず,①とした7世紀中葉の初期評衛とされる施設は確認されていない。②に関しては, 日秀西

遺跡の初期建物群や嶋戸東遺跡の前期政庁とされる建物群は7世紀末頃に建てられたとされる。大畑I遺

跡では, 2間 ×3間の小規模な建物で構成される第1期 がこの段階に当たっている。この遺跡では,第 2

期 (8世紀第 1四半期)と した建物群が軸をそろえ,大型の建物が含まれるなど,こ の段階になって官衛

的な様相を有するようになり, 日秀西遺跡や嶋戸東遺跡よりはやや遅れて整備されたものと考えられる。

県内で調査された郡衛遺跡の開始時期は②の段階になってからである。

一方,③の画期も重要である。 3遺跡の時期別主軸方向をみると明らかなように,8世紀前葉という時

期は,日 秀西遺跡においては,軸 を東西南北に揃えた掘立柱建物の倉庫群が成立し,嶋戸東遺跡では,後

期郡衛が前期とは軸を変えて営まれるようになった時期である。まさに本格的に整備された郡衛施設が確

立してくる。ちなみに, 8世紀中葉から後半にかけて両遺跡とも倉庫群は掘立柱建物から礎石建物に改築

される。
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このように,飛鳥浄御原令の施行段階を中心とした②の時期に上記の各郡衛が成立し,③の時期に本格

的に整備されたことが伺える。また,山中氏は,交通の要衝に位置していることを特徴としてあげている。

この点についてみてみよう。まず,相馬郡衛については,先述したように意部郷に設置されていたとする

と,下津谷氏が考察している点が注目される
3)。

同氏は,遺跡の分布から於賦駅を日秀西遺跡周辺に想定

している。意布郷戸籍には,軍団の役職名を示す人物の記載があり,藤原部を改姓した「久須波良部」の

墨書土器が新木地区に集中して出土していることを考え合わせると,相馬軍も湖北地区から新木地区にか

けた地域に設置されていたものと思われる。於賦駅も日秀西遺跡周辺に想定することが妥当と思われる。

於賦駅は,下総国から常陸国に渡る交通の要衝に位置していることは間違いないであろう。また,埴生郡

衛である大畑遺跡も古東海道の山方駅から荒海駅にいたる官道沿いに設置されている。荒海駅も,於賦駅

同様常陸国にいたる最後の駅となる。この両遺跡は,常陸国南部から下総国北部にかけて広がっていた内

水面である「香取の海」の沿岸に位置しており,古墳のあり方からしても古代より水上交通の要衝であっ

たと考えられ,その場所に駅及び郡衝が設置されたのであろう。

一方,武射郡行は古代官道が確認されていない太平洋岸に位置している。これについては,6世紀後半

から大型の前方後円墳が集中して築造されている状況から,海上交通及び河川を使った水上交通によって

新たに開発・入植した地域として検討した
4)。

ぉそらく,こ の時代から中央にとって東国経営の重要な拠

点として九十九里沿岸を選地し,大規模な開発を進めていったのであろう。旧佐倉街道は,江戸時代の絵

図面から嶋戸東遺跡の正倉域を斜めに抜けて伸びており,九十九里の平野部まで達していたと推定されて

いる。この道路は久保谷遺跡で検出された道路跡と平行し,嶋戸東遺跡の前期政庁と考えられる軸方向と

も共通していることから,少なくとも7世紀後半まで遡ることは確実である。

このようにみてみると,房総における郡衛は水上交通及び海上交通の要衝にあった場所に設置されたこ

とが伺える。調査された郡衝遺跡の古墳時代からの様相を加えてみると,上総地域も含めて古墳時代から

の中央政権との深いつなが りが伺われる。特に,武射郡衛周辺の古墳の特徴からは,東国経営及び東北経

営の拠点として位置づけ,その性格がそのまま武射郡衛成立の大きな要因となったことが想定される。た

だ,調査された郡衛 もまだ解明されていない部分もあり,他の郡衛の調査の進展などにより,房総の郡衛

あるいは官衛のさらなる研究がなされることを期待する。

山中敏史 1994『古代地方官衛遺跡の研究』 塙書房

辻 史郎 2∞5「下総国相馬郡正倉をめぐる一考察」「古代東国の考古学』 (大金宣亮氏追悼記念論文集)

下津谷達男・古宮隆信 1988「下総の古東海道」『東葛上代文化の研究J

栗田則久・木島桂子 2Cll15「古代の上総北東部―古墳時代後期からの集落と古墳の動向―」「研究紀要24-30周年記念論集―』

財団法人千葉県文化財センター

註

１

２

３

４
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第 7表 遺跡一覧表

凡  例

1 本表で取 り扱った遺跡は,郡衛のみではなく,官衛的な遺構や遺物を検出した遺跡であり,具体的な

性格については触れていない。下総の主要な遺跡については, Ⅲの「下総地域の官衛関連遺物について」

で一覧表として扱っているため,本表では空白としている。

2 表の各項目については,以下のとおりである。

(1)Noに ついては,県の分布地図の番号を附した。

(2)地図については,(1)同様分布地図を踏襲し,国土地理院発行の25,000分の 1の地図名及び番号を記

した。

(3)国郡の所在については,千葉県立中央図書館が1970年 に発行した『千葉県地名変遷総覧』に主に準拠

している。

(4)所在地については,市町村合併前の旧住所を使用している。

(5)時期については,遺跡内の古墳時代から平安時代までの遺構 。遺物の時期を示している。

(6)当 該時期については,官衛関連遺物・遺構等の存続時期を示 している。

(7)性格については,あ る程度推定可能な遺跡について触れた。
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第7表 遺跡一覧表

M 地L/」 国名 都 名 遺跡名 市町村 所在地 立 地 標 高 水系 時期 当該時期 性 格
遺構竪穴住

居跡

NQ73保 田
NQ78那古

安 房 平 群 大峰畑遺跡
郡

町

一房
山

安

富 高崎字奥田495他 段丘上 40m 岩井川 8c*-9c 集落跡

NQ82千倉 安 房 安房 安房国分寺跡 館 山市 国分959-2他 砂丘台地 19m 平久里川 8c*-9c 寺院跡

No81館 山 安 房 安 房 加賀名遺跡 館 山市 波佐間字加賀名下 海岸段丘 11～ 2m 波佐問
8c後 半～10c

初
関連遺物

出土

NQ79安房
古川

安房 安房 宝珠院
安房郡
二芳村

府中字宝珠院

平久里川左

岸河岸段丘

上

13～ 16m 平久里川

集落跡・

安房国府
推定地

2 NQ73保 田 安 房 恩 田原遺跡
郡

町

一房
山

安

富 久枝57-4 段 丘 10m 岩井川
関連遺物

出土

5 NQ82千倉 安房 朝夷 健 田遺跡群 千倉町
瀬 戸 字堀 ノ内278
～279他

海成段 丘上 23～ ghll 瀬戸 川 奈良・平安 靖
靖

次

次

48 NQ51姉崎 上総 海 L

西野遺跡群西
野下 田遺跡
(海 L郡衛推
定地)

市原市 西野下田2"-1 自然堤防微
高地

養老川 奈良・平安
衝郡

地

上
定

海

推
1(7c代 )

NQ51姉崎 L総 海 上

西野遺跡群西
野遺跡第2次
(海 上郡行推
定地)

市原市 小折字小折3-3 自然堤 防微

高地
75～ 85m 養老川 奈良・平安

衛郡

地

上
定

海

推

N051姉崎 上 総 海 L

西野遺跡群西
野遺跡第 1次
(海 上郡衝推
定地)

市原市 西野字東日 沖積低地 80～ 100m 養老川 奈良・平安
海上郡衡
推定地

NQ51姉崎 上 総 海 上

西

上
＞

群

海

地

跡

＜

定

遺

跡

推

野

遺

衛

西

野

郡
市原市

西野字南口192-1
他

右岸段 F■上
834～
1059m 養老川

古墳～奈
良・平安

奈良 平安
衝郡

地

上

定

海

推

４

代
(it墳 時

NQ46五井
NQ47蘇我

11総 海 上

郡 本 遺 跡 群

(上 総 国府 推

定地 I)郡本

遺跡 (第 5次 )

市原市 郡本1丁 目153他
台地 (市原
台地)

20m 老
田

養
噺

市原郡街

推定地

793
No46五井
NQ47蘇我

L総 海 L

郡 本 遺 跡 群

(上 総 国府 推

定地 I)郡本

遺跡 (第 4次 )

市原市 郡本3J‐ 目201-1 舌状台地 21～ 22m 養老川

上総国府
推定地・

市原郡衝
推定地

2

793
NQ46五井
NQ47蘇我

海上

郡 本 遺 跡 群

(上 総 国府推

定地 I)郡本

遺跡 (第 2次 )

市原市 郡本3丁 目202-1 台地 22m 養老川

上総国府

推 定 地・

市原郡衛

推定地

NQ46五井
NQ47蘇我

L総 海 L

郡 本遺跡群
(上 総国府推
定地 I)郡本
遺跡

市原市
郡
～

丁目103番地
他

台地上 21m 養老川
市原郡衛
推定地

NQ46五井
NQ47蘇我

L総 海 上
古甲遺跡 (郡

本遺跡群)

市原市
郡本2丁 目3m-2
他 (平 3)346(平 4)

上総国府
推定地

M51姉 崎 L総 海 L ¨̈̈
地

市原市
村上字蔵の下 1584
他

右岸河岸段

丘上
養老川 奈良 平安

上総国府
推定地

N(151姉 崎 11総 海 L

村 上 遺 跡 群

(村 上 川堀 遺
跡)上総国府
推定地

市 原 市
村上字川堀1628-
1

自然堤 防 ト 80～ 90m 養老 川
8c後半～ 9c
前半

NQ51姉崎 11総 海 L 村上遺跡群 L
総国府推定地

市原市
村 上1126-1(年
元)1159-1(年2)

養老川
上総国府

推定地
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官行関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名 発行年)

水汲み場 柵状遺
構

銅製丸輌 (水汲み
場)

安房国府推定地である三芳村府中は当遺跡の
市東約 8 kmに あり富山町米沢字大折は平群郡
衝推定地となる。

1998富津館山道路埋蔵文化
財調査報告書

基壇建物跡
石帯 (1)溝 三彩
獣脚基壇建物

1980安房国分寺

帯金具 (蛇 紋岩 )

奈良・平安時代の集落。竪穴住居から帯金具
を出土した。

1"9加 賀名遺跡

1987年古代寺院跡の確認調査により弥生時代
の集落 包含層・墳丘を欠失した古墳 2基
(1基は5c)を確認。10c代 の遺物は少量出土
したが当該期である8・ 9c代の遺物は皆無に
等しい。

19器古代寺院 (宝珠院)確
認調査報告書

銅印「王泉私印J
調査区内の遺物包含層から出土、該期の遺
構・遺物は検出していない。

1998恩田原遺跡

平城官跡出土木簡に養老6年 (722)、 養老13

年 (729)と 記載された時期と前後する竪穴
住居が検出された。

1975健田遺跡発掘調査報告
書1977健田遺跡1980健田遺
跡発掘調査概報第4次調査

大溝 ピッ ト群 (掘
立柱の可能性が高
いが不明)(確認 )

出土遺物は、遺構に確実に伴うものが少なく
年代をおさえることが困難であるが、7c前半
に集中するようで検出した遺構の時期もこの
時期であろう (確認)西野遺跡の一部である
とは考えられるが海上郡家の一部であること
は今後の検討を要する (本調査)

1996平成 7年度市原市内遺
跡発掘調査報告書21XXl市 原
市文化財センター年報 (平

成 9年度)西野下田遺跡

5棟

柱穴97基 (掘 立柱
建物 5棟含む)井
戸 1基 8c前棄～
9c後半 (8c代が
主体)溝状遺構 1

条

軒丸瓦単升
二十四葉蓮
華文平瓦格
子・縄叩き

本遺跡が郡衝に比定される端緒となった大字
小折字小折の地のはじめての調査。縁辺部と
いうこともあり郡衝に関する遺構は検出され
なかった。検出した井戸はその構造から館あ
るいは館に付属する厨に伴う井戸と考えられ
る。

1996平成8年度市原市西野
遺跡第二次発掘調査報告書

1・ 掘立柱 1

奈良・平安時代の遺構は掘立柱建物 1と 掘立
柱 1で ある掘立柱建物跡 (SB― ∝肌)は 3
間X2間の総柱高床構造と考えられる。海上
郡衝推定地大字小折に隣接する。

1995市原市西野遺跡第一次
発掘調査報告書

8棟

井戸 6基 (う ち 1

基は横板材がのこ
り8c後 半～9cに
廃絶)溝 30条 (東

西 溝SDllX32が 郡
衝に関連した区画
溝)上壌 8基

検出した東西溝SDllX12が郡衝に関連した区
画溝であると考えられる。

1989市原市西野遺跡・白山
遺跡・村上遺跡発掘報告書

溝状遺構 (東西)
郡本遺跡 (1次 )に隣接した地点、東西には
じる溝状遺構を検出する。

19"郡本遺跡 (第 5次 )市
原市内遺跡発掘調査報告

3(2間 X3
間)う ち2棟
は規模・軸線
が類以

竪穴状遺構2 布目瓦 灰釉陶器長頭壷2

市原郡衝推定地、第9号竪穴住居から灰釉陶
器長頸壺 2点のほか墨書土器5点布目瓦が出
土したほか掘立柱 3棟 を検出した。墨書土器
のうち則天文字「天Jは特殊な文字で県内で
は官衝関連施設などから出土している (江原
台第 I・ 真行寺廃寺 和洋学園国府台キャン
パス内遺跡 2次 など)

1999市原市郡本遺跡 (第 4
次)

2棟
市原郡衡推定地と確定できる資料は得られて
いないが2棟の掘立柱建物跡や奈良・平安時
代の竪穴住居跡、墓墳などを検出し、当遺跡
の特殊性・重要性は強まった。

1995市原市郡本遺跡 (第 2
次)

金、鋼製帯金具

直接官行 に関連す る遺構 は検 出 されなかった
が墨書・線刻土器や金・銅製帯金具の出土は

注 目される。

1987市原市郡本遺跡

平 4年度溝 (幅 8
m、 深さ2m)

緑釉・ 灰釉 碑 ・

獣脚

平成 3年の調査では竪穴住居や掘立柱建物の
柱穴であろうビットが多く検出されたが調査
区が狭く今後の面的調査が期待される。遺物
は表面採集資料も含め平安時代の所産と思わ
れるものが多い。平成4年の調査では東西地
割りの方向に沿う形で溝が検出された全体的
な形状を把握する。

1984市原市上総国府推定地
確認調査報告書 (1)

8c第 四24棟
9c初 11棟 9c
前半12棟

溝SD20(9c代 )

SD102(9c後半 )

土坑方形周溝状遺
構

平瓦・丸瓦
青鋼製帯金具 (鈍

尾)

多数の掘立柱建物跡検出し交通の要衡である
養老川に深くかかわって成立した遺跡と考え
られる国府とかかわる「津」のような性格で
はなかったかと想定できるが遺構の性格を決
定できるような遺物は出土しなかった。

1997村上遺跡群埋蔵文化財
調査報告書

４

は奈良．平安い中
土坑 (8c末～9c
初)土器棄て場 1

他 3井戸状遺構2
溝2

帯

，

石

輛
(滑 石製、丸

布 目 (一 部
へ ら削 り、
ヘ ラナデに
よるス リ消
し )、 縄 叩
き平瓦

8c～%前半の掘立柱4棟が検出されうち 1棟
は8c中葉に属する。また8c末～9c初めの土器
を大量に廃棄したとみられる土坑から石製丸
輌が出土した。

200Э 市原 市村上川堀遺跡

国府に直接結びつくと積極的に主張しうる成
果はなっかた。

1984市原市 L総国府推定地
確認調査報告書 (1)
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ヽ 地 図 国名 郡名 遺跡名 市町村 所在地 立 地 標高 水系 時期 当該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

465 NQ51姉崎 上総 海 上

村上遺跡群
(村 上城跡 )

上総国府推定
地Ⅱ

市原市 村上字白山他
自然 堤 防
上、微高地

養老川 中世
上総国府
推定地

465 ヽ51姉崎 上総 海上
村上遺跡群 L
総国府推定地 市原市 村上1402-15 自然堤 防上 養老川

府国

地

総
定

上

推

651-1
士海５２

木
Ｍ
有 上総 海 上 文作遺跡 市原市 葉木字文作325他 台地上 62～67m 田

崎
村
榊

古墳後期
～平安

7c後半～ 8c
関

ヽ

ヽ
物

跡

立
遺

落

掘

連

集

NQ46五井
N051姉崎

L総 海上 坊作遺跡 市原市
国分寺台中央4丁
目6他

台地 自旗川
集落跡、

生産跡

734 NQ47蘇我 上総 海 11 稲荷台遺跡 市原市 山田橋3丁 目1 台地 ト 白旗川
官衝 道

路跡

B14C4
Dl
いずれも国
分跡

NQ52海士
有木

L総 海 上

山田橋遺跡群
山田橋表通遺
跡

市原 市
山田橋字笹森堀、
太田

台地上 32～34m 白旗川 道路跡

771

NQ47蘇我
NQ52海士
有木

上総 海上 古代道路遺跡 市原市
山田橋シウノ谷～

藤井3丁 目
台地上 新田川 道路跡

７７４

７７５

NQ47蘇我
NQ52海士
有木

上 総 海 上

千草山廃寺
(774)千 草山
遺跡 (775)

市原市
能満字西千草山
1450-2

地

＞

台

台
(市 原

15～65m 新田川 8c後半

府

遺

院

落

産

細
係
・寺集ヽ
生ヽ

上
関
跡
跡
跡
跡

72+52

NQ51姉崎
NQ52海士
有木

li総 海 上
二日市場廃寺
跡

市原 市
二日市場字熊野越
551他

微高地 15m 養老川
7c後半～8c
後半

寺院・居
宅または
寺院付属
施設

626
NQ52海士

有木
海 L 南青野遺跡 市原市

山倉1487(山 倉字
青野、北貝塚)

台地上 42～46m 老
脚

養
白

奈 良
官衛関連
?集落跡

542
NQ52海士
有木

上総 海 上 門脇遺跡 市原市
磯 ヶ谷 字 門脇8他
(字 入道久保 )

台地上 (養

老川中へ下

流の右岸 )

70～72m 養 老 川

新堀川
8ctt I四半期

9(7c後
以降 )

半

７７８

７７９

NQ52海士
有木

上総 海 11
上細工多遺跡
(官衝推定地)

市原 市 能満字上新関 台地 20m 新田川 平安前・中
官衝推定
地

1(奈良)

NQ57上総
横田

上総 海上 永吉台遺跡群
君津郡

袖 ヶ浦

町

字永吉西寺原ノ弐
169

支流松川の
左岸台地

63m～75m 小 櫃 川

松川
8c～ 1∝

関連遣物
出土・集
落跡・生
産跡

NQ56木 更

津
上総 畔蒜

大畑台遺跡
(大 畑台遺跡
群)

木更津
市

台地上 60m 矢那川
古墳～平
安

奈良・平安
棟

棟

NQ56木 更
津

I:総 畔 蒜
小谷遺跡 (大

畑台遺跡群 )

木更津
市

台地 mm 鳥田川
古墳 中期
～平安

8c末～ 9c初 集 落 跡
寺院跡

3
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衝関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名,発行年)

上総国府推定地に比定される地域の調査で
あったがそれに関する資料は検出されていな 1986村 上城跡

「村上説」を裏付ける資料はなかった。
1985上総国府推定地「市原
市文化財センター年報 (昭

和57・ 器年度)J

35

帯金具 (カ コ)9c
前半羽口9c後半灰
釉手付瓶 (9c後半)

手鎌鉄滓、鋼滓(9
後半～10c)

古墳時代終末期～平安時代中頃9c末 (一 部
10c代 )ま で継続する集落跡である。35棟の
掘立柱建物跡はⅡb・ I期 (7cⅣ期～8c Ⅲ期)

を中心とし地点的な集中と規則的な配置が認
められる。

1989市原市文作遺跡

灰釉陶器、奈良三
彩小壺

平
ヽ
瓦

瓦

丸

平

ヽ

軒

瓦

1995上総の造寺司『市原市
文化財センター研究紀要
ⅢJ 1977上 総国分寺台発掘
調査概要Ⅳ

E地 点20棟 以
上?B・ A地点
にも

G地点道路跡 (297
号と平行する市道
山田橋～五井線の
道路下に検出した
溝と平行、幅6m
側溝が両側 にあ
る。

帯金具、円面硯 布 目 緑釉 灰釉
1980上総国分寺台発掘調査
概報19833

2棟 溝状遺構18条 (道

路跡含む)
19"山 田橋表通遺跡

側溝付 き道路
稲荷台遺跡G地点、山田橋表通遺跡、能満千
草山遺跡 (東千草山)、 山田橋亥ノ海道遺跡、
山田橋大山台遺跡 推津坂ノ上 (県 史)

1992発 掘 された市原付近
の古代道「古代交通研究J

l"4古代上総国の嶋穴駅と
官道「市原市文化財研究会
紀票第 1輯J

うち1軒小鍛冶遺
構

布 目瓦 (24

素単弁蓮華
文鐙瓦・均
整唐草文字

瓦

神功開宝 灰釉陶
器

1995謎の千草山廃寺跡 (予

察)1979千草山遺跡発掘調
査報告書1989千草山遺跡・
東千草山遺跡

3棟
溝

層
(4条 )整地上

軒丸瓦 (雷

文緑複弁八
葉蓮花文、
単弁八葉蓮
花文)軒平
瓦(重弧文、
唐草文)

鉄 滓

調査以前に花 (雷 )文縁八葉複弁蓮華文軒丸
瓦 (紀寺式)、 二重圏文縁十二葉単弁蓮華文
軒丸瓦、三重弧文軒平瓦を出土、特に紀寺式
の軒丸瓦は県内において初見となった資料で
自鳳期の寺院として位置づけられるにいたっ
た。

1984市原市二日市場廃寺跡
確認調査報告

1

土坑26基・ ビッ ト

群 6・ 井戸状遺構
1・ 溝 8条

鋼製帯金具 (九 輌 )

検出した竪穴住居跡・掘立柱建物跡は奈良時
代のものとみられ溝内から帯金具 (丸輌)が
出上した。

1994市原市南青野遺跡

1(時期 規
模不明)

縄文時代～奈良・平安時代の遺構・遺物を検
出した。この中で奈良時代のS1005号跡から
出土した須息器高台付杯の底部、外面に「海
黒長Jの三文字の墨書がある。可能性の高い
行政区画としては上総国市原郡海部郷が考え
られる。

1985市原市門脇遺跡

2棟、1棟 (溝

跡 とかかわ
る)開 口部に
伴う

溝 4条 (区画溝)

南辺区画溝の内側から掘立柱建物2棟が検出
され、宿直屋的な開田部に付属する施設と推
定される。国衝付属の細工所ないしは細工人
の給免田の遺跡地名ともみられ、検討材料の
一つとなろう。大規模な溝、出入口に関連す
る施設、日常遺物の少なさから一般の集落で
はないと思われる。

能満上細工多遺跡・能満上
新関遺跡・能満番面台遺
跡・能満旧三山塚

8  17

竪穴状遺構 2・ 2
溝状遺構30・ 5・
1土器焼成遺構43
基 17・ 10道路遺
構 1・ 1土 壊44
基 7土器一括遺
構 1基火葬墓 l

調
６‐．卿

椰
９ｃ後加

勤
【
螂
６

石

巡

石

Ю

灰釉 緑釉

西寺原地区は9c～ 10cの 集落で土器生産を
行っていた「西寺」。「佛」という墨書のほか
丸輌・巡方・陶印なども出土している。(寺
原地区は8c後 半カラ10cの 寺院・集落跡で
あった。)

1985永吉台遺跡群

10棟 (2X2
×
×
ｘ
棟

・
棟

３
２
３
２
上
１

棟
棟
棟

・
以

・

１
１
３
上
２
他

・
…

以
×
棟

8c前半の竪穴住居跡 3棟が検出されており、
掘立柱建物跡は8c後半～9c前半と考えられて
いるが、遺物が少なく不明瞭である。なお、
掘立桂建物が他にも存在する可能性が指摘さ
れている。また、掘立柱建物群の北東 (H6
調査区、 Iで報告)では該期の竪穴住居跡6
棟が検出

p%大畑台遺跡群発掘調査
報告書 1 1997大 畑台遺跡
群発掘調査報告書Ⅱ

ｘ
ｘ
棟
棟
棟
棟

＜
棟

　

・
・
・

棟
１
夕
２
３
４

８
　
べ
×
×
ｘ

基壇 (小 谷遺跡 )

1

軒瓦 (丸・

平)小型(小

谷遺跡)

塔
杯

瓦
明

(小 谷 )、 灯 小谷遺跡からは瓦塔をはじめ仏教関連遺物が
出土したSB-4の北東側谷頭から瓦塔出土

1904大畑台遺跡群遺跡発掘
事前総合調査報告書1996大
畑台遺跡群発掘調査報告書
1 1"7大 畑台遺跡群発掘
調査報告書Ⅱ 19%大畑台
遺跡群発掘調査報告書皿
21XD大畑台遺跡群発掘調査
報告書Ⅳ

-113-

|



M 地 図 国名 郡名 遺跡名 市町村 所在地 立 地 水系 時期 当該時期 性 格
遺構竪穴住

居跡

NQrJl奈 良
輪

上総 望 陀 言塚遺跡
袖ヶ浦
市

神納字言塚4136-
2(蔵波字雷塚)

台地 22～37m 小 櫃 川・

蔵波川
8c-9c

集落・関

連遺物 出

土

435
NQ57上総
横田

上総 望 陀 念仏塚遺跡
袖ヶ浦
町

岩井字念仏塚他
支流松川の
北岸台地

31m 小櫃川
9c後～10c前

半平安

関連遺物

出上 集

落跡

4

NQ"奈 良

輪m51姉
崎m56木
更津M57
上総横田

上 総 望 陀

境遺跡 (根形
台遺跡群)(下

新田遺跡群)

郡

浦

津

ケ

君

袖

町
下新 田1270 台地 30m 小板川

古墳(後 )

～平安
9c中

関連遺物

出 :L・ 集

落跡

302
N●57上総
横田

11総 望 陀 樋爪遺跡

郡

浦

津

ケ

君

袖

町
川原井字樋爪 台 地 70m 小櫃川

(松 川 )

平安 平 安
関連遺物

出土

No50奈 良
輪NQ51姉
崎NQ56木
更津NQ57
上総横田

上 総 望 陀

西 ノ窪 遺跡・

根形台遺跡群

(下 新 田遺 跡

群 )

君津郡

袖 ヶ浦

町

ド新田H33 台 地 27～ 30m 小櫃川 8c-9c
関連遺物
出土・集
落跡

NQ62鹿 野

山
上 総 周 准

南子安金井崎

遺跡
君津市 南子安金井崎 丘陵上 (分 ) 小糸川

九十九坊
廃寺関連

NQ62鹿 野

山
11総 周 准 九十九坊廃寺 君津市 蓑輪191 台 地 小糸川 奈良

郡衛関連

寺院跡

NQ62鹿野
山

11総 周 准 外箕輪遺跡Ⅲ 君津市
外箕輪字中入153
-1他

河岸段丘第
3面

16m 小糸川
奈良・平
安

条Чl

NQ62鹿 野

山
上 総 周 准 外箕輪遺跡 Ⅱ 君津市 外箕輪字四反 目 段 丘上 16m 小糸川

奈良・平
安

条 里

NQ62鹿 野

山
上総 周 准 外箕輪遺跡 I 君津市

外箕輪字御臭前91
-1

低位段丘上 16m 小糸川 条 里

NQ62鹿野
山

上総 周 准 外箕輪遺跡 君津市 外箕輪字新屋敷
低位河岸段
丘上

16m イヽ糸川 8c後半

官衛 また

は関連施

設

SK l～ 5

NQ62鹿野
山

L総 周准 郡条里遺跡 君津市 八幡字郡、常代 低位段丘上 15m 小糸川
周准郡衝

推定地

∞

９‐

NQ62鹿野
山

上総 周准
郡西遺跡・郡
遺跡

君津市
郡字赤磯、小山野
字福造

河岸段丘上
江

'‖(小糸川
支流)

周准郡衝

推 定 地・

集落跡

上総 周41 郡遺跡 河岸段丘上 13～ 23m
江川

(小 糸川

支流 )

周准郡衝

推定地

上 総 周 准 郡遺跡 君津市 郡381-1 沖積低地 13m
江川

(4ヽ糸川

支流 )

周 4L都衝

推定地

89
NQ62鹿 野

山
Jl総 周 准 常代遺跡 君津市 常代字五反歩 llt地段 Fr 15～ 17m 小糸川 集落跡

79 NQ48東金 上総 山 辺 滝木浦遺跡 東金市
滝木浦、坊谷、油
井字丑子台

台地 62～66m 北幸谷川
古墳後期
～奈良
平安

8世紀～10世

紀
郡衛関連 182中千(105)

NQ48東金 L総 山辺 山田水呑遺跡 東金市
大字山田水呑台、
新田

台地 65～ 70m 北幸谷川
8世紀前
半～9世
紀後半

8世紀前半～

9世紀後半

山辺郡山

口郷推定

地

143軒

148 No48東 金 上 総 山辺 鉢ケ谷遺跡 東金市
小野字鉢が谷、岡
谷、測山、十石

台 地 約77m 北幸谷川

古墳後半
～ 奈 良・

平安

部衛関連 3M軒

No48東金 L総 山 辺 滝東台遺跡 東金市 滝字木浦他 台 地 約58m 北幸谷川

古墳後半
～ 奈 良・

平安

8世紀前半～

9世紀後半
郡衛関連 (218軒 )
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掘立柱建物跡

SBl～ 4SBl
2以上 ×2SB2
2以上 X2SB3
3× 2

SB4?× 2

「神功開賓J、 灰釉
陶器墓誌または員
地券と思われる板
状鉄製品(火葬墓)

丸輌 (石製)ト レ
ンチ出土

奈良時代の集落は隣接する西ノ窪遺跡を中心
に展開し本遺跡は平安時代になって再び集落
が出現する。そのうちの1軒から銅製蛇尾が
出上した。南側台地「望陀郡衛推定地」が有
り地方官人層の存在が考えられる。また同住
居跡からは多数の塁書土器が出上している。

石製巡方2(住居
跡ヽ2)

住居跡NQ 2か ら2点の巡方が出土した。その
所持者は郷に関係する下層の官人ではないか
と考えられる。

石製蛇尾2m5号 跡
n-18G(グ リット)

竪 穴住 居 9c中 鉄

製 カコ1072号跡竪

穴住居跡 9c中

1985西 ノ窪遺跡

8c後半に建物群が出現し10c前 半には収束し
ていく。製鉄関連遺構は九十九坊関連と考え
られる。

1996君津市南子安金井崎

軒九瓦、軒
平瓦、九瓦、
男瓦

掘立、塔跡、講堂、瓦敷基壇
198r。君津市九十九坊廃寺址
確認調査報告書

条 I「 地割りと同方向の水田

溝条里地割りの方
向を意識したと思
われる

中世の領主層の居館に付属する施設か居館に
隣接する上層名主の屋敷地としての性格

溝状遺構 (SDl～
5、 11、 12、 15、

16)

大型掘立柱建物は計画的に配置されていると
考えられ、これら掘立柱建物群にとり囲まれ
た地点に土坑群が集中的に検出される。フイ
ゴ、羽回、スラグが多数出土していることか
ら近接地点に鍛冶工房の存在が想定できる。
溝状遺構も掘立柱建物群と同一の方向性を
もっており互いに関連

1989君津市外箕輪遺構・八
幡神社古墳

郡衝推定地とされたが郡衝施設の発見はな
かった。しかし須恵国造の居館であったと考
えられ郡衝設置の素地とはあったと言える。
建物の変遷状洗からは該期の遺構は調査区域
外へ移っていると考えられる。

検出した掘立柱建物跡群は古墳時代中期～後
期と考えられるそれに伴う水に関わる祭紀・
儀式も行われていたらしい。

溝 3条 水田6枚
畦畔6本

周准郡術に関連する遺構・遺物は検出しな
かった。

土坑llXl基  構列
4条 溝15条  道
路跡 1条

掘立柱建物跡は10世 紀 と考え られている。同
時期の堅穴住居 は、遺構内では 5群に分かれ、
それぞれの群 に掘立柱建物跡が数棟ずつ配置
されている。

掘立柱建物跡は、 4群 4時期に分けられる。
掘立柱建物と住居ととらえ、在地豪族(郷 〔里〕
長)の住居とそれに伴う家屋と推定してい
る。また「山口館」「山辺大J等の墨書により、
山辺郷に属すると考えられる。

「山田水呑遺跡J1977

帯金具 (巡 方裏金

具、錠尾、九輌裏
金具 )帯 飾 (丸輛 )

掘立柱建物は住居と分布力ヽ まぼ一致し、時期
は9世紀代と考えられる。また、住居のカマ
ド方位と掘立柱建物の桁行、梁行方位力ヽ まぼ
一致しているので、掘立柱建物を主体とした
集落の時期があると考えられる。規模は、 2
間×2間、2間 X3間、 3間 X3間、 3間 X
4間が多いと思われるが、四面廂付建物もあ
り、寺院の可能性もある。

「小野山田遺跡群 I― 鉢ケ
谷遺跡―J21XXl

平瓦 (凸 面
正格子叩き
目)、 平瓦

「凸面斜格
子ロロきH」

台地南側斜面際に掘立柱建物が集中している
と考えられる。住居の分布より密集している
が、分布は重なっている。また、住居のカマ
ド方位と掘立柱建物の桁行、梁行方位力ヽ まぼ
同じであるので、住居から掘立柱建物跡を主
体とした集落になったと思われる。

「油井古塚原遺跡群J1995
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NQ 地 図 国名 郡名 遺跡名 市町村 所在地 、

'地
標 高 水系 時期 当該時期 性 格

遺構竪穴住

居跡

NQ53茂原 上総 山辺 砂田中台遺跡 白里町 砂 田520他 台 地 約95m 村 田川
奈良・平
安

8世紀中頃～
10世紀前半

郡荷関連
集落

135軒

3 NQ48東 金 上総 山辺 金谷野A遺跡 白里町
金谷郷字金谷野
3612-60fL 台地上 75～83m 北幸谷川

古墳時代
後期～奈
良・平安

Ⅵ～Ⅷ期 (7
世紀後葉～9
世紀後半

郷家関連 29軒

234 NQ48東 金 上 総 山辺 道円坊遺跡 東金市
山田字道円坊684
番地他

台地 ヒ 約79m 北幸谷川
古墳後期
～奈良
平安

Ⅵ～Ⅶ期 (7
世紀後葉～ 9
世紀後半以降

郷家関連 20軒

7 NQ48東 金 上総 山辺 一本松遺跡
白網

町

大

里

小西字一本松翻 、

餅 ノ木 字 人 幡 台

γ61他
台地上 約80m 北幸谷りlk

小野川

古墳後期
～ 奈 良

平安時代

Ⅵ～Ⅶ期 (7
世紀後葉～10

世紀前半

郷家関連 198軒

NQ48東 金 上 総 山 辺 升形遺跡
大綱 白

里町
小西字升形766他 台地上 79～81m 北幸谷川

古墳後期
～奈良
平安時代

Ⅵ～Ⅶ期 (7
世紀後葉から

郷家関連 69軒

輸蹴紬邸
NQ48東 金 上 総 山辺

新林 (lⅡ Ⅲ

Ⅳ )遺 跡 北

前野遺跡

東金市

白里町

山 田 字 新 林 中 台

金谷郷北前野36″
他

台地 75～79m 北幸谷川
小野川

古墳、奈
良・平安

Ⅵ～Ⅶ期 (7
世紀後葉～10

世紀)

郷家関連
寺院?

112軒

11 NQ48東 金 上 総 山辺 猪 ケ崎遺跡
大綱白
里町

小西字猪ケ崎98「D

番地他
台地 78m 北幸谷川

古墳 後期
～ 奈 良・

平安時代

Ⅵ～Ⅶ期 (7
世紀後葉～9
世紀後半以降

郷家関連 147軒

6 上 総 III辺
道円坊西遺跡
南前野遺跡

東金市
大綱白
里町

道円坊

金谷郷字南前野

36882他
台地 77～81m 北幸谷川、

小野川

古墳後期
～奈良・

平安時代

Ⅵ～Ⅷ期 (7
世紀後葉～9
世紀後半以降

139軒

6 NQ48東 金 上 総 山 辺 南前野遺跡
白網

町

大

里
金谷郷字南野前
3688番 地他

台 地 77～81m 北幸谷川
古墳後期
～ 奈 良・

平安時代

Ⅵ～Ⅷ期 (7
世紀後葉～ 9
世紀後半以降

郷家関連 25軒

NQ48東 金 上 総 山 辺 小西 平台遺跡
自網

町

大

里 小西字平台鼎 他 台 地 78～ 80m 北幸谷川 卿奈良．獄

古

”
平

Ⅵ～Ⅷ期 (7
世紀後棄～9
世紀後半以降

郷家関連 43軒

9 NQ48東 金 上 総 山 辺 宮山遺跡
大綱白
里町

小西字762番地他 台地 80～82m 北幸谷川
古墳後期
～奈良・

平安

Ⅵ～Ⅷ期 (7
世紀後葉～ 9
世紀後半以降

郷家関連 37軒

NQ48東金 上総 山 辺 南麦台遺跡
白網

町

大

里
萱 野 字 南 麦 台778
他

台 地 ∞～%m 村田川

古墳時代

後半～奈

良・平安

時代

7世紀 前葉～

10世 紀前葉
郡衛関連 146軒
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衝関連遺物
出上瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名,発行年)

104棟
土坑74基 溝 7条
円形周溝状遺構 1

基 鍛冶跡 2基

帯金具、高年通費、
長年大賓

鍛造剥片、粒状滓、

灰釉浄瓶、灰釉椀、

灰釉 Illl

調査区南部の小支谷を望む地区に集中してい

る。内訳は1間 ×1間が3棟、2間 ×1間が
7棟、2間 ×2間が53棟 (総柱 3棟 )、 3間 X

2間が31棟、3間 ×3間 が4棟 (総柱 2棟 )、 四
面廂付 (5間 X4間)1棟、不明5棟である。
四面廂付きは掘立柱建物跡の集中地区からや
や西に離れている。墨書から山邊郡草野郷と
推定され、郷家 (衛 )の可能性がある。

砂田中台遺跡 (奈良平安時
代篇)1"4

60棟

堅穴住居と掘立柱建物は重なる時期に構築さ
れていたと考えられる。掘立柱建物跡は1間
Xl間が6棟、2間 ×1間が 9棟、2間 ×2
間が2棟、 2間 X3間が14棟、 3間 ×3間が
9棟、4× 2間が 1棟である。大規模な建物
はない。 2間 ×2間、2間 X3間が主体であ
るが、堅穴住居に比べて掘立柱建物跡が多い。

大綱 山田台遺跡群 Ⅱ1995

5棟 帯金具 (丸輌、巡

方、鈍尾 )

鈴

品
鍵穴金具板状

掘立柱建物は2間 ×2間が2棟、2間 ×3間
が3棟である。調査区中央やや北東寄りに集
中している。HIX17住 居跡から金属製品が集
中して出土している。帯金具、鈴、鉄器が出
土している。

大網山田台遺跡群Ⅱ1995

88棟 土坑、粘土採掘坑
帯金具 (巡方、先

尾 )

分銅、鋼椀、 311托

堅穴住居は調査区中央及び南部に集中してい
る。掘立柱建物も同様である。掘立柱建物は
1間 ×1間が2棟、2間 Xl間が3棟、2間
X2間が26棟、 3間 ×2間力望鏃 、 3間 ×3
間が 3棟、4間 ×3間が 1棟、不明が5棟で
ある。また、3間 ×2間に四面廂のものが2
棟あり、規模的には5間 ×4間の大きさにな
る。四面廂掘立柱建物は2棟 とも南端部に位
置し、寺院関連施設の可能性もある。

大綱山田台遺跡群Ⅱ1995

25棟 帯金具 (丸輛)

瓦

叩

平

子丸瓦、鶴鋤

南北に長い調査区で、堅穴住居はほぼ全体に
分布するが、特に北端部と中央部に集中して
いる。掘立柱建物は、2間 ×2間が7棟、 3
間X3間が3棟、 1間 Xl間が 1棟、不明が
1棟である。調査区の中央部及び南部に集中
している。

大網 山田台遺跡群 Ⅱ1995

63棟
ロクロピット
(H152内 )

平瓦 (斜格
子口‖き目)

奈良、平安の住居は調査区の中央部東側と南
部に集中している。掘立柱建物跡も同様であ
る。規模は1間 ×1間が2棟、 2間 Xl間 が
7棟、2間 ×2間が23棟、3間 ×2間が22棟、
3間 ×3間が 1棟、4間 ×2間 が 1棟、4間
X3間が 2棟、 7間 ×2間が 1棟である。特
に中央部東側には、四面廂の4間 ×3間を中
心に、その前面に4間 ×2間、7間 X2間な
どが配置され、村落内寺院を形成している。
また、四面廂の4間 X3間建物は2次期に分
かれ、 I期は掘立柱式、■期は工事事業であ
る。

大綱山田台遺跡群Ⅲ19%

238棟

所

坑

１一̈̈状
帯金サ[(丸 輌、

方 )

巡 平瓦 (鉄格
子叩き目)

堅穴住居は調査区のほぼ全域に分布している
が、南側斜面に近い地域に集中する傾向があ
る。掘立柱建物跡も同様の分布を示す。規模
は2間 Xl間が15棟、 2間 ×2間力も鎌 、 3
間Xl間が 1棟、 3間 ×2間 が101棟、 3間
×3間が32棟、 4間 ×2間 力` 3棟、 4間 X3
間が3棟、4間 ×4間が 1棟である。当該時
期の堅穴住居よりも掘立柱建物の数が多いの
が特徴である。総柱建物が16棟有り、「郷倉J

を構成すると考えられる。

大綱 山田台遺跡群 Ⅲ1996

40棟 土坑 溝状遺構 帯金具 (巡方)

堅穴住居は調査区の中央から南西部にかけて
集中している。掘立柱建物もほぼ同様に分布
している。規模は2間 X2間 力`9棟、 3間 ×
2間があ棟、 3間 X3間が 1棟、 4間 ×3間
が4棟である。

大綱山田台遺跡群 Ⅳ1997

17棟 帯金具 (鈍尾 )

堅穴住居跡はⅥ期 (7世紀後葉から8世紀前
半が大半をしめる。掘立柱建物は調査区中央
から南部にかけて分布している。規模は2間
×2間 が4棟、 1間 ×1間が4棟、 3間 ×2
間が9棟である。

大綱山田台遺跡群Ⅳ1997

86棟 L坑、溝状遺構
帯金具 (裏板、カ
コ )

堅穴住居は調査区東部に分布し、掘立柱建物
跡もほぼ同様に分布する。掘立柱建物の規模
は1間 ×1間が2棟、2間 ×1間が13棟、2
間×2間が25棟、 3間 ×2間が39棟、 3間 X
3間が7棟である。主軸方位が東西及び南北
のものが多く、倉庫群を構成する可能性があ
る。

大綱山田台遺跡群 Ⅳ1997

4棟 上坑、溝状遺構

堅穴住居は調査区の東部に集中し、掘立柱建
物も同様である。掘立柱建物の規模は、2間
×1間が 1棟、 2問 ×2間が 1棟、 3屁]X2
間が2棟である。

大綱山田台遺跡群Ⅳ1997

149棟

B・ D・ F区 で整然 と並 ん だ掘 立柱 建物 群が

検 出 されてい る。全体 で149棟有 り、内訳 は

1間 × 1間 が4棟、 2間 × 1間 が 4棟、 2間
×2間が49棟 (総柱 4棟 )、 4間 X3間 が 6棟、

5間 ×3間が 1棟、規模不明が 1棟ある。

南麦台 1994
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NQ 地 EXl 国名 郡 名 遺跡名 市町村 所在地 立 地 標 高 水 系 時 期 当該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

ヽ34多 占 上総 武射 庄作遺跡 芝山町 小原子字庄作 台地 約42m 高谷川

古墳時代
後期～奈
良・平安

7世紀後半～

10世紀代
郡衛関連 75軒

No34多 !キ 上 総 武射
谷窪 上楽遺

跡
芝山町 小原子字谷窪332 台地 約42m 高谷川

古墳後期
～奈良・

平安

7世紀前半～
10世紀代

部衛関連 115軒

NQ43成 東 上総 武射 栗焼俸遺跡 山武町
矢 部 字 栗 焼 棒 586
他

台 地 約mm 作田川 蜘奈良．安

古

一
平

奈良・平安 郡衛関連 13軒

NQ43成 東 上総 武射 比良台遺跡 山武町
成東町寺崎字比良
台3他

台 地 約46m 境 川 蜘奈良．安

古

”
平

9世紀代
郡衛関連

遺跡
1軒

成東5
山武

231

松尾
97

ヽ43成束 上総 武射 嶋,i束遺跡 成東町 島戸 台 地 約49m 境 川

古墳後期
～奈良
平安

8世紀後半～9

世紀後半
郡衛推定

地

No30船橋 下総
葛飾

郡
印内台遺跡 船橋市 印内II1163-1ほ か 台 地 20m 長津川

奈良・平
安

奈良・平安 郷内集落 6軒

153 NQ30船橋 下総
葛飾

郡
Fp内 台遺跡 船橋市 印内町2183ほ か 台 地 20m 長津川

奈良・平
安～中世

奈良・平安 郷内集落 4軒

NQ30船橋 下総
葛飾
郡

印内台遺跡 船橋市 西船3-425-2 台 地 20m 長津川 卿奈良．安

古

一
平

奈良・平安 郷内集落 108軒

153 M30船 橋 下総
葛飾

郡
印内台遺跡 船橋市 自〕内1丁 目368番地 台地 16m 長津 川

古墳後期
～奈良
平安

奈良 平安 郷内集落 8軒

NQ30船橋 下 総
葛飾

郡
印内台遺跡 船橋市 西船3丁 目449-3 台地 18m 長津川

古墳後期
～奈良・

平安
奈良 平安 郷内集落 18軒

NQ30船橋 下総
葛飾

郡
印内台遺跡 船橋市 印内2丁 目332ほか 台地 19m 長津 川

古墳～平
安

奈良・平安 郷内集落 4軒

No30船橋 下総
葛飾

郡
印内台遺跡 船橋市 印内2丁 H2611 台 地 17m 長津川

古墳後期
～平安

奈良・ F`安 郷内集落 2軒

NQ30船橋 下総
葛飾

郡
自
'内

台遺跡 船橋市
印内2丁 目譴7-1
ほか 台地 19m 長津川

古墳末～

平安
奈良 平安 郷内集落

3軒
(9世紀)

NQ311船 橋 下総
葛飾

郡
Fp内 台遺跡 船橋市

印内3丁 目108-1
ほか

台 地 16～ 18m 長津川
奈良・平
安

奈良・平安 郷内集落 59軒

NQ30船橋 下総
葛飾

郡
印内台遺跡 船橋市

印内1丁 目349-1
ほか 台 地 18～ 19m 長津 川

古墳後期
～平安

奈良・平安 郷内集落 6軒

NQ30船橋 下 総
葛飾

郡
印内台遺跡 船橋 lj

西船3丁 目452-5
ほか

台 地 18m 長津 川
奈良・平
安

奈良 ｀
r安 郷内集落 17軒

NQ30船橋 下 総
葛飾

郡
印内台遺跡 船橋市 F口 内3丁 日82-1 台地 17m 長津川

奈良・平
安

奈良・平安 郷内集落 17軒

NQ30船橋 下 総
葛飾

郡
印内台遺跡 船橋市 西船4丁 目6-10 台地 17～ 18m 長津川 9世紀 9世紀 郷内集落 2軒

No30船橋 下 総
葛飾
郡

印内台遺跡 船橋市 印内3丁 目208-1 台地 18～ 19m 長津川 平安 平 安 郷内集落 2軒
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衛関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名,発行年)

11棟 構列 1条 ,溝状遺
構 5条

瓦塔片,人面墨書
土器

墨書土器か ら郡衝関連遺跡 と考え られる。掘

立柱建物跡 は、 3間 ×3間が 1棟、 3間 × 2

間が 2棟、 2間 ×2間が 6棟、 2間 × 1間が

2棟である。

小原子遺跡群1990

7棟 帯金 リキ (巡 方 )

墨書から郡衝関連遺跡と考えられる。掘立柱
建物跡は3間 ×2間が3棟、3間 ×3間 (片

側2間)1棟、2間 ×2間の総柱 1棟、 3間
×1間が 1棟、2間 Xl間 が 1棟である。

小原子遺跡群 1990

3棟 土坑 3基 溝 5条

1間 ×6間及び10間 以上X3間 (一部調査区
外)の 2棟大型掘立柱建物跡が検出され、直
線的な2条の溝 (2溝・ 5溝)と ともに郡衛
関連遺跡と推定されている。他に3間 ×2間
が 1棟ある。

千葉東金道路 (二 期)埋蔵

文化財調査報告書 1-山武

町栗焼棒遺跡 1998

18棟 滑石製巡方

平瓦 (凸面
正格子叩 き

目)

掘立柱建物跡は2間 ×2間が 3棟 (内総柱2
棟)、 3間 ×2間が11棟、 3間 ×3間が 2棟、
4間 X3間 が 2棟で集中して検出されてい
る。

「千葉県成東町比良台遺跡
群比良台・八坂台・真赤土
遺跡』1"2

第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

第一地点の調査千葉県埋蔵文化財分布地図及
び文献は印内遺跡と表記

小金繰小金繰建設工事に伴
う埋蔵文化財発掘調査報告
1973

第2地点の調査千葉県埋蔵文化財分布地図及
び文献では印内遺跡と表記

小金線小金線建設工事に伴
う埋蔵文化財発掘調査報告
書1973

10棟
溝 (東西方向に走
り、貝層及び馬骨
が出土)、 土坑墓

第 1調査掘立柱は2× 3が 5、 2× 2が 1

不明が1である。

印内台古墳、奈良・平安時
代の集落址、墓址の発掘調
査概要1980

土坑 3基 第 4次調査
印内台遺跡―第4次調査報
告書1"1

中

東

＞
、
製［一一̈̈

土
世
西
土
鉄

第 7111査 印内台遺跡―第7次・ 8次
調査報告書1990

2棟 製鉄関連住居跡 第8次調査

印内台遺跡―第7次  8次
調査報告書1990 印内台第
8次船橋市市内遺跡群発掘
調査報告書1"8

土坑 1基、ビット
10基、溝 2条

第15次調査 (確認・本調査)2条の溝はほぼ
東西方向に平行して延びており、両側溝をも
つ道路の可能性が考えられる。

印内台遺跡第15次 (確 認・
本調査)平成4年度船橋市
遺跡発掘調査報告書1993

紀

初

世

紀
７
世

棟

”
＞

Ю
末

頭
土坑 2基、溝 1条

第19次調査掘立柱建物は総柱建物 4で、 3×
2が 1、  3× 4が 1、  2× 2が 2、  2Xlが
2で、その他は不明である。7世紀末の竪穴
住居は鍛冶関連の工房跡と考えられ、 5～ 6
回の拡張が行われている。また、金鍍金の耳
環が1点 出土している。

印内台遺跡群 (19)平 成8
年度船橋市内遺跡報告書
1997印内台遺跡 (19)1997

2棟 土坑12基 、溝 1条、
ビット16基

第20次調査 (確認調査)古墳時代後期の竪穴
住居は発見されていない。

印内台遺跡群 (20)平成8
年度船橋市遺跡発掘調査報
告書1997

土坑29基、ビット
5基 第21次 173査 (確認調査)

印内台遺跡群 (20)平 成8
年度船橋市遺跡発掘調査報
告書1997

上坑29基、 ビッ ト
5基

第22-2次 調査隣接する第22次調査区では確
認調査の結果、当該時期の遺構・遺物は検出
されていない。

印内台遺跡群 (22)埋 蔵文
化財センター調査報告書第
H集 1"8Fp内 台遺跡群 (22
-2)平 成 9年度船橋市遺
跡発掘調査報告書1"8

2棟

第24次調査掘立柱建物はすべて側柱建物で、
規模は不明である。竪穴住居跡は8世紀が9
軒、 9世紀以降力お軒である。古代から中世
の溝はほぼ東西に延びて降り、硬化面がある
ことから道として機能していたと考えられ
る。

印内台遺跡群 (24)平 成9
年度市内遺跡発掘調査報告
書1"8印 内台遺跡群 (24)

埋蔵文化財センター調査報
告書第8集 1999

第23次調査確認調査で終了し、遺構の密度は
非常に希薄である。

印内台遺跡群 (23)平 成9
年度船橋市遺跡発掘調査報
告書1998

土坑 1基ビッ ト6
基 第25次調査確認調査で終 了

印内台遺跡群 (25)平 成10

年度船橋市内遺跡発掘調査

報告書19"
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NQ 地 Ekl 国名 郡 名 遺跡名 市町村 所在地 立地 標高 水系 時期 当該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

152 NQ30船橋 下総
葛飾
郡

東中山台遺跡 船橋市
西ln6丁 目50-1
ほか 台地 19m 大柏川

古墳末～

奈良平安
8 cl*- 9 c* 官衛関連 13軒

152 NQ30船橋 下総
葛飾
郡

東中山台遺跡 船橋市
西船6-130-1
ほか 台地 18m 大柏川

奈良・平
安

奈良 平安 官衛関連 15軒

NQ30船橋 下総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

東中山2丁 目37-1
ほか

台 地 19m 大柏川
奈良・平
安

奈良 平安 官衛関連 4軒

ヽ30船橋 下総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

東中山2丁 目24-1
ほか

台 地 19m 人柏川
奈良・平
安

奈良・平安 官衛関連

ヽ 30船橋 下総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

東中山2丁 目227-
1ほか

台地 19m 大柏川
奈良・平
安

奈良・平安 官衛関連 13軒

152 NQ30船橋 下総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

東中山2丁 目33ほ
か

台地 19m 人柏川
奈良・平
安

奈良・平安 lf衛関連 9軒

ヽ 30船橋 下総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市 西櫛 丁 目27 台地 20m 大柏川

奈良・平
安

奈良・平安 官衛関連 3軒

ヽ30船橋 下総
葛飾
郡

東中山台遺跡 船橋市 西解6T目 16ほ か 台 地 20m 大柏川

古墳後期
～奈良・

平安
8c前 ～ 9c前 官衛関連 20軒

No30船橋 下 総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

西船7丁 目104-1
ほか

台地 20m 大柏川
奈良・平
安

8c-9c lf衛関連 4軒

N030船橋 下総
葛飾
郡

東中山台遺跡 船橋市
東中山2丁 目158番
地1ほか 台 地 17～ 18m 大柏川 奈良 奈良 官衛関連 1軒

152 NQ30船橋 下総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

東中山2丁 目1∞―

1ほか
台地 17～ 18m 大柏川 中世

152 No30船橋 下 総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

東中山2丁 目166-
111か

台地 15～ 17m 大柏川
古墳後期
～奈良

奈良 官衛関連 3軒

152 NQ30船橋 下総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

西船7丁 目1∞ -1
ほか 台 地 20m 大柏川

奈良・平
安～中世

奈良・平安 官衛関連 14軒

NQ30船橋 下総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

東中山2丁 目35ほ
か

台 地 19～ 20m 大柏川
奈良 平

安～中世
奈良・平安 官衛関連 8軒

No30船橋 下 総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市 西船5丁 目85ほ か 台地 18m 大柏川

古墳後期
～平安

奈良・平安 官衛関連 17軒

152 No30船橋 下 総
葛飾
郡

東中山台遺跡 船橋市
西船6丁 目73番 地
の11ま か 台 地 18m 大柏川

奈良・平
安

奈良 平安 官衛 関連 10軒

152 NQ30船 橋 下総
葛飾

郡
東中山台遺跡 船橋市

東中山2丁 目55ほ
か 台 地 17m 大柏川 中世 官衛関連
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衝関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名,発行年)

15棟

溝 2条、両側溝を
もつ道路跡 1条、
奈良時代の木棺墓
1基、上坑墓 4基、
火葬墓3基、馬埋
葬土坑 1基

第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

本郷台遺跡第 1次調査千葉県埋蔵文化財分布
地図及び文献では本郷台遺跡と表記奈良時代
の掘立柱建物の集中及び両側溝を持つ道路
跡、火葬墓等が存在することなどから、一般
集落とは異なり、官衛に関連する集落と考え
られる。掘立柱建物は2X3が 6、 2× 2が
2、 2× 4が 1、 3× 3が 1、 総柱建物の 2
×3が 1で、その他は不明である。

本郷台奈良・平安時代を中
心とした集落址の調査19η

千葉県埋蔵文化財発掘調査
抄報1979

2棟 小堅穴4基、溝3
条

本郷台遺跡第2次調査掘立柱建物は2× 2が
2溝の内2条は平行して延びていること、第
1次調査で検出した両側溝をもつ道路状遺構
と方向が近いことから、同じ遺構となるもの
と考えられる。

本郷台Ⅱ奈良・平安時代を
中心 とした集落址の調査
1983

火葬墓、溝
東中山台遺跡第 1次調査 (確認調査)本調査
は本郷台第4次 として実施。

東中山台遺跡 (第 1 2・
3次調査)平成3年度船橋
市市内遺跡発掘調査報告書
1992

貝塚 (但 し、攪乱
のため破砕貝のみ
検出)

東中山台遺跡第2次調査 (確認調査)全域に
わたって攪乱を受けていたことから当該時期
の明確な器高は検出されなかった。

東中山台遺跡 (第 1・ 2・

3次調査)平成 3年度船橋
市市内遺跡発掘調査報告書
1992

溝l条、土坑 6基 東中山第3次調査 (確認調査)本調査は本郷
台第5次 として実施。

東中山台遺跡 (第 1・ 2・

3次調査)平成 3年度船橋
市市内遺跡発掘調査報告書
1"2

土坑 9基 東中山台遺跡 第 4次調査 (確 認調査 )

東中山台遺跡群第4次平成
4年度船橋市市内遺跡発掘
調査報告書1993

道路跡 1条

東中山台遺跡第5次調査 (確 認調査)本調査
は本郷台遺跡第 6次 として実施。道路跡は、
8世紀中葉以降中世まで機能していたと考え
られる。

東中山台遺跡群第5次平成
6年度船橋市市内遺跡発掘
調査報告書1"5本郷台遺跡
第6次発掘調査報告書1996

4棟

ビッ ト205基、溝
3条、土坑34基、
側溝をもつ道路跡
1条、鍛冶工房 1

基、井戸 1基、樹
列 3条、小堅穴12

基、土坑墓2基

東中山台遺跡第6次調査 (確認調査)本調査
は、本郷台遺跡第7次 として実施。2X3の
四面庇の掘立柱建物は9世紀代で、村落内寺
院の可能性が考えられる。SB04と SB03は拝
殿と本殿になる可能性が考えられる。その他
の掘立柱建物は9世紀代で3× 2である。堅
穴住居跡は7世紀後半から8世紀中葉が主体
で、 9世紀代は1軒である。構列は 1× 6以
上の物が 1条ある。鍛冶工房は9世紀代で、
四角庇の掘立柱建物に鉄製品を供給していた
ものと考えられる。

東中山台遺跡群第6次平成
6年度船橋市市内遺跡発掘
調査報告書1"5本郷台遺跡
第7次発掘調査報告書21XXl

溝 2条、道路跡 東中山遺跡第7次調査 (確 認調査)道路跡は
ほぼ南北に延びている。

東中山台遺跡群第7次平成
6年度船橋市市内遺跡発掘
調査報告書1995

東中山台遺群第8次調査 (確認調査)本調査
は平成7年度実施分を東中山台遺跡群第8次
として、平成 8年度実施分を東中山第遺跡群
第9次 として実施。遺跡の西側端部に位置し、
中世の台地整形区画を主体とする地域となっ
ている。

東中山台遺跡群 (8)平 成
7年度船橋市市内遺跡発掘
調査報告書1996東中山台遺
跡群 (89)埋蔵文化財セ
ンター調査報告書第3集

東中山台遺跡群第10-2次 調査第89次 調
査区に隣接し、中世の台地整形区画を中心と
した地域と考えられる。

東中山台遺跡群 (10-2)
平成9年度船橋市内遺跡発
掘調査報告書1998

4棟 東中山台遺跡群第10次調査 (確認 本調査)

東中山台遺跡群 (10)千 葉
県文化財発掘調査抄報平成
9年度1999

道路跡 7条、土坑
3基

東中山台遺跡群第11次調査 (確 認・本調査)

寺院跡と考えられる四角庇の掘立柱建物が検
出された。本郷台遺跡第7次調査他(本調査)

の北側に位置する。

東中山台遺跡群 (11)平 成
9年度船橋市内遺跡発掘調
査報告書1998東中山台遺跡
群(11)埋 蔵文化財センター
調査報告第13集 2KllXl

22棟
土坑19基、堅穴条
遺構 1基

東中山遺跡第12次調査 (確認・本調査)掘立
柱建物は2× 2が 6、  3× 2が 7、  3X3が
1で、不明は8である。掘立柱建物及び堅穴
住居跡は8世紀後半が中心となり、軸方向が
同一である。

東中山台遺跡群 (12)平 成
9年度船橋市内遺跡発掘調
査報告書1998東中山台遺跡
群 (12)平 成10年 度船橋市
内遺跡発掘報告書1999東中
山台遺跡群 (12)埋 蔵文化
財センター調査報告第14集
2硼

東中山台遺跡群第13次調査 (確 認・本調査)

東中山台遺跡群 (13)千 葉
県埋蔵文化財発掘調査抄報
平成 9年度1999

土坑 4基
東中山台遺跡群第14次調査 (確認・本調査)

堅穴住居跡は奈良時代 4軒、平安時代 6軒で
ある。

船橋市中山台遺跡群第14次
調査地点県短耐震橋梁緊急

架換事業埋蔵文化財調査報
告書財団法人千葉県文化財
セ ンター調 査報告 第377集
2KXXl

東中山台遺跡群第15次調査 (確認調査)東中
山台遺跡群第8～ 10次調査の隣接他中世の
溝のみ検出。

東中山台遺跡群 (15)平 成
12年 度船橋市内遺跡発掘調
査報告書 2CXXl
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No 地F/」 国名 郡名 遺跡名 市町村 所在地 立地 標 高 水 系 時期 当該時期 性格
遺構盛穴住

居跡

NQ30船橋 下総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市

国府台2丁 目1番 1

の一部
台 地 21m 江戸川

古墳後期
～平安

8c初～ 9c初 国府関連 5軒

NQ30船橋 下総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市 真間5-95-2ほ か 台 地 20m 江戸川

奈良・平
安

奈良 平安 国府関連 2軒

N030船橋 下総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市 真関5-91-1.5,8 台地 20m 江戸川 国府関連

No30船橋 下 総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市

国府台5丁 目371番
14

台地 24m 江戸川
奈良・平
安

奈良・平安 国府関連 1軒

153 NQ30船橋 下 総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市

国府台1丁 目277番
17

台地 24m 江戸川 国府関連

NQ30船橋 下総
葛飾
郡

国府台遺跡 市川市
国府台5丁 目374番
2

台 地 24m 江戸川
奈良・平
安

8c後 半～9c
初頭

国府関連 1軒

ヽ 30船橋 下総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市

市川市国府台5丁
目376番 11

台 地 24m 江戸川 平安 9c以 降 国府関連 2軒

NQ30船橋 下総
葛飾
郡

国府台遺跡 市川市
真間4丁 目3al番 1

の一部
台地 21m 江戸川

奈良 平
安

奈良・平安 国府関連 2軒

153 NQ30船橋 下 総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市

国府台1丁 目2番2

の一部
台地 23m 江戸川

奈良・平
安

奈良・平安 国 rf関 連 14軒

ヽ30船橋 下総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市

国府台5丁 目447番
27

台 地 22m 江戸川 「1府関連

ヽ 30船橋 下総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市

国府台5丁 目371番
14

台 地 23m 江戸川
奈良・平

安
奈良・平安 国府関連 4軒

153 NQ30船橋 下 総
葛飾
郡

国府台遺跡 市川市 国府台2-3-1 台 地 21m 江戸川
奈良・平
安～中世

奈良・平安 国府関連 14軒

153 NQ30船橋 下 総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市 国府台2-3-1 台 地 21m 江戸川

奈良・平
安～中世

奈良・平安 国府関連 40軒

No30船橋 ド総
葛飾

郡
国府台遺跡 市川市 国府台2-3-1 台地 21m 江戸川

奈良・平
安

奈良・平安 国府関連 7軒

44 No30船橋 下総
葛飾

郡

下総総社跡遺
跡

市川市 国府台1-2-26 台 地 22m 国分川
奈良・平

安
奈良・平安 国府関連 12軒

NQ30船 橋 下総
葛飾

郡
須和 田遺跡 市川市 真間5丁 目47-20 台 地 12m 国分川

古墳後期
～平安

8c末 ～ 9c初 1可 府関連

54 M30船橋 下 総
葛飾

郡
須和 田遺跡 市川市

須和田2丁 目399番
6

台 地 12m 国分川 古墳後期 国府関連

54 ヽ30船橋 下 総
葛飾
郡

須和 |‖ 遺跡 市川市
須和田2丁 目401-
4

台 地 10m 国分川
期後

安

墳

平

古

”
8c後 半 1可 府関連

馴 M∞ 船橋 下 総
葛飾
郡

須和 田遺跡 市 川市
須和田2丁 目01-
6

台 地 1lrn 国分 川
古墳後期
～奈良

8c後 半 1可 府 関連 1軒

54 No30船橋 下総
葛飾
郡

須和田遺跡 市川市
須和田2丁 目3"―
7

台地 12m 国分川
古墳 後期
～平安

9c末～10c前

半
国府関連 1軒
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衝関連遺物
出土瓦 特殊遺物 let 要

文   献
(書名,発行年)

道路状遺構 1条
第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

国府台遺跡台 1地点の調査道路遺構はほぼ東
西に延び、上端幅34～36mで、底面に長楕
円形の掘り込みがある。7世紀末から8世紀
初頭に比定される湖西産の須恵器杯類及び帯
金具が出土していることから、下総国府との
関連が考えられる。

国府台遺跡平成2年度市川
市埋蔵文化財発掘調査報告
1991

1棟

国府台遺跡第8地点の調査掘立柱建物は桁行
Hm、 梁行75～ 8m程の布掘りである。倉庫
の可能性が指摘され、第3地点で確認されて
いる2棟の掘立柱建物と軸線の傾きが類似す
ることから、国府における1つの官衛プロッ
クを形成している可能性がある。

国府台遺跡第8地点平成7
年度市川市埋蔵文化財発掘
報告1996

国府台遺跡第9地点の確認調査すでに削平さ
れているため、当該時期の遺構 造物は検出
できなかった。

７
査

成

調

平

財

点

化

地

文
９
蔵

第

埋

跡
市

遺

川

９６

台

市

１９

府

度

告

国

年

報

1棟 女瓦 国府台遺跡第器地点の確認調査
国府台遺跡平成10年 度市川
市内遺跡発掘調査報告1999

国府台遺跡第39地点の確認調査盛土により平
坦地となっており、当該時期の遺構・遺物は
検出できなかった。

国府台遺跡平成10年 度市川
市内遺跡発掘調査報告1999

国府台遺跡第4地点の確認調査 国府台遺跡平成10年 度市川
市内遺跡発掘調査報告1999

国府台遺跡第45地点の確認調査 国府台遺跡平成10年 度市川
市内遺跡発掘調査報告19"

国府台遺跡第 3地点-4の確認調査 国府台遺跡平成10年 度市川
市内遺跡発掘調査報告1999

1棟 国府台遺跡第13地点-3の確認調査 国府台遺跡平成10年 度市川
市内遺跡発掘 l・E査報告 1999

国府台遺跡第48地点の確認調査当該時期の遺
構・遺物は検出できなかった。

国府台遺跡平成11年 度市川
市内遺跡発掘調査報告21XXl

国府台遺跡第46地点の確認調査 国府台遺跡平成H年度市川
市内遺跡発掘調査報告21XXl

2棟

両側溝を持つ道路
跡 1条、溝 5条、
土坑 6基、鍛冶工
房 1軒

宝相華文の
軒平瓦

和洋学園国府台キャンパス第1次 調査土坑
(SK7)は 223X18× 05mの大きさで、多量
の杯類及びニホンジカの骨などが出土してお
り、律令祭祀に関連するものと考えられる。
両側溝をもつ道路跡はほぼ南北に延びてい
る。

下総国府I和 洋学園国府台
キャンパス内遺跡第 1次調
査概報1997

9棟

溝11条、土坑48基、
鍛冶工房4軒、柱
列 1条、井戸跡 1

基

和洋学園国府台キャンパス第2次調査SDl・ 7
の溝と両側溝をもつ溝 (SD3)は第1次調査
で検出したものの延長と考えられる。土坑
(SK103)は 直径21m、 深さ15mで 、lCXl点 以
上の獣骨 (ウ マ、イヌ、ニホンジカ)と 土師
器 須恵器杯類が出土しており、律令祭祀に
関連するものと考えられる。

下総国府Ⅱ和洋学園国府台
キャンパス内遺跡第2次調
査概報1998

溝 6条、土坑 14基、

鍛冶工房 1軒、両
側溝 を もつ道路跡
1条

和洋学園国府台キ ャンパス第 3次調査堅穴住
居跡 及 び土坑 は10世紀 か らH世 紀前 半 で あ
る。両側溝 をもつ道路跡 (SF2)や 溝 (SD26・
27)は 第 1・ 2次調査で検出 した もの と北西
側で交わる もの と考え られる。

下総国府 Ⅲ和洋学園国府台
キャンパ ス遺跡第 3次調査
概要1"9

溝 5条

須和田遺跡下総総社跡地点の調査 (市営総合
運動場遺跡の西隣)須恵器高台付杯・蓋・高
台盤の出土量は群を抜き、国府の器種構成を
端的に表している。大小さまざまな甕が多量
にみられ、上記の食膳具を含めて、付近に国
厨施設あるいは醸造に関わる施設があったと
想定し得る器種構成といえる。

下総総社跡発掘調査報告市
川市出土遺物の分析―古代
の鉄 土器について一平成
7年度市川市埋蔵文化財調
査 研究報告1993

井戸状遺構 1基

須和田遺跡第4地点の調査大形の土坑の中か
ら須恵器及び土師器が意図的に破砕された状
態で出土し、また、馬の骨も出土している。
この土坑は、第6地点の土坑や市営総合運動
場内遺跡第4次26号遺構と同じ性格を持つも
ので、下総国府に関連した律令祭祀的な意義
を持つものと考えられる。

須和田遺跡昭和63年度市川
市埋蔵文化財発掘調査報告
1989

須和田遺跡第5地点の調査当該時期の遺構
遺物は検出できなかった。

須和田遺跡昭和63年度市川
市埋蔵文化財発掘調査報告
1989

土坑 1基 (井戸状
遺構)

宇瓦 1(内
区均製唐草
文、外区線
鋸歯文

須和田遺跡第6地点の調査下総国府推定地の
東約5∞mの地点で、大形の土坑の中から大、
馬、牛の骨、貝殻と伴に多量の須恵器及び土
師器の杯、蓋、高台等が出土している。この
上坑は律令祭祀に関連するものと考えられ
る。土坑内からは「右京Jと 墨書された須恵
器蓋等が出土していることから、下総国府の
関連する地区に含まれると考えられる、。

須和田遺跡平成 3年度市川
市埋蔵文化財発掘調査報告
1992

須和田遺跡第7地点の調査
須和田遺跡昭和63年度市川
市埋蔵文化財発掘調査報告
1989

須和 田遺跡 第 9地点の調査円面硯が出土 して
いることか ら、下総国府 に関連す る地区に含
まれると考 えられる。

須和田遺跡昭和63年度市川
市埋蔵文化財発掘調査報告
1989
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NQ 地 図 国名 郡名 遺跡名 市町村 所在地 立 地 標高 水系 時期 当該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

ヌ No30船橋 下 総
葛飾

郡
須和 田遺跡 市川市

須和田2「 目4KXl番

22
台 地 国分川 占墳後期 国府関連

M NQ30船 橋 下 総
葛飾
郡

須和 田遺跡 Ilj川 ||'
須和田2丁 目401-
1

台地 10m 国分川
古墳後期
～平安

8c前 半～9c
前半

国府関連 3軒

44 No30船橋 下総
葛飾

郡

下総総社跡遺

跡
市川市 国府台1-2-26 台地 22m 国分川

奈良 。平
安

奈良・平安 国府関連 12軒

5 NQ22松戸 下総
葛飾
郡

新山遺跡 市 川
国府台6丁 目Z23
-7 台地 24m 国分川

8世紀 中

葉以降
奈良 lf遺 跡

188 NQ22松戸 下総
葛飾

郡

下矢切東台遺
跡

松戸市
三矢小台1-6-5
ほか

台地 25m 江戸川
奈良～中
近世

奈良 官道跡

NQ22松 戸 下総
葛飾

郡
坂花遺跡 松戸 市 紙敷字坂花、関台 台地 20m 国分川

8世紀後

半
8世紀後半 官衛関連

NQ22松 戸 下総
葛飾

郡
小野遺跡 松戸市

胡 録 台 字 小 野188

番地
台地 27m 江 戸 川

奈良・平
安

奈良・平安 官衛関連 8軒

N022松 戸 下総
葛飾
郡

小野遺跡 松戸市
胡録台字小野140
-36ほ か

台地 27m ,I戸川
奈良・平
安

8c末～9c前 官衛関連 1軒

NQ22松 戸 下総
葛飾
郡

小野遺跡 松戸市 胡録台字小野173 台地 27m 江 戸 川 平安 平安 官衛関連 3軒

No22松戸 下総
葛飾
郡

小野遺跡 松戸市 胡録台 台地 27m 江戸川 官衛関連

NQ22松戸 ド総
葛飾
郡

小野遺跡 松戸市 胡録台 台地 27m 江戸川 官衛関連

170 NQ22松 戸 下 総
葛飾
郡

小野遺跡 松戸市 胡録台 台地 27m 江戸川 官衛関連

No22松 戸 下総
葛飾

郡
小野遺跡 松戸市 胡録台字小野 台地 27m 江戸川 平安 平安 官衛関連 1軒

NQ22松 戸 下総
葛飾

郡
小野遺跡 松戸市

胡録台字小野140
-10 台地 27m 江戸川 官衛関連

NQ22松 戸 下 総
葛飾
郡

小野遺跡 松戸市
胡録台字小野l"
-1

台地 27m 江 戸 川 Ff衛関連

170 NIQ22松 戸 下総
葛飾

郡
小野遺跡 松戸市

胡録台字小野181
-7 台 地 27m 江戸川 官衛関連

170 NQ22松戸 下総
葛飾

郡
小野遺跡 松戸市

胡録台字小野146
-2 台地 27m 江戸川

奈良・平
安

奈良・平安 官衛関連 3軒

170 M22松 戸 下 総
葛飾

郡
小野遺跡 松戸 市

胡録台字小野136
-4ほ か

台地 27m 江 戸 川
奈良・平
安

奈良 平安 官衛関連 3軒
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衛 関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名.発行年)

第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

須和田遺跡第10地 点の調査当該時期の遺構
造物は検出できなかった。

須和田遺跡昭和63年度市川
市埋蔵文化財発掘調査報告
1989

布目瓦 3

須和田遺跡第21地 点の調査堅穴住居跡の時
期は、8世紀前から9世紀前半で、8世紀前半
の堅穴住居跡から円面硯が出土している。下
総国府に関連する地区に含まれると考えられ
る。

須和田遺跡平成4年度市川
市内遺跡発掘調査報告1"3

溝 5条

須和田遺跡下総総社跡地点の調査 (市営総合
運動場遺跡の西隣)須恵器高台付不・蓋・高
台盤の出土量は群を抜き、国府の器種構成を
端的に表している。大小さまざまな甕が多量
にみられ、上記の食膳具を含めて、付近に国
厨施設あるいは醸造に関わる施設があつたと
想定し得る器種構成といえる。

下総総社跡発掘調査報告市
川市出土遺物の分析―古代
の鉄・土器について一平成
7年度市川市埋蔵文化財調
査・研究報告1"3

道路跡 1条
南北に直線的に作られた、幅46～ 66m、 深
さlmの道路跡であり、南15kmの 地点に下
総国府推定地が存在する。

市川市新 山遺跡北総開発鉄

道埋蔵文化財調査報告書 Ⅱ

千葉県文化財セ ンター調査

報告第173集1990

道路跡 2条
南北に直線的に作られた両側溝を持つ道路跡
であり、新山遺跡の道路跡の延長線上に位置
する。

千葉県文化財センター年報
24平成10年 度1999

「國厨」の墨書のある高杯を蓋とし、武蔵型
の発を身とした蔵骨器が出土しているが、遺
構は不明である。「國厨」の墨書から、下総
国府に関連するものと考えられる。昭和61年
度の確認調査では当該時期の遺構・遺物は検
出できなかった。

松戸市関台地区遺跡群確認
調査報告書―関台遺跡 坂
花遺跡―松戸市文化財調査
抄報18 1987「 厨」銘墨書
土器考―松戸市坂花遺跡出
土例をめぐって1994

3棟

小野遺跡第 1地点の調査掘立柱建物の規模
は、2× 2が 1棟 (総 l■建物)、 3× 3が 2棟。
堅穴住居内からカタイ等が出土しており、下
総国府に関連することから、周辺に「村落内
寺院」の存在が想定される。「石世Jは「い
わせ」と読むことが可能であり、遺跡力ヽ 日「岩
瀬村」にあることから、地名を表すものと考
えられる。

松戸市博物館紀要第1号小
野遺跡第1地 点出土遺跡に
ついて1993小野遺跡平成 4
年度松戸市内遺跡発掘調査
概報1993小野―小野遺跡第
1地点発掘調査報告19"

小野遺跡第2地点の調査 (確認・本調査)

小野遺跡第2地点の調査平
成5年度市内遺跡発掘調査
概報松戸市文化財調査報告
第20集 1994

土坑 3基、溝 1条 小野遺跡第3地点の調査 (確認調査)

小野遺跡第3地点の調査平
成 5年度市内遺跡発掘調査
概報松戸市文化財調査報告
第20集 19γ

小野遺跡第5地点の調査 (確認調査)攪乱の
ため当該時期の遺構・遺跡は検出できなかっ
た。

小野遺跡第5地点の調査平
成 6年度市内遺跡発掘調査
報告書松戸市文化財調査報
告第21集 1995

小野遺跡第6地点の調査 (確 認調査)攪乱の
ため当該時期の遺構・遺跡は検出できなかっ
た。

小野遺跡第6地点の調査平
成6年度市内遺跡発掘調査
報告書松戸市文化財調査報
告第21集 1995

小野遺跡第7地点の調査 (確認調査)当該時
期の遺構・遺跡は検出できなかった。

小野遺跡第7地点の調査平
成 6年度市内遺跡発掘調査
報告書松戸市文化財調査報
告第21集 1995

小野遺跡第4地点の調査
小野遺跡第 4 8地 点の調
査報告松戸市文化財調査報

告第24集1"6

小野遺跡第8地点の調査 (確認調査)当該時
期の遺構・遺跡は検出できなかった。

4ヽ野遺跡第4・ 8地点の調
査報告松戸市文化財調査報
告第24集19%

小野遺跡第9地点の調査 (確認調査)当該時
期の遺構・遺跡は検出できなかった。

小野遺跡の調査(第 9地点)

平成7年度松戸市内遺跡発
掘調査報告書松戸市文化財
調査報告第25集 1997

小野遺跡第10地点の調査 (確認調査)当該時
期の遺構・遺跡は検出できなかった。

小野遺跡の調査(第 10地点)

平成 7年度松戸市遺跡発掘
調査報告松戸市文化財調査
報告第25集 1997

小野遺跡第ll地点の調査 (確認調査)

小野遺跡の調査 (第 11～ 13

地点)平成8年度松戸市内
遺跡発掘調査報告書松戸市
文化財調査報告第器集1998

小野遺跡第12地点の調査

小野遺跡の調査 (第 11～ 13

地点)平成 8年度松戸市内

遺跡発掘調査報告書松戸市
文化財調査報告第28集 1998
小野遺跡第12地 点発掘報告
書松戸市文化財調査報告書
29集1"8
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No 地 図 国名 郡名 遺跡名 市町村 所在地 立地 標 高 水系 時期 当該時期 性 格
遺構竪穴住

居跡

NQ22松 戸 下総
葛飾

郡
小野遺跡 松戸市 胡録台字小野140 台 地 27m 江戸川

奈良・平
安

奈良・平安 官衛関連

NQ22松戸 下総
葛飾
郡

小野遺跡 松戸市
胡録台字小野174
-11まか 台 地 27m 江戸川

奈良・平
安

奈良・平安 官衛関連 1軒

NQ22松戸 ド総
葛飾
郡

小野遺跡 松戸市
胡録台字小野198
-1

台地 27m 江戸川 平安 平安 官衛関連

Na22松戸 F総
葛飾

郡
小野遺跡 松戸市

胡録台字小野149
-2ほ か

台 地 28m 江戸川
奈良・平
安

奈良・平安 官衛関連 軒数不りl

NQ22松戸 下総
葛飾
郡

小野遺跡 松戸市
胡録台字小野198
-4 台地 28m 江戸川 官衛関連

186 NQ14流 山 下総
葛飾

郡
町畑遺跡 流 山市 加字町畑945ほ か 台 地 22m 江 戸 川

占墳後期
～平安

奈良・平安 駅家関連 81軒

NQ14流 山 F総
葛飾
郡

町畑遺跡 流 山市
加字町畑923-4ほ
か

台 地 14～ 16m 江戸川 駅家関連

186 M14流 山 下総
葛飾
郡

町畑遺跡 流山市 加字町畑905ほ か 台 地 20～ 22m 江戸川
古墳後期
～平安

奈良・平安 駅家関連 3軒

NQ14流 山 下総
葛飾
郡

町畑遺跡 流 山市
加字町畑∞7-1ほ
か 台地 21～23m 江戸川

奈良・平
安

奈良・平安 駅家関連 1軒

186 NQ14流 山 ド総
葛飾

郡
町畑遺跡 流 山市

加字町畑683-2ほ
か

台地 22m 江戸川 駅家関連

186 NQ14流 山 ド総
葛飾

郡
町畑遺跡 流山市 加字町畑7%ほか 台地 17～ 19m 江戸川

古墳後期
～平安

奈良・平安 駅家関連 17軒

NQ14流 山 ド総
葛飾
郡

町畑遺跡 流山市 加字町畑715ほか 台 地 17～ 21m 江戸川
古墳後期
～中世

奈良・平安 駅家関連 19軒

186 NQ14流 山 ド総
葛飾

郡
町畑遺跡 流山市 加字町畑934ほか 台地 18～ 19m ,I戸川

古墳後期
～平安

奈良 平安 駅家関連 5軒

80 NQ22松戸 ド総
葛飾

郡

双賀辺田NQ l

遺跡

鎌 ヶ谷

市
中沢 1027番地 台 地 26m 台地川

奈良 平

安

8c末～ 9c中
葉

官衛関連 17軒

379 N032佐倉 F総
印播

郡
原Ａ．醜

向

地

原

・Ｃ

向

Ｂ
跡

佐倉市 寺崎向原2498ほ か 台 地 30m 鹿島川
奈良・平
安

奈良 平安
郡衛関連
(郷家)

88軒

350
NQ33酒 々

井
下 総

印鰭
郡

高岡大 山遺跡 佐倉 市
上代字大山110ほ

か 台地 3tl～ 34m 高崎 川

古墳後期
～ 奈 良・

平安

奈良・平安 郡家 416軒
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掘立柱建物跡 その他遺構
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官衛関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書 名,発行年)

l棟

第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

小野遺跡第13地点の調査掘立柱建物は2以上
×2以上の総柱建物になるものと考えられ
る。

小野遺跡の調査 (第 11～ 13

地点)平成8年度松戸市内
遺跡発掘調査報告書松戸市
文化財調査報告第28集 1998

小野遺跡第14地点の調査 (確認調査)

小野遺跡の調査 (第 14・ 15

地点の調査)平成10年 度松
戸市内遺跡発掘調査報告書
松戸市文化財調査報告第31

集2KXXl

土坑 2基 小野遺跡第15地 点の調査

小野遺跡 (第 14 15地 点の
調査)平成10年度松戸市内
遺跡発掘調査報告書松戸市
文化財調査報告第31集20∞

土坑 小野遺跡第16地点の調査 (確認調査)

小野遺跡平成11年度松戸市
内遺跡発掘調査報告書松戸
市文化財調査報告第32集
21Xll

小野遺跡第16地点の調査 (確 認調査)

小野遺跡平成11年 度松戸市
内遺跡発掘調査報告書松戸
市文化財調査報告第32集
2KXll

16棟 布 目瓦

町畑遺跡A地点の調査加遺跡群から堅穴住居
跡は、138軒検出され、 8世紀第 1が 2軒、
同第 3が15軒、同第4～ 9世紀第 1が22軒、
同第2が 14軒、同第3が 15軒、同第4が12軒

等となっており、8世紀後半から9世紀前半
に本遺跡の台地全体にみられるようになる。
掘立柱建物は17棟あるが、A地点に集中し、
1棟のみF地点にある。掘立柱建物は、建て
替えがあるが、すべて主軸をほぼ―にしてい
る。 3× 5の総柱建物は、重複関係にある2
X3の掘り方の大きい柱穴と組合わさって側
柱をもつ総柱建物になる可能性がある。流山
市域では、加遺跡群の他に北側に隣接する三
輪野山遺跡群に奈良 。平安時代の集落が見ら
れ、当該時期における中心的な地域と考えら
れることから、本遺跡の掘立柱建物群は、「茜
津駅家」に関連する遺構の可能性が考えられ
る。

町畑遺跡A地 点 加地区遺
跡群Ⅱ 流山市埋蔵文化財
報告Vo114 1991加 地区遺
跡群III流 山市埋蔵文化財
調査報告Vo119 1994加 地
区遺跡群Ⅳ 流山市埋蔵文
化財調査報告Vo1 29 21XXl

町畑遺跡B地点の調査すでにローム層まで削
平されており、当該時期の遺構・遺物は検出
できなかった。

町畑遺跡B地 点 加地区遺
跡群Ⅱ 流山市埋蔵文化財
報告Vol14 1"l

町畑遺跡C地点の調査
町畑遺跡C地 点 加地区遺
跡群Ⅱ 流山市埋蔵文化財
報告VoL14 1991

町畑遺跡D地点の調査
町畑遺跡D地点 加地区遺
跡群Ⅱ流山市埋蔵文化財
報告Vo114 1991

町畑遺跡E地点の調査当該時期の遺構・遺物
は検出できなかった。

遺

財

区

化

地

文

¨̈̈
腿
枷
告Ｖ。

町

跡

報

1棟 布目平瓦

町畑遺跡F地点の調査堅穴住居跡のうち小鍛
冶関連遺構を伴うものが1軒 ある。掘立柱建
物跡は2× 4で、梁行方向がほぼ南北にあっ
ている。

町畑遺跡F地 点 加地区遺
跡群Ⅳ 流山市埋蔵文化財
報告VoL29 20Xl

布 ‖平瓦 町畑遺跡G地点の調査

遺

財

区

化

地

文

¨̈̈
鵬
枷
告Ｖ。

町

跡

報

町畑遺跡H地点の調査
町 畑 遺 跡H地点 加 地 区遺
跡 群 Ⅳ 流 山 市埋 蔵文化財

報告Vo1 29 21XXl

14棟 布日瓦
掘立 l■建物は2× 2が 8、  3X3が 4、  3X
2が 1、 不明1で、すべて軸が方位に合って
いる。掘り方は方形のものが多い。

千葉県鎌ケ谷市双賀辺田NQ
l遺跡発掘調査報告書
鎌ヶ谷市埋蔵文化財調査報
告第3集 1998

121棟
土坑76基、柵列 1

条

竪穴住居跡の数量より掘立柱建物が多く、2
地区に分けられる掘立柱建物郡の主軸方向
は、それぞれ一定の規則性が認められる。掘
立柱建物は、 3× 2、 2× 2が82%で、総柱
3棟、庇付きが13棟である。建物等において、
特に官衛的な様相がなられないことから、郡
衛の補完的な集落と考えられる。lXlが 1、

2 × 1が 5、  2 × 2カ
'39、

  3 × 2カも1、  4 ×
2が 6、  5× 2が 1、  3× 3が 4、  4× 3が
3、 不明1である。

寺崎遺跡群調査報告書向
原、上城掘、一本松遺跡
1987

223棟
土 坑2CXl基 以 上 断
面が橘 り鉢状の大
形の土坑 1基

3× 2の側柱、 2× 2の総柱、 lXl～ 5×
5の紙面庇付き建物及び倉庫郡と考えられる
2X2の総柱の掘立柱建物が 2棟認められ
る。竪穴住居跡と掘立柱建物は、それぞれ集
中する地区が分かれており、掘立社建物の配
列状況及び出土遺物等や官衛に伴う祭祀に関
連すると考えられる大形の土坑が存在するこ
となどから郷家に関連する施設と考えられ
る。

高岡遺跡群 1993
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No 地 図 国 名 郡 名 遺跡名 市町村 所在地 立地 標 高 水系 時 期 当該時期 性 格
遺構竪穴住

居跡

NQ25成 田 ド総 印謄 人袋腰巻遺跡 成田市 大袋腰巻44他 台地上 35～40m 江 川

8世紀前
葉～9世
紀中葉

8世紀前棄～

9世紀中葉

郡衛関連
集落

238軒

154 NQ25成 田 下総 印腰 飯仲金堀遺跡 成田市 飯仲金堀449-1他 台地 L 27～ 35m 江 川
8世紀後

半
8世紀後 半

郡衛 関連

集落
12軒

N25成 田 下総 印格
宗吾西鷺山遺
跡

成田市 宗吾3丁 目 台地上 35m 江 川

8世紀第
1四半世
紀～10世
紀前半

8世紀第1四
半世紀～10世

紀前半

郡衛関連
集落

95軒

NQ33酒 々

井
ド総 印椿

本佐倉北押し
出遺跡

酒々井

町
本佐倉字鬼押出 台地上 34m 高崎川

奈良 。平
安時代～
中世

8世紀前半～
10世紀後半

郡衛関連

集落
24軒

NQ33酒 々

井
ド総 印藩

本佐倉外宿遺
跡

酒 々井
町

上本佐倉字外宿 台地上 35m 高崎 川

第

紀

紀

半

紀

半

世

四

世

四

９

Ⅱ

８

Ⅲ

一
第

期

8世紀第 Ⅲ四

半紀 ～ 9世紀

第 Ⅱ四半期

郡衛関連

集落

NQ33酒 々

井
ド総 印格 伊篠 白幡遺跡

酒 々井

町
伊篠字白幡 台地上 32m 印格沼

代

奈

安

時

一
平

墳

期

・
代

古

後

良

時

8世紀初～10

世紀前半

郡衡関連
集落

52軒

NQ34多古 下総 匝瑳 林遺跡 多古町 大字林榎台 H∞他 台地上 40m 栗 山川
平・

代

良

時

奈

安
8世紀中葉～

10世紀
郡衝関連
集落

89軒

259 NQ34多古 下総 匝J71 吹人台遺跡 多古町
水戸字吹入台1445
他

台地 約40m 多古橋川
奈良・平

安時代

四
紀

１
世

第

Ю
期

紀

一
半

世

期

四

８
半

第

郡衛関連
集落

19軒

NQ34多古 下総 匝瑳 中内原遺跡 多古町 南中字中内29Ю他 台地上 35m 栗山川
古墳・歴
史

8世紀後半～

9世紀後半
郡衛関連
集落

36軒

NQ35八 日

市場
下 総 匝瑳 柳台遺跡

市日
市

入
場 飯塚字柳台1724他 台地上 40m 借当川

8世紀前

葉～10世

紀代

8世紀前葉～
10世紀代

郡街関連

集落

213軒
(Ⅱ は2∝ )

232
NQ35八 日

市場
下 総 匝瑳 鈴歌遺跡

八日市
場市

飯倉字鈴歌 台地上 約39m (栗 山川 )

後

世

紀

９
葉

世

”
前

７
葉

紀

8世紀～9世
紀前葉

官街関連 31軒

NQ35八 日

市場
下総 匝瑳 生尾遺跡

八 日市

場市
生尾字妙見前4∞ 台地上 約40m 借当川

7世紀中

葉～H世
紀後半

8世紀初～ 9
世紀 第 3四半

紀

官衛関連 25軒

NQ35八 日
市場

下総 匝瑳 平本遺跡
八日市
場市

市場市平木字大六
天他

低地 (砂州
上 )

約6m
古墳時代
後期～奈
良・平安

8世紀第2四
半期～9世紀
後半

郡街 関連

遺跡
6軒

NQ34多古
NQ43成東

ド総 匝瑳 芝崎遺跡 光 町 芝崎字海老崎 低 地 栗 山川

代

奈

安

時

一
平

墳

期

・
代

古

後

良

時

奈良・平安時
代

郡衝関連
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衝関連遺物
出土瓦 特殊遺物 let 要

文   献
(書名,発行年)

134棟 井戸跡 3基 溝 1

条 ビット群43基

第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

掘立柱建物跡は4か所のまとまりが見られる。
竪穴住居の分布と較べてよりまとまりがあ
り、全体で、郡衝関連集落 (郷家 ?)を構成
すると考えられる。掘立柱建物跡の内訳は、
4間 ×4間が2棟、 3間 ×5間が6棟、3間
×4間が7棟、 3間 X3間が8棟、2間 ×4
問力'2棟、 2間 X3間が35棟、 2間 ×2間が
41棟、1間 ×3間が 1棟、1間 ×2間が17棟、
1間 Xl間が14棟、不明力` 1棟である。

「千葉県成田市公津東遺跡
群 ■―大袋腰巻遺跡 -1
1998

16棟 上坑 12基

舌状台地上に3間 ×5間を最大とする掘立柱
建物跡が南北に並んで検出された。出土建物
から寺院関連跡の可能性が大きいが、郡衝関
連集落の可能性もある。

「飯仲金堀遺跡」「千葉県成
田市公津東遺跡群 I― 成田
市公津東土地区画整理事業
地内埋蔵文化財調査報告書
―』1994

18棟

掘立柱建物跡は遺跡の南部に集中する。重複
関係から8世紀第 2四半世紀から形成され、
堅穴住居跡とともに集落を構成したと考えら
れる。周辺の集落遺跡 (公津東遺跡群)と と
もに郡衛関連集落と考えられる。

「千葉県成田市宗吾西鷺山
遺跡発掘調査報告書』

17棟

約40m× 80mの範囲内で掘立柱建物跡が「コ」
字状に配置される。内訳は、5間 ×3間が 2
棟、 3間 ×3間が 3棟、 4間 ×2間 が 3棟、
3間 ×2間力'5棟、4間 ×l間が 1棟、2間
×2間が2棟、3間 Xl間が 1棟である。

『酒々井町北押出し遺跡調
査報告書』1984

2棟 土坑 3基
北押出し遺跡の東に隣接する遺跡である。堅
穴住居跡の時期力ヽ まぼ同じなので、同一集落
跡と考えられる。

「千葉県酒々井町本佐倉外
宿遺跡J1996

30棟

竪穴住居跡に伴い、掘立柱建物跡が数多く検
出されている。とくに、A地点では、建物跡
は小規模であるが、全体として、コ字状に配
置されると考えられる。A地点では23棟、B
地点では6棟、C地点では 1棟である。A地
点は、4間 X3間が3棟、4間 X2間が 1棟、
3間 ×3間が 1棟、3間 X2間が5棟、2間
×2間が6棟、 1間 ×1間が 1棟、不明が2
棟である。B地点は、 3間 ×2間が 2棟、2
間X2間が2棟、不明が2棟である。C地点
は、 1間 ×1間が 1棟である。

『酒々井町伊篠白幡遺跡J

1986

23棟

掘立柱建物跡は踊台地区と長井戸地区に集中
している。特に長井戸地区では東西方向に並
んで検出されている。内訳は1間 Xl間が5
棟、 1間 ×2間が 5棟、 2間 ×2間が 2棟、
2間 X3間が7棟、 3間 X3間が 1棟、3間
×4間力'2棟、2間 ×4間が 1棟である。

「林遺跡』1985

23棟

掘立柱建物跡が集中して検出され、大きく2
類に分かれている。A類 は6棟で、4間 ×2
間が2棟、 3間 ×2間が4棟、2間 X2間が
1棟である。B類 は4間 X3間が 1棟、 3間
×2間が4棟、 2間 ×2間が 1棟、2間 ×1

間が2棟ある。他は3間 ×2間が6棟、2間
×1間が3棟、 1間 Xl間が 1棟である。

「多古工業団地内遺跡発掘
調査報告書―林小原子台・
巣根・土持台・林中 1台・

吹入台―J19%

18棟

掘立柱建物跡が南北に二列に並んで検出され
ている。内訳は1間 ×1間が3棟、2間 Xl
間が2棟、2間 X2間が4棟、 3間 ×2間が
4棟、3間 X3間が 1棟、3間 ×2間が4棟、
4間 ×2間が 1棟、5間 ×4間が 1棟、6間
×2間が 1棟、不明が 1棟である。

「中内原遺跡一千葉県香取
郡多古町中内原遺跡発掘調
査報告書―』1987

掘立柱建物跡は検出されていないが、青銅製
印等の出土遺物、墨書、「千校厨」などから
軍団に関連した遺跡と考えられる。

千葉県八日市場市飯塚遺跡
群発掘調査報告書1986

8棟

住居跡と掘立柱建物跡との重複が少なく、ほ
ぼ同時期に存在したと考えられる。出土遺物
から官衝関連遺跡と考えられる。内訳は5間
×4間 が 1棟、 6間 X3(4?)間 が 1棟、
4間 X3間が3棟、4間 ×2間が 1棟、3間
Xl(2?)間 が 1棟、2間 Xl間が 1棟で
ある。

「千葉県八日市場市飯倉鈴
歌遺 BI・ 発掘調査報告書』
1992

29棟

掘立柱建物跡は、8世紀中葉～9世紀四半期
が中心で、2回以上の建て替えがある。出土
遺物等から官衝関連遺跡と考えられる。内訳
は6間 ×l間が 1棟、 3間 ×3間が8棟、3
間×2間が2棟、 3間 Xl間が2棟、2間 ×
1間が 15棟である。

『八日市場市生尾遺跡配水
池築造工事に伴う埋蔵文
化財調査働東総文化財セ
ンター発掘調査報告書第7
集J1995

7棟
井戸跡 4基、溝17

条、水留遺構 2基、
貝殻堆積土坑 1基

掘立柱建物跡は2間 ×2間が3棟、 2間 X3
間が2棟、 3間 ×4間が 1棟で、東西方向に
「コ」字状に配置されている可能性がある。
また、墨書「郡行」「庸Jな どから郡価関連
遺跡と考えられる。

八 日市場市平木遺跡 1988

発掘調査中

- 129-

目
日

〓

Ｈ



NQ 地ⅨI 国名 郡 名 遺跡名 市町村 所在地 立地 標 高 水 系 時 期 当該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

No34多古 下 総 ldl瑳 林遺跡 多古町 大字林榎台H06他 台地 L 40m 栗 山川
奈良・平
安時代

8世紀中葉～
10世紀

郡街関連
集落

89軒

NQ34多古 下総 匝瑳 吹入台遺跡 多古町 水戸字吹入台1445
他

台 地 約40m 多古橋川
奈良・平
安時代

8世紀第1四
半期～10世紀
第四半期

郡衛関連
集落

19軒

NQ34多古 下総 )1瑳 中内原遺跡 多古町 南中字中内29"他 台地上 35m 栗山川
古墳・歴
史

8世紀後半～

9世紀後半

郡衝 関連

集落
36軒

NQ35ノ 日ヽ
市場

下総 ‖i瑳 柳台遺跡
八 日市

場市
飯塚字柳 台 1724他 台地上 40m 借当川

8世紀前
棄～10世

紀代

8世紀前葉～

10世紀代
郡衛関連
集落

213軒

(Ⅱ は204)

232
NQ35八 日

市場
下総 匝瑳 鈴歌遺跡

八 日市

場市
飯倉字鈴歌 台地 |: 約39m (栗 山川 )

7世紀後

葉～ 9世
紀前棄

8世紀～ 9世
紀前葉

lf衛 関連 31軒

NQ35八 日
市場

下総 |[瑳 生尾遺跡
八日市
場市

生尾字妙見前4∞ 台地上 約40m 借 当川

7世紀 中

葉～H世
紀後半

8世紀初～ 9
世紀第 3四半

紀

官衛関連 25軒

47
No34多 占
NQ43成東

下総 匝瑳 芝崎遺跡 光 町 芝崎字海老崎 低 地 栗 山川

古墳時代

後期～奈

良 。平安

時代

奈良・平安時
代

郡衛関連

No15取 手 ド総
相馬

郡
四間戸遺跡

我孫子
市

H秀四間戸ほか 台地 20m 利根川
期後

安

墳

平

古

一
奈良・平安 郡衛関連

"軒
以上

146 No15取 千 下総
相馬

郡
四間,i遺跡

我孫子

市
H秀字掘込 台 地 20m 利根川

古墳 後期
～奈良

奈良 郡衛関連

ヽ 14流 山 F総
相 F9

郡
高野台遺跡 柏市

根戸字高野台433
番地

台 地 17～ 18m 大堀川
古墳後期
～平安

平安
駅家周辺
集落

3軒

68 NQ14流 山 下 総
相馬
郡

高野台遺跡 柏市
根戸字高野台430

番地
台 地 18m 大堀 川

奈良・平
安

奈良・平安
駅家周辺

集落
10軒

No15取 千 下 総
相馬
郡

西原遺跡
我孫子

市

日秀字西原26-1
1ま か

台 地 20m 利根川
古墳後期
～奈良

奈良 郡衛関連 1軒

NQ15取 手 下 総
相馬
郡

西原遺跡
我孫子
市

日秀字西原 台地 20m 利根川
古墳後期
～奈良

奈 良 郡衛関連

No15取 手 下 総
相

郡 西原il跡
我孫子
市

中里字前原95番 台地 20m 利根 川
古墳後期
～中世

奈良・平安 llF衛 関連

No15取
「

下総
相馬
郡

西原遺跡
我孫子
市

中里字前原81番 3、

日秀字西原16
台 地 20m 利根川 郡衛関連

No15取 千 ド総
相馬

郡
西原遺跡

我孫子

市
中里字前原18番 台 地 20m 利根川

8世紀前

葉
8世紀前葉 郡衛関連 1軒
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衝 関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名,発行年)

23棟

第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

掘立柱建物跡は踊台地区と長井戸地区に集中
している。特に長井戸地区では東西方向に並
んで検出されている。内訳は1間 Xl間が 5
棟、 1間 ×2間 が 5棟、 2間 ×2間が 2棟、
2問 X3間が 7棟、3間 X3間が 1棟など。

『林遺跡』1985

23棟

掘立桂建物跡が集中して検出され、大きく2
類に分かれている。A類は6棟で、4間 ×2
間が 2棟、 3間 ×2間が4棟、2間 ×2間が
1棟である。B類 は4間 ×3間が 1棟、 3間
×2間が4棟、 2間 ×2間が 1棟、2間 Xl
間が2棟ある。他は3間 ×2間が6棟など。

「多古工業団地内遺跡発掘
調査報告書―林小原子台・
巣根・土持台・林中「ノ」
吹叶台・吹入台―』1986

18棟

掘立柱建物跡が南北に二列に並んで検出され
ている。内訳は1間 Xl間が3棟、 2間 Xl
間が2棟、2間 X2間が4棟、 3間 ×2間が
4棟、3間 X3間が 1棟、3間 ×2間が4棟、
4間 ×2間が 1棟、5間 X4間が 1棟、6間
×2間が 1棟、不明が 1棟である。

『中内原遺跡一千葉県香取
郡多古町中内原遺跡発掘調
査報告書―』1987

掘立柱建物跡は検出されていないが、青鋼製
印等の出土遺物、墨書、「千校厨Jな どから
軍団に関連した遺跡と考えられる。

千葉県八日市場市飯塚遺跡
群発掘調査報告書1986

8棟

住居跡と掘立柱建物跡との重複が少なく、ほ
ぼ同時期に存在したと考えられる。出土遺物
から官行関連遺跡と考えられる。内訳は5間
×4間が 1棟、 6間 X3(4?)間 が 1棟、
4間 ×3間が3棟、4間 ×2間が 1棟、3間
×1(2?)間 が 1棟、 2間 Xl間が 1棟で
ある。

「千葉県八日市場市飯倉鈴
歌遺跡発掘調査報告書J

1992

29棟

掘立柱建物跡は、8世紀中葉～9世紀四半期
が中心で、 2回以上の建て替えがある。出土
遺物等から官衝関連遺跡と考えられる。内訳
は6間 ×1間が 1棟、3間 X3間が8棟、 3
間×2間が2棟、 3間 Xl間が2棟、 2間 ×
1間が 15棟である。

「八日市場市生尾遺跡配水
池築造工事に伴う埋蔵文
化財調査働東総文化財セ
ンター発掘調査報告書第7
集』1995

発掘調査中

3棟以上 溝 1条

昭和55年度 (第二次)の確認調査西側のトレ
ンチ (M)か ら古墳時代後期の堅穴住居跡を
検出し、日秀西遺跡の古墳時代後期の集落の
東端と考えられる。また、同じ西端のAト レ
ンチから、ほぼ南北に走る溝を検出し、官衛
域の東端を区画する溝と考えられる。

千葉県我係子市日秀遺跡遺
構確認調査概報1981

1棟 溝 1条

昭和56年度 (第 三次)の確認調査 Iト レン
チで昭和55年 (第二次)確認調査のAト レン
チで検出した大溝と掘立柱建物 1棟を検出し
た。大溝は東に向きを替えていることが明ら
かになった。掘立柱建物は 1× 1で、2本の
側柱をもつ。

NO 14流 山

高野台遺跡の第一次調査「於賦駅家」周辺の
集落と考えられる。

高野台遺跡 (第一次調査 )

柏市埋蔵文化財調査報告書
1883

1棟

唐 草 文 字
瓦 (平安時
代前期堅穴
住居跡住居
跡)

高野台遺跡の第二次調査「於賦駅家」周辺の
集落と考えられる。掘立柱建物は2X3あ る
いは3X3の 規模。唐草文字瓦は下総国分寺
系のものと考えられ、他に印西市大塚前遺跡、
流山市流山廃寺及び我孫子市船戸遺跡から出
土している。

千葉県柏市根戸高野台遺跡
発掘調査報告書1979

西原遺跡第 1次調査日秀西遺跡の北北東約
2mm古 墳時代後期 (7世紀末)の住居跡 2
軒と奈良時代 (8世紀前半)の住居跡 1軒が
検出されており,U当 地遺跡第 1次 と同様に、
本地点は郡衛域から外れるものと考えられ
る。

西原遺跡根戸遺跡我孫子市
jT蔵文化財報告第 8集 1986

昭和56年度 (第 三次)の確認調査Cト レンチ
では古墳時代後期から奈良時代の住居跡及び
ビットを検出した。Dト レンチでは遺構・遺
物はまったく検出されなかった。このことか
ら、これらの地点は郡衛域からは外れるもの
と考えられる。

千葉県我孫子市日秀遺跡遺
構確認調査概報1982

溝 1条

西原遺跡第 2・ 3・ 5次調査古墳時代後期の

堅穴住居跡住居跡 を主体 とす る。 1号溝は幅
約 2m、 深 さ08mの逆台形で、ほぼ東西に走
る。遺構の重複関係か ら7世紀以降 と考え ら
れ、正倉の北側区画溝 と考えることもで きる。

西原遺跡第2～ 6次発掘調
査報告書我孫子市埋蔵文化
財報告第21集1"9

西原遺跡第 4次調査当該時期 の遺構・遺物 は

検出で きなかった。

西原遺跡第 2～ 6次発掘調
査報告書我孫子市埋蔵文化
財報告第21集1999

西原遺跡第6次調査郡衛域の北に位置するも
のと考えられる。

西原遺跡第2～ 6次発掘調
査報告書我孫子市埋蔵文化
財報告第21集 1999
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NQ 地 lkl 国名 郡名 遺跡名 市町村 所在地 立 地 標高 水系 時期 当該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

NQ15取手 下 総
相馬

郡
チアミ遺跡

我孫子

市
日秀79番地4 台地 20m 利根川

古墳～奈
良 平安

奈良 平安 郡衛関連

143 NQ15取 手 下 総
相馬

郡
チア ミ遺跡

我孫子
市

日秀101番地20号 台地 20m 利根川 不 明 不 明 郡衛 関連

NQ15取 手 下 総
相馬

郡
チア ミ遺跡

我孫子

市
日秀74番9号 台地 20m 利根川 江戸以降 不 明 郡衛関連

NQ15取手 下総
相馬

郡
チア ミ遺跡

我孫子
市

日秀西84番 1,2号 台地 20m 利根川 イく明 不 明 郡衛関連 溝 1条

NQ15取 手 下 総
相馬

郡
チア ミ遺跡

我孫
「

市
日秀 74-12 台地 20m 利根川

古墳後期
～中世

不 明 郡衛関連

NQ15取 手 下 総
相馬

郡
チアミ遺跡

我孫子
市

日秀字チアミ75番
地ほか

台地 20m 利根川 古墳後期 不 明 郡衛関連

NQ15取手 下総
相馬

郡
チア ミ遺跡

我孫子
市

日秀字チアミ75番
地ほか

台地 20m 利根川 近 世 不明 郡衛関連

NQ15取 手 ド総
相馬

郡
チア ミ遺跡

戎孫子

市
日秀77番2号ほか 台地 20m 利根川

古墳後期
～奈良

奈良 郡衛関連 2軒

NQ15取手 下総
相馬

郡
チアミ遺跡

我孫子
市

日秀字西77番 10 台地 20m 利根川
古墳後期
～奈良

奈 良 郡衛関連 1軒

148 NQ15取手 下総
相馬

郡
君作遺跡

我孫子
市

古戸字日秀前198

番3
台地 20m 利根川

奈良・平
安

奈良・平安 郡衛関連 l軒

68 ヽ14流 山 下総
相馬

郡
高野台遺跡 柏市

根戸字高野台433
番地

台 地 17～ 18m 人堀川
古墳後期
～平安

平安
駅家周辺

集落
3軒

No15取 手 下総
相馬

郡
νЧ間戸遺跡

我孫 i
市

日秀字四間戸ほか 台地 2()nl 利根川
古墳後期
～平安

奈良・平安 郡衛関連 50軒以上

-132-

|



掘立小t建物跡 その他遺構
遺物

官衝関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名,発行年)

溝1条 (Bト レ ン
チ)

第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

昭和56年度の確認調査報告までは西 西原・

別当地区とされているが、後にそのうちの
A・ B・ Jト レンチはチアミ遺跡とされた。A
トレンチからは竪穴住居、円形周溝状遺構、
ビットを検出したが、郡衛に関連する遺構・

遺物はない。Bト レンチからはほぼ東西に走
る溝 (幅 2mで逆台形の掘り込みをもつ)を
検出し、昭和55年の四間戸遺跡Aト レンチの
大溝に類似することから、官衛域の北側を区
画する溝と考えられる。また、この溝の南北
両側からは遺構は検出されていない。Jト レ
ンチからは堅穴住居が検出されたが、時期は
不詳であり、官衛に関連する遺構・遺物はな

千葉県我孫子市日秀遺跡遺
構確認調査概報1%2

チアミ遺跡第 1次調査日秀西遺跡の北東約
21Xlm郡衛等に関連する遺構、遺物は検出さ
れていない。

チアミ遺跡第 1次・第3
次・第6次発掘調査報告書
我孫子市埋蔵文化財報告第
19集 1"8

チアミ遺跡第 3次調査日秀西遺跡の北東約
2alm郡衛等に関連する遺構、遺物は検出さ
れていない。

チアミ遺跡第 1次・第 3
次・第6次発掘調査報告書
我孫子市埋蔵文化財報告第
19集1998

チアミ遺跡A地点の調査報告書では日秀遺跡
とされているが、後にチアミ遺跡A地点に変
更された。日秀西遺跡の北東約3511m。 溝の
形状、規模が県文化財センターによる第2,3
次日秀遺跡遺構確認調査で検出された溝に酷
似している。第 3次調査で検出した北側の
東西方向に走る溝から370mほ ど北側にあり、
やや東に偏る南Jヒ方向に走る溝である。

日秀遺跡我孫子市埋蔵文化
財報告第3集1983

チアミ遺跡第 2次調査 日秀遺跡の北東約
llXlm。 住居は7世紀代、溝は中近世であり、
官衛に関連する遺構、遺物はない。

チアミ遺跡我孫子市埋蔵文
化財報告第4集 1984

チアミ遺跡第4次調査報告書ではチアミI遺

跡とされているが、後にチアミ遺跡第4次 と
変更された。日秀西遺跡の北束約21Xhn。 住
居跡は7世紀前半と7世紀末の2軒、時期不
明の溝 3条で、官衛に関連する遺構、遺物は
ない。但 し、202203の溝は、 3m前後の間
隔で平行して北東から東西に延びており、幅
はいずれも06～ 09m、 深さは約05mで、断
面形は箱薬研である。

チアミ遺跡我孫子市埋蔵文
化財報告第12集 1989

チアミ遺跡第5次調査報告書ではチアミⅡ遺
跡となっているが、後にチアミ遺跡第5次 と
変更された。日秀西遺跡の北東約2∞m。 近
世の土坑、溝、井戸のみで官衛に関連する遺
構、遺物はない。溝は北西から南東に延び、
幅10～ 16m、 深さ04～065mで 、断面形は逆
台形である。掘立柱建物は2× 3以上で、桁
方向力ヽ まぼ北を向いたものが 1棟検出されて
いるが、時期、性格は不明とされている。

チアミ遺跡我孫子市埋蔵文
化財報告第12集 1989

2棟

チアミ遺跡第 6次調査日秀西遺跡の北東約
21Xlm。 68号 住居跡は、相馬郡家正倉と同
時期である。 2棟の掘立柱建物は2× 3、 3
×3であるが、主軸方向は正倉の掘立柱建物
跡建物に比べやや東に偏っていることから、
正倉とは異なった基準のもとに建てられたと
考えられる。内面硯は、墨と朱墨の二面硯で
住居跡から出土。

チアミ遺跡第1次、第2次、
第6次発掘調査報告書我孫
子市埋蔵文化財報告第19集
1998

1棟

チアミ遺跡第9次調査堅穴住居跡は時期が特
定されていないが、隣接する第6次調査 7世
紀中葉～8世紀前半の竪穴住居が検出されて
いることから、同時期と推定されている。掘
立桂建物は、柱穴 1つ のみの検出であるが、
西側に展開する掘立柱建物の東側柱と考えら
れる。

平成11年度市内遺跡発掘調
査報告書チアミ遺跡 古屋
遺跡・君作遺跡・古戸貝塚
我孫子市埋蔵文化財報告第
22集2CX10

1棟

君作遺跡第6次調査掘立柱建物は、規模・時
期不明であるが、西隣の第5次調査で検出し
た掘立柱建物と同一と考えられる。堅穴住居
跡は、8世紀中葉と考えられる。

平成H年度市内遺跡発掘調
査報告書チアミ遺跡・古屋
遺跡・君作遺跡 古戸員塚
我孫子市埋蔵文化財報告第
22集 21XXl

高野台遺跡の第一次調査「於賦駅家」周辺の
集落と考えられる。

高野台遺跡 (第一次調査)

柏市埋蔵文化財調査報告書
1983

3棟以 L 溝 1条

昭和55年度 (第二次)の確認調査西側のトレ
ンチ (M)か ら古墳時代後期の堅穴住居跡を
検出し、日秀西遺跡の古墳時代後期の集落の
東端と考えられる。また、同じ西端のAト レ
ンチから、ほぼ南北に走る溝を検出し、官衛
域の東端を区画する溝と考えられる。

千葉県我孫子市 日秀遺跡遺
構確 認調査概報1981
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NQ 地 ⅨI 国名 郡名 遺跡 名 市町村 所在地 立地 標 高 水系 時期 当該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

146 NQ15取手 下総
相馬
郡

四間戸遺跡
我孫子
市

日秀字掘込 台地 20m 利根川
古墳後期
～奈良

奈良 郡衛関連

N015取手 下総
相馬

郡
将門神社遺跡

我孫子
市

日秀字チアミ 台地 20m 利根川
古墳後期
～平安

奈良 。平安 郡衛関連

NQ15取 手 下 総
相馬
郡

将門神社遺跡
我孫子

市

日秀字チアミ1∞
-2ほ か

台 地 19m 利根川
縄文～古
墳後期

不 明 郡衛関連

NQ15取手 下総
相馬

郡
西原遺跡

我孫子
市

日秀字西原26-1
ほか

台地 20m 利根川
古墳後期
～奈良

奈良 郡衛関連 1軒

ヽ 15取 手 下 総
相馬

郡
西原遺跡

我孫子
市

日秀字西原 台地 20m 利 llt川
古墳後期
～奈良

奈 良 郡衛関連

No15取手 下総
相馬

郡
西原遺 F4ヽ

我孫子
市

中里字前原95番 台 地 20m 利根川
古墳後期
～中世

奈良 。平安 郡衛関連

No15取手 下 総
相馬
郡

西原遺跡
我孫 i
市

中里字前原81番 3.

日秀字西原16
台地 20m 利根川 郡衛関連

NQ15取手 下総
相馬

郡
西原遺跡

我孫子
市

中里字前原18番 台地 20m 利根川
8世紀前
葉

8世紀前葉 郡衛関連 l軒

136 NQ15取 手 下 総
相馬

郡
南久保作遺跡

我孫子
市

中里字南久保作
484ほか

台地 19m 利根川
平安～中

世
平安 郡衛 関連 l軒

N015取手 下総
相馬
郡

南久保作遺跡
我孫子
市

作保久希

３
．
５

里

３．

中

４９
台地 18m 利根川 イく明 不 明 郡衛関連

140 N015取 手 下総
相馬

郡
H秀西遺跡

我孫子
市

日秀 台地 20m 利根川
占墳後期
～平安

奈良・ ｀
′安 正倉

NQ15取手 ド総
相馬

郡
H秀西遺跡

我孫子
市

日秀 台 地 19m 利根川
古墳後期
～奈良

奈良 郡衛関連

NQ15取手 ド総
相馬

郡
別当地遺跡

我孫子
市

中里字別当地1∞
-2ほ か

台地 19m 利根川
古墳後期
～奈良

奈良 郡衛関連 6軒

137 NQ15取 手 下 総
相馬

郡
別 当地遺跡

我孫子

市
中里字別当地1∞ 台 地 19m 利根川 不 明 不 明 郡衛関連
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掘立柱建物跡

1棟

その他遺構
遺物

官衛関連遺物
出■瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名,発行年)

溝 1条 第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

昭和56年 度 (第三次)の確認調査 Iト レン
チで昭和55年 (第二次)確認調査のAト レン
チで検出した大溝と掘立柱建物 1棟を検出し
た。大溝は東に向きを替えていることが明ら
かになった。掘立柱建物は 1× 1で、 2本の
lml柱 をもつ。Hト レンチでは古墳時代後期と
思われる堅穴住居を検出した。

千葉県我孫子市日秀遺跡遺
構確認調査概報1981

平瓦20点

将門神社遺跡昭和54年度の確認調査。報告書
ではチアミ地区とされているが、後に将門遺
跡神社遺跡A地点と変更された。古墳時代後
期から奈良 平安の堅穴住居が30軒前後検出
され、掘立柱建物と考えられるビットも検出
している。堅穴住居が群集する状況であり、
正倉域からは外れているが、郡衛に関連した
地域と考えられる。

千葉県我孫子市日秀遺跡遺
構確認調査概報1980

将門神社遺跡B・ C地点の調査。報告書では
日秀遺跡跡東区とされているが、後に将門神
社遺跡B・ C地点に変更された。日秀西遺跡
の東側に隣接する。古墳時代後期の住居跡9
軒が検出されているが、これ以降の時代の住
居跡は検出されておらず、別当地遺跡とは状
況が異なっていることから、本地点は郡衛域
の範囲に含まれるものと考えられる。

我孫子I'埋蔵文化財報告第
2集 日秀遺跡遺構確認調査
別当地遺跡発掘調査1982

西原遺跡第 1次調査日秀西遺跡の北北東約
2mm古 墳時代後期 (7世 紀末)の住居跡2
軒と奈良時代 (8世紀前半)の住居跡 1軒
が検出されており、別当地遺跡第 1次 と同様
に、本地点は郡衛域から外れるものと考えら
れる。

西原遺跡根戸遺跡我孫子市
埋蔵文化財報告第8集 1986

昭和56年度 (第三次)の確認調査Cト レンチ
では古墳時代後期から奈良時代の住居跡及び
ピットを検出した。Dト レンチでは遺構、遺
物はまったく検出されなかった。このことか
ら、これらの地点は郡衛域からは外れるもの
と考えられる。

千葉県我孫子市日秀遺跡遺
構確認調査概報1982

溝 1条

西原遺跡第235次 調査古墳時代後期の堅
穴住居跡を主体とする。 1号溝は幅約 2m、
深さ08mの逆台形で、ほぼ東西に走る。遺
構の重複関係から7世紀以降と考えられ、正
倉の北側区画溝と考えることもできる。

西原遺跡第2～ 6次発掘調
査報告書我孫子市埋蔵文化
財報告第21集19"

西原遺跡第4次調査当該時期の遺構・遺物は
検出できなかった。

西原遺跡第2～ 6次発掘調
査報告書我孫子市埋蔵文化
財報告第21集 1999

西原遺跡第6次調査郡衛域の北に位置するも
のと考えられる。

西原遺跡第2～ 6次発掘調
査報告書我孫子市埋蔵文化
財報告第21集 1999

建物跡 1棟

南久保作遺跡第 1次調査日秀西遺跡の西約
31Xlm。 建物は、掘立柱跡 1基のみ (一 辺
70m位の方形)が検出されたが、柱痕の状態
が、日秀西遺跡で検出されたものに酷似する。

我孫子市埋蔵文化財報告第
3集 1%3

南久保作遺跡第3次調査日秀西遺跡の北西約
250m。 時期不明の土坑、ビットのみで、郡
衛関連の遺構、遺物はない。

別当地 南久保作・北久保
作遺跡我孫子市埋蔵文化財
報告第6集 1985

48棟 礎石建物 6棟 (版
築)

玉縁付 丸瓦

及 び平瓦

掘立柱建物のうち44棟は総柱、 3× 2が 14
棟、 3× 3が10棟、 3× 4が 2棟、 4× 2が
6棟、4× 3が 5棟、5× 2、 6× 2、 8× 3、

10× 3が各 1棟。礎石建物は、2棟が布貼り
で、他は方形の掘込み地業を行う。礎石建物
9号の版集中から鎮檀具と考えられる半載さ
れた和同開称が出土している。倉庫群は、8
世紀前半から9世紀後半までの3期にわたっ
て機能していたものと考えられる。古墳時代
後期の堅穴住居は、186軒 検出されているが、
7世紀末にこれらを排除するようにして掘立
柱建物郡が作られている。

千葉県我孫子市日秀西遺跡
発掘調査報告書1980

1棟 基壇建物 1棟

日秀西遺跡B・ C地 点の調査。報告書では日
秀遺跡西区とされているが、後に日秀西遺跡
B・ C地点に変更された。日秀西遺跡の北側
に隣接する。掘立柱建物は3× 4の南北主軸
で、4度東に偏る。基壇建物は、ロームを主
体とする版築で、日秀西遺跡の38号建物跡と
同一のものと考えられる。日秀西遺跡と同様
に、古墳時代後期 (7世紀中葉)の集落で一
旦途切れ、建物群に移行することから、正倉
域の範囲に含まれるものと考えられる。

我孫 子市埋蔵文化財報告第
2集 日秀遺跡遺構確認調査

別当地遺跡発掘調査 1982

別当地遺跡 第 1次調査 日秀西遺跡 の北lfXlm
奈良時代の住居跡力` 6軒検 出されている。古
墳時代後期 (7世紀 )から継続 して奈良時代
の集落が営 まれている もの と思 われる。北久
保作遺跡第 2次 と同様に、正倉域か らは外れ
ている もの と思われる。

我孫子 1,埋蔵文化財報告第
2集 日秀遺跡遺構確認調査
別当地遺跡発掘調査 1982

別当地遺跡 第 2次調査 日秀西遺跡の北80m時
期不 明の溝 と土坑 のみで、郡衛関連の遺構、
遺物 はない。

我孫 子市埋蔵文化財報告第
3集別 当地遺跡 1983
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ヽ 地 図 国名 郡名 遺跡名 市町村 所在地 立地 標 高 水系 時 期 J(該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

NQ15取 手 下総
相馬

郡
別当地遺跡

我孫子

市

中峠字別当地115
-2 台地 20m 利根川

古墳後期
～奈良

奈 良 郡衛関連 2幸F

NQ15取手 下総
相馬

郡
別当地遺跡

我孫子
市

中峠字別当地115
-2ほ か

台 地 20m 利根川 不 明 不 明 郡衛関連

137 No15取手 下総
相馬
郡

別当地遺跡
我孫子
市

中里字,1当 地1∞
-8 台地 20m 利根 川

古墳後期
～奈良平
安

奈良 。平安 郡衛関連 4軒

NQ15取手 下総
相馬

郡
別当地遺跡

我孫子
市

中里 字 別 当地103

番地
台 地 20m 利根川

古墳後期
～中世

”半

半

後

前 郡衛関連 2軒

NQ15取手 下総
相馬
郡

北久保作遺跡
我孫子
市

中里北中道22-
12

台 地 20m 利根川 奈良 奈 良 郡衛 関連 1軒

NQ15取 手 下総
相馬

郡
北久保作遺跡

我孫子
市

中里字北久保作
185

台地 18m 利根川
古墳後期
～奈良

奈 良 郡衛関連 5軒

NQ15取手 ド総
相馬

郡
野守遺跡

我孫子
市

古戸字野守522番 1 台地 20m 利根川
奈良 平

安
9世紀 郡衛関連 3軒

133 No15取手 卜総
相

郡 野守遺跡
我孫子
市

古戸字野守183番 3 台地 20m 利根 川
奈良 平

安
奈良・平安 郡衛関連 1軒

No15取 手 下総
相馬

郡
野守遺跡

我孫子
市

古戸字野守183番6 台地 20m 利根 川
奈良・平
安

奈良 平安 郡衛 関連 3軒

64 NQ14流 山 下総
相馬

郡
中馬場遺跡 柏市

根戸字中馬場1852

番地ほか
台 地 17～ 19m 大堀川

古墳後期
～平安

奈良・平安 駅家関連 75軒

64 NQ14流 山 下総
相馬

郡
中馬場遺跡 柏市

根戸字中馬場1852

番地ほか
台地 18～ 20m 大堀川

古墳後期
～中世

奈良 平安 駅家関連 48軒

64 No14流 山 ド総
相馬

郡
中馬場遺跡 柏 市

根戸字中馬場1852

番地ほか
台地 18～ 19m 大堀川

古墳 後期
～中世

奈良・平安 駅家関連 69軒

NQ27岩 部 下総 海 J: 妙名遺跡 山田町 小川字妙名 台地上 41m 栗山川

8世紀後
半～9世
紀前半

8世紀後半～

9世紀前半
郡衛関連
集落

6軒

129 No28/1ヽ南 ド総 海上 池尻遺跡 千潟町
清 和 甲字 池 尻982

他
台 地 約mm 黒部川

古墳時代
後期～奈
良・平安
時代

9世紀中葉～

10世 紀前半

郡衛 関連

集落
36軒

虚 8/1ヽ南 下総 海 L 諏訪山遺跡 千潟町
溝原字諏訪山778

他
台地 約5klm 黒部川

奈良・平
安時代

8世紀後葉～

10世紀前半
郡衝 関連

集落
H軒
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官術関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要
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(書名,発行年)
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別当地遺跡第 4次調査 日秀遺跡の北西約
2∞m古墳時代後期 (7世 紀後半)の住居跡
1軒 と奈良時代 (8世紀後半)の住居跡 2軒
が検出され、継続して集落が営まれているこ
とから、別当地遺跡第 1次と同様に、本地点
は郡衛域から外れているものと考えられる。

別当地・南久保作・北久保
作遺跡我孫子市埋蔵文化財
報告第6集 1985

昭和56年 度 (第二次)の確認調査E・ Gト レ
ンチからは竪穴住居跡と小ピットを検出した
が、時期は不詳である。Fト レンチからは遺
構、遺物はまったく検出されなかった。郡衛
に関連する遺構、遺物はない。

千葉県我孫子市日秀遺跡遺
構確認調査概報1982

別当地遣跡第10次調査奈良・平安時代の堅穴
住居跡は主軸方向がすべてほぼ北を向いてい
る。5号堅穴住居跡 (9世紀第3四半期)か
らは鎌、刀子、鋤先、紡軸などの鉄製品と風
子硯のように加工した転用硯が注目される。

別当地遺跡粟牧西遺跡我孫
子市埋蔵文化財第20集19"

別当地遺跡第6次調査日秀西遺跡における古
墳時代後期堅穴住居郡の広がりと考えられ
る。「丈部諸国J(7世紀後半～ 8世紀前半)

の人名墨書の須恵器は、郡家もしくはそれに
先行する官衛に深く関わる人々の存在を示す
資料として注目される。

別当地遺跡第6次発掘調査
報告書我孫子市埋蔵文化財
報告第23集 2KXXl

北久保作遺跡第 1次調査日秀西遺跡の北西約
4Clllm。 堅穴住居lt・ は、相馬郡家正倉と同時
期である。溝 1条 は、時期性格不明であるが、
住居跡の主軸方向と同じ、東に15度偏る南北
方向に走る。

我孫子市埋蔵文化財報告第
3集北久保作遺跡1983

1棟

北久保作遺跡第2次調査日秀西遺跡の北西約
獅 古墳時代 (7世紀末)住居 1軒あり、
継続して奈良時代の住居跡が営まれているこ
とから、正倉群の状況とやや異なることから、
郡衛域から外れると考えられる。ただし、銅製
の鉾帯丸輛 (表面に黒漆 ?)力 出`土しているこ
とから、正倉に関係する集落が営まれていた可
能性がある。掘立柱建物は2× 3の側柱である。

別当地・南久保作・北久保
作遺跡我孫子市埋蔵文化
財報告第6集北久保作遺跡
1985

2棟

野守遺跡第2次調査堅穴住居跡は、 9世紀前
半～9世紀後半のものである。掘立柱建物は、
いずれも規模 時期不明であるが、掘立柱建
物の形状や柱間が著しく不均等である。

野守遺跡第2次 第4次発
掘調査報告書我孫子市埋蔵
文化財報告第25集2∞ l

3棟

野守遺跡第4次調査堅穴住居跡は、8世紀第
2四半世紀のものである。掘立柱建物は、2
×2以上が 1棟、片側 6以上が 1棟、不明が
2棟である。時期は、8世紀第2四半世紀以
降と9世紀第3～第4四半世紀及びそれ以降
である。

野守遺跡第2次 第4次発
掘l13査報告書我孫子市埋蔵
文化財報告第25集 21Xll

3棟 土坑 1基

野守遺跡第5次調査掘立柱建物はいずれも側
柱で、 2X3が 1棟、3X2以上が2棟であ
る。主軸方向はいずれも北からわずかに東に
偏っているが、同一方向を向いている。時期
は9世紀第3～第4四半世紀である。鉤の出
土は、我孫子市では初めての事例であり、正
倉や付近の掘立柱建物での使用が想定され
る。

平成12年度市内遺跡発掘調
査報告書五郎地遺跡第 1

次・野守遺跡第5次我孫子
市埋蔵文化財報告第24集
2001

3棟

中馬場遺跡第2次調査当該地域における大規
模な集落であり、古代の東海道 (官道)に設
置された「於賦駅家」に比定する考えがある。
堅穴住居跡は奈良時代が12軒、平安時代力も3

軒である。掘立柱建物は2× 2の総柱が 1棟、
2X3の 側柱が2棟である。

中馬場遺跡妻子原遺跡日本
国有鉄道常磐線複々線工事
関係遺跡調査団1972

中馬場遺跡第3次調査堅穴住居は奈良時代が
8軒、平安時代が40軒である。

中馬場遺跡第3次発掘調査
報告書19%

鍛冶遺構を伴う住
居跡 2軒

中馬場遺跡第4次調査堅穴住居は奈良時代が
8軒、平安時代力も1軒である。

中馬場遺跡 (第 4次 )柏市
埋蔵文化財報告書381999

堅穴住居跡のみの検出であるが、墨書に「厨」
が出土している。

水
査

用
調

・‐ヒ総東部̈一̈・ｊ‐９７‐
12棟 (以上)

掘立柱建物跡がほぼ同一方向に並んで検出さ
れた (北東から東西方向)。 内容は2間 X3
間が5棟、3間 ×3間の東南の二面廂が 1棟、
3間 ×3間の南西廂が 1棟、3間 ×3間が 3
棟、3間 X4間が 1棟、2間 ×2間が 1棟で
ある。掘立柱建物跡、墨書から郷家的な様相
を示すと考えられる。

「主要地方道多古笹本線埋
蔵文化財調査報告書2-千
潟町池尻遺跡・茄子台遺跡
一千葉県文化財センター調
査報告第280集J1996

2棟 土坑 9基
掘立柱建物跡 は 2間 X3間 が 1棟、 2間 × 3
間が 1棟である。池尻遺跡 につ らなる台地上
で、郷家的遺跡の可能性がある。

「干潟工業団地埋蔵文化財
調査報告書―干潟町諏訪山
遺跡 十二殿遺跡・茄千台
遺跡 ・桜井平遺跡 ―、千葉
県文化財セ ンター調査報告
書第321集J1998
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NQ 地 図 国 名 郡 名 遺跡名 市町村 所在地 立地 標 高 水 系 時 期 当該時期 性 格
遺構 竪穴住

居跡

No28小南 下 総 海上 桜井平遺跡 十潟町
桜井字郷主家塚
243他

台地 約52m 黒部川
奈良・平
安時代

8世紀後葉～
10世紀前半

郡衛関連

集落
4軒

NQ18佐原
西部

F総 香取
名木天神台遺
跡

ド総町
名木字天神台748
他

台地上 39m 常向川
7世紀末
～ 9世紀

前葉

7世紀末～9
世紀前葉

郡衛関連
集落

37軒

原佐‐８
部

ヽ
西 下総 香 取 青山富木遺跡 下総町 青山字富 ノ木36他 台 地 38m 常向川

奈良・平
安

8世紀前半～

10世 紀前半

郡衝 関連

集落
35軒

２０

．

原佐‐８
部

商
西 下総 香 取 中山遺跡 佐原市 福田字中山 台地 L 40m 栗 山川 平安時代

9世紀第2四
半期～9世紀
第4四半期

郡衝関連
集落

12軒

209
NQ18佐 原

西部
F総 香取 馬場遺跡 佐原市 福田字馬場 台地上 39m 栗 山川

8世紀第3

四半期～

9世紀第2

四半期

8世紀第 3四
半期～ 9世紀

第 2四半期

郡行 関連

集落
4軒

NQ18佐原
西部

下総 香取 東野遺跡 佐原市 本矢作字東野 台地上 40m 香西川

8世紀第3

四半期～

9世紀第2

四半期

8世紀第 3四
半期 ～ 9世紀

第 2四半期

郡衝関連

集落
10軒

原佐‐９
部

ヽ
東 下総 香取 吉原山王遺跡 佐原市 丁字天 ノ宮他 台地 上 40m 根本川

8世紀後
半～9世
紀末

8世紀後半～
9世紀末

郡衝関連

集落
92軒

原佐‐９
部

ヽ
東 ド総 香取 長部山遺跡 佐原市

香取字宮下長部山
他

台地上 40m 根本川
8世紀後

半～10世

紀前半

8世紀後半～

10世 紀前半

郡衛関連

集落
93軒

Na19佐 原

東部
下総 香取 古屋敷遺跡

小見川

町
上小堀字古屋敷 台地上 40m 利根川

8世紀前
半～10世

紀初頭

8世紀前半～

10世紀初頭

郡行関連
集落

43軒

No17下総

滑川
ド総 香取 荒海江地山 成田市

荒海字江地山254
ほか 台地上 30m 長 沼

前

世

紀

９
半

世

一
前

８
半

紀

8世紀前半～

9世紀前半

荒海駅 lll

連集落
148軒

ヽ25成 田 ド総 埴 生
上福田和田谷
津遺跡

成 田
上福田字和田谷津
98-1他 台地上 30m 十 日川

古墳後期
～奈良
平安

7世紀後半～

8世紀

郡衛関連
集落

2軒

NQ25成 田 下総 埴生 中台遺跡 成 田 加良部3丁 目 台地 11 35m 小橋川
一
後

紀

紀

世

世
８

９
半

8世紀後半～

9世紀後半
郡衝 関連

集落
143軒

No25成 田 下総 埴 41 加良部遺跡 成 田市 加良部4丁 目 台地 11 35m 小橋川

8世紀第

2四半紀
～ 9世紀

第 3四半

紀

8世紀後半～
9世紀

郡衝 関連

集落
66軒

No25成 田 ド総 埴 生
郷部松 ノ下遺

跡
成田市 加良部1丁 目 台地 L 345m 小橋川

8世紀中

棄～ 9世
紀前半

8世紀中葉～

9世紀前半
郡衛 関連

集落
52軒

No25成 田 ド総 埴 生

郷部松 ノ下遺

跡 郷 部 八 ツ

又遺跡

成田市 加良部1丁 目 台地上 35m 小橋 川

8世紀後

半～ 9世
紀前半

8世紀後半～
9世紀前半

郡衛 関連

集落
14軒
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衝関連遺物
出■瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名,発行年)

土坑 2基鍛冶炉 2
第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

墨書が下総国海上郡軽部郷と関連した遺跡と
考えられる。

「千潟工業団地埋蔵文化財
調査報告書 ―干潟町諏訪
山遺跡・十二殿遺跡・茄
子台遺跡・桜井平遺跡―、
千葉県文化財センター調
査報告書第321集』1998

12棟

3間 ×2間 を主体とした掘立柱建物跡が、帯
状の狭い調査範囲の中で、11棟集中して検出
され、郷倉的な様相を示す。内訳は3間 ×2
間が5棟、 3間 ×2間が4棟、 2間 ×2間が
1棟、 2間 Xl間が 1棟、?Xl間が 1棟で
ある。

『千葉県文化財センター調
査報告書371集 下総町名
木天神台遺跡―主要地方
道成田下総線建設に伴う
埋蔵文化財調査報告書四』
lCκ)9

3棟

墨と朱墨を使用した二面風子硯が、奈良時代
後半と思われる堅穴住居跡から出上してい
る。掘立柱建物跡の内訳は、2間 ×2間の総
柱が 2棟、 3間 ×2間が 1棟である。

『下総町青山富ノ木遺跡
鎌部長峯遺跡 ―主要地方
道成田下総線建設に伴う
埋蔵文化財調査報告書Ⅶ
―千葉県文化財センター

調査報告書370集J1999

1棟 土坑 11基 墨書土器から郡衝関連遺跡と考えられる。掘
立柱建物跡は3間 ×2間である。

『東関東自動車道埋蔵文化
財調査報告書Ⅳ―佐原地
区 (1)― 』1988

土坑 4基 「香取郷」「謁草里Jに相当する墨書が出土
『東関東自動車道埋蔵文化
財調査報告書Ⅳ―佐原地
区 (1)― J1988

二彩火舎、墨書から官衝関連遺跡と考えられ
る。

「東関東自動車道埋蔵文化
財調査報告書Ⅳ―佐原地
区 (1)― J1988

溝

条
(道 路 跡 か )

掘立柱建物跡はないが、人名、郷名などの墨
書が多く出土している。墨書の内容から香取
神宮の神戸「下総国香取郡神戸大槻郷Jに関
連した集落である。

F佐 原市吉原三王遺跡―東
関東自動車道埋蔵文化財
調査報告書V(佐原地区2)
一千葉県文化財センター
調査報告書第178集 JD"

17株

堅穴住居跡と掘立柱建物跡が重複して検出さ
れている。掘立柱建物跡は、平安時代が主体
である。規格は2間 ×2間が3棟、3間 ×2
間が14棟である。調査区の西端部に検出され
ている。

「佐原市長部山遺跡0香取
市文化財センター調査報
告書第5集』

1棟 上坑24基

掘立柱建物跡は 1棟のみの検出であるが、帯
金具、墨書「山幡」「曹司」などから「山幡」
郷の中心的な集落跡と考えられる。2X3-
1棟

『古屋敷遺跡-0香取郡文
化財センター調査報告書
第63集J1999

1棟
荒海・磯部地域の最も大きな集落で、近接の
第5号塚の塚下から奈良三彩小壺が出土して
いる。掘立社建物跡は3間 X3間で、北側 1

面廂である。

「荒磯千葉県成田市荒磯地
域の調査考古篇』1994

2棟 九瓦
同一方向の掘立柱建物跡が2棟検出されてい
る。2間 X3間で、1棟は側柱 2本が組になっ
た布掘である。

6棟 縄瓦
＞

平

き

6棟の掘立柱建物跡は隣接又は重複して検出
された。 6棟のうち5棟は建物方向がほぼ同
じであるので、全体として小倉庫群を形成す
ると考えられる。また隣接した堅穴住居跡か
ら帯金具が出土している。当遺跡は埴生郡衛
と推定される大畑遺跡群の南南東約 5 klnに 位
置している。以上から当遺跡は郡衛関連集落
の可能性がある。掘立柱建物の規模は3間 ×
3間が 1棟、3間 ×2間が4棟、2間 ×2間
が 1棟である。時期は住居跡との重複関係か
ら8世紀後半である。

F公津原ⅡJ 1981

16棟

三間四面廂等の掘立柱建物跡を中心とした寺
院跡であるが、帯金具が出土しているので、
群衛関連の集落跡の可能性もある。当遺跡は
埴生郡衛と推定される大畑遺跡群の南南東約
5 kDlに 位置する。掘立柱建物は三間四面廂(5
間×5間)1棟、 1間 Xl間が 1棟、2間 ×
2間が3棟、 3間 ×2間が6棟、 3間 X3間
が3棟、4間 ×2間が4棟である。三間四面
廂の掘立柱建物の時期は掘立柱建物群と住居
跡との重複から8世紀後半と考えられる。

「公津原ⅡJ l%1

11坑 1基
郷部 加 良部遺跡 の北西 に隣接 した遺跡で、
同一台地上である。 また郷部・加良部遺跡 と
同様の墨書土器が出土 しているので、同一集
落になる可能性がある。

『公津原Ⅱ』1981

堅穴状遺構 1基

郷部・加良部遺跡の北西に隣接し、同一台地
上である。また郷部・加良部遺跡、郷部・堀
尾遺跡と同様の墨書土器が出土しているの
で、同一集落の可能性がある。

『イ,キ llll〔 Ⅱ』1981
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No 地 図 国名 都名 遺跡名 市町村 所在地 立 地 標高 水系 時期 当該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

∞ NQ25成 田 下総 埴生
石塚遺跡 山
口遺跡

成田市 中台1丁 目 台地上 33m 小橋 川

8世紀後

半 ～9世
紀

8世紀後半～

9世紀

郡衛関連
集落

M軒

NQ25成 田 下総 埴生 引地遺跡 成田市 吾妻3丁 目 台地 33～ 35m 印藩沼

8世紀後

半～ 9世
紀前半

8世紀後半～
9世紀前半

郡衛関連
集落

13軒

NQ25成 田 下総 埴生
戸崎I― ⅡI遺

跡
成田市 吾妻3丁 目 台地上 33～ 35m 自鳴 沼

8世紀後

半～ 9世
紀前半

8世紀後半～

9世紀前半
郡衛関連

集落
5中T

84 NQ25成 田 ド総 埴 生 戸崎IV遺 跡 成田市 玉造7丁 目 台地上 35m /1ヽ 橋 川

8世紀後

半～ 9世
紀前半

一半

半

後

前

紀

紀

世

世
郡衛関連

集落
2軒

NQ25成 田 下総 埴生 外子代遺跡 成田市 玉造1丁 目 台地上 33m Fp播沼

8世紀前
半～10世

紀前半

8世紀前半～
10世紀前半

郡衛関連
集落

37軒

NQ25成 田 下総 埴 生
野毛平木戸下
向山遺跡

成田市
野 毛 平 字 木 戸 下

llX19他
台地上 39m 取香川

8世紀後

半～10世

紀代

8世紀後半～

10世紀代

郡衛関連

集落
17軒

NQ25成 田 下 総 埴 生
野毛平木戸下
向山遺跡

成田市
野毛平字木戸下
10"他 台地 L 39m 取香川

8世紀後

半～10世

紀代

8世紀後半～

10世紀代
郡衛関連

集落
18軒

N25成 田 下総 埴 生
野毛平植出遺
跡

成田市
野毛平字植 出1088

他
台地上 38m 取香川

8世紀代

後半～ 9
世紀代後

半

8世紀代後半
～9世紀代後
半

郡衛関連
集落

16軒

434 NQ25成 田 下総 埴生
野毛平千田ケ
入遺跡

成田市
野毛平字千田ケ入
1172-3他 台地上 40m 取香 川

8世紀後

半～ 9世
紀後半

8世紀後半～

9世紀後半
郡衛関連

集落
23軒

NQ25成 田 下総

生
香
つ

埴
＜
取

長田船久保遺
跡

成田市 長 l日 船久保9M他 台地上 40nl 取香川 9世紀代 9世紀代
郡衝関連
集落

2軒

437 No25成 田 ド総

生

香

つ

埴

＜

取

長田土上台遺
跡

成 III市
長田字土上台755

他
台地 L 41m 取香川 9世紀代 9世紀代

郡街関連

集落
4軒

NQ25成 ‖| 下総 埴 生
馬場扇 ノ作遺

跡
成田市 馬場扇作73-1他 台地 L 39m 取香 川

8世紀 中

棄～ 9世
紀 中葉

8世紀中葉～

9世紀中葉

官街関連

集落
19軒

NQ25成 田

NQ26新 国

際空港

下総

生
香
つ

埴
＜
取

堀 ノ内遺跡群

遺跡
成田市

堀 ノ内字西の台
141-1他 台地上 41m 取香川

8世紀末
～9世紀
前半

8世紀末～9
世紀前半

郡衝関連
集落

24軒

No25成 田 下 総 埴 生 人畑I遺 跡 栄 町
龍角寺字大畑870

他
台地 L 28-30m 印織沼

古墳時代

後期～奈

良時代

7世紀第 4四
半紀～ 8世紀

第 4四半紀

埴生郡行

推定地
13軒

NQ25成 田 下 総 埴 生 大畑Ⅱ遺跡 栄 町
龍角寺字大畑849
他

台地上 29m 印格 Frl

7世紀第
4四半世
紀～9世
紀初

7世紀第4四
半世紀～9世
紀初

埴生郡術
推定地

5軒

ヽ25成 田 下 総 埴生 向台遺 跡 栄 町
大字酒直字向台地

先
台地 上 30m 印幡 沼

7世紀末
～ 9世紀

初

7世紀末～ 9
世紀初

埴生郡衛

推定地
13軒
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官衛関連遺物
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1

第
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参
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三間四面廂等の掘立柱建物跡を中心とした寺
院跡と考えられるが、帯金具、墨書土器から
郡衛関連の集落の可能性もある。掘立柱建物
跡は5間 ×2間の二面廂が 1棟、 3間 ×2間
の四面廂が2棟、7間 X2間が 1棟、3間 ×
2間が3棟、2間 X2間力'2棟である。時期
は8世紀中頃から後半にかけてと思われる。

「公津原Ⅱ』1981

1棟 掘立柱建物跡は2間 ×2間の総柱で集落の規
模は小さいが、郡衛関連集落の可能性がある。

「公津原Ⅱ』1981

Loc29に 続 く台地上に位置するLoc29と 同様
に郡衝関連集落の可能性がある。

「公津原ⅡJ 1981

戸崎IV(Loc33A・ B)遺跡 (古墳後期集落跡)

と同一台上に位置する。また、Lclc29・ 30に

隣接し郡衝関連の可能性がある。

「公津原ⅡJ 1981

6棟

掘立柱建物跡 6棟の内5棟は方向がほぼ同じ
で、小倉庫群を形成しているので、郡衝関連
遺跡の可能性がある。また周辺の奈良・平安
時代の集落跡よりも継続期間が長い。掘立柱
建物跡は3間 ×2間が3棟、2間 ×2間が 1

棟、 2間 ×1間が 1棟である。時期は8世紀
後半と思われる。

「公津原ⅡJ 1981

9棟 土坑 7基

出土遺物から郡衝関連遺跡の可能性がある。
野毛平向山と同一台地上にある。掘立柱建物
跡は2間 X3間が2棟、2間 ×2間が7棟で
ある。

『ニュー東京空港ゴルフ場
造成地内埋蔵文化財調査報
告書J1990

7棟 土坑 3基

野毛平木戸下と同一台地上にある。大形柱穴
の掘立柱建物跡、四面廂の掘立柱建物跡が検
出されている。身舎1間 ×1間の四面廂が2
棟 (建 替え)、 2間 ×3間 が2棟、 2間 ×2
間が 1棟、不明が 2棟である。

『ニユー東京空港ゴルフ場
造成地内埋蔵文化財調査報
告書 (■ )』 1990

18棟

2間 ×3間 を主体とする掘立柱建物跡が台地
先端部に集中して検出され、また巡方などの
遺物から郡衝関連集落と考えられる。掘立柱
建物跡は、2間 ×4間が 2棟、2間 ×3間 が
9棟、2間 ×2間の総柱が 1棟、2間 ×2間
が2棟、不明が4棟である。

『ニュー東京空港ゴルフ場
造成地内埋蔵文化財調査報
告書 (■ )』 1990

3棟 土壌墓 2基

近隣の遺跡と同時期であり、堅穴住居跡と掘
立柱建物跡との構成から、郡衝関連集落と考
えられる。掘立柱建物跡は、2間 ×3間が 1

棟、 2間 ×2間が 1棟、不明が 1棟である。

「ニュー東京空港ゴルフ場
造成地内埋蔵文化財調査報
告書 (■ )JD∞

1棟 古鍛冶跡
長田北台と同一台地上にある。小規模な集落
であるが、遺物から郡行関連と考えられる。
掘立柱建物跡は2問 ×3間が 1棟である。

『ニユー東京空港ゴルフ場
造成地内埋蔵文化財調査報
告書 (■ )』 1990

長田舟久保と同一台地上にある。同時期なの
で同一の集落と考えられる

「ニュー東京空港ゴルフ場
造成地内埋蔵文化財調査報
告書 (■ )』 19"

4棟 土坑 5基
堅穴住居跡からカコ、温石が出土している。
官衝もしくは仏教国連の集落として考えられ
る。

「千葉県成田市馬場扇作遺
跡―東京電力株式会社安食
線増強 (Ⅱ 期)工事に伴う
埋蔵文化財調査』1998

「隆平永賓」の出土から郡衝関連集落と考え
られる。

「成田新線建設事業地内埋
蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ
(城の内遺跡)」 1983

lH棟
井戸跡4基溝 1条
(郡衝域を区画す
る溝)

丸瓦5点、
平瓦 1点

最大 3間 ×9間の掘立柱建物跡がL字形に配
置されるのが確認された。掘立柱建物跡は5
時期に区分され、Ⅱ期からV期にかけて、L
字形配置が継続している。これら、及び隣接
の向台遺跡から、壇生郡衡跡と推定される。
掘立柱建物跡は総数Hl棟検出された。その
内、規模が明確なものは、42棟である。内
訳は9間 ×3間が 2棟、 6間 ×3間が 2棟、
6間 X2間が 2棟、5間 X3間が6棟、5間
×2間が 1棟、4間 ×3間が3棟 (内 1棟が
総柱)、 4間 ×2間が4棟、3間 ×3間が2棟、
3間 ×2間が14棟、 3間 ×1間力'1棟、 2間
×2間が4棟

「主要地方道成田安食線道
路改良工事 (住 宅関連事
業)地内埋蔵文化財発掘調
査報告書J1985「栄町大畑
I-2遺 跡J1985「 千葉
県印磨郡栄町大畑 I-3遺
跡J1994F栄 町埴生郡衛跡
確認調査報告書』1986『栄
町埴生郡衛跡確認調査報告
書ⅡJ 1987

6棟 溝状遺構 5条 丸瓦片、平
瓦片

龍角寺占墳群内に掘立柱建物跡が検出され、
一般的な集落跡とは考えにくいので、大畑I

遺跡から続く埴生郡行の遺構と考えられる。
掘立桂建物跡の内訳は、 2間 ×5間が2棟、
2間 ×3間力'2棟、2間 ×2間が 1棟、2間
X2間の総柱が 1棟である。

「財団法人印磨郡市文化財
センター発掘調査報告書第
14集 ―栄町龍角寺 ドライプ
イン建設予定地内埋蔵文
化財報告書一大畑遺跡II遺

跡』

8棟 遺物集中地点 1 平瓦、九瓦

大畑I遺跡に東接する遺跡で、大畑I遺跡から
の穏やかな斜面部に大量の上器が出土した
(遺跡集中地点)官衝的性格が強い遺跡で、
大畑I遺 跡の範囲と考えられる。掘立柱建物
跡の内訳は、2間 X2間の総柱が 3棟、3間
×2間の総柱が 1棟、2間 ×2間が1棟、4
間X3間が 1棟、 2間以上×2間が 1棟であ
る。

「主要地方道成田安食線道
路改良工事 (住宅宅地関連
事業)地内埋蔵文化財発掘
調査報告書』1985

ノ
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No 地 lkl 国名 t15名 遺跡名 市町村 所在地 立 地 標 高 水系 時期 当該時期 性格
遺構竪穴住

居跡

M25成 田 下総 埴 生
大畑 I遺跡

(向 台 Ⅱ)
栄 町

酒直字向台464-
2他

台地上 24～ 29m 印椿沼
奈良 平
安

奈良・平安
埴生郡行

推定地
4軒

NQ25成 lH 下総 埴 生
跡遺

跡

Ｉ
遺

畑

内

大

敷 栄 町
龍角寺字敷内828
他

台地上 30m 印椿沼
7世紀後

半～10世
紀初頭

7世紀後半～

8世紀 中葉

埴生郡衝
関連集落

7軒

NQ25成 田 下 総 埴生
郷部加定地遺
跡他

成田市
郷部字加定地1232
他

台地上 小橋 川
8世紀～

11世 紀

8世紀～11世
紀

郡衝関連
集落

NQ33酒 々

井
下総 埴 生 塚越遺跡 富里町 新 中沢 台地上 28m 高崎川

8世紀後

半～ 9世
紀前半

8世紀後半～
9世紀前半

郡衛関連
集落

H軒

175 下総 埴生 囲護台遺跡群

F総 llS生 大竹林畑遺跡 成田市 大 竹 台地上 坂 田 ケ池 46軒

408
NQ25成 田
NQ17下総

滑川

下総 埴 生
南羽鳥正福寺
遺跡第2地点

成 llI市

寺

野柿時動
鴎動７５．

南

９８

Ｈ
台地上 25～ 35m 根木名川 古墳時代

6世紀～ 7世
紀代

1軒

NQ41千葉
東部

下総
千葉

郡
鷲谷津遺跡 千葉市

中央区千葉寺町
771他

台地上 23m 都 川
旧石器～

中近世

古墳時代末～

平安時代
駅家関連 144軒

55
恥41千葉
東部

下総
千葉

郡
観音塚遺跡 千葉市

中央区千葉寺町
722-20番 地他中
央区千葉寺町720
-8番地他

台地上 22m 都川

時

安

器

平
石

ヽ
代

旧
代

時

古墳時代末～

平安時代
駅家関連 213軒

54
NQ41千葉
東部

下総
千葉
郡

大北遺跡 千葉市 中央区宮崎町711 台地上 25in
都

田

古墳時代
後期～平
安時代初
頭

7世紀末～ 8
世紀初頭

駅家関連 37軒

NQ41・ 47

千葉東部

蘇我

下総
千葉

郡
方賀輪遺跡 千葉市

若葉区古泉町・野
呂町

台地上 47m 鹿島川

旧石器時

代～平安

前半期

7世紀後半～
9世紀末

居館 124軒

＼
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掘立柱建物跡 その他遺構
遺物

官街関連遺物
出土瓦 特殊遺物 概 要

文   献
(書名,発行年)

4棟 製鉄遺構 1基

第
６
表
参
照

第
６
表
参
照

大畑遺跡群から連続すると考えられる掘立柱
建物跡が検出された。

r財団法人印緒郡市文化財
センターー年報9-平成4
年度』1993F財団法人Fp藩
都市文化財センターー年報
10-平成 5年度―JЮ%

2棟 棚列 2条 溝 3条
大畑遺跡群に隣接する遺跡で埴生郡衝に関連
した集落と考えられる。掘立柱建物跡の内訳
は、4間 ×2間 1棟、?× 2間以上である。

『財団法人印層都市文化財
センター発掘調査報告書第
60集千葉県印謄郡栄町敷内
遺跡調査報告書J1991

成田市囲護台遺跡群及び公津原遺跡群に隣接
し埴生郡衛の関連集落と考えられる。遺跡は、
加定地遺跡、南台 1遺跡、南台衛Ⅱ遺跡、殿
台遺跡、立野遺跡

「123郷部北遺跡群」「千葉
県の歴史資料編考古3(奈
良 平安時代)』 1"8

2棟 土坑 2基
主屋 2間 ×3間の四面廂の掘立柱建物跡が検
出され、墨書、和同開称から寺院遺構の可能
性もある。

「財団法人Fp格郡市文化財
センター発掘調査報告書第
138集千葉県印施郡富里町
富里第二工業団地土地区画
整理事業地内埋蔵文化財調
査』1998

4棟
『大竹林畑遺跡―成田市都
市計画公園 5 5・ 4坂
田ケ池総合公園事業地内埋
蔵文化財調査―J1997

綴墳‐基、
ム
方ヽ
基

４
条
２３

墳
７
坑

円
構
土

34棟 大北遺跡に関連して、駅家の運営の中心的な
役割を担った可能性あり。

千葉市鷲谷津遺跡―都市基
盤整備公団千葉寺地区埋蔵
文化財発掘調査報告書Ⅲ千
葉急行線内埋蔵文化財発掘
調査報告書

22棟 土坑、井戸 鷲谷津遺跡と同様の性格が考えられる。

千葉市観音塚遺跡・地蔵山
遺跡 (3)― 都市基盤整備
公団千葉寺地区埋蔵文化財
発掘調査報告書Ⅳ―観音塚
遺跡千葉急行線内埋蔵文化
財発掘調査報告書 I

27棟 方形周溝 1基、土
坑11基、溝 1条

多量の畿内産土師器出土。
郡衝・駅家等の官衝的性格。

大北遺跡・谷津遺跡・瓜作
遺跡 池田古墳群一千葉急
行線内埋蔵文化財発掘調査
報告書Ⅱ―

152棟

土坑21基
小鍛冶跡 2基
豪族の居館跡 1カ
所

8世紀末から9世紀前半の豪族の居館跡と想
定される。

千葉市芳賀輸遺跡―第一次
発掘調査概報一千葉市芳賀
輪遺跡―平成2年度調査報
告書一千葉市芳賀輸遺跡―

平成4年度調査報告書一千
葉市芳賀輸遺跡―平成 8年
度調査報告書―芳賀輸遺跡
太田アラク遺跡「千葉市内
出土の奈良三彩小壼二例」
『千葉史学J第 2号「第 3
章下総1∞芳賀輪遺跡」「千
葉県の歴史資料編考古 3
(奈良・平安時代)』 県史シ
リーズH
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